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lま　Lニ　め　8こ

世界人口の増大や人間活動の規模拡大のもたらす地球環境への影響が深刻に受けとめら

れている。

世界人口の約6割を占めるアジア地域は、人口の増大、経済活動の拡大に伴うエネル

ギー消費の増大が予想されるなど、世界の中でも地球環境への負荷が最も増大する地域の

1つとして懸念されている。しかしながら、その実態については、開発途上国、NIES、共

産圏等社会経済状況の著しく異なることに加え、地理的にも広範囲にわたること等からこ

れまで最も未把握な地域の1つとしてあげられている。

本調査研究に先立ち、1975年から1987年の間のアジア地域における、エネルギー利用に

伴う地球環境変動（地球の酸性化、温暖化）に関する基礎的な調査として、そのエネル

ギー消費構造とエネルギー消費に伴う地球環境影響物質（硫黄酸化物SOx、窒素酸化物

NOx、二酸化炭素CO2）の排出構造とその動向が明らかにされている（「アジア地域

のエネルギー消費構造と地球環境影響物質（SOx、NOx、CO2）排出量の動態分析」

（NISTEP REPORT No．21））。

このため本調査研究では、この実態分析を基にして、エネルギー利用形態や環墳対策の

実施にいくつかのシナリオを設けてアジアの将来のエネルギー利用やそれに伴う地球環境

影響物質の排出量を予測し、今後の環境対策を検討する上での基礎資料を掟供することを

目的とするものである。

本調査研究の方法・内容においては、エネルギー消費量の将来予測にFUGIグローバ

ルモデルを用い、その予測値を消費部門毎に配分し、エネルギー利用形態毎にSOx、

NOx、CO2排出量を推算している。部門別配分に際しては、OECD／IEAのエネ

ルギーバランス表をベースとして部門別・エネルギー源別に分析を行うとともに、開発途

上国の主要なエネルギー源である植物性燃料も含めて、アジア各国の2000年、2010年にお

けるエネルギー消費量と地球環境影響物質の排出量を推計している。

またFUGIグローバルモデルの利用により、エネルギー消費量のみならず経済活動と

の関係をも説明することが可能となっている。

なお、本調査研究で設定したシナリオは、エネルギー利用効率の変化、環境対策の普及

度合いを想定したもので、これらから今後の環境対策を検討する上での方向性が捷示でき

たものと考えている。



しかしながら、将来動向を見きわめるためのエネルギーデータの信頼度はもとより、詳

細な資料の収集に努めたが、これには限界があるため、多くの仮定をおいている。本報告

では、それを明確に記述することにより、今後の課題として精度の高い予測に資するよう

努めた。本報告書が関係機関における今後の調査研究及び政策の立案の参考となれば幸い

である。

なお、本調査研究を進めるにあたっては、下記の学識経験者からなる「アジアのエネル

ギー消費と地球環境に関する調査研究会（平成元年3月設置）」及び「アジアのエネルギ

ー消費に伴う大気環境汚染物質排出量推計に関する小委員会（平成元年10月設置）」を設

置して構成委員の方々から一貫した御指導、御協力ノを頂いた。ここに深く感謝する次第で

ある。
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1．　調査研究内容　と方法の概要

1．1　概要

本調査研究の目的は、アフガニスタン、パキスタン以東のアジア全域（25ヶ国）を網羅

し、エネルギー利用と地球の酸性化、温暖化に関する基礎的な調査として、本地域に係る

エネルギー消費構造とエネルギー消費に伴う地球環墳影響物質（硫黄酸化物SOx、窒素

酸化物NOx、二酸化炭素CO2）の排出形態とその動態を地域的に明らかにした「アジ

ア地域のエネルギー消費構造と地球環境影響物質（SOx、NOx、CO2）排出量の動

態分析（NISTEP REPORT No．21）」（以下、「NISTEP REPORT No．21」という。）を基に、

同地域における将来予測を行うことにより、地球規模での環境対策を図るうえでの基礎的

な資料を整えるとともに、大気汚染が深刻化する開発途上国の環境対策を進めるうえでの

基礎資料を提供するものである。

本調査研究を行うに当たっての概要として、図1．1－1に対象地域と地域区分を、図1．1－

2　に既報告分も含めた全体のフローチャートを示す。

本調査研究を大別すると以下のようになる。

1）エネルギー将来消費量の予測

FUGIグローバルモデルによる予測

部門別エネルギー消費量の配分

2）地球環境影響物質排出量の推計

1．2　調査対象範囲

（1）対象地域

本調査の対象地域は、アフガニスタン、パキスタン以東のアジア全域の25ヶ国とした。

中国、インドについては国土が大きいことから国内を地域分割し、中国は省・特別市別

（29地域）に、インドは州・直轄区域（31地域）を13地域に統合した地域分割を対象とし

た。なお、エネルギーデータの不足から中国、インド国内の地域別の予測は、地球環境影

響物質排出量（SOx、NOx、CO2）に関する推計に止めた。

なお、本報告では、台湾、香港、マカオは地域であるが、それぞれ1ヶ国として数えた。

（2）対象年

本調査研究における将来予測の対象年は、2000年、2010年とした。
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中国国内地域区分（省・特別市）

1．北

2．天

3．河

4．山

5．内

6．遼

7．書

8．黒

9．上

10．江

11．漸

12．安

13．禰

14．江

15．山

龍

京

津

北

西

古

事

林

江

海

蘇

江

勧

建

西

東

16．河

17．湖

18．期

19．広

20．広

21．四

22．責

23．霊
4
　
5
　
6
　
7

2
　
2
　
2
　
2

28．

西
陳
甘
青
草

29．新

図1．1－1

南
北
畠
∵
支
西
川
州
南
道
西
粛
海
王
〓
壇

インド国内地域区分（州・直轄区域）

1．7，サム．マ＝プ一九、メガラ十．ナガランド，Ⅲプラ、

7ル丹†臣プラブシ．ミジラム

2．ビバ叫蛸もウエストベンガル

3．才リ，サ

4．アンドラ・プラデシ

5．タミル・けり、ボンジチI生川諸島

β．力付一夕九ケララ．ラクシャウィーブ

7．マバランュトラ、D．D、ゴア

β．マプトブラブシ

9．グラグドト

J仇ラジャスル

Jl．ウタル・プラブシ、デリー

12．バリアナ、ヒマチ†臣プラデシ、バングげ、チャンジガル

13．シナム、肋ミール

調査対象地域と地域区分
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図1．2－2　　調査研究の全体フローチャート
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（3）対象地球環境影響物質、

1）対象物質

本調査研究では、地球環境影響物質として、主としてエネルギー消費に伴い排出される

地球の酸性化（主として酸性雨）関連物質としてSOx、NOxをとりあげ、温暖化物質

としてC02　を，とりあげた。

2）対象物質の排出源

対象物質の排出源は、エネルギー消費に伴うもの（ただし国際航路船舶、石油化学の原

材料及び潤滑油等の非エネルギー消費を除く）及び製造過程で原材料から排出される非鉄

金属精錬（SOx）、セメント製造（CO2）とした（表1．2－1参照）。

表1．2－1対象地球環境影響物質と排出源の範囲

地球環境影響物質 対象とした排出源

エネルギー消費 原材料

硫黄酸化物 （S O x ） ○ 非鉄金属精錬 ・硫酸製造

窒素酸化物 （N O x ） ○ －

二酸化炭素 （C O 2 ） ○ セメン ト製造における石灰石

1．3　将来エネルギー消費童の予測

将来エネルギー消費量の予測は、FUGIグローバルモデル及びOECD／I EAのエ

ネルギーバランス表で取り扱われている石炭・石油・ガス・電力とアジア地域における主

要なエネルギー源の1つである植物性燃料の5種類を対象とし、各国共通して整理可能な

13部門について行った。

（1）将来エネルギー消費量予測

本調査研究において、将来エネルギー消費量の予測は、新たに予測モデルを開発するの

ではなく、評価の定まっている既開発のモデルを利用することとした。エネルギー消費は

経済活動と連動していることから、単にエネルギー消費量のみを算定するのではなく経済

動向と連動した形での比較を可能とできるようなグローバル経済モデルを用いるものとし、

本調査研究では国連でも利用されているFUGIグローバルモデルによった。

なお、将来エネルギー消費量の予測は、省エネルギーの効果を把握するため、現状のエ

ネルギー消費形態が継続することを想定した「自然体ケース」と、エネルギー利用効率向

上等の技術進歩により省エネルギー等が進行することを想定した「技術進歩ケース」の2
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ケースについて行った。

（2）国別・部門別エネルギー消費量の配分

本調査研究で用いたFUGIモデルは第6世代のM62モデルで、これは世界を主要な62

の国または地域に分けて経済動向やエネルギー消費量等をシュミレートするもので、エネ

ルギー消費量は石炭・石油・ガス・その他の4種類の燃料別に算定されるが、対象とする

アジア地域はいくつかの国がグループとして扱われており、これを国別に配分し直す必要

がある。また、本調査研究のもう1つの目的である環境影響物質の排出量を推計するため

には、各燃料を部門別に配分する必要もある。

このため、これらの配分を行うため、OE CD／I EAのエネルギーバランス表をもと

に回帰分析を行い、また発電部門については発電効率等を別途加味して、将来の各燃料別

部門別シェアを設定し、FUGIモデルの算定値を配分している。

（3）植物性燃料

FUGIモデルでは植物性燃料は対象とされていないため、回帰分析を行い、回帰式に

より部門別将来消費量を直接推定した。

1．4　地球環境影響物質（SOx、NOx、CO2）の排出量の推計

SOx、NOx、CO2排出量の推計は、環境対策の効果を把握するため、現状のまま

で新たな環境対策が行われないことを想定した「現状固定ケース」、各国の国情に応じた

環境対策が実施されたことを想定した「対策普及ケース」、アジアの全ての国で現在の日

本と同様の環境対策が実施されたことを想定した「日本並ケース」の3種の環境対策ケー

スについて推計した。エネルギー需要2ケースとの組み合わせを表1．4－1に示す。

なお、各ケースとも、表1．4－2　に示す燃料細区分別（27）、部門細区分別（17）につい

て、エネルギー消費量予測値よりトレンドにより各燃料、部門の細区分へ配分し、推計し

ている。

表1．4－1検討ケース一覧表

ェネげ ＿表音 讐対策 現状固定 対策普及 日本並
（A ） （B ） （C ）

自然体　 （Ⅰ） ○ ○

技術進歩 （Ⅱ） ○ ○ ○
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表1．4－1対象エネルギー消費部門と燃料分類

対象エネルギー消費部門

エネルギー消費部門 エ紬ギー消費部門細区分

エネルギー

転換部門

成形炭 ・B K B プラント

コークス炉

ガス工場

石油精製

発　 電

その他 ・分類不可

自家消費等

産業部門 鉄　 鋼

化学 ・石油化学

非金属鉱業

その他 ・分類不可

輸送部門 航　 空

道　 路

鉄　 道

国内船舶 ・分類不可

その他部門 住　 居

農業 ・商業 ・公共 ・分類不可
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対象エネルギー、燃料区分

エネルギー区分 燃料細区分

石　 炭 硬　 炭

褐　 炭

コークス

成形炭

B K B

コークス炉ガス

溶鉱炉ガス

ガ　 ス ガス工場ガス

天然ガス

石　 油 原　 油

N G L

製油所ガス

L P G

航空ガソ リン

自動車ガソリン

ジ ェット燃料

灯　 油

軽　 油

重　 油

ナフサ

その他石油製品

原子力 電　 力

水力他 電　 力

電　 力 電　 力

熱供給 熱供給

植物性燃料 バ ガス

薪

木　 炭

ピー ト

その他非商業用燃料



（1）燃料消費に伴うSOx、NOx、CO2排出量の推計

ガス排出係数（エミッションファクター：E F）を設定し、燃料消費量との積によって

算定した。．

現状固定ケースの排出係数は、既報告の現状分析による1987年の値とし、対策普及ケー

スについては、各国の国情に応じて環境基準を想定し、その環境基準を達成し得る排出係

数を別途設定した。また、日本並ケースについてはアジア各国について日本の現状の排出

係数を用いた。

（2）原材料からのSOx、CO2　排出量の推計

S O xについては、非鉄金属精錬量（銅、亜鉛、鉛）及び硫酸の製造量から算定した。

また、C02　についてはセメント生産量から算定した。

（3）中国、インド国内の地域別SOx、NOx、C02　の排出量の推計

中国、インド国内の地域別SOx、NOx、C02　の排出量の推計については、地域別

のエネルギーデータが十分得られないことから回帰分析ができないため、1987年の地域別

粗鋼の生産量等のエネルギー消費部門別に関連の強い指標を基に、実績値の比率により燃

料細分別に全国の燃料消費量を地域に配分し、排出係数との積により推計した。
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2．　ア　ジ　ア地域のエネ　ルギ－消費構造と地球
環境影響物質封巨出の現状

本調査研究は、アジア地域の将来のエネルギー消費量予測とそれに伴う地球環境影響物

質の排出量の推計について述べるものであるが、将来予測に先立ち、アジアのエネルギー

消費構造と地球環境影響物質排出量の動態について概観する。これは、本調査研究の前提

となるもので、NISTEP REPORT No．21として既に報告された現状分析の結果を要約したも

のである。

2．1　エネルギー消費構造の動態

2．1．1　世界におけるアジア地域のエネルギー消費特性

（1）社会経済指標と1次エネルギー消費量

（9　1987年の世界に占めるアジア地域のシェアは人口が57％（1975年／56％）と著しく

高い。それに対して、まだ、GDPは17％（1975年／13％）、1次エネルギー消費量

は20％（1975年／17％）と低い。しかしながらGDP、エネルギー消費量のシェアの

増加にみられるように、世界の中で最も経済活動及びエネルギー消費量が拡大してい

る地域である。

②　アジアの1次エネルギー消費量は、世界の年平均伸び率2．4％を上回る3．8％で増加

し、1975年の10．4億toeから’87年の16．2億toeとなった。　これは、中東・アフリカ・

ラテンアメリカの年平均伸び率を下回るものの、増加量では5．8億toeと世界最大の地

域である。

③　アジア地域の1人当たりエネルギー消費量は、1987年で597kg－Oe／人で世界最小の

地域である。　これは、世界平均の1／3、最大である北米の1／13であり、エネルギー需

要増加の潜在性が高い。

④　1次エネルギー消費量の対GDP弾性値（1975～’87）は、アジアのそれは0．7であ

り、世界平均の0．8を下回っており、世界平均に比べ省エネルギーの進行が見られる。

（2）1次エネルギーのエネルギー源別消費量

①　アジアのエネルギー源別消費量は、1次エネルギー消費量合計の年平均伸び率　3．8

％を、石炭（5．1％）、ガス（11．8％）、原子力（19．7％）が上回り増加した。特に

石炭の消費量は、’87年には6．99億toeとなり、ソ連・東欧の5．95億toeを上回り、世
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界の石炭消費量の32％を占める最大の消費地域となった。また、アジアのエネルギー

源構成においても、石油に替わって石炭が43％を占め、世界でも石炭を第1位のエネ

ルギー源とする唯一の地域となった。

②　アジアは植物性燃料の消費量も1975～’87年には年平均伸び率1．8％で増加して、

1987年には世界の38％のシェアを占める最大の消費地域であり、石炭の増加に加え地

球環境への負荷の増大が懸念される。

2．1．2　アジア地域のエネルギー消費構造とその動態

（1）社会・経済指標と1次エネルギー消費量

①　アジア各国の1次エネルギー消費量の1975年～’87　の年平均伸び率は、アジアNIES

等で6％以上、中国・インド等で5％台の高い伸びとなった。但し、日本等では1％台

の低い伸びに止まっている。

②　アジア全体に対する国別の1987年の1次エネルギー消費量のシェアは、中国の40％、

日本の23％、さらにインド・インドネシア・韓国・北朝鮮・台湾を加えると、これら

7ヶ国でアジア全体の90％のシェアを占め、残りの10％を18ヶ国が占める。このよう

に、アジア地域のエネルギー消費量は国により偏在している。

③　各国の1人当たり1次エネルギー消費量は、経済水準（1人当たりGDP）の向上

と共に増加し、日本・シンガポール等の増加の経路をたどって、増加しつつある。

④　GDP成長と1次エネルギp消費量の年平均伸び率の関係を示すGDP弾性値は、

アジアの平均0．7に対して、日本の0．3、中国の0．6がこれを下回り　省エネルギーが進

行しているが、アジアNIES、主な開発途上国は、0．9～1．1の範囲にあり、GDPの成

長とエネルギー消費量の増加が同程度の速度であることを示している。

（2）エネルギー源別の1次エネルギー消費量

①　エネルギー源別の1次エネルギー消費量の内、化石燃料・1次電力・植物性燃料の

3分類の構成比の変化をアジア各国別にみると、南アジア・東南アジア各国では植物

性燃料のシェアが50％以上と大きいが、そのシェアを減少させ化石燃料のシェアが大

きくなる方向に変化している。しかしながら、アジア全体では植物性燃料の消費量は、

年平均伸び率1．8％で増加している。　また、1次エネルギー消費量に占める植物性燃

料のシェアは経済水準（1人当たりGDP）の向上と共に減少し、各国の実態を比較

すると1人当たりGDPが約3，000ドル（’80p－US＄）（1987年の台湾・韓国の水準）で

植物性燃料への依存がなくなる。一方、フィリピン・パキスタン・日本・韓国・台湾

等では水力及び原子力による1次電力シェアが増加しつつあり、アジア各国において

は、植物性燃料から化石燃料、さらに1次電力への依存が高まる方向への動きがある。
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②　化石燃料のうち、石炭・石油・ガスの3種類の構成比の変化をアジア全体について

みると1975年から’87年にかけて石油（1975／40％、’87／31％）のシェアが減少し、

石炭（1975／37％、’87／43％）、ガス（1975／2％、’87／5％）のシェアが増加し、

石油のシェアの減少分9％を、石炭が6％、ガスが3％分代替しているかたちとなる。

これを各国別にみると、石油のシェアを大幅に低下させガス指向を強めるマレーシ

ア・バングラデシュ・インドネシア・ミャンマー等の国々と、石炭指向を強める台湾

・韓国・香港・中国等の国々の両極と、日本・タイのガス・石炭両方を指向する国々

が存在してきた。

（3）部門別にみたエネルギー消費量の変化

1）最終エネルギー消費部門

①　産業・輸送・その他の3部門の最終エネルギー消費量の構成比の変化については、

その他部門のシェアが50％以上を占める南アジア・東南アジア各国はその他部門から

産業部門へ指向し、韓国・マレーシア等はその他部門から産業・輸送部門へ指向する

傾向がある。日本・北朝鮮は産業部門から輸送・その他部門のシェア増等がある。

②　経済水準（1人当たりGDP）と最終エネルギー消費に占める民生等のその他部門

のシェア（1987年）には、強い関係が兄い出される。1人当たりGD Pの小さいネパ

ール・ミャンマー・バングラデシュでは、民生等が70％以上と高く、これらの南アジ

アの低所得国、東南アジアのASEA疇者国、NIESの国々という順番で工業化とともにその

他部門のシェアが低下してくる。また、日本・ブルネイでは逆にその他部門のシェア

が大きくなり、民生用が減少から増加に向かう変化点は、シンガポール・香港の水準

の1人当たりGDPが8，000ドル（’80p－US＄）と見られる。

③　最終エネルギー消費に占める電力消費のシェア（電力化率）は経済水準（1人当た

りGDP）が増加するに従い大きくなる。1人当たりGD Pの小さい、ネパール・ミ

ャンマー・バングラデシュ・ベトナムでは電力化率が4％以下と小さい水準にあり、

南アジアの低所得国、東南アジアのASEA鳴音国、NIES順に高くなり、日本・ブルネイ・

シンガポー　ル・香港では20％以上である。

（産業部門）

①　産業部門の最終エネルギー消費量のうち、化石燃料・電力・植物性燃料の3区分の

構成比は、南アジア・東南アジア各回が植物性燃料から化石燃料へそのシェアを増加

させ、これ以外の国では、化石燃料から電力のシェアが増加しつつある。一方、化石

燃料のうち石炭・石油・ガスの3区分の構成比は石油への依存からガス指向への国、

石炭指向への国が生じている。

②　産業部門の人口1人当たりエネルギー消費量は、日本が最大であり、つづいてNIES
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諸国・中国・マレーシアの順となっており、ネパール・バングラデシュで最小を示し

ている。　このうち1975年から’87年にかけて減少を示した国は日本とフィリピンであ

り、他は増加してる。一方、産業部門のGDP当たりのエネルギー消費量は中国・ベ

トナムで大きく、GD Pに対する産業部門の効率がよくないことを示している。

（輸送部門）

①　輸送部門の最終エネルギー消費量全体に対するエネルギー源構成は、石油89．4％、

石炭9．0％、電力1．6％であり、大部分の国が石油であるが、中国・インドでは石炭の

シェアが減少し石油へシフトしつつある。しかし中国の石炭の絶対量は増加している。

②　輸送部門の人口1人当たりエネルギー消費量は、1987年ではブルネイで最大であり、

続いて日本・NIES諸国・ASEAN諸国の順となっている。1975年から1987年にかけて増

加割合の大きい国として、韓国・台湾・タイ・ブルネイ等があげられる。一方、GD

P当たりのエネルギー消費量は、タイ・マレーシア・スリランカで大きく、平均的な

経済力以上に輸送部門が活発であることを示している。

（その他部門）

①　その他部門の最終エネルギー消費量のうち化石燃料・電力・植物性燃料の3区分の

構成比は、南アジア・東南アジアでは植物性燃料が全体の50％以上を占める国が多い

が、植物性燃料のシェアが減少し化石燃料または電力のシェアが増加しつつある。ま

た、日本・アジアNIESでは化石燃料から電力へシフトする動きがある。一方、化石燃

料のうち石炭・石油・ガスの3区分の構成比は石炭依存の高い韓国・インドについて

は石油指向へ、石炭依存の高い香港・マレーシア等ではガス指向へとそのシェアが増

加する動きがある。

②　その他部門の人口1人当たりエネルギー消費量は、1987年では、日本・ブルネイ・

韓国・ネパールが大きく、冬季の暖房及びブルネイのように年間を通した冷房が関連

しているものと思われる。これらの国及びNIES諸国では1975年から’87年にかけてこれ

らの伸びが大きく、他の国はほぼ横ばいとなっており、低開発国では民生を主体とす

るその他部門の消費が増加していないことを示している。一方、GDP当たりのエネ

ルギー消費量は、ネパール・ベトナム・ミャンマー等の南アジアで大きく、続いて

ASEAN諸国、NIES諸国の順で小さくなっており、GDPが小さいことにかかわらず民生

を主体とするその他部門のエネルギー消費の必要性を示している。

2）エネルギー転換部門

（発電部門）

①　発電部門に投入される化石燃料・原子力・水力他の3区分の構成比は、化石燃料の
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シェアを高めるインド・インドネシア・タイ等と、水力他のシェアを高めるネパール

・フィリピン・ベトナム・パキスタン等及び原子力のシェアを高める韓国・台湾・日

本がある。一方、化石燃料のうち石炭・石油・ガスの3区分の構成比では、石油から

ガスへのガス指向、石炭への石炭指向及び両者を指向する方向がある。中国（1975／

75％、’87／85％）、インド（1975／86％、’87／90％）はシェアが高いが、石炭指向

の動きがある。

②　アジア各国の発電効率は、1987年には、28％～40％程度に分布しており、高い国は

日本・NIES諸国・ASEAN諸国・南アジアの順と小さくなる。　また、シンガポール・中

国等では、1975年’87年にかけて発電効率の上昇が大きい。一方、各国の発電部門の総

合ロス（自家消費と送電ロスの合計）は、10～30％程度に分布しており、国別には、

小さいほうから並べると発電効率と同じく日本・NIES諸国・ASEAN諸国・南アジアの順

となる。発電効率の向上と総合ロス率の低下による省エネルギーが開発途上国の大き

な課題となる。

2．2　大気汚染とその対策の現状

2．2．1　大気汚染の現状

①　アジア25ヶ国のうち、定性的状況も含め大気汚染の実態が判明している国は、13ヶ

国（中国・日本・インド・インドネシア・韓国・台湾・タイ・パキスタン・フィリピ

ン・マレーシア・香港・シンガポール・ネパール）である。これらの国々では、都市

部特に大都市における大気汚染が進行しつつある。これら都市部の大気汚染の原因を

大別すると、ィ．冬季の暖房を要する中国北部（東北、華北地方）・韓国等の大都市、

ロ．未整備の自動車の急増による東南アジア各国（シンガポールを除く）・インド・

パキスタンの大都市、ハ．産業の活性化に加え自動車の急増による韓国・台湾・香港

・シンガポール等のアジアNIES諸国の都市、ニ．自動車のNOx排ガス規制が行われ

ているものの自動車の急増による日本の大都市等があげられる。

②　S O2　濃度については、UNE P・WHOが示すアジアの14都市のS O2　濃度

（1980～’84の5ヶ年の平均）のうち、WHOのガイドライン（40～60〟g／d）を

超える都市は、大きい順に潅陽、西安、マニラ、広州、カルカッタ、上海、香港、

ニューデリーとなっており、これを下回っている都市は、東京、大阪、ボンベイ、バ

ンコクとなっている。　これらの都市のSO2濃度の経年変化は、広州、上海、北京、

ニューデリーでは増加が大きく、特に広州、上海は産業の活発化によるものと推定さ

れる。
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③　NO2　濃度については、UNE P・WHOが示すアジアの4都市のNO2　濃度

（1980～’84の5ヶ年の平均）は高い順に大阪の60〟g／誠、香港の45〟g／誠、シ

ンガポールの40〟g／誠、ニューデリーの33〟g／肺となっている。一方、日本・台

湾の都市及び香港ではNO2　濃度が測定局において環境基準を超えるところが多い。

④　アジア地域のp H4台の酸性雨は、北海道の一部を除く日本の全域・韓国ソウル・

台湾・中国の西南・中南・華南地域で出現頻度が高く、・特に貴州省・四川省では深刻

な問題となっている。

2．2．2　大気汚染対策の現状

①　アジア地域では、S02　の環境基準またはガイドラインは、10ヶ国（中国・日本・

インド・インドネシア・韓国・台湾・タイ・フィリピン・香港・シンガポール）で設

定されており、　N02　の環墳基準またはガイドラインは9ヶ国（中国・日本・インド

・インドネシア・韓国・台湾・タイ・フィリピン・香港）で設定されている。

②　環境基準を確保する取り組みとして、中国にみられるように燃焼効率の改善、洗炭、

高煙突化があげられる。また、日本・韓国・台湾で行われている燃料の低硫黄化があ

げられるが、日本で行われている排煙脱硫・脱硝装置の設置は台湾が最近本格的な排

煙脱硫を開始した以外はあまり行われていない。自動車排ガス規制（NOx）につい

ても、日本で1973年以降実施されているほかには、韓国が1987年7月以降に行ってい

るだけである。従ってアジア地域では、日本を除き本格的なSOx，NOx対策はこ

れからである。

2．3　SOx、NOx、CO2排出量の動態

2．3．1　S Ox排出量

①　アジア地域全体のSOx排出量は、1975年の18．3百万tから’87年の29．1百万tに

なり、1次エネルギー消費量の年平均伸び率3．8％をやや上回る3．9％で増加した。

②　アジア全体に対する国別のSOx排出量の構成比は、中国が最大であり1975年の

56％から，87年には69％に増加した。’87では、つづいて大きいインドの10．6％、韓国

の4．4％、日本の3．9％、台湾・タイがそれぞれ2．1％とな　っており、これらの6カ国

で92％の排出量となる。

③　アジア各国及び中国・インドの地域別の単位面積当たりのSOx排出量

ー13肩



（1980、’87年）は、東アジア及びNIES諸国の地域で大きな値が分布している。1975

年と’87年を比較すると、特に東アジアの地域で単位面積当たりの大きい領域が拡大

している。また、アジア各国及び中国・インドの地域別SOx排出量の年平均伸び率

（1975－’87）は、インド内陸部及び中国沿岸部の地域で6％以上の高い伸びとなって

おり、中国内陸部でも比較的高い値を示している。これは、中国沿岸部については産

業の活発化、インド・中国内陸部については、もともと単位面積当たりのエネルギー

消費量の小さい地域であるが電化政策等による火力発電所等の設置による増加の伸び

があげられる。

④　アジア地域全体のエネルギー源別排出量の構成比は、石炭が最も大きく1975年の

58％から’87年の74％に増加し、逆に石油が36％から21％に減少した。ガスからの排出

はほとんどなく、これらの化石燃料から全体の1975年に94％、’87年に95％が排出され

た。シェアの特に大きい石炭からは全体の年平均伸び率3．9％（1975－’87年）を上回る

同6．1％で排出された。

⑤　アジア地域全体の部門別SOx排出量の構成比は、産業部門が1975年の43％から

’87年の38％に減少したもののまだ最大である。逆に発電部門は’75年の25％から30％

に増加した。この両方で’75年、’80年とも68％のシェアを占め、この2部門に次いで

その他部門が’75年、’87年とも17％前後で変化していない。アジア地域ではこの3部

門で85％のSOxの排出があることになり、発電部門のSOxの排出量の増加が大き

く、その年平均伸び率は5．4％で全排出量の同3．9％を大きく上回っている。また、

絶対量は小さいが、道路輸送・発電以外のエネルギー転換部門でも大きな年平均伸び

率となっている。

⑥　各国の1次エネルギー消費量当たりのSOx排出量がアジアの平均を下回る国とそ

の原因は、日本の環境対策の進展、ネパール・ラオス・カンボジア・アフガニスタン

等の植物性燃料の依存大、ブルネイのガスへの依存、インドネシア、バングラデシュ

の植物性燃料及びガスへの依存大、北朝鮮の低硫黄石炭の利用、インドの低硫黄石炭

と植物性燃料の利用があげられる。一方、平均を上回る国とその原因は、1次エネル

ギー消費に占める石炭・石油のシェアの大きい国及び褐炭等の燃料含有硫黄分の多い

国であり、中国・韓国・台湾・香港・シンガポール・モンゴル・マカオ等があげられ

る。

⑦　経年的にみて（1975～’87年）、　SOx排出量の減少している国とその原因は、日

本の環境対策、韓国・台湾の燃料の低硫黄化及び原子力発電等の燃料転換、マレーシ

アのガス利用の拡大、フィリピンの非鉄金属精錬・硫酸製造からの排出の減少があげ

られる。

⑧　アジア各国の経済水準（1人当たりGDP）とGDP当たりのSOx排出量の関係

は、1人当たりGDPが増加すると共にGDP当たりSOx排出量が増加する傾向が
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あり、1人当たりGDPが1，000～2，000ドルで最大となり、さらに1人当たりGDP

が増加するにつれて減少する傾向を持っている。これは、1人当たりGDPが増加す

るにつれて植物性燃料から化石燃料へ、さらに、GDP当たりのエネルギー効率が高

くなることに加え環墳対策が進展するためである。また、工業化の過程で一時的にG

DP当たりのSO x排出量が大きくなっている。

⑨　S Oxの排出抑制に成功している日本では、1967年頃からの重油脱油脱硫等の燃料

の低硫黄化対策から始まり、1970年頃から排煙脱硫装置による対策がとられてきた。

1987年時点で対策を行わないと想定した場合の排出量のうち燃料の低硫黄化により

35％を削減し、排煙脱硫装置により36％が削減され残りの29％が排出されている。

2．3．2　NOx排出量

①　アジア地域全体のNOx排出量は、1975年の9．4百万tから’87の15．4百万tとなり、

1次エネルギー消費量の年平均伸び率3．8％、SOxの3．9％を上回る4．3％で増加し

た。

②　アジア全体に対する国別のNO x排出量の構成比は、中国が最大でありS Oxより

そのシェアが小さいものの1975年の40％から’87年の48％に増加した。’87年では、

つづいて大きいインドの16．5％、日本の12．5％、インドネシアの4．1％、韓国の3．6％

があげられ、これらの6ヶ国でアジア全体の87％を占める。

③　アジア各国及び中国・インドの地域別の単位当たりのNOx排出量（1980、’87年）

は、SO xと同様にNIES諸国、東アジアの地域で大きい。これを、1980年と’87年を

比較すると、特に東アジアにおいて、単位面積当たりの高い領域が拡大している。ま

た、アジア各国及び中国・インドの地域別NO x排出量の年平均伸び率（1980－’87年）

は、インド内陸部及び中国沿岸地域で8％以上の高い伸びとなっており、中国内陸部

でも比較的高い値を示しているがその理由は、SOxと同様と考えられる。

④　アジア地域全体のエネルギー源別排出量の構成比は、石炭が最も多く1975年の44％

から’87年には56％に増加し、　逆に石油は同45％から35％に減少した。ガスからの排

出は’75、’87年ともに1％程度であり、これらの化石燃料からの全体の’75年に89％、

’87年に92％が排出された。シェアの大きい石炭からは、全体の年平均伸び率4．2％を

大きく上回る6．3％で排出された。

⑤　アジア地域全体の部門別NOx排出量の構成比は、産業部門が最も大きいが、1975

年の33％から、’87年の31％に減少し、次いで大きい発電部門が同20％から同27％に

大幅に増加した。つづいて大きい輸送部門（移動排出源）は28％から25％に減少した。

また、輸送部門に含まれる道路は18％でほぼ横ばいとなっている。特に、発電部門の
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NO x排出量の増加が大きく、その年平均伸び率は7．0％（1975－’87年）で全排出量

の同4．2％を大幅に上回っている。

⑥　各国の1次エネルギー消費量当たりのNOx排出量は、SOxに比べアジアの平均

に対してバラツキが大きいが、環境対策が進展している日本、植物性燃料への依存の

大きいネパール・バングラデシュ・カンボジア等では平均を下回り、中国・インド・

モンゴル等石炭への依存の高い国では平均を上回っている。

⑦　各国のNO x排出量が経年的（1975－’87年）にみて減少している国は、環境対策を

進展させた日本と輸送部門の燃料消費の減少したベトナムだけであり、SO xの排出

量が減少した韓国・台湾を含め他の国では増加している。

⑧　アジア各国の経済水準（1人当たりGDP）とGDP当たりNOx排出量の関係は、

1人当たりGDPの増加と共にGDP当たりの排出量は減少する。しかしながら、韓

国・台湾等にみられるように工業化の過程で一時的にその値が大きくなる。

⑨　NOxの排出抑制の進展している日本では、燃焼管理、低NOxバーナー等が設置

されてきているが、1972年頃から排煙脱硝装置による対策がとられるようになり、

1987年から自動車のNOx排ガス規制が強化され、現状の、世界で最もきびしいレベ

ルになった。対策を行わない想定した場合の排出量のうち1975年に18％が削減され82

％が排出され、’87年には40％が削減され60％が排出されている。削減率を排出源別に

みると固定排出源が1975年に30％、’87年に48％となり、移動排出源が1975年に4％、

’87年に33％となる。　固定排出源からの排出削減は、自動車等の増加により効果が打

ち消しあっている。

2．3．3　CO2排出量

①　アジア地域全体のCO2　排出量（炭素換算、以下同）は、1975年の7．8億tから

’87年の12．3億tとなり、1次エネルギー消費量の年平均伸び率3．8％をやや上回る

3．9％で増加した。　ちなみに、植物性燃料からの排出も含んだC02　の総排出量は、

’75年が9．8億tから’87年の14．8億tであり植物性燃料からの排出量分は、それぞれ

2．0億t、2．5億tとなる。植物性燃料の主要なものは薪炭であり、この消費が熱帯雨

林等の減少に与える影響も十分考えられるが、ここでは植物性燃料からのCO2　排出

は新たな同量の植物により再固定されるものとして排出量の評価は最小限にとどめた。

②　アジア全体に対する国別のCO2排出量の構成比（植物性燃料除く）は、中国が最

大であり、NOxの排出量に類似して1975年の41％から’87年の49％に増加した。’87

年では、中国に続いて大きい日本の22．1％、インドの10．6％、韓国の4．3％、北朝鮮

の3．2％、インドネシアの2．4％となっており、これら6ヶ国でアジア全体の排出量の
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91％を占める。

③　アジア各国及び中国・インドの地域別の単位面積当たりのCO2　排出量（1980年、

，87年）は、S Ox、NOxと同様に、NIES諸国、東アジアの地域で大きい。これを

1980年と’87年を比較すると単位面積当たりの排出量の大きい地域が拡大しつつある。

アジア各国及び中国・インドの地域別CO2排出量の年平均伸び率（1980－’87年）は、

SOx、NOxほぼ同じ地域分布となりインド中央部、中国沿岸部を中心に8％以下

の高い値を示している。その理由としてSOxで述べたようなことがあげられる。

④　アジア地域全体のエネルギー源別CO2　排出量の構成比は、石炭が最も大きく1975

年の53％から’87年の59％に増加し、石油は同41％から32％に減少した。これらの化

石燃料の合計は、’75年、’87年ともに96％であり、そのほかに、セメント製造による

原材料からの排出が4％ある。

⑤　アジア地域全体の部門別CO2　排出量の構成比（植物性燃料除く）は、S Ox、

NOxの排出量と同様に産業部門が最も大きく、1975年の41％から’87の37％に減少

し、発電部門は’75年の22％から’87年の25％に増加した。この両部門で全体の’75年

が63％、’87年が62％のシェアを占める。その他部門・輸送部門は、’75年、’87年と

もにあまり変化がなく、それぞれ17％、11％に止まっている。特に増加の大きい発電

部門のCO2排出量は、全体の年平均伸び率3．9％を上回る4．9％で増加した。植物性

燃料を含む構成比は、その他部門で大きくなり、1987年についてみると30％のアップ

となる。

⑥　各国の1次エネルギー消費量（植物性燃料含む）当たりのCO2排出量は、植物性

燃料からの排出を含めると、ガスへの依存の大きい国がわずかに小さくなっているが、

同程度の値を持つ。しかしながら、植物性燃料からの排出量を含めないと、植物性燃

料に大きく依存している南アジア、東南アジア諸国の単位エネルギー消費量当りの

CO2排出量は小さくなる。

⑦　アジア各国のGDP当たりのCO2排出量の変化を、植物性燃料を含む場合と含ま

ない場合について、経済性の向上（1人当たりGDP）との関係付けをみると、植物

性燃料を含む場合には、1人当たりGDPの増加と共にGDP当たり排出量が減少し、

含まない場合には1人当たりGDPが1，000～3，000ドルで最大となる。また、工業化

の段階で一時的にGDP当たりCO2排出量が増加する。
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3．　エネ　ルギ－消費量の将来予湾Ⅲ

3．1　エネルギー消費量の将来予測の設定条件

将来のエネルギー消費量を予測するにあたり、エネルギー利用形態の違いによる差をみ

るため、以下の2ケースを設定した。

①自然体ケース（ケースI）

エネルギー消費に係る特段の追加的な政策がとられない場合で、各国の既往のエ

ネルギー見通し又は実績の傾向をトレンドしたケースである。

②技術進歩ケース（ケースⅡ）

全消費部門において、エネルギー消費に係る新たな技術革新がとられることによ

る省エネルギー及び環境負荷の小さい新エネルギー開発・普及が図られるケースで

ある。

自然体ケース（ケースI）では、エネルギー需要の大幅な増（特に化石燃料において）

が見込まれ、地球環境への負荷が増大するものと予想されるが、その対策としての技術進

歩ケース（ケースⅡ）で技術進歩による省エネルギー・化石燃料代替エネルギー利用の進

展（エネルギー関係への研究開発投資の増によりシミュレーションでは推計）を想定する。

エネルギー消費量の算定には、いずれのケースもFUGIモデルによるが、前提条件と

しては、以下によっている。

①人口

いずれのケースも、人口は国連による中位推計値を用いる。（表3．ト1を参照。）

②石油価格

いずれのケースも、原油価格は、1990年の1バレル当たり17．9ドルをベースに漸

次上昇して2000年の名目価格が40ドルになることを想定し、2000年以降も同様の傾

向が継続するものとした。

③省エネルギーの設定（技術進歩ケース）

自然体ケースに対してGD P当たりエネルギー消費で年平均1．5～2．0　％の省エ

ネルギー（日本における1975～1987年の同率は、3．0　％）が行われ、かつ化石燃料

の代替エネルギー促進のための開発投資が自然体ケースに対して各年10％増加され

その効果によって代替エネルギーの供給量が増加するものとした。
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表　3．1－1　　　人口設定値（国連中位推計値）

国　 名

人 口 （単 位 ：千 人 ） 人 口 年 平 均 伸 び 率 （％）

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 19 7 5

－1 9 8 7

1 9 8 7

－2 0 0 0

2 0 0 0

－2 0 10

1 中　 国 9 3 2 ．9 9 7 1 ，0 8 8 ．5 7 0 1 ，2 8 5 ．8 9 4 1 ，3 8 2 ，4 6 3 1 ．3 1 ．3 0 ．7

2　 日　 本 1 1 1 ，5 7 3 1 2 2 ，0 9 1 1 2 9 ，1 0 5 1 3 1 ，6 7 7 0 ．8 0 ．4 0 ．2

3　インド 6 0 0 ．7 6 3 7 8 1 ，3 7 4 1 ，0 4 2 ，5 3 0 1 ，2 2 5 ，3 0 5 2 ．2 2 ．2 1 ．6

4　インド ネシア 1 3 0 ，5 0 4 1 7 2 ，0 1 0 2 0 8 ，3 2 9 2 3 1 ，9 5 6 2 ．3 1 ．5 ’ 1 ．1

5　 韓 国 3 5 ，2 8 1 4 1 ，5 7 5 4 8 ．0 1 2 5 1 ，5 8 6 1 ．4 1 ．1 0 ．7

6　 北 朝 鮮 1 5 ．8 5 3 2 1 ，3 9 0 2 8 ，1 6 5 3 3 ，1 1 5 2 ．5 2 ．1 1 ．6

7　 台 湾　 ＊ 1 6 ．1 5 0 19 ，9 3 5 2 3 ．2 3 3 2 5 ，5 6 4 1 ．8 1 ．2 1 ．0

8　 タイ 4 1 ．8 6 9 5 3 ，6 0 5 6 3 ，6 7 0 7 1 ，5 9 4 2 ．1 1 ．3 1 ．2

9　ガ キスタン 7 1 ，0 3 3 1 0 2 ，2 3 8 1 6 2 ，4 6 7 2 0 5 ，4 7 2 3 ．1 3 ．6 2 ．4

1 0　フィリピ ン 4 2 ．0 7 1 5 7 ，3 5 6 7 7 ．4 4 7 9 2 ，0 3 8 2 ．6 2 ．3 1 ．7

1 1 マレ シア 1 1 ．9 2 6 1 6 ，5 2 8 2 0 ，8 7 0 2 3 ，6 9 2 2 ．8 1 ．8 1 ．3

1 2　 ガ ンブ ラブ シュ 7 8 ．9 6 1 1 0 2 ，5 6 3 1 5 0 ，5 8 9 1 8 8 ，19 6 2 ．2 3 ．0 2 ．3

1 3　ゼ け ム 4 7 ．6 0 7 6 2 ，8 0 8 8 3 ，0 3 0 9 8 ，0 4 5 2 ．3 2 ．2 1 ．7

1 4　香 港 4 ．3 9 6 5 ，6 1 3 6 ，4 4 9 6 ，7 3 7 2 ．1 1 ．1 0 ．4

1 5　 シンガ ポ ール 2 ，2 6 3 2 ，6 1 3 2 ．9 5 0 3 ，1 1 7 1 ．2 0 ．9 0 ．6

1 6　 ネパ ール 1 2 ，5 8 7 1 7 ，5 7 7 2 4 ，0 8 4 2 8 ，9 0 0 2 ．8 2 ．5 1 ．8

1 7　 ミャンマー 3 0 ．1 7 0 3 9 ，1 4 2 5 1 ，1 2 9 6 0 ，5 6 7 2 ．2 2 ．1 1 ．7

1 8　スリランカ 1 3 ，4 9 6 1 6 ，3 6 1 1 9 ，3 8 5 2 1 ．4 5 8 1 ．6 1 ．3 1 ．0

1 9　アフガ ニスタン 1 1 ，7 7 8 1 5 ，2 1 9 2 6 ，6 0 8 3 2 ，7 6 5 2 ．2 4 ．4 2 ．1

2 0　モンブ ル　＊ 1 ，4 2 4 2 ，0 1 0 2 ，9 9 6 3 ．8 9 4 2 ．9 3 ．1 2 ．7

2 1 ブ ルネイ 1 5 6 2 3 4 3 3 3 3 7 7 3 ．4 2 ．8 1 ．2

2 2　カンポ ジ ア 7 ，0 9 8 7 ，6 8 4 1 0 ，0 4 6 1 1 ，5 3 9 0 ．7 2 ．1 1 ．4

2 3　ラオス 3 ，4 2 8 3 ．7 7 9 5 ，1 3 4 6 ，2 3 4 0 ．8 2 ．4 2 ．0

2 4　モルジ ブ 1 3 1 1 9 5 2 8 3 3 5 0 3 ．4 2 ．9 2 ．1

2 5　マカオ 2 6 7 4 2 9 6 5 6 7 8 0 4 ．0 3 ．3 1 ．7

ア ジ ア 計 2 ，2 2 3 ，7 8 2 2 ，7 5 2 ，8 9 9 3 ．4 7 3 ，3 9 4 3 ，9 3 7 ，4 2 1 1 ．8 1 ．8 1 ．3

出典：1987年，UN”DEMOGRAPHIC YEARBOOK1989”

2000年～　，UN’’world Population ProspeCtS1988’’（Medium Case）

台湾については，世界銀行”Yorld Population Projections1987胃1988（1988）”

＊　の1987年については、1985年と1990年の値より内挿。
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3．2　エネルギー消費量の将来予測手法

3．2．1　化石燃料・電力の消費量予測

化石燃料及び電力の将来消費量の予測は、FUGIグローバルモデルにより行った。

（1）FUGIモデルとは

本調査研究では地球環境モデルとして第6世代のFUGIグロpバルモデル　6．0（M62）

を用いた。このモデルは1977年に大西・茅・鈴木氏によりII A SA（国際応用システム

研究所）のグローバル・モデル・シンポジウムに発表された第1世代のFUGIグロpバ

ル・マクロモデルの発展したものである。第1世代のFUGIグローバルモデルは、世界

を15地域に分類し、方程式の数、約1，800本であったが、この第6世代のFUGIグロ

ーバルモデルは世界を180国／地域（M180）に分類し、さらに主要62の国／地域（M62）

にも分類が可能である。今回使用したM62モデルは、方程式の数、約35，000本にのぼる大

規模なモデルであり、それぞれの国ないし地域モデルが複雑な国際的相互依存関係を通し

て互いにリンケージしている本格的なグローバルモデルである。ちなみにFUGIとは、

Future of GlobalInterdependenceの意である。

なお、FUGIモデルは1981年以来国連の国際経済社会予測展望部で世界経済の長期予

測や国連の開発戦略の予測シミュレーションに用いられてきた実績がある。

（2）FUGIモデルの基本構造

FUGIモデルは、前述の通り世界を62の国・地域に分類し、それぞれの国ないし地域

はお互いに貿易、国際金融、物価等の複雑なネットワークを通して地球的な相互依存関係

を形成しているところに基本的な構造的特質がある。　その概念を、図3．2－1に示す。もち

ろんここで用いられている各国モデルはすべて共通ということではなく、先進市場経済タ

イプ、発展途上市場経済タイプ、計画市場経済タイプといった大きな3つのカテゴリーに

分けられており、さらにカテゴリーの中でも各国別の特性に応じたモデルが設定されてい

る。

各国別のモデルは図3．2－2に示すとおりで、（1）環境、（2）開発（経済）、（3）平和と安全

保障、（4）人権といったサブシステムから成り立っている。最も主要な変数は経済モデル

にあり、そこにはマクロの主要変数はほとんど包括されている。例えば、労働力と生産、

国内総生産（GDP）の支出構成、所得の分配、賃金・利潤等、物価、金利、金融資産、

財政、国際収支、国際金融、外国為替、等に関わる主要変数がほとんど網羅されている。
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環境のサブシステムには、さらにエネルギーのサブシステムが含まれ、石炭、石油、天

然ガス、その他の代替エネルギーの需要量が予測される。

石油の需要見通しは、各国の実質価格でのGDPや石油の相対価格あるいは総エネル

ギーに占める石炭、天然ガスのシェアの変化、また総エネルギー供給に占める代替エネル

ギーの比率の変化によって推算されている。また、石炭については、各国の実質価格での

GD Pと共に、石炭の相対価格、総エネルギーに占める代替エネルギーの比率の変化で推

算されている。天然ガスの消費についても、各国の実質価格のGDP、天然ガスの相対価

格の変化によって推算されている。代替エネルギーについては、各国のGDPの変化や石

油の相対価格によって推算されているが、この場合には、石油の相対価格が上昇するのに

つれて代替エネルギーの開発が進展することとなる。ここでいう代替エネルギーとは、原

子力、水力、バイオマス、太陽エネルギー、燃料電池等の環境への負荷の小さい非化石エ

ネルギーを指しているが、本調査研究では電力として取り扱っている。

（3）FUGIグローバルモデル　6．0（M62）の予測値

本調査研究ではFUGIモデルの出力のうち、アジア地域のGDP（NISTEP REPORT

No．21（’80P）との整合を図るため実質GDP伸び率を使用。）とエネルギー消費量（石炭

・石油・ガス・代替エネルギー）を用いている。

アジア諸国は、中国、日本、インド、インドネシア、韓国、北朝鮮、台湾、タイ、バン

グラデシュ・パキスタン、フィリピン、マレーシア、香港・マカオ、シンガポール、アフ

ガニスタン・ネパール、スリランカ・モルジブ、その他アジア太平洋諸国の16ヶ国・地域

に区分して取り扱われ、計算されている。

3．2．2　植物性燃料の消費量予測

FUGIモデルでは植物性燃料は対象としていないため、実績値より各国別・各部門別

に回帰分析（表3．2－1回帰分析項目等一覧表参照）を行い、2000年、2010年における植物

性燃料の消費量を見込んだ。

植物性燃料は、主として開発途上国における民生用エネルギーの主要部分を占めており、

その利用形態からみて省エネルギーの入る余地は非常に少ないものである。

本調査研究の設定では、技術進歩ケースは自然体ケースに比して省エネルギーが進行す

ることとしているが、植物性燃料の場合には省エネルギーがなじまないこと、仮に植物性

燃料から化石燃料等への部分的な転換があるとしてもFUGIモデルの予測値でこの部分

が見込まれていないことから、植物性燃料の将来消費量は、自然体・技術進歩ケースとも

同じ回帰式により算出した。
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発展途上市場経済　　　　　　　　　　　　　　　　先進市場経済
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図3．2－1　FUGlグローバルモデル6．0の概要
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図3．2－2　　FUGIグローバルモデルの概要（各国レベル）



3．2．3　部門別エネルギー消費量の配分

FUGIグローバルモデル6．0（M62）により、アジア16ヶ国・地域の石炭・石油・ガ

スの各必要量、電力供給量が算出されるが、地球環境影響物質の排出量を算定するために

は、これらの値を消費部門別（電力についてはエネルギー源別）、国別に配分する必要が

ある。

本調査研究では、各燃料毎に2000年、2010年の部門別配分率を設定し、その配分率を

FUGIモデルの算出値に乗ずることにより推計した。

各部門毎の配分率の設定は、図3．2－3に示すように、過去の消費量から部門別・燃料別

に個々のトレンドを把握して消費量を算出し、そのシェアを算定して配分率とした。なお、

直接シェアをトレンドより求めることを方法を採らなかったのは、1つの項目で大きな変

動があった場合に全体のシェアが変化するため、一定の傾向で推移している項目が明確に

把握できなくなるためである。

配分率の設定法を以下に述べる。

なお、FUGIモデルにおける代替エネルギーは、ここでは電力と読み替え、電力は各

部門別に発生する需要に対応する電力が供給されるものとし、そのエネルギー源は、発生

電力量（トレンドによる将来推定値）により割り振った。

（1）トレンドの把握

トレンドより将来消費量を推計するには、1971～1988年のOECD／I EAのエネ

ルギー統計（ただし、中国については昨年の調査結果（NISTEP REPORT No．21）に基

づき分析）をもとに、表3．2－1に示す項目について直線回帰分析を行った。

回帰分析にあたっては、図3．2－4に事例を示すように、データの披行性に留意しつ

つエネルギー消費の変化に注目し、極力最近の傾向を重視した。

また、ごく最近導入された分野については、傾向が把握できないため別途検討して

設定した。具体的には、バングラデシュにおける鉄鋼業でのガス利用（1987～）、香

港における化学工業での石油利用（1987～）、マレーシアにおける石炭火力発電

（1988～）が該当するが、前2者については同業種で以前から利用されている電力に

対する比率で、後者については、電力需要の増加に対応して発電所の建設が進むこと

が予想されることから、1988年から概ね10年でシェアが倍増するものと想定した。

（2）最終エネルギー消費量

エネルギー消費部門を工業部門は鉄鋼業・化学工業・非金属工業・その他、輸送部

門は航空・道路・鉄道・その他、その他部門は住居・その他に細部し、これらに非エ

ネルギー利用を加えた項目別・燃料源別に回帰分析を実施し、回帰式により2000、
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FUGI GLOBAL MODEL　6．0

燃料別エネルギー消費量
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消費エネルギー回帰分析 発電発生電力量回帰分析
（石炭・石油・ガス・
原子力・水力等）
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非エネルギー
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頬
類
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部門別・燃料別エネルギー消費量

図3．2－3　各燃料の部門別配分フロー
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表3．2－1　　　　回帰分析項目等一覧表

部　　 門
中 日 イ

ン
イネ

ノシ
ドア

韓 北
朝

台 夕 ヾ
キタ
スン

フ

イピ
リン

マ
レシ
lア

ラヾ
ンデ
グシ

せ
トナ
ム

香 シボ
ン I

ネ
ヾ

．‘ヽ
ヤマ
ン I

ス
リン
ラカ

ブ
ルネ

イ

そ
の

t］ …料男l 国 本 ド！ 国 鮮 湾 イ 港 ガノ lル 他

産業

鉄鋼
石炭 O iO iO i○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石油 ○ ；○ ：○ ：○ ○ ○ ：○ ○

ガス ○ ○ ○ ＊
電力 ○ ○ ；○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

化学
石炭 ○ ○ ！○ ○
石油 ○ 0 、：○ ○ ○ ○ ○ ○ ＊ ○ ○

ガス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒ　子
原材♯ご

石油 ○ ‘○ ○ ○ ○ ＋ ○ ＋ ＋ ＋
ガス ＋ ○ ○ ＋ ＋ ＋

E金属
業

石炭 ○ ！○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石油 ○ ！○ 工○ ○ iO ○ ○
カス ○ ○ ○
電力 ○ iO ○ ○ ○ iO ○

その

石炭 ○ ！○ ！○ iO ○ ○ 手○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
石油 ○ iO iO ！○ iO ○ ○ ！○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ガス ○ ：○ ：○ ！○ ：○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電力 ○ ！○ ！○ ！○ iO ○ ；○ iO ！○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
直物 ○ ○ ○ iO ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

輸送

航空 石油 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
道路 石油 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鉄道
石炭 ○ ○
石油 ○ ○ ○ ○
電力 ○ ○ ○ ○ ○

その
石炭 ○

石油 ○ ：○ ：○ ○ ○ ○ ！○ ：○ ○
電力 ○

その

住居

石炭 ○ iO iO ○ ○ ．0
石油 ○ ：○ ！○ ：○ ！○ ○ iO ：○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ガス ○ iO ！○ ：○ iO ○ ○ ○ ○ ○ ○
電力 ○ iO ；○ iO iO ○ iO ；○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
直物 ○ ○ iO ！○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○’○ ○ ○ ○ ○ ○

その

石炭 ○ ○
石油 ○ 手○ ！○ ○ ○ ：○ iO ；○ ○ ○ ○ ○
ガス ○ iO ！○ ○ ○ iO ○ ○ ○
電力 ○ ！○ ：○ ！○ ；○ ○ iO ！○ ．0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
直物 ○ ○ ○

Eエネルギー 石油 ○ ○ iO ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

転換
、電ロ 電力 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その
石炭 ○ iO iO ；○ ○ iO ．0 ○
石油 ○ ！○ ！○ ！○ ：○ ○ ：○ ！○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ガス ○ ！○ ！○ ！○ ！○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
電力 ○ iO iO ！○ 手○ ○ iO iO ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 。 ○

発生電力量
（GWh）

石炭 （⊃ LO iO ○ iO ○ ○ ：○ ；○ ○ ＊ ○ ○ ○ ○
石油 ○ ！○ iO ○ ：○ ○ iO ○ ：○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ’○ ○ ○
ガス ○ ！○ ！○ ○ ！○ ○ ！○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原子 ＠ i（尋 i＠ （尋 ＠ （参
水力 ○ ；○ ○ ○ 旁○ ○ ○ 手○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○
＊

＋

回帰分析による推定
新規導入であり回帰分析不能のためシェア等より設定
化学工業に対するシェアにより設定

＠：各国の設備計画等より別途値を設定
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2010年の消費量を算出し、シェアを算定した。

（3）エネルギー転換部門

①発電効率

発電効率についても回帰分析を実施したが、効率が低下している国もあるなど、そ

の結果を将来推定にそのまま用いることは不適当と考えられることから、従来の各国

の経済発展と電力需要の伸び率の関係を鑑み、自然体・技術進歩ケース毎に別途検討

し設定した。発電効率の設定には、OECD／I EAのエネルギーバランス表より投

入エネルギーと発生電力量から発電効率を算出し、実績値や類似国を参考に、また発

電所の新設が多い固（電力需要の増加率の大きい国）では、伸び率は大きく、すでに

高効率の国は伸び率は小さく設定している。設定値を表3．2－2に示す。

なお、発電効率はOECD／I EAのバランス表が熱量により標準石油換算されて

いることから、真発熱量・発電端ペースの値となる。また、水力、原子力等の1次電

力の発電効率は、OE CD／I EAの統計で用いられている38．5％とした。

②送電ロス

送電ロスがOE CD／I EAの統計の中で明らかにされているのは中国・インド・

日本・パキスタン・フィリピン・韓国・台湾・タイの7ヶ国のみであり、これらの国

については回帰式により算出した送電ロスと最終消費される電力よりロス率を算定し

た。これら以外の国については、その他転換部門の値の中に含まれるものと考えた。

なお、その他転換部門のエネルギー消費量の算定に当たっても同様に、最終消費エネ

ルギー（燃料別）に対する消費率を算出して、計算している。

③発電部門

必要電力量は、最終エネルギー消費量の電力を全て満たす量が発電されるものとし、

各部門（その他転換部門を含む。）における電力必要量に送電ロス分を加えた電力が

発電されるものとした。

この電力を発生するためのエネルギー源のシェアは、過去のトレンドより燃料源別

の発生電力量を回帰式により算定した値で算出した。

発電のためのエネルギー消費量は、必要電力量にエネルギー源別シェアを乗じ、こ

れを発電効率で除して算出した。

また原子力発電については、各国において概ね2000年までの施設計画が設備容量を

含めて設定されていることから、2000年での原子力発電量はこれらの施設計画による

値を、2010年では、1991年から10年間に設置予定の施設規模と同容量の施設が建設さ

れるものと想定した。なお、施設容量は発電出力（KW）で定められているため、電力
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表　3．2－2　　発電効率設定値

ケースI（自然体）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
国　　 名 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 増 加 分

石 炭 石 油 ガ ス 石 炭 石 油 ガ ス 石 炭 石 油 ガ ス

中 国 3 5 ．0 3 7 ．0 3 5 ．0 3 7．0 3 8．5 3 7 ．0 2．0 1．5 2 ．0

日 本 4 2 ．5 4 3 ．0 4 4．0 4 3．0 4 3．5 4 5 ．0 0 ．5 0．5 1．0

インド 3 3 ．0 3 3 ．0 3 3 ．0 3 5 ．0 3 5 ．0 3 5 ．0 2．0 2 ．0 2 ．0

インド ネシア 3 5 ．0 3 5 ．0 3 3 ．0 3 7 ．0 3 7 ．0 3 5 ．0 2．0 2 ．0 2 ．0

韓 国 3 9 ．0 4 2 ．0 3 8 ．5 4 0 ．0 4 2 ．5 4 0 ．0 1．0 0 ．5 1．5

北 朝 鮮

台 湾

3 0 ．0

3 7 ．0 4 0 ．0 4 2 ．0

3 2 ．0

3 8 ．5 4 1．0 4 3 ．0

2 ．0

1．5 1．0 1．0

タイ 3 8 ．5 4 0 ．0 4 0 ．0 4 0 ．0 4 1．0 4 1．0 1．5 1．0 1．0

パ キスタン 3 7 ．0 3 3 ．0 3 3 ．0 3 8 ．5 3 5 ．0 3 5 ．0 1 ．5 2 ．0 2 ．0

フィリピ ン 3 8 ．5 3 4．0 4 0 ．0 3 6 ．0 1．5 2 ．0

マレーシア 3 7 ．0

3 0 ．0

4 1．0

3 7 ．0 4 0 ．0 3 8 ．5

3 2 ．0

4 2 ．0

3 8 ．5 4 1．0 1 ．5

2．0

1．0

1 ．5 1 ．0

バ ング ラデ シュ

ゼ け ム

香 港

シンガ ポ ール

3 1．0

4 0 ．0

4 2．0

3 3 ．0 3 3 ．0

4 1．0

4 2 ．5

3 5 ．0 2 ．0

1 ．0

0．5

2 ．0

ネパ ール

ミャンマー

スリランカ

ブ ルネイ

3 0 ．0

3 0 ．0

3 0 ．0

3 4．0

3 1．0

3 2．0

3 5 ．0

3 0 ．0

3 2 ．0

3 2 ．0

3 2 ．0

3 6 ．0

3 3 ．0

3 5 ．0

3 7 ．0

3 3 ．0

2．0

2．0

2．0

2．0

2．0

3．0

2 ．0

3 ．0

そ の 他 3 0．0 3 0 ．0 3 2 ．0 3 2 ．0 2．0 2 ．0

（真発熱量・発電端ペース）

ケースⅡ（技術進歩）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
国　　 名 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 増 加 分

石 炭 石 油 ガ ス 石 炭 石 油 ガ ス 石 炭 石 油 ガ ス

中 国 3 7 ．0 3 8 ．5 3 7 ．0 3 8 ．5 4 0 ．0 3 8 ．5 1 ．5 1 ．5 1 ．5

日 本 4 3 ．0 4 3 ．5 4 5 ．0 4 3 ．5 4 4 ．0 4 6 ．0 0 ．5 0 ．5 1 ．0

インド 3 5 ．0 3 5 ．0 3 5 ．0 3 7 ．0 3 7 ．0 3 7 ．5 2 ．0 2 ．0 2 ．5

インド ネシア 3 7 ．0 3 7 ．0 3 5 ．0 3 8 ．5 3 8 ．5 3 7 ．5 1 ．5 1 ．5 2 ．5

韓 国 4 0 ．0 4 2 ．5 4 0 ．0 4 1 ．0 4 3 ．0 4 1 ．0 1 ．0 0 ．5 1 ．0

北 朝 鮮

台 湾

3 2 ．0

3 8 ．5 4 1 ．0 4 3 ．0

3 5 ．0

4 0 ．0 4 2 ．0 4 4 ．0

3 ．0

1 ．5 1 ．0 1 ．0

タイ 4 0 ．0 4 1 ．0 4 1 ．0 4 1 ．0 4 2 ．0 4 2 ．0 1 ．0 1 ．0 1 ．0

ガ キスタン 3 8 ．5 3 5 ．0 3 5 ．0 4 0 ．0 3 7 ．0 3 7 ．5 1 ．5 2 ．0 2 ．5

フィリピ ン 4 0 ．0 3 6 ．0 4 1 ．0 3 8 ．5 1 ．0 2 ．5

マレ シア 3 8 ．5

3 2 ．0

4 2 ．0

3 8 ．5 4 1 ．0 4 0 ．0

3 5 ．0

4 2 ．5

4 0 ．0 4 2 ．0 1 ．5

3 ．0

0 ．5

1 ．5 1 ．0

バ ング ラデ シュ

。トナム

香 港

シンガ ポ ール

3 3 ．0

4 1 ．0

4 2 ．5

3 5 ．0 3 6 ．0

4 2 ．0

4 3 ．0

3 7 ．5 3 ．0

1 ．0

0 ．5

2 ．5

紬 。－ル

ミャンマー

スリランカ

ブ 胼 イ

3 2 ．0

3 2 ．0

3 2 ．0

3 6 ．0

3 3 ．0

3 5 ．0

3 7 ．0

3 3 ．0

3 5 ．0

3 5 ．0

3 5 ．0

3 8 ．0

3 5 ．0

3 7 ．0

3 8 ．5

3 6 ．0

3 ．0

3 ．0

2 ．0

2 ．0

2 ．0

1 ．5

3 ．0

そ の 他 3 2 ．0 3 2 ．0 3 5 ．0 3 5 ．0 3 ．0 3 ．0

（真発熱量・発電端ペース）

ー29－



量（KWh）に変換するため、施設利用率を想定して算出した。施設利用率の設定につ

いては、発電効率と同様、現状の施設利用率から想定しており、将来的には利用率が

上昇するものとしている。この場合においても、利用率が高い国ほど利用率の上昇が

少なく設定している。設定値を表3．2－3に示す。

表　3．2－3　原子力発電関係設定値

国　 名

発 電 量 （施 設 容 量 ）

（ 万 K W ）

年 平 均 施 設 利 用 率 設 定 値 （％）

自 然 体 技 術 進 歩

2 0 0 0 年 2 0 10 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年

中 国 3 4 6 ．8 6 9 3 ．6 6 5 ．0 7 0 ．0 7 0 ．0 7 3 ．0

日 本 4 6 0 7 ．3 6 4 10 7 4 ．0 7 4 ．5 7 4 ．5 7 5 ．0

インド 4 1 2 ．3 7 0 1．6 6 5 ．0 7 0 ．0 7 0 ．0 7 3 ．0

韓 国 12 3 1 ．6 17 9 6 ．6 8 5 ．0 8 5 ．5 8 5 ．5 8 6 ．0

台 湾 7 1 4 ．4 9 14 ．4 8 0 ．0 8 2 ．0 8 2 ．0 8 3 ．0

パ キスタン 4 3 ．7 7 3 ．7 6 5 ．0 7 0 ．0 7 0 ．0 7 3 ．0

※2000年の発電量は、「世界の原子力発電の動向1991年次報告」（日本原子

力産業会議）による。（但し、台湾は微修正、タイは除く。）

2010年については、1991～2000年の10年間の発電量の増分と同量を見込む。

以上に述べた方法で算定した、部門別エネルギー消費量の配分について述べたが、その

分析に用いた回帰分析の相関係数は77％が0．7以上と比較的高い値となっている。ここで

は、単に相関係数のみを回帰分析の適否判定しているのではなく、例えば図3．2－4に示す

ように前述の通り最近の傾向を重視し、また、目視で傾向が把握できていると判し得るも

のは、相関係数が低い値であっても採用している。

3．2．4　国別エネルギー消費量の配分

FUGIモデルでは、いくつかの国を一つの地域として取り扱っており、アジア地域に

おいても、バングラデシュとパキスタン、香港とマカオ、アフガニスタンとネパール、ス

リランカとモルジブ、及びその他（ベトナム・ミャンマー・モンゴル・ブルネイ・カンボ

ジア・ラオスの6ヶ国が該当）の併せて5つの地域設定がなされている。このため、これ

ら地域での部門別エネルギー消費量を国別に配分する必要がある。

ここでは、OE CD／I EAによりエネルギー分析がなされている国については、それ

に基づく回帰分析値を利用したが、OECD／I EAのエネルギpデータでもその他アジ
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ア諸国として一括計上されている国（アフガニスタン、モンゴル、カンボジア、ラオス、

モルジブ、マカオ）については、部門別エネルギー消費形態は共通とし、国別配分は国連

のエネルギー分析によるエネルギー源別消費量により行った。

3．3　アジア地域のエネルギー消費の予測結果

多くの人口をかかえるアジア地域が2000年、2010年と活発な経済活動を継続していく中

で、それらに伴うエネルギー消費量の変化、部門別エネルギー消費構造の変化等を予測分

析する。なお、各々のケースは以下のとおり記述する。

ケースI：省エネルギー等を見込まない。（自然体）

ケースⅡ：エネルギー利用効率の向上による省エネルギーの進展や代替エネルギー

利用の促進を見込む。（技術進歩）

3．3．1　人ロとGDP

（1）人口の動向

国連の中位推計値（表3．1－1）によると、アジア地域の人口は年平均1．8％で伸びて、

1987年の27．5億人が2000年には34．7億人、さらに年平均1．3％で伸びて2010年には39．4億

人と拡大することが見込まれている。2010年でみると、中国が13．8億人で全体の35％を、

インドが12．3億人で全体の31％を占めて、中国ではシェアを減じる傾向にあるものの依然

としてこの2大国でアジア地域の概ね66％の人口を有する見込みになっている。

以下、インドネシア、パキスタン、バングラデシュ、日本等の国々が6～3％の1桁台の

シェアで続いている。

（2）GDPの動向

アジア地域全体の実質GDPは、表3．3－1（1）、（2）に示すように、1987年の26，494億ド

ルから2000年にはケースIで47，048億ドル、ケースⅡで48，904億ドルと増加しており、そ

れぞれ年平均で4．5％、4．8％の成長となり、また2000年から2010年にはケースIで68，625

億ドル、ケースⅡで74，998億ドルと増加しており、それぞれ年平均で3．8％、4．4％と速度

は緩やかになっているものの依然着実な成長が見込まれている。なお、ケースⅡの場合、

省エネルギーの効果やそれに伴う設備投資に支えられ、ケースIを上回る4．8％、4・4％の

経済成長となっている。
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実質GD Pのシェアを国別にみると、日本のシェアはケースI（ケースⅡ）で1987年

51．7％から2000年48．4％（49．5％）、2010年45．7％（49％）と漸減してきているものの依

然として概ね半数を占めている。次いで中国が1987年17．7％から2000年18．3％（18．1％）

2010年17．9％（17．2％）となっている。これは、中国の1975～1987年の年平均8．1％とい

う著しい経済成長は緩くなることが見込まれているものの、依然としてケースIで2000年

まで4．8％、2010年まで3．6％の経済成長が想定されることによる。なお、2000年、2010年

と、今後アジア平均の経済成長を上回る国は中国、インド、インドネシア、韓国、台湾、

タイ（7．6％、7．0％）、フィリピン、マレーシア、香港、シンガポールであり、引き続き

ASEAN諸国がアジアNIESを追いかけている図式がみられる。

また、年平均伸び率は、ケースIに比してケースⅡの方が高い伸びを示しているが、一

部の国ではケースⅡの方が伸びが低くなっている。これらの国ではケースIに比してケー

スⅡの方が輸入が多くなっており、技術進歩に見合う設備投資の大半を海外に依存した結

果と考えられる。

（3）1人当たりGD P

さて、表3．3－2　に示すように、人口と実質GDPのデータに基づいてドルベースで求め

た2000年の1人当たりGDPを比較してみると、ケpスI（ケースⅡ）では、1987年に最

高にあったブルネイを追い越し、日本が17，627　＄／人（18，753＄／人）で1位となり、次

いで香港14，080　＄／人（14，236　＄／人）、ブルネイ13，854　＄／人（13，455＄／人）、シン

ガポール13，374＄／人（13，473＄／人）、その後に台湾、韓国、マレーシア等が続いてい

る。また、人口、GDPで大きなシェアを占める中国は669＄／人（687＄／人）、インド

447　＄／人（449　＄／人）となっている。

2010年には、1人当たりGDPは日本、香港、シンガポールが2万ドル台になり、次い

で2000年と同様に台湾、台湾、マレーシア、タイ等が続いている。特筆すべきは、タイに

おける1987年の886　＄／人から2000年1，943　＄／人（1，942　＄／人）、2010年3，400　＄／人

（3，407　＄／人）と著しい伸びを示すなど、ASEANの国々の変貌である。

なお、アジア全体でみると人口の伸びを大きく上回る経済成長が続き、この結果、1人

当たりGDPは1987年の974　＄／人から2000年1，372　＄／人（1，426　＄／人）、2010年1，766

＄／人（1，930＄／人）へと増加している。
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表　3．3－1（1）　　　　　　　　GDPの将来予測結果　　ケpスI（自然体）

国　　　 名

G D P （’8 0 P　U S M ＄） G D P 年 平 均 伸 び 率 （％）

19 7 5 年 1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 1 9 7 5

－1 9 8 7

1 9 8 7

－2 0 0 0

2 0 0 0

胃2 0 1 0

1 中 国 1 8 4 ，6 4 6 4 7 0，2、3 2 8 6 0，1 3 5 1，2 2 6，4 0 7 8 ．1 4 ．8 3 ．6

2　日 本 83 1，5 2 1 1，3 7 0，6 8 5 2 ，2 7 5 ，7 8 2 3，1 3 6 ，5 3 4 4 ．3 4．0 3．3

3　インド 14 8 ，3 6 9 2 5 0 ，6 2 1 4 6 5 ，7 9 1 6 9 3 ，0 1 0 4 ．5 4．9 4．1

4　インド ネシア 5 4 ，2 1 9 1 0 0 ，9 4 9 1 8 1，9 4 3 2 9 3 ，4 1 7 5 ．3 4．6 4．9

5　　　 玉 4 3　0 6 9 1 1 1，6 6 8 2 3 8 ，5 6 7 3 8 3 ，3 2 4 8 ．3 6．0 4．9

6　北 朝 鮮

7　台 湾 25 ，0 5 8 7 1，9 0 2 1 5 4 ，9 6 2 2 7 5 ，7 0 0 9．2 6 ．1 5．9

8　タイ 2 1，9 6 5 4 7 ，4 6 8 1 2 3 ，7 1 2 2 4 3 ，3 9 1 6．6 7 ．6 7．0

9　ガ キスタン＊＊ 20 ，5 1 1 4 3 ，5 15 5 9 ，2 1 8 6 0 ，6 7 3 6．5 2 ．4 0．2

1 0　フィリピ ン 26　0 3 9 3 6 ，3 2 7 7 8 ，9 9 0 1 4 3 ，6 1 1 2．8 6 ．2 6．2

1 1 マレーシア 16，2 5 9 3 3 ，4 7 4 6 8 ，3 6 1 1 1 6 ，1 7 2 6．2 5 ．6 5．4

1 2　バ ング ラデ シュ＊ 12，3 6 2 1 9 ，0 4 9 2 5 ，9 2 3 2 6 ，5 6 0 3 ．7 2 ．4 0 ．2

1 3　ゼ トナム＊ 4 ，6 9 5 7 ，1 4 1 9 ，0 2 3 1 1，5 5 0 3 ．6 1．8 2．5

1 4　香 港 ＊＊ 15 ，4 15 4 5，8 3 1 9 0，8 0 3 1 4 0 ，0 9 3 9 ．5 5 ．4 4 ．4

1 5　シンガ ポ ール 7　7 9 3 1 7，5 2 0 3 9，4 5 4 7 2，5 4 2 7 ．0 6 ．4 6 ．3

1 6　ネパ ール＊＊ 1，7 3 4 2，6 7 4 3，8 5 6 4，0 1 7 3 ．7 2 ．9 0 ．4

1 7　ミャンマー＊ 4 ，3 0 6 6，3 9 0 8，0 7 4 1 0，3 3 5 3 ．3 1．8 2 ．5

1 8　スリランカ＊＊ 3 ，1 6 6 5，6 2 1 9 ，1 3 1 1 1，9 2 8 4 ．9 3 ．8 2 ．7

1 9　アフガ ニスタン＊＊ 2 ，5 9 0 2，9 8 2 4 ，3 0 0 4，4 8 0 1．2 2 ．9 0 ．4

2 0　モンブ ル＊ 83 0 1 ，6 3 8 2 ，0 7 0 2 ，6 4 9 5 ．8 1．8 2 ．5

2 1 ブ ルネイ＊

2 2　カンポ ジ ア

2 3　ラオス

2 4　モルジ ブ ＊＊

2 5　マカオ

アジ ア計

2 ，9 8 6

1，4 2 7 ，5 3 3

3 ，6 5 1

8 4

4 ，6 1 3

1 3 6

5 ，9 0 5

1 7 8

1．7

5．3

1．8

3．8

2 ．5

2 ．7

2，6 4 9 ，4 2 2 4 ，7 0 4 ，8 4 6 6，8 6 2 ，4 7 6 4．5 3 ．8

注 ） F U G I G l o b a l M o d e l に よ る 19 9 1、2 0 0 0 、2 0 0 5 年 の　 G D P （’7 5 P ） の 年 平 均 伸 び 率

（199卜2000、2000胃2005の年間）を、198ト2000、2000－2010年にそれぞれ適用させ
2000、2010年のGDPを想定した。

但し、①国名の（＊＊）は、FUGI Global Model　の2ヶ国計の年平均伸び率を用い
（ガキスタン・バングラデシュ）、（香港・マカオ）、（アフガニスタン・ネガール）、（スリランかモルジブ）。

また、②（＊）は、その他アジア諸国の値を用いた。



表　3．3－1（2）　　　　　　　　　GD Pの将来予測結果　　ケースⅡ（技術進歩）

国　　　 名

G D P （’8 0 P　U S M ＄） G D P 年 平 均 伸 び 率 （％）

1 9 7 5 年 1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 1 9 7 5

－1 9 8 7

1 9 8 7

－2 0 0 0

2 0 0 0

胃2 0 1 0
1 中 国 1 8 4 ，6 4 6 4 7 0 ，2 3 2 8 8 3 ，1 0 0 1 ，2 9 2 ，2 9 7 8 ．1 5 ．0 3．9

2　 日 本 8 3 1 ，5 2 1 1 ，3 7 0 ，6 8 5 2 ，4 2 1，0 5 9 3 ，6 7 5 ，8 0 7 4 ．3 4 ．5 4．3

3　インド 14 8 ，3 6 9 2 5 0 ，6 2 1 4 6 8 ，5 2 3 6 9 8 ，9 3 9 4 ．5 4 ．9 4．1

4　インド ネシア 5 4 ，2 1 9 1 0 0 ，9 4 9 1 9 0 ，4 2 5 3 0 4 ，5 2 7 5 ．3 5 ．0 4．8

5　韓 国 4 3 ，0 6 9 1 1 1 6 6 8 2 4 0 ，9 0 4 3 9 0 ，6 0 5 8 ．3 6 ．1 5．0

6　北 朝 鮮

7　台 湾 2 5 ，0 5 8 7 1 ，9 0 2 1 5 6 ，4 5 1 2 8 0 ，9 6 4 9 ．2 6 ．2 6 ．0

8　タイ 2 1，9 6 5 4 7 ，4 6 8 1 2 3 ，6 5 0 2 4 3 ，9 0 2 6 ．6 7 ．6 7．0

9　ガ キスタン＊＊ 2 0 ，5 1 1 4 3 ，5 1 5 5 9 ，2 7 3 6 0 ，7 5 8 6 ．5 2 ．4 0 ．2

1 0　フィリピ ン 2 6 ，0 3 9 3 6 ，3 2 7 7 9 ，5 2 7 1 4 4 ，3 6 5 2 ．8 6 ．2 6 ．1

1 1 マレーシア 16 ，2 5 9 3 3 ，4 7 4 6 9 ，4 7 2 1 2 0 ，7 2 2 6 ．2 5 ．8 5 ．7

1 2　ガ ンブ ラブ シュ＊＊ 1 2，3 6 2 1 9 ，0 4 9 2 5 ，9 4 7 2 6 ，5 9 7 3 ．7 2 ．4 0 ．2

13　ゼ トナム＊ 4，6 9 5 7 ，1 4 1 8 ，7 6 3 8 ，7 4 6 3 ．6 1 ．6 0 ．0

1 4　香 港 ＊＊ 1 5，4 1 5 4 5 ，8 3 1 9 1 ，8 1 0 1 4 3 ，0 7 5 9 ．5 5 ．5 4 ．5

1 5　シンガ ポ ール 7，7 9 3 1 7 ，5 2 0 3 9 ，7 4 6 7 3 ，4 9 9 7 ．0 6 ．5 6 ．3

1 6　ネガ ール＊＊ 1，7 3 4 2 ，6 7 4 3 ，8 6 2 4 ，0 2 4 3 ．7 2 ．9 0 ．4

1 7　ミャンマー＊ 4，3 0 6 6 ，3 9 0 7 ，8 4 2 7 ，8 2 6 3 ．3 1．6 0 ．0

1 8　スリランカ＊＊ 3，1 6 6 5 ，6 2 1 9 ，1 1 5 1 1 ，9 6 0 4 ．9 3 ．8 2 ．8

1 9　アフガ ニスタン＊＊ 2，5 9 0 2 ，9 8 2 4 ，3 0 7 4 ，4 8 8 1 ．2 2 ．9 0 ．4

2 0　モンブ ル＊ 8 3 0 1 ，6 3 8 2 ，0 1 0 2 ，0 0 6 5 ．8 1 ．6 0 ．0

2 1 ブ ルネイ＊

2 2　カンポ ジ ア

2 3　ラオス

2 4　モルジ ブ ＊＊

2 5　マカオ

アジ ア計

2，9 8 6

1 ，4 2 7 ，5 3 3

3 ，6 5 1

8 4

4 ，4 8 1

1 3 6

4 ，4 7 2

1 7 9

1 ．7

5 ．3

1．6

3 ．8

0 ．0

2．8

2 ，6 4 9 ，4 2 2 4 ，8 9 0 ，4 0 4 7 ，4 9 9 ，7 5 9 4 ．8 4 ．4

注）　FUGI Global ModeI　による1991、2000、2005年の　GDP（’75P）の年平均伸び率
（199上2000、2000－2005の年間）を、1987－2000、2000－2010年にそれぞれ適用させ

2000、2010年のGDPを想定した。
但し、（丑国名の（＊＊）は、FUGI Global Model　の2ヶ国計の年平

（ガキスタン・バングラデシュ）、（香港・マカオ）、（アフガニスタン・ネガール）、（スリ

また、②（＊）は、その他アジア諸国の値を用いた。

を用い



表　3．3－2　　　　1人当たりG D P （単位：＄／人、’80P）

国　 名

ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

197 5 年 198 7 年 20 0 0 年 2 0 10 年 197 5 年 198 7 年 2 00 0 年 2 0 10 年

1 中 国 19 8 43 2 6 6 9 88 7 19 8 43 2 68 7 9 3 5

2　日 本 7 ，45 3 1 1，2 27 17 ，6 2 7 23 ，82 0 7 ，4 53 11，2 27 18 ，75 3 27 ，9 15

3　インド 24 7 32 1 4 4 7 56 6 2 47 32 1 44 9 5 7 0

4　インド ネシア 4 15 58 7 8 7 3 1，26 5 4 15 58 7 9 14 1，3 13

5　韓 国 1，22 1 2，68 6 4 ，9 6 9 7 ，43 1 1，2 2 1 2，68 6 5 ，0 18 7 ，57 2

6　北 朝 鮮

7　台 湾 1，55 2 3，6 07 6 ，6 7 0 10 ，78 5 1，5 52 3，60 7 6 ，73 4 10 ，99 1

8　タイ 52 5 88 6 1，9 4 3 3 ，40 0 5 25 88 6 1，94 2 3，40 7

9　ガ キスータン 28 9 4 26 3 6 4 29 5 2 89 4 26 36 5 29 6

10　フィリピ ン 6 19 6 33 1，0 2 0 1，56 0 6 19 6 33 1，02 7 1，56 9

1 1 マレーシア 1，36 3 2，0 25 3 ，27 6 4 ，90 3 1，3 63 2，0 25 3 ，32 9 5，09 5

1 2　バ ング ラデ シュ 15 7 1 86 17 2 14 1 1 57 18 6 17 2 14 1

13　ゼ トナム 9 9 114 10 9 1 18 9 9 114 10 6 8 9

14　香 港 3，50 7 8，1 65 14 ，0 8 0 20 ，79 5 3，5 07 8，16 5 14 ，23 6 2 1，23 7

15　シンガ ポ ール 3，44 4 6，7 05 13 ，3 7 4 23 ，27 3 3 ，4 44 6，7 05 13 ，47 3 2 3，58 0

16　ネガ ール 13 8 152 16 0 13 9 138 152 16 0 13 9

17　ミャンマー 14 3 1 63 15 8 17 1 1 43 163 15 3 12 9

18　スリランカ 23 5 3 44 47 1 55 6 2 35 3 44 47 0 55 7

19　アフガ ニスタン 2 20 1 96 16 2 13 7 2 20 196 16 2 13 7

2 0　モンブ ル 58 3 8 15 6 9 1 68 0 58 3 8 15 67 1 5 15

2 1 ブ ルネイ

2 2　カンポ ジ ア

2 3　ラオス

2 4　モルジ ブ

2 5　マカオ

アジ ア計

19，14 1

6 50

15，6 03

4 3 1

9 74

13 ，8 5 4

48 2

1，3 7 2

15 ，66 3

50 9

1，76 6

19 ，14 1

65 0

15，60 3

43 1

97 4

13 ，45 5

48 1

1，42 6

11，86 1

5 11

1，93 0



3．3．2　エネルギー消費量

（1）1次エネルギー消費量の将来動向

表3．3－3（1）、（2）、表3．3－4にアジア各国における2000年、2010年の1次エネルギー消費

量の変化及びGDP当たりエネルギー消費量などのマクロなエネルギー原単位の変化を示

す。なお、1次エネルギー消費量の中には、薪炭、バガス等の植物性の非商業用エネルギ

ーの消費量も含んでいる。

①1次エネルギー消費畳

表3．3－3（1）、（2）に示すように、アジア地域全体の1次エネルギー消費量は、ケースI

では1987年の16．3億toeから年平均4．2％で拡大し2000年には28．0億toeとなり、2010年に

は年平均3．4％で拡大し39．2億toeと推計された。一方、ケースⅡでは、GDPがケースI

以上に伸びているにもかかわらず、2000年には23．7億toe、2010年には29．0億toeと年平均

で2．9％、2．0％と低めの伸びとなるなど、省エネルギー効果を示している。

これを各国別にみると、最もエネルギー消費量の大きい国は中国であり、ケースI

（ケースⅡ）で1987年6．5億toeが2000年11．2億toe（9．2億toe）、2010年15．2億toe（10．5

億toe）と年平均伸び率では各々4．3％（2．7％）、3．1％（1．4％）と漸減するものの、依

然として飛び抜けたシェアを占めている。しかしながら、中国のアジア全体に占めるシェ

アは1987年の39．8％から2010年には38．6％（36．3％）とわずかながら減少している。これ

は、主としてアジアNIESやASEAN諸国のエネルギー消費量の伸びが大きいことからこれら

の国のシェアが増加してためで、1987年に16．0％であったものが2010年には25．0％（25．2

％）まで拡大している。

ここでアジア各国の2000年、2010年の1次エネルギー消費量に対するGDP弾性値を表

3．3－5（1）、（2）に示す。一般に1次エネルギー消費量の対GDP弾性値は大きな変動がな

いときは、ほぼ1に近い値を取ると考えられている。なお、日本が石油危機を契機として

省エネルギーの進展を果たしているが、この時（1975～1987年）の実績として0．3～0．4と

いう値が記録されている。

2000～2010年について、ケースIでみると、日本が0．6台で最も低く、政策的な省エネ

ルギーを進めている中国を始め、インド、インドネシア、タイ、フィリピン、スリランカ

で0．9～0．7の数値となっているが、韓国、台湾といったアジアNIESをはじめ他の国々では

1を超えている。アジア全体では0．9となっているが、これはGDP、エネルギー消費量

ともに大きなシェアを持つ中国、日本で0．6～0．9となっていることによる。

また、ケースⅡでは、技術進歩による省エネルギーを主課題としていることから、ほと

んどの国でケースIより30～60％低い値となっている。総じて工業化の遅れている国の低

下率が低いのは、本調査研究では省エネルギーを見込んでいない植物性燃料への依存度が
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高いためであり、植物性燃料のシェアが90％を超えるネパールやアフガニスタンではほと

んど変化がない。

図3．3－1（1）、（2）に1人当たりGDPとGDP当たり1次エネルギー消費量の関係を示す。

これらの図から前述した経済とエネルギー消費量の関係が理解できる。経済成長を遂げな

がらもエネルギー利用効率の向上による省エネルギーが進めば日本や中国のように右下が

りに、この効果が少ないと韓国、台湾のように水平に、さらにエネルギー多消費の方向で

推移するとモルジブの様に右上がりの線となる。ケースIに対し、ケースⅡの省エネルギ

ーの効果がよく現われている。

②1人当たり1次エネルギー消費量

アジアの1人当たり1次エネルギー消費量は、表3．3－6（1）、（2）に示すように、1987年

の592kg胃Oe／人からケpスIで2000年805kg－Oe／人、2010年996kg－Oe／人となり、国別で

は工業近代化の発展が図られつつある中国、インドネシア、韓国、台湾、タイ、マレーシ

ア、シンガポールが対1987年比で4～1．5倍と著しい増加を示している。日本は、高位にあ

るものの、既に1人当たりで高い消費量となっていることや省エネルギーの進展により、

比較的落ちついた動きとなっている。なお、198、7年には1人当たり1次エネルギー消費量

が最大であったブルネイでは、石油、ガス収入をてことする急激な産業発展、生活水準向

上の速度がなくなり、人口増加も相まって1人当たりでの消費量の減少が図られてくるも

のとみられる。

一方、ケースⅡでアジア全体の1人当たり1次エネルギー消費量の平均は2000年683kg－

oe／人、2010年737kg－Oe／人となり、ケースIに比して概ね2～3割削減されたものとなる。

なお、各国別においてはケースIと同様の傾向を示している。
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表　3．3胃3（1）　1次エネルギー消費量と年平均伸び率　　　ケースI　（自然体）

国　 名 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 （’0 0 0　t o e ） 年 平 均 伸 び 率 （％）

19 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 10 1 9 7 5－8 7 1 9 8 7－2 0 0 0 2 0 0 0胃2 0 1 0

1 中 国 3 5 4 ，6 4 6 6 4 8，6 4 6 1，1 1 5 ，7 9 6 1，5 1 5，0 3 8 5．1 6 4 ．2 6 3 ．1 1

2　 日 本 3 2 6 ，4 2 0 3 7 1，6 6 0 5 1 8 ，4 8 1 6 4 4，1 2 5 1．0 9 2 ．5 9 2 ．1 9

3　インド 1 4 5 ，0 8 2 2 2 8，5 1 1 3 9 ・5 ，2 2 5 5 6 9，2 5 6 3．8 6 4 ．3 0 3 ．7 2

4　インド ネシア 3 7 ，6 7 0 6 7，9 0 0 1 1 5 ，8 2 1 1 7 8，8 8 7 5．0 3 4 ．1 9 4 ．4 4

5　韓 国 2 7 ，9 7 5 6 6，0 5 9 1 7 3 ，2 7 3 2 8 0，1 4 1 7．4 2 7 ．7 0 4 ．9 2

6　北 朝 鮮 2 9，3 1 9 4 2，0 6 7 6 5 ，2 3 1 7 5，5 0 6 3．0 5 3 ．4 3 1．4 7

7　台 湾 1 5 ，0 7 3 3 7，7 9 9 1 0 5 ，5 6 4 1 8 8，5 0 0 7．9 6 8 ．2 2 5 ．9 7

8　タイ 1 8，5 8 4 3 0，4 5 8 6 2‘，0 6 5 1 1 7，8 7 2 4．2 0 5 ．6 3 6 ．6 2

9　ガ キスタン 1 3，2 6 5 2 8，6 6 9 4 6 ，4 1 9 4 8，6 6 2 6．6 3 3 ．7 8 0 ．4 7

1 0　フィリピ ン 1 7，6 5 0 2 0，4 6 0 3 7 ，7 9 0 6 6，3 6 2 1．2 4 4 ．8 3 5 ．7 9

1 1 マレーシア 7，6 0 9 1 7，8 5 6 4 0 ，3 6 9 7 2，4 9 3 7．3 7 6 ．4 8 6 ．0 3

1 2　バ ング ラデ シュ 6，7 5 8 1 0，7 0 3 1 4 ，9 8 1 1 5，6 8 2 3．9 1 2 ．6 2 0 ．4 6

1 3　ゼ トナム 1 0，1 3 7 1 0，4 7 7 1 4，3 9 6 1 6，5 0 1 0．2 8 2 ．4 7 1．3 7

1 4　香 港 4，2 5 2 9，1 4 6 2 0，5 3 0 3 3，6 4 8 6．5 9 6 ．4 2 5 ．0 6

1 5　シンガ ポ ール 4，1 6 6 8，5 8 1 2 4，8 5 8 4 3，5 6 5 6 ．2 1 8 ．5 3 5 ．7 7

1 6　不バ　ール 2，8 7 7 8，1 9 4 1 3，7 9 7 1 8，4 3 4 9 ．1 1 4 ．0 9 2 ．9 4

1 7　ミャンマー 4，5 8 4 5 ，9 2 2 1 0，1 3 2 1 2，2 8 7 2 ．1 6 4 ．2 2 1．9 5

1 8　スリランカ 2，7 3 3 3 ，6 9 0 5，7 1 7 7 ，0 2 6 2 ．5 3 3 ．4 3 2 ．0 8

1 9　アフガ ニスタン 2，6 7 3 3 ，3 2 9 3，2 5 9 4，1 1 6 1．8 5 －0 ．1 6 2 ．3 6

2 0　モンブ ル 1，5 3 2 3 ，0 0 6 5，3 8 4 6 ，7 9 7 5 ．7 8 4 ．5 9 2 ．3 6

2 1 ブ ルネイ 2 0 8 2 ，1 0 7 1，3 5 4 1，5 7 4 2 1．2 7 －3 ．3 4 1．5 2

2 2　カンポ ジ ア 1，3 6 6 1，8 1 0 2，2 4 0 2 ，4 8 3 2 ．3 7 1．6 5 1．0 4

2 3　ラオス 1，1 1 8

1 0 5

1，4 6 9 1，8 9 5 2 ，2 0 4 2 ．3 0

9 ．9 0

1．9 8 1．5 2

2 4　モルデ ィブ 2 7 7 2 1 1 3 7．8 4 4 ．6 1

2 5　マカオ 3 2 7 5 6 7 7 2 2 4．3 3 2 ．4 5

ア ジ ア 計 1，0 3 5 ，8 0 2 1，6 2 8 ，8 7 2 2 ，7 9 5 ，2 1 7 3，9 2 1，9 9 4 3 ．8 4 4．2 4 3 ．4 4



表　3．3－3（2）　1次エネルギー消費量と年平均伸び率　　　ケースⅡ　（技術進歩）

国　 名 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 （’0 0 0　t o e ） 年 平 均 伸 び 率 （％）

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 1 9 7 5 －8 7 19 8 7 胃2 0 0 0 2 0 0 0 －2 0 1 0

1 中 国 3 5 4 ，6 4 6 6 4 8 ，6 4 6 9 1 9 ，8 5 4 1 ，0 5 4 ，5 2 5 5 ．1 6 2 ．7 2 1 ．3 8

2　 日 本 3 2 6 ，4 2 0 3 7 1 ，6 6 0 4 5 5 ，5 3 1 5 4 0 ，8 3 8 1 ．0 9 1 ．5 8 1 ．7 3

3　インド 1 4 5 ，0 8 2 2 2 8 ，5 1 1 3 3 6 ，7 6 6 4 1 1 ，2 0 7 3 ．8 6 3 ．0 3 2 ．0 2

4　インド ネシア 3 7 ，6 7 0 6 7 ，9 0 0 1 0 3 ，1 6 1 1 3 5 ，6 7 8 5 ．0 3 3 ．2 7 2 ．7 8

5　韓 国 2 7 ，9 7 5 6 6 ，0 5 9 1 4 6 ，5 8 1 2 0 6 ，4 6 9 7 ．4 2 6 ．3 2 3 ．4 9

6　北 朝 鮮 2 9 ，3 1 9 4 2 ，0 6 7 5 5 ，1 8 9 5 5 ，2 8 2 3 ．0 5 2 ．1 1 0 ．0 2

7　台 湾 1 5 ，0 7 3 3 7 ，7 9 9 9 2 ，5 6 6 1 4 8 ，6 4 2 7 ．9 6 7 ．1 3 4 ．8 5

8　タイ 1 8 ，5 8 4 3 0 ，4 5 8 5 1，4 5 3 8 0 ，6 6 8 4 ．2 0 4 ．12 4 ．6 0

9　ガ キスタン 13 ，2 6 5 2 8 ，6 6 9 4 0 ，4 8 8 3 8 ，1 2 3 6 ．6 3 2 ．6 9 －0．6 0

1 0　フィリピ ン 17 ，6 5 0 2 0 ，4 6 0 3 4 ，0 9 7 5 5 ，2 4 6 1 ．2 4 4 ．0 1 4 ．9 4

1 1 マレーシア 7，6 0 9 1 7 ，8 5 6 3 3 ，6 7 3 5 1 ，8 2 1 7 ．3 7 5 ．0 0 4 ．4 1

1 2　バ ング ラデ シュ 6，7 5 8 1 0 ，7 0 3 1 3 ，1 8 8 1 2 ，3 4 7 3 ．9 1 1 ．6 2 －0 ．6 6

1 3　ゼ トナム 1 0，1 3 7 1 0 ，4 7 7 1 3 ，0 6 2 1 3 ，1 4 5 0 ．2 8 1 ．7 1 0 ．0 6

1 4　香 港 4，2 5 2 9 ，1 4 6 1 6 ，5 2 8 2 2 ，2 4 3 6 ．5 9 4 ．6 6 3 ．0 1

1 5　シンガ ポ ール 4，16 6 8 ，5 8 1 1 9 ，9 3 8 2 8 ，5 7 8 6 ．2 1 6 ．7 0 3 ．6 7

1 6　ネガ ール 2，8 7 7 8 ，1 9 4 1 3 ，7 7 8 1 8 ，3 9 6 9 ．1 1 4 ．0 8 2 ．9 3

1 7　ミャンマー 4，5 8 4 5 ，9 2 2 9 ，0 2 7 9 ，0 2 4 2 ．1 6 3 ．3 0 0 ．0 0

1 8　スリランカ 2，7 3 3 3 ，6 9 0 5 ，3 7 6 6 ，3 6 7 2 ．5 3 2 ．9 4 1 ．7 1

1 9　アフガ ニスタン 2，6 7 3 3 ，3 2 9 3 ，1 9 6 3 ，9 9 3 1 ．8 5 －0．3 1 2 ．2 5

2 0　モンブ ル 1，5 3 2 3 ，0 0 6 4 ，3 4 8 4 ，0 1 1 5 ．7 8 2 ．8 8 －0 ．8 0

2 1 ブ ルネイ 2 0 8 2 ，1 0 7 1 ，0 7 5 9 2 1 2 1 ．2 7 －5．0 4 －1．5 3

2 2　カンポ ジ ア 1，3 6 6 1 ，8 1 0 2 ，1 8 1 2 ，3 7 4 2 ．3 7 1．4 4 0 ．8 5

2 3　ラオス 1，1 1 8

1 0 5

1 ，4 6 9 1，8 6 0 2 ，1 2 4 2 ．3 0

9 ．9 0

1．8 3 1 ．3 4

2 4　モルデ ィブ 2 7 5 8 7 4 6 ．0 6 2 ．4 7

2 5　マカオ 3 2 7 4 5 4 4 7 3 2 ．5 6 0 ．4 1

ア ジ ア 計 1，0 3 5 ，8 0 2 1 ，6 2 8 ，8 7 2 2 ，3 7 3 ，4 2 8 2 ，9 0 2 ，5 6 9 3 ．8 4 2 ．9 4 2 ．0 3



表3．3胃4　　　　GDP当たりの1次エネルギー消費量の伸び率

国　 名

G D P 当 た り 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 （k g／＄） 年 平 均 伸 び 率 （％）

実 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ 実 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ 差 分

19 7 5 19 8 7 2 0 0 0 2 0 10 2 0 0 0 2 0 10 19 7 5－

19 8 7

19 8 7－

2 0 0 0

2 0 0 0－

2 0 10

19 8 7－

2 0 0 0

2 0 0 0胃

2 0 10

1 9 8 7－

2 0 0 0

2 0 0 0－

2 0 10

1 中 国 1．9 2 1 1．3 7 9 1．29 7 1．2 35 1．0 4 2 0．8 16 －2．4 9 －0．15 －0 ．4 1 －1．8 7 －2．3 6 －1．7 2 －1．9 5

2　日 本 0．3 9 3 0．2 7 1 0．2 28 0．2 0 5 0．18 8 0．14 7 －3．0 4 －1．10 －0 ．9 0 －2．5 0 －2．18 －1．4 1 －1．2 9

3　インド 0．9 7 8 0．9 12 0．8 4 9 0．8 2 1 0．7 19 0．5 8 8 1．0 1 0．8 7 0 ．3 0 －0．7 3 －1．5 9 －1．6 0 －1．8 8

4　インド ネシア 0．6 9 5 0．67 3 0 ．6 3 7 0 ．6 10 0．5 4 2 0．44 6 2．7 8 1．2 8 0 ．8 4 胃0．4 7 －1．16 －1．7 5 －2．0 1

5　韓 国 0．6 5 0 0．5 9 2 0．7 26 0．7 3 1 0．6 0 8 0．5 2 9 0．14 1．3 7 0 ．1 4 －0、．0 8 －1．3 8 －1．4 5 －1．5 2

6　北 朝 鮮

7　台 湾 0．6 0 2 0．5 26 0．6 8 1 0 ．6 8 4 0．5 9 2 0 ．52 9 －1．12 1．16 0 ．1 4 －0 ．10 －1．12 －1．2 6 －1．26

8　タイ 0．8 4 6 0．6 42 0．5 02 0．4 8 4 0．4 16 0．33 1 0．0 9 0．7 2 0．2 9 －0．9 0 －1．6 2 －1．6 2 －1．9 0

9　ガ キスタン 0．6 4 7 0．6 5 9 0．78 4 0 ．6 5 5 0．6 8 3 0．5 0 7 1．0 6 0．8 5 －2．0 6 －0．5 9 －3．7 5 －1．4 4 －1．6 9

1 0　フィリピ ン 0．6 7 8 0．5 6 3 0 ．47 8 0 ．4 6 2 0．4 2 9 0 ．38 3 －1．3 1 胃0．18 0 ．4 7 －1．3 5 胃0．4 8 －1．18 －0．9 5

1 1 マレ シア 0．4 6 8 0．5 33 0．5 9 1 0．6 2 4 0．4 8 5 0 ．42 9 1．9 5 1．2 1 0．7 4 －0．4 1 －1．0 7 －1．6 2 －1．8 1

1 2　バ ング ラデ シュ 0．5 4 7 0．5 62 0．5 78 0．4 8 2 0．5 0 8 0．37 5 4．9 8 3．15 －1．6 1 1．6 0 －3．4 2 －1．5 5 －1．8 1

1 3　ゼ け ム 2．15 9 1．46 7 1．2 27 0．8 1 5 1．0 8 4 0 ．6 16 －4．8 8 －0．8 8 －4．2 5 －2．5 8 胃7．3 7 －1．6 9 －3．1 2

14　香 港 0．2 7 6 0 ．2 0 0 0．2 26 0．2 4 0 0．18 0 0 ．15 5 －2．6 3 0．9 9 0．6 3 －0．7 7 －1．4 3 胃1．7 6 －2．0 6

15　シンガ ポ ール 0・季華 ． 0．4 9 0 0．6 30 0．6 0 1 0．5 0 2 0 ．38 9 －0．7 1 2．0 2 －0．4 6 0．2 6 －2．4 7 －1．7 6 胃2．0 1

1 6　ネガ ール 「 6 5 9 3．0 6 4 3．5 78 3．6 2 7 3．5 6 8 3 ．6 14 5．2 4 －6．4 9 －1．3 6 －7．19 －2．0 3 －0 ．7 0 －0．6 7

17　ミャンマー 1．0 6 5 0 ．9 2 7 1．1 8 7 1．0 4 1 1．0 5 2 0 ．75 8 －1．0 5 6．1 1 －0．8 6 4．3 1 －4．6 2 －1．8 0 －3．7 6

18　スリランカ 0．8 6 3 0 ．6 5 6 0．6 26 0．5 8 9 0．5 9 0 0．53 2 －1．2 0 －1．13 胃0 ．4 2 －2．17 －1．3 6 －1．0 4 －0．9 4

19　アフガ ニスタン 1．0 3 2 1．1 16 0．7 58 0．7 2 6 0．7 4 2 0 ．7 0 3 4．8 9 －1 1．8 0 －1．9 2 －1 2．8 9 －3．3 2 －1．0 9 －1．4 0

2 0　モンブ ル 1．8 4 5 1．8 3 5 2．1 0 8 1．4 8 6 1．6 5 8 0 ．83 2 1．5 1 1．6 6 －3．2 5 －0．3 7 －6．7 5 －2．0 3 －3．5 0

2 1 ブ 胼 イ

2 2　カンボ ジ ア

2 3　ラオス

2 4　モルデ ィブ

2 5　マカオ

ア ジ ア 計

0．0 7 0

0．7 26

0 ．5 7 7

0．6 1 5

0．3 2 3

0．6 4 3

0．5 9 4

0．3 1 7

0．9 5 8

0．5 6 9

0．2 5 2

0．4 8 5

0 ．17 8

0 ．38 5

2 0．0 7

－1．0 4

二 5．19

5．5 3

0．15

0 ．1 1

4．0 5

－0．2 3

－4．7 8

3．7 3

－1．5 2

－3．10

1．9 0

－2．15

－1．5 9

－1．8 0

－1．6 7

－3．2 1

－2．1 5

－1．9 2



表3．3－5（1）　1次エネルギー消費量の対GDP弾性値　　　　ケースI（自然体）

国　　 名

G D P 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 年 平 均 伸 率 （％） 対 GDP 弾 性 値

（’8 0P M－US＄） （’0 00 t o e ） G D P エネルギ ー消 費 量 （％）

198 7 2 0 0 0 2 0 1 0 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

1 中 国 47 0 ，23 2 8 6 0，13 5 1，22 6 ，4 0 7 6 4 8 ，64 6 1，1 15，79 6 1，5 15 ，03 8 4．8 3．6 4．3 3．1 0．9 0 0 ．8 6

2　日 本 1，37 0，68 5 2 ，27 5，78 2 3，13 6 ，5 3 4 3 7 1，66 0 5 1 8，48 1 6 4 4，12 5 4．0 3．3 2．6 2．2 0．6 5 0 ．6 7

3 インド 2 50，62 1 4 6 5，7 9 1 6 9 3 ，0 1 0 2 2 8，5 1 1 3 9 5，22 5 5 6 9 ，25 6 4．9 4．1 4．3 3 ．7 0．8 8 0 ．9 2

4 インド ネシア 100 ，94 9 18 1，94 3 2 9 3 ，4 1 7 6 7，90 0 1 1 5，82 1 1 7 8 ，88 7 4．6 4．9 4．2 4．4 0．9 0 0 ．9 1

5 韓 国 1 1 1，66 8 2 3 8，56 7 3 8 3 ，3 2 4 6 6 ，05 9 1 7 3，27 3 2 8 0 ，14 1 6．0 4．9 7．7 4．9 1．2 8 1．0 1

6 北 朝 鮮

7 1，90 2 15 4，96 2 2 7 5 ，7 0 0

4 2 ，06 7 6 5，23 1 7 5，50 6

6．1 5．9

3．4 1．5

1．3 5 1．0 17 台 湾 37 ，79 9 1 0 5，56 4 1 8 8 ，50 0 8．2 6 ．0

8 タイ 47 ，46 8 1 2 3，7 12 2 4 3 ，3 9 1 3 0 ，45 8 6 2，06 5 1 17 ，87 2 7．6 7．0 5．6 6．6 0．7 4 0 ．9 5

9 パ キスタン 43 ，5 1 5 5 9，2 1 8 6 0 ，6 7 3 2 8 ，66 9 4 6，4 1 9 4 8 ，66 2 2．4 0．2 3．8 0．5 1．5 7 1．9 5

10 フィリピ ン 36 ，3 2 7 7 8 ，99 0 14 3，6 1 1 2 0 ，46 0 3 7，79 0 6 6 ，36 2 6．2 6．2 4．8 5．8 0．7 8 0 ．9 4

1 1 マレ シア 3 3，4 7 4 6 8 ，36 1 1 1 6，17 2 17 ，85 6 4 0，36 9 7 2，49 3 5．6 5 ．4 6．5 6．0 1．15 1．1 1

12 バ ング ラデ シュ 19 ，0 4 9 2 5，92 3 2 6 ，5 6 0 1 0 ，70 3 1 4，98 1 15 ，68 2 2．4 0．2 2．6 0 ．5 1．0 9 1．8 9

1 3 ゼ トナム 7，14 1 9 ，02 3 1 1，5 5 0 10 ，47 7 14，39 6 16 ，50 1 1．8 2．5 2．5 1．4 1．3 6 0 ．5 5

1 4 香 港 4 5，8 3 1 9 0 ，80 3 14 0，0 9 3 9 ，14 6 2 0，53 0 3 3，64 8 5．4 4．4 6．4 5．1 1．19 1．14

1 5 シンガ ポ ール 17，5 2 0 3 9 ，45 4 7 2，54 2 8 ，5 8 1 2 4 ，85 8 4 3，56 5 6．4 6 ．3 8．5 5．8 1．32 0 ．9 2

1 6 ネバ ール 2，6 7 4 3 ，85 6 4，0 17 8 ，19 4 1 3，79 7 18 ，43 4 2．9 0．4 4．1 2．9 1．4 3 7 ．16

1 7　ミャンマー 6，3 9 0 8 ，07 4 1 0，3 3 5 5 ，92 2 1 0，13 2 12 ，28 7 1．8 2．5 4．2 1．9 2．3 2 0 ．7 8

1 8 スリランカ 5，6 2 1 9 ，13 1 1 1，9 2 8 3 ，69 0 5，7 1 7 7 ，02 6 3．8 2．7 3．4 2．1 0．9 0 0 ．7 7

1 9 アフガ ニスタン 2，9 8 2 4 ，30 0 4，48 0 3 ，3 2 9 3，25 9 4，11 6 2．9 0．4 －0．2 2．4 －0．0 6 5 ．7 5

2 0 モンブ ル 1，63 8 2 ，07 0 2，64 9 3，0 0 6 5 ，38 4 6，79 7 1．8 2．5 4、．6 2．4 2．5 3 0 ．9 4

2 1 ブ ルネイ 3，6 5 1

8 4

2 ，6 4 9，42 2

4 ，6 1 3

1 3 6

4，7 0 4 ，84 6

5，9 0 5

1 7 8

6 ，86 2，47 6

2 ，10 7 1，35 4 1，57 4 1．8

3．8

4．5

2．5

2．7

3 ．8

－3．3 1．5 －1．8 4

2．0 6

0 ．9 4

0 ．6 1

1．7 0

0 ．9 0

2 2 カンボ ジ ア 1，8 1 0 2，24 0 2 ，48 3 1．7 1．0

2 3 ラオス 1，4 6 9 1，89 5 2 ，20 4 2．0 1．5

2 4 モルジ ブ 27 7 2 1 1 3 7．8 4．6

2 5　マ肘 32 7 5椚 72 2 4．3 2 ．4

アジ ア計 1，62 8 ，87 2 2 ，7 9 5，2 17 3，92 1，99 4 4．2 3 ．4



表3．3－5（2）　1次エネルギー消費量の対GDP弾性値　　　　ケースⅡ（技術進歩）

国　　 名

G D P 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 年 平 均 伸 率 （射 対 GD P 弾 性 値

（’80 P M－U S ＄） （’0 0 0 t o e ） G D P エ紬 ギ ー消 費 量 （％）

19 8 7 2 0 0 0 2 0 10 19 8 7　　　　 20 0 0　　　　 20 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

1 中 国 47 0，2 3 2 8 8 3，1 0 0 1，2 9 2，2 9 7 6 4 8，6 4 6 9 1 9，8 5 4 1，0 5 4，5 2 5 5 ．0 3．9 2 ．7 1．4 0．5 5 0 ．3 5

2　日本 1，37 0，6 8 5 2 ，4 2 1，0 5 9 3 ，6 7 5，8 0 7 3 7 1，6 6 0 4 5 5，5 3 1 5 4 0，8 3 8 4 ．5 4．3 1．6 1．7 0．3 5 0 ．4 1

3 インド 2 5 0，6 2 1 4 6 8 ，5 2 3 6 9 8 ，9 3 9 2 2 8，5 1 1 3 3 6，7 6 6 4 1 1，2 0 7 4．9 4．1 3．0 2．0 0 ．6 1 0 ．4 9

4 インド ネシア 10 0 ，9 4 9 1 9 0 ，4 2 5 3 0 4 ，5 2 7 6 7，9 0 0 1 0 3，1 6 1 1 3 5，6 7 8 5 ．0 4．8 3．3 2．8 0 ．6 5 0 ．5 8

5 韓 国 11 1，6 6 8 2 4 0 ，9 0 4 3 9 0 ，6 0 5 6 6，0 5 9 1 4 6，5 8 1 2 0 6 ，4 6 9 6．1 5 ．0 6．3 3．5 1．0 4 0．7 0

6 北 朝 鮮

7 1，90 2 1 5 6 ，4 5 1 2 8 0 ，9 6 4

4 2，0 6 7 5 5 ，18 9 5 5 ，2 8 2

6．2 6 ．0

2．1 0．0

1．1 6 0．8 07 台 湾 37 ，79 9 9 2，5 6 6 1 4 8 ，6 4 2 7．1 4 ．9

8 タイ 47 ，46 8 1 2 3，6 5 0 2 4 3，9 0 2 3 0 ，4 5 8 5 1，4 5 3 8 0 ，6 6 8 7．6 7 ．0 4．1 4 ．6 0．5 4 0．6 5

9 パ キスタン 43 ，5 1 5 5 9 ，2 7 3 6 0 ，7 5 8 2 8 ，6 6 9 4 0，4 8 8 3 8 ，1 2 3 2．4 0 ．2 2 ．7 －0 ．6 1．1 2 －2．42

1 0 フィリピ ン 36 ，3 2 7 7 9，5 2 7 1 4 4，3 6 5 2 0 ，4 6 0 3 4，0 9 7 5 5 ，2 4 6 6．2 6．1 4 ．0 4 ．9 0．6 4 0 ．8 0

1 1 マレ シア 3 3，47 4 6 9，4 7 2 1 2 0，7 2 2 17 ，8 5 6 3 3，6 7 3 5 1，8 2 1 5．8 5 ．7 5．0 4 ．4 0．8 7 0 ．7 8

12 バ ング ラデ シュ 19，0 4 9 2 5，9 4 7 2 6，5 9 7 1 0，7 0 3 1 3，1 8 8 1 2，3 4 7 2 ．4 0．2 1．6 －0 ．7 0 ．6 7 －2 ．65

1．3 ゼ トナム 7，14 1 8，7 6 3 8，7 4 6 1 0，4 7 7 1 3，0 6 2 1 3，1 4 5 1．6 0．0 1．7 0 ．1 1．0 8 －3 ．18

14 香 港 4 5，83 1 9 1，8 1 0 1 4 3，0 7 5 9，1 4 6 1 6，5 2 8 2 2，2 4 3 5 ．5 4．5 4．7 3．0 0 ．8 5 0．6 6

1 5 シンガ ポ ール 17，52 0 3 9，7 4 6 7 3，4 9 9 8，5 8 1 1 9，9 3 8 2 8，5 7 8 6 ．5 6．3 6 ．7 3．7 1．0 3 0 ．5 8

16 ネパ ール 2，6 7 4 3 ，8 6 2 4 ，0 2 4 8，1 9 4 1 3，7 7 8 1 8，3 9 6 2．9 0．4 4．1 2．9 1．4 2 7 ．1 0

17　ミャンマー 6，39 0 7 ，8 4 2 7 ，8 2 6 5，9 2 2 9，0 2 7 9，0 2 4 1．6 0．0 3．3 0．0 2 ．0 8 0．1 8

18　スリランカ 5，62 1 9，1 1 5 1 1，9 6 0 3，6 9 0 5，3 7 6 6，3 6 7 3 ．8 2．8 2．9 1．7 0 ．7 8 0．6 2

1 9 アフガ ニスタン 2 ，98 2 4 ，3 0 7 4 ，4 8 8 3，3 2 9 3，1 9 6 3，9 9 3 2．9 0 ．4 －0．3 2．2 －0 ．11 5．4 5

2 0 モンブ ル 1，63 8 2 ，0 1 0 2 ，0 0 6 3，0 0 6 4，3 4 8 4，0 1 1 1．6 0．0 2．9 －0．8 1．8 2 4 0．4 7

2 1 ブ ルネイ 3 ，65 1

8 4

2，6 4 9 ，4 2 2

4 ，4 8 1

1 3 6

4，8 9 0，4 0 4

4，4 7 2

1 7 9

7 ，4 9 9，7 5 9

2，1 0 7 1，0 7 5 9 2 1 1．6

3．8

4．8

0 ．0

2 ．8

4 ．4

－5．0 －1．5 －3．18

1．6 0

0．6 1

7 7．2 7

0 ．9 0

0 ．4 7

2’2 カンポ ジ ア 1，8 10 2 ，18 1 2 ，3 7 4 1．4 0．9

2 3 ラオス 1，46 9 1，8 6 0 2 ，1 2 4 1．8 1．3

2 4 モルジ ブ 27 5 8 7 4 6．1 2 ．5

2 5 マカオ 32 7 4 5 4 4 7 3 2 ．6 0 ．4

アジ ア計 1，6 2 8 ，8 7 2 2，3 7 3，4 2 8 2 ，9 0 2 ，5 6 9 2．9 2 ．0
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表3．3－6（1）　　人口とエネルギー消費量 ケースI（自然体）

国　　 名

人　 口 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 1 人 当 た り 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

（千 人 ） （’000　toe ） （kg－Oe／人 ）

198 7 2 0 0 0 2 0 10 1 9 8 7 20 0 0 2 0 10 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 10

1 中 国 1，088，570 1，28 5，89 4 1，38 2 ，46 3 6 4 8，64 6 1，11 5，79 6 1，5 15，03 8 5 9 6 8 6 8 1，09 6

2　日本 122，09 1 12 9，10 5 13 1，6 7 7 3 7 1，66 0 5 1 8，48 1 6 4 4，12 5 3，04 4 4，0 16 4，89 2

3　インド 78 1，374 1，04 2，53 0 1，22 5，30 5 2 2 8，51 1 3 9 5，22 5 5 6 9 ，25 6 2 9 2 3 7 9 4 6 5

4　インド ネシア 172，0 10 2 0 8，32 9 2 3 1，95 6 6 7，90 0 1 1 5，82 1 17 8 ，88 7 3 9 5 5 5 6 7 7 1

5　韓 国 4 1，575 4 8，0 12 5 1，58 6 6 6，05 9 1 7 3，27 3 2 80 ，14 1 1，58 9 3，60 9 5，43 1

6　北 朝 鮮 2 1，390 2 8，16 5 3 3，115 4 2，06 7 6 5，23 1 7 5，50 6 1，96 7 2，3 16 2 ，28 0

7　台湾 19 ，93 5 23 ，2 3 3 2 5，56 4 3 7，79 9 10 5，56 4 1 8 8，50 0 1，89 6 4，54 4 7 ，37 4

8　タイ 53 ，60 5 6 3 ，6 7 0 7 1，59 4 3 0 ，45 8 6 2，06 5 11 7，87 2 5 6 8 97 5 1，64 6

9　パ キスタン 102，238 1 6 2，46 7 2 0 5，47 2 28 ，66 9 4 6，4 19 4 8，66 2 2 8 0 28 6 23 7

1 0　フィリピ ン 57，356 7 7，44 7 9 2，03 8 20 ，46 0 3 7，79 0 6 6，36 2 3 5 7 4 8 8 7 2 1

1 1 マレーシア 16，528 2 0，87 0 2 3，69 2 1 7，85 6 4 0，36 9 7 2，49 3 1，08 0 1，93 4 3，06 0

1 2　バ ング ラデ シュ 102，563 15 0，58 9 18 8，19 6 1 0，70 3 14 ，9 8 1 15，68 2 1 0 4 9 9 8 3

1 3　ゼ トナム 62，808 8 3，03 0 9 8，0 4 5 10，47 7 14 ，39 6 16，50 1 1 6 7 17 3 16 8

1 4　香 港 5，6 13 6，44 9 6 ，7 3 7 9，14 6 20 ，53 0 3 3 ，64 8 1，62 9 3，18 3 4，99 5

15　シンガ ポ ール 2，6 13 2，95 0 3 ，11 7 8，58 1 2 4，85 8 4 3 ，56 5 3，28 4 8，42 6 13，97 7

16　ネパ ール 17，577 2 4，08 4 2 8，90 0 8，19 4 1 3，79 7 18 ，43 4 4 6 6 5 7 3 6 3 8

17　ミャンマー 39，14 2 5 1，12 9 6 0，56 7 5，92 2 1 0，13 2 1 2，28 7 1 5 1 19 8 2 0 3

18　スリランカ 16，36 1 19，38 5 2 1，45 8 3，69 0 5，7 17 7，026 2 2 6 2 9 5 3 2 7

19　アフガ ニスタン 15 ，219 26 ，60 8 3 2，76 5 3，32 9 3，25 9 4，11 6 2 19 12 2 12 6

20　モンブ ル 2，010 2，99 6 3，89 4 3 ，00 6 5，38 4 6，79 7 1，49 5 1，79 7 1，74 6

2 1 ブ ルネイ 234 3 3 3 3 7 7 2，10 7 1，35 4 1，57 4 9，00 2 4，06 6 4，17 5

2－2　カンポ ジ ア 7，684 1 0，04 6 1 1，53 9 1，8 10 2，24 0 2，48 3 2 3 6 22 3 2 15

2 3　ラオス 3，779 5，13 4 6，23 4 1，46 9 1，89 5 2，20 4 3 8 9 3 6 9 3 5 4

2 4　モルジ ブ 195 2 8 3 3 5 0 2 7 7 2 1 13 1 38 2 5 4 32 3

2 5　マカオ 429 6 5 6 7 8 0 3 2 7 5 6 7 7 2 2 7 62 8 6 4 9 2 6

アジ ア計 2，752，899 3，47 3，39 4 3，93 7 ，42 1 1，62 8，87 2 2，79 5 ，21 7 3，92 1，99 4 5 9 2 8 0 5 99 6



表3．3胃6（2）　　人口とエネルギー消費量 ケースⅡ（技術進歩）

国　　 名

人　 口 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 1 人 当 た り 1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量

（千 人 ） （’0 0 0　t oe ） （k g－O e／人 ）

1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 1 98 7 2 0 0 0 2 0 10 19 8 7 2 0 0 0 2 0 10

1 中 国 1，0 88 ，57 0 1，2 8 5，8 9 4 1，38 2 ，4 6 3 6 48，6 4 6 9 1 9，8 5 4 1，0 5 4，5 2 5 5 9 6 7 15 7 6 3

2　日本 12 2，0 9 1 1 2 9，10 5 1 3 1，6 7 7 37 1．6 6 0 4 5 5，5 3 1 5 4 0，8 3 8 3，0 4 4 3，52 8 4，10 7

3　インド 7 8 1，3 7 4 1，0 4 2，5 3 0 1，2 25 ，30 5 2 28 ．5 1 1 3 3 6，7 6 6 4 1 1，2 0 7 2 9 2 3 23 3 3 6

4　インド ネシア 1 7 2，0 1 0 2 0 8，3 2 9 23 1，9 5 6 67 ，9 0 0 10 3‾，1 6 1 13 5，6 7 8 3 9 5 4 9 5 5 8 5

5　韓 国 4 1，5 7 5 4 8，0 12 5 1，58 6 6 6．0 5 9 1 4 6，5 8 1 20 6，4 6 9 1，5 8 9 3，0 53 4，0 0 2

6　北 朝 鮮 2 1，3 9 0 2 8，1 6 5 3 3 ，1 15 42 ．0 6 7 55 ，1 8 9 5 5，2 8 2 1，9 6 7 1，95 9 1，6 6 9

7　台 湾 ノ1 9，9 3 5 2 3，2 3 3 2 5，56 4 3 7．7 9 9 9 2，5 6 6 1 48，6 4 2 1，8 9 6 3，9 84 5，8 15

8　タイ 5 3，60 5 6 3，6 7 0 7 1，59 4 30 ．4 5 8 5 1，4 5 3 8 0，6 6 8 5 6 8 8 08 1，12 7

9　ガ キスタン 10 2，2 3 8 1 6 2，4 6 7 2 0 5，4 7 2 2 8，6 6 9 4 0，4 8 8 38 ，1 2 3 2 8 0 2 4 9 18 6

10　7ィl比0ン 5 7，3 5 6 7 7，4 4 7 9 2，03 8 2 0，4 6 0 3 4，0 9 7 55 ，2 4 6 3 5 7 4 40 6 0 0

1 1 マレーシア 16，5 2 8 2 0，8 7 0 2 3，6 9 2 17 ，8 5 6 3 3，6 7 3 5 1，8 2 1 1，0 8 0 1，6 1 3 2 ，18 7

12　バ ング ラデ シュ 10 2，5 6 3 1 5 0，5 8 9 1 8 8，1 9 6 10，7 0 3 1 3，1 8 8 12 ，3 4 7 1 0 4 8 8 6 6

13　ゼ トナム 6 2，8 0 8 8 3，0 3 0 98 ．04 5 10 ，4 7 7 1 3，0 6 2 13 ，14 5 1 6 7 157 13 4

1 4　香 港 5，6 1 3 6，4 4 9 6，7 3 7 9，14 6 1 6，5 2 8 2 2，2 4 3 1，6 2 9 2，5 6 3 3，3 0 2

15　シンガ ポ ール 2，6 1 3 2，9 5 0 3 ，1 17 8 ．5 8 1 1 9，9 3 8 2 8 ，5 7 8 3，2 8 4 6，7 59 9，16 8

16　ネガ ール 1 7，5 7 7 2 4，0 8 4 2 8，9 0 0 8，19 4 13，7 7 8 18 ，3 9 6 4 6 6 5 7 2 6 3 7

17　ミャンマー 3 9，1 4 2 5 1，12 9 60 ，56 7 5 ，9 2 2 9，0 2 7 9 ，0 2 4 1 5 1 1 7 7 14 9

18　椚 ランカ 1 6，3 6 1 19，3 8 5 2 1，4 5 8 3，6 9 0 5，3 7 6 6，3 6 7 2 2 6 2 7 7 29 7

19　アフガ ニスタン 15，2 1 9 2 6，6 0 8 3 2，76 5 3，3 2 9 3，1 9 6 3 ，9 9 3 2 1 9 12 0 12 2

2 0　モンブ ル 2，0 1 0 2，9 9 6 3，89 4 3，0 0 6 4，3 4 8 4，0 1 1 1，4 9 5 1，4 5 1 1，0 3 0

2 1 ブ ルネイ 2 3 4 3 3 3 3 7 7 2，10 7 1，0 7 5 9 2 1 9，0 0 2 5，2 2 8 2 ，44 3

22　カンポ ジ ア 7，6 8 4 10，0 4 6 1 1，53 9 1．8 10 2，1 8 1 2，3 7 4 2 3 6 2 1 7 2 0 6

2 3　ラオス 3，7 7 9 5，13 4 6，2 3 4 1，4 6 9 1，8 6 0 2 ，1 2 4 3 8 9 3 6 2 3 4 1

2 4　モルジ ブ 19 5 2 8 3 35 0 2 7 5 8 7 4 1 3 8 2 0 5 2 1 1

2 5　マカオ 4 2 9 6 5 6 7 8 0 3 2 7 4 5 4 4 7 3 7 6 2 6 9 2 6 0 6

アジ ア計 2，7 5 2，8 9 9 3，4 7 3，3 9 4 3 ，9 3 7，42 1 1，6 28 ．8 7 2 2，3 7 3，4 2 8 2，90 2，5 6 9 5 9 2 6 8 3 7 3 7



③エネルギー源構成の推移の特徴

化石燃料（石炭、石油、ガス）、1次電力、植物性燃料の推移を表3．3－7（1）、（2）及び

図3．3－2に、同じく構成比の推移を表3．3－8（1）、（2）及び図3．3－3（1）～（3）、図3．3胃4（1）～

（3）に各々示した。

まず、ケースIについてみると、アジアでは化石燃料とりわけ石炭依存を高めてきてお

り、石炭のシェアは1987年の42．9％から2000年45．6％、2010年46．0％と増加している。石

炭依存を高めている国は中国、インド、タイ、フィリピン、香港等が挙げられる。アジア

の石炭利用は、約8割を占める中国、インドの動向に大きく左右されるが、タイ、フィリ

ピン、香港での石炭利用の増加によりこの3回のシェアは1987年1．2％から2000年2．2％、

2010年3．2％へと着実に増加しており、注目に値する。

日本はガス、水力・原子力等の1次電力に重点をおいたものとなり、脱石油が進んでい

る。また、工業化の進むインドネシアやタイ、フィリピン等では植物性燃料のシェアが急

速に減少しており、インドネシアでは石油、ガスの、タイでは石炭、ガスの、フィリピン

では1次電力のシェアが高くなっている。

次いでケースⅡについてみると、ケースIで述べた方向は同様であり依然として石炭が

主要なエネルギー源であることに変わりはないが、各国において石炭、石油、ガスの化石

燃料を減少させ、水力等の1次電力への転換が進んでいることが明確に現れている。

いずれにしても、日本や韓国、台湾等の工業化の進んでいる国での化石燃料の減少方向

は示されているが、その他の発展途上国では依然として化石燃料に依存する方向に変わり

はない。

（単位：千TOE）

1975年　　1987年　　　　　2000年　　　　　2

図3．3－2　1次エネルギー消費量
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表3．3－7（1）　エネルギー源別エネルギー消費量　　　　2000年
（単位：’000toe）

国　 名 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ） Ⅱ ／ I

合 計石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 物 性 燃 、； 合 計 石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 物 性 燃 、・ 合 計

1 中 国 8 3 0 ，8 3 5 18 5 ，0 7 0 2 4 ，7 3 1 1 9 ，0 0 1 5 6 ，15 9 1，1 1 5，7 9 6 6 7 4 ，2 4 1 1 4 9 ，9 2 6 2 0 ，0 6 0 1 9 ，4 6 7 5 6 ．15 9 9 19 ，8 5 4 0．8 2

2　日 本 9 8 ，5 4 3 2 1 1 ，6 8 8 9 6 ，7 9 1 1 1 1，45 9 0 5 1 8 ，4 8 1 8 1，0 0 3 1 7 4 ．4 7 3 8 2 ，13 6 1 1 7 ，9 19 1 0 4 5 5 ，5 3 1 0．8 8

3 インド 17 2 ，5 4 4 10 5 ，0 14 1 8 ，8 3 0 14 ，27 0 8 4 ，5 6 7 3 9 5 ，2 2 5 13 8 ，3 4 9 8 4 ，2 13 15 ，1 18 1 4 ，5 19 8 4 ，5 6 7 3 3 6 ，7 6 6 0．8 5

4 インド ネシア 3 ，2 2 4 5 1 ，6 8 2 1 9 ，3 16 9 5 4 4 0 ，6 4 5 1 1 5 ，8 2 1 2，7 5 0 4 2 ，6 2 1 16 ．13 6 1，0 0 9 4 0 ，6 4 5 10 3 ，16 1 0．8 9

5 韓 国 6 1．6 0 8 7 2，7 7 9 3，5 6 6 3 5 ，3 20 0 17 3　2 7 3 4 9 ，5 3 6 5 8 ，4 6 9 2，8 7 1 3 5 ，7 0 5 0 14 6 ，5 8 1 0．8 5

6 北 朝 鮮 4 3，1 9 6 6 ，6 1 6 0 1 4 ，3 2 0 1，0 9 9 6 5 ，2 3 1 3 4 ，4 8 8 5，2 8 2 0 1 4 ，3 2 0 1，0 9 9 5 5 ，18 9 0．8 5

7 台 湾 2 4，3 2 7 4 0 ，1 0 6 4，9 0 6 3 6 ，2 2 5 0 10 5 ，5 6 4 19 ，5 6 6 3 2 ，2 0 4 3，9 4 3 3 6 ，8 5 3 0 9 2 ，5 6 6 0．8 8

8　タイ 8，2 4 9 2 7 ，8 8 6 1 6 ，4 2 2 7 0 2 8 ，8 0 6 6 2 ，0 6 5 6，5 8 3 2 2 ，2 5 7 13 ，10 6 7 0 2 8 ，8 0 6 5 1，4 5 3 0．8 3

9 パ キスタン 2，9 1 1 15 ，5 5 8 1 1 ，15 3 9，3 5 9 7，4 3 7 4 6 ，4 19 2，3 2 6 1 2 ，4 3 1 8，9 12 9，3 8 1 7，4 3 7 4 0 ，4 8 8 0．8 7

10 フィリピ ン 5，3 5 2 13 ，6 0 2 0 9 ，9 6 1 8，8 7 5 3 7 ，7 9 0 4，3 0 6 1 0 ，8 8 4 0 1 0 ，0 3 1 8，8 7 5 3 4 ，0 9 7 0．9 0

1 1 マレ シア 9 7 9 2 1，3 2 5 1 2 ，8 15 2，8 2 7 2，4 2 3 4 0 ，3 6 9 7 9 3 1 7 ，2 0 8 10 ，3 8 2 2，8 6 7 2，4 2 3 3 3 ，6 7 3 0．8 3

12 バ ング ラブ シ 6 9 1，7 2 4 7，13 1 2 1 4 5 ，8 4 3 1 4 ，9 8 1 5 5 1 ，3 7 7 5．6 9 8 2 15 5 ，8 4 3 13 ，18 8 0．8 8

13 ゼ トナム 3，2 9 1 2，9 4 0 0 1 ，3 4 3 6，8 2 2 1 4 ，3 9 6 2，5 8 4 2，3 4 7 0 1 ，3 0 9 6，8 2 2 13 ，0 6 2 0．9 1

14 香 港 13，8 2 5 6，6 8 6 0 0 19 2 0 ，5 3 0 1 1，1 5 1 5，3 5 8 0 0 1 9 16 ，5 2 8 0．8 1

1 5 シンガ ポ ール 2 8 2 4，8 3 0 0 0 0 2 4 ，8 5 8 2 2 1 9 ，9 16 0 0 0 1 9 ，9 3 8 0．8 0

1 6 ネパ ール 2 1 7 7 0 2 9 7 1 3 ，4 0 2 1 3 ，7 9 7 1 7 6 2 0 2 9 7 13 ，4 0 2 1 3 ，7 7 8 1．0 0

1 7　ミャンマー 17 3 2，4 5 1 2，4 9 2 6 13 4 ，4 0 4 1 0 ，1 3 2 13 6 1 ，9 5 7 1，9 3 3 5 9 7 4 ，4 0 4 9，0 2 7 0．8 9

1 8 スリランカ 3 1，6 5 5 0 2 ，13 3 1，9 2 6 5，7 17 2 1 ，3 2 0 0 2 ，1 2 8 1，9 2 6 5，3 7 6 0．9 4

1 9 アフガ ニスタン 5 0 2 6 8 0 6 0 2 ，8 8 1 3，2 5 9 4 0 2 1 5 0 6 0 2 ，8 8 1 3，1 9 6 0．9 8

2 0 モンブ ル 3，0 4 7 1，8 8 7 0 0 4 5 0 5 ，3 8 4 2，3 9 2 1，5 0 6 0 0 4 5 0 4 ，3 4 8 0．8 1

2 1 ブ ルネイ 0 8 9 9 4 3 7 0 1 8 1 ，3 5 4 0 7 1 8 3 3 9 0 18 1 ，0 7 5 0．7 9

2 2 カンボ ジ ア 0 2 9 3 0 3 1，9 4 4 2，2 4 0 0 2 3 4 0 3 1 ，9 4 4 2，1 8 1 0．9 7

2 3 ラオス 0 16 9 0 3 6 16 9 0 1，8 9 5 0 13 5 0 3 5 1 ，6 9 0 1，8 60 0．98

2 4 モルデ ィブ 0 7 2 0 0 0 7 2 0 5 8 0 0 0 5 8 0 ．8 1

2 5 マカオ 0 5 6 7 0 0 0 5 6 7 0 4 5 4 0 0 0 45 4 0 ．8 0

ア ジ ア 計 1，2 7 2，2 7 5 7 9 5 ，8 4 4 2 1 8 ，5 9 0 2 5 9 ，0 9 7 2 4 9 ，4 1 1 ，7 9 5，2 17 1．0 3 0 ，3 4 0 6 4 5 ，6 2 5 18 0 ，6 3 4 2 6 7 ，4 18 2 4 9 ，4 1 1 2，3 7 3，4 2 8 0．8 5

F U G I モ デ ル に よ る 将 来 予 測 値 を 各 国 に 配 分 し 、 1 次 エ ネ ル ギ ー で 再 整 理 し た も の 。

ただし、植物性燃料は回帰分析値。



表3．3－7（2）　エネルギー源別エネルギー消費量　　　　　2010年
（単位：’000toe）

国　 名 ケ ー ス I （自然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ） Ⅱ ／ I

合 計石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 物 性 燃 、こ 合 計 石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 物 性 燃 準 合 計

1 中 国 1．14 3．7 1 5 2 46 ，6 8 7 3 3，7 3 0 2 5，5 6 1 6 5，3 4 5 1，5 1 5，0 3 8 7 7 3 ，3 3 5 16 6 ，2 1 6 2 2，7 8 4 2 6，8 4 4 6 5 ，3 4 5 1，0 5 4，5 2 5 0．7 0

2　日 本 12 3 ，0 5 6 2 1 1，7 6 5 15 1，1 8 7 15 8，1 1 7 0 6 4 4，12 5 8 8，4 8 0 1 47 ，6 2 9 1 1 7．6 9 3 18 7．0 3 6 0 5 40，8 3 8 0．8 4

3 インド 2 6 1，8 3 9 16 2，3 2 0 3 3，4 7 5 19 ，2 6 2 9 2，3 6 0 5 6 9，2 5 6 17 1，2 0 2 1 0 6，14 6 2 1，9 13 19，5 8 6 9 2，3 6 0 4 1 1．2 0 7 0．7 2

4 インド ネシア 7 ，8 6 2 8 4，3 0 7 3 7，2 0 6 1，9 9 6 4 7，5 16 1 7 8，8 8 7 5，2 5 2 5 6，0 3 9 2 4，8 17 2，0 5 4 4 7 ，5 16 1 35 ，6 7 8 0．7 6

5 韓 国 10 0 ，5 6 0 1 1 2，7 6 9 6，7 18 6 0 ，0 9 4 0 2 8 0，14 1 6 6，3 6 4 7 4，3 19 4，4 4 1 6 1，3 4 5 0 20 6 ，4 6 9 0．7 4

6 北 朝 鮮 4 9 ，3 3 4 8，3 3 4 0 16 ，6 1 9 1，2 19 7 5，5 0 6 3 2，0 3 3 5，4 1 1 0 16 ，6 19 1，2 19 55 ，2 8 2 0．7 3

7 台 湾 4 6，3 3 3 6 6，4 5 5 8，7 2 8 6 6 ，9 8 4 0 18 8，5 0 0 3 0，5 9 7 4 3，7 7 8 5，7 5 8 68 ，5 0 9 0 1 48 ，6 4 2 0．7 9

8　タイ 1 8，6 19 5 0，2 12 3 7，7 2 1 1，1 4 7 1 0，17 3 11 7，8 7 2 1 2，12 1 3 2，6 6 7 2 4，5 5 7 1，1 4 9 1 0，17 3 80 ，6 6 8 0．6 8

9 パ キスタン 3，0 2 8 1 6，1 5 8 1 1，0 10 9 ，6 5 8 8，8 0 8 4 8，6 6 2 1，9 6 9 10，5 0 5 7，15 9 9，6 8 2 8，8 0 8 38 ，1 2 3 0．7 8

10 フィリピ ン 1 3，7 0 4 1 8，3 5 0 0 2 4，0 2 4 1 0，2 8 4 6 6，3 6 2 8，9 2・5 1 1，9 3 9 0 2 4，0 9 8 1 0，2 8 4 5 5，2 4 6 0．8 3

1 1 マレーシア 1，9 6 6 3 5，4 14 2 6，3 9 9 5 ，9 0 1 2，8 12 7 2，4 9 3 1，3 2 6 2 3．7 5 0 1 7，8 10 6，12 3 2，8 12 5 1，8 2 1 0．7 1

1 2 ガ ング ラブ シ 4 4 1．6 2 9 7，8 6 1 1 9 5 5，9 5 3 15．6 8 2 2 8 1．0 5 9 5，1 1 1 1 9 6 5，9 5 3 1 2，3 4 7 0．7 9

1 3 ベ トナム 3，5 9 8 3，0 8 9 0 1，8 9 3 7，9 2 1 16，5 0 1 1，8 6 1 2，0 0 6 0 1，3 5 7 7，9 2 1 1 3，1 4 5 0．8 0

1 4 香 港 2 5，3 7 1 8，2 7 7 0 0 0 3 3，6 4 8 1 6，8 16 5，4 2 7 0 0 0 2 2，2 4 3 0．6 6

1 5 シンガ ポ ール 5 6 4 3，5 0 9 0 0 0 4 3，5 6 5 3 7 2 8，5 4 1 0 0 0 2 8，5 7 8 0．6 6

1 6 ネパ ール 2 3 8 4 0 3 5 8 1 7，9 6 8 18，4 3 4 15 5 4 0 3 5 8 1 7，9 6 8 1 8，3 9 6 1．0 0

1 7　ミャンマー 1 9 4 2，4 9 2 3，7 3 7 8 2 0 5，0 4 4 12，2 8 7 10 0 1，6 18 1，6 7 4 5 8 8 5，0 4 4 9，0 2 4 0．7 3

18 スリランカ 4 1．9 1 3 0 3，0 3 2 2，0 7 7 7，0 2 6 2 1，2 4 5 0 3，0 4 3 2，0 7 7 6，3 6 7 0．9 1

19 7 7ガ コ タン 5 3 2 9 8 0 5 4 3，7 1 1 4，1 16 3 4 19 4 0 5 4 3，7 1 1 3，9 9 3 0．9 7

2 0 モンプ ル 4，2 3 2 2，1 1 5 0 0 4 5 0 6，7 9 7 2，18 8 1，3 7 3 0 0 4 5 0 4，0 1 1 0．5 9

2 1 ブ ルネイ 0 1，0 2 4 5 3 2 0 18 1，5 7 4 0 6 6 5 2 3 8 0 18 9 2 1 0．5 9

2 2 カンポ ジ ア 0 3 0 9 0 3 2，17 1 2，4 8 3 0 2 0 1 0 2 2，1 7 1 2，3 7 4 0 1 9 6

2 3 ラオス 0 1 9 4 0 4 1 1，9 6 9 2，2 0 4 0 12 6 0 2 9 1，9 6 9 2，1 2 4 0．9 6

2 4 モルデ ィブ 0 1 1 3 0 0 0 1 13 0 7 4 0 0 0 7 4 0．6 5

2 5 マ肘 0 7 2 2 0 0 0 7 2 2 0 4 7 3 0 0 0 4 7 3 0．6 6

ア ジ ア 計 1，8 0 3 ，5 9 1 1，0 7 8，5 3 9 3 5 8，3 0 4 3 9 5，7 6 0 ．2 8 5，8 0 0 ，9 2 1，9 9 4 1，2 1 2，6 8 5 7 2 1，4 5 5 2 5 3，9 5 5 4 2 8 ，6 7 4 2 8 5，8 0 0 2，9 0 2，5 6 9 0．7 4

FUGIモデルによる将来予測値を各国に配分し、1次エネルギーで再整理したもの。

ただし、植物性燃料は回帰分析値。



表3．3－8（1）1次エネルギー消費量のエネルギー源別構成比　　　ケースI

（単位：％）
国　 名 1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年

石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 植 物 性 石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 植 物 性 石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 植 物 性

1 中 国 7 1 ．7 1 5 ．9 2 ．0 3 ． 5 6 ．8 7 4 ．5 1 6 ．6 2 ．2 1 ．7 5 ．0 7 5 ．5 1 6 ．3 2 ．2 1 ．7 4 ．3

2　 日 本 1 8 ．0 5 5 ．9 9 ．9 1 6 ． 2 0 ．0 1 9 ．0 4 0 ．8 1 8 ．7 2 1 ．5 0 ．0 1 9 ． 1 3 2 ．9 2 3 ．5 2 4 ．5 0 ．0

3　 インド 3 7 ．4 2 1 ．8 2 ．9 5 ． 3 3 2 ．6 4 3 ．7 2 6 ．6 4 ．8 3 ．6 2 1 ．4 4 6 ．0 2 8 ．5 5 ．9 3 ．4 1 6 ．2

4　 インド ネシア 3 ． 1 3 6 ．2 1 0 ．9 2 ． 6 4 7 ．3 2 ．8 4 4 ．6 1 6 ．7 0 ．8 3 5 ． 1 4 ．4 4 7 ． 1 2 0 ．8 1 ． 1 2 6 ．6

5　 韓 国 3 5 ．5 4 4 ．3 3 ． 1 1 5 ． 1 2 ．0 3 5 ．6 4 2 ．0 2 ． 1 2 0 ．4 0 ．0 3 5 ．9 4 0 ．3 2 ．4 2 1 ．5 0 ．0

6　 北 朝 鮮 7 4 ．3 8 ．0 0 ．0 1 5 ．5 2 ．2 6 6 ．2 1 0 ． 1 0 ．0 2 2 ．0 1 ．7 6 5 ．3 1 1 ．0 0 ．0 2 2 ．0 1 ．6

7　 台 湾 2 5 ．4 4 8 ．2 2 ．6 2 3 ．8 0 ．0 2 3 ．0 3 8 ．0 4 ．6 3 4 ．3 0 ．0 2 4 ．6 3 5 ．3 4 ．6 3 5 ．5 0 ．0

8　 タイ 6 ． 6 4 2 ．1 1 2 ．0 3 ． 1 3 6 ．2 1 3 ．3 4 4 ．9 2 6 ．5 1 ．1 1 4 ．2 1 5 ．8 4 2 ．6 3 2 ．0 1 ．0 8 ．6

9　 パ キ スタン 6 ．1 3 1 ．5 2 5 ．1 1 7 ．7 1 9 ．6 6 ．3 3 3 ．5 2 4 ．0 2 0 ．2 1 6 ．0 6 ．2 3 3 ．2 2 2 ．6 1 9 ．8 1 8 ．1

1 0　 フィリ ピ ン 6 ．2 4 4 ．8 0 ．0 1 1 ． 1 3 7 ．9 1 4 ．2 3 6 ．0 0 ．0 2 6 ．4 2 3 ．5 2 0 ．7 2 7 ．7 0 ．0 3 6 ．2 1 5 ．5

1 1 マ レーソア 1 ．6 5 5 ．2 2 6 ．3 6 ． 1 1 0 ．8 2 ．4 5 2 ．8 3 1 ．7 7 ．0 6 ．0 2 ．7 4 8 ．9 3 6 ．4 8 ．1 3 ．9

1 2　 ガ ン グ ラブ シ 1 ．1 1 6 ．4 2 7 ．5 1 ． 1 5 3 ．9 0 ．5 1 1 ．5 4 7 ．6 1 ．4 3 9 ．0 0 ．3 1 0 ．4 5 0 ．1 1 ．2 3 8 ．0

1 3　 ゼ トナム 3 0 ．0 1 4 ．1 0 ．0 4 ．3 5 1 ．6 2 2 ．9 2 0 ．4 0 ．0 9 ．3 4 7 ．4 2 1 ．8 1 8 ．7 0 ．0 1 1 ．5 4 8 ．0

1 4　 香 港 5 3 ．9 4 6 ．8 0 ．0 － 1 ．3 0 ．6 6 7 ．3 3 2 ．6 0 ．0 0 ．0 0 ． 1 7 5 ．4 2 4 ．6 0 ．0 0 ．0 0 ．0

1 5　 シンガ ポ ール 0 ． 1 9 9 ．9 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．1 9 9 ．9 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ． 1 9 9 ．9 0 ．0 0 ．0 0 ．0

1 6　 ネパ ール 0 ． 6 2 ．3 0 ．0 1 ．4 9 5 ．7 0 ．2 0 ．6 0 ．0 2 ．2 9 7 ． 1 0 ．1 0 ．5 0 ．0 1 ．9 9 7 ．5

1 7　 ミャンマー 1 ． 0 1 2 ．2 1 6 ．1 3 ．9 6 6 ．8 1 ．7 2 4 ．2 2 4 ．6 6 ．0 4 3 ．5 1 ．6 2 0 ．3 3 0 ．4 6 ．7 4 1 ．1

1 8　 スリランカ 0 ． 0 3 6 ．9 0 ．0 1 3 ．2 4 9 ．9 0 ． 1 2 9 ．0 0 ．0 3 7 ．3 3 3 ．7 0 ．1 2 7 ．2 0 ．0 4 3 ．2 2 9 ．6

1 9　 アフガ ニスタン 3 ． 5 2 0 ．1 1 7 ． 1 5 ． 1 5 4 ．2 1 ．5 8 ．2 0 ．0 1 ．9 8 8 ．4 1 ．3 7 ．2 0 ．0 1 ．3 9 0 ．2

2 0　 モンブ ル 5 7 ． 3 2 7 ．1 0 ．0 0 ．5 1 5 ．0 5 6 ．6 3 5 ．0 0 ．0 0 ．0 8 ．4 6 2 ．3 3 1 ．1 0 ．0 0 ．0 6 ．6

2 1 ブ ルネイ 0 ．0 2 4 ．4 7 4 ．8 0 ．0 0 ．9 0 ．0 6 6 ． 4 3 2 ．3 0 ．0 1 ．3 0 ．0 6 5 ．1 3 3 ．8 0 ．0 1 ． 1

2 2　 カンポ ジ ア 0 ．0 8 ．0 0 ．0 0 ．4 9 1 ．6 0 ．0 1 3 ． 1 0 ．0 0 ．1 8 6 ．8 0 ．0 1 2 ．4 0 ． 0 0 ．1 8 7 ．4

2 3　 ラオス 0 ．0 4 ．7 0 ．0 4 ．8 9 0 ．5 0 ．0 8 ．9 0 ．0 1 ．9 8 9 ．2 0 ．0 8 ．8 0 ．0 1 ．9 8 9 ．3

2 4　 モルデ ィブ 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マカオ 0 ．0 9 6 ．6 0 ．0 2 ．8 0 ．6 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ． 0 0 ．0 0 ．0

ア ジ ア 計 4 2 ．9 3 0 ．6 ；　 5 ．4 8 ．2 1 2 ．9 4 5 ．5 2 8 ．5 7 ．8 9 ．3 8 ． 9 4 6 ．0 2 7 ．5 9 ． 1 1 0 ．1 7 ．3



表3．3－8（2）　1次エネルギー消費量のエネルギー源別構成比　　　　ケースⅡ

（単位：％）
国　 名 1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年

石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 植 物 性 石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 植 物 性 石 炭 石 油 ガ ス 水 力 等 植 物 性

1 中 国 7 1 ．7 1 5 ．9 2 ．0 3 ．5 6 ．8 7 3 ．3 1 6 ．3 2 ．2 2 ． 1 6 ． 1 7 3 ．3 1 5 ．8 2 ．2 2 ．5 6 ．2

2　 日 本 1 8 ．0 5 5 ．9 9 ．9 1 6 ． 2 0 ．0 1 7 ．8 3 8 ．3 1 8 ．0 2 5 ．9 0 ．0 1 6 ．4 2 7 ．3 2 1 ．8 3 4 ．6 0 ．0

3　 イン ド 3 7 ．4 2 1 ．8 2 ．9 5 ．3 3 2 ．6 4 1 ． 1 2 5 ．0 4 ．5 4 ．3 2 5 ． 1 4 1 ．6 2 5 ．8 5 ．3 4 ．8 2 2 ．5

4　 インド ネシア 3 ． 1 3 6 ．2 1 0 ．9 2 ．6 4 7 ．3 2 ．7 4 1 ．3 1 5 ．6 1 ．0 3 9 ．4 3 ．9 4 1 ．3 1 8 ．3 1 ．5 3 5 ．0

5　 韓 国 3 5 ．5 4 4 ．3 3 ． 1 1 5 ． 1 2 ．0 3 3 ．8 3 9 ．9 2 ．0 2 4 ．4 0 ．0 3 2 ． 1 3 6 ．0 2 ．2 2 9 ．7 0 ．0

6　 北 朝 鮮 7 4 ．3 8 ．0 0 ．0 1 5 ．5 2 ．2 6 2 ．5 9 ．6 0 ．0 2 5 ．9 2 ．0 5 7 ．9 9 ．8 0 ．0 3 0 ． 1 2 ．2

7　 台 湾 2 5 ．4 4 8 ．2 2 ．6 2 3 ．8 0 ．0 2 1 ． 1 3 4 ．8 4 ．3 3 9 ．8 0 ．0 2 0 ．6 2 9 ．5 3 ．9 4 6 ． 1 0 ．0

8　 タイ 6 ．6 4 2 ． 1 1 2 ．0 3 ． 1 3 6 ．2 1 2 ．8 4 3 ．3 2 5 ．5 1 ．4 1 7 ． 1 1 5 ．0 4 0 ．5 3 0 ．4 1 ．4 1 2 ．6

9　 ガ キスタン 6 ． 1 3 1 ．5 2 5 ． 1 1 7 ．7 1 9 ．6 5 ．7 3 0 ．7 2 2 ．0 2 3 ．2 1 8 ．4 5 ．2 2 7 ．6 1 8 ．8 2 5 ．4 2 3 ．1

1 0　 フィリピ ン 6 ．2 4 4 ．8 0 ．0 1 1 ． 1 3 7 ．9 1 2 ．6 3 1 、9 0 ．0 2 9 ．4 2 6 ．0 1 6 ．2 2 1 6 0　 0 4 3　 6 1 8　 6

1 1 1 ．6 5 5 ．2 2 6 ．3 6 ． 1 1 0 ．8 2 ．4 5 1 ． 1 3 0 ．8 8 ．5 7 ．2 2 ．6 4 5 ．8 3 4 ．4 1 1 ．8 5 ．4

1 2　 ガ ング ラブ シ 1 ． 1 1 6 ．4 2 7 ．5 1 ． 1 5 3 ． 9 0 ．4 1 0 、4 4 3 ．2 1 ．6 4 4 ．3 0 ．2 8 ．6 4 1 ． 4 1 ．6 4 8 ．2

1 3　 ゼ け ム 3 0 ．0 1 4 ． 1 0 ．0 4 ．3 5 1 ．6 1 9 ．8 1 8 ．0 0 ．0 1 0 ．0 5 2 ．2 1 4 ．2 1 5 ．3 0 ．0 1 0 ．3 6 0 ．3

1 4　 香 港 5 3 ．9 4 6 ．8 0 ．0 － 1 ．3 0 ．6 6 7 ．5 3 2 ．4 0 ．0 0 ．0 0 ． 1 7 5 ．6 2 4 ．4 0 ．0 0 ．0 0 ．0

1 5　 シンガ ポ ール 0 ． 1 9 9 ．9 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ． 1 9 9 ．9 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ． 1 9 9 ．9 ．0 ．0 0 ．0 0 ．0

1 6　 ネパ ール 0 ．6 2 ．3 0 ．0 1 ．4 9 5 ．7 0 ． 1 0 ．4 0 ．0 2 ．2 9 7 ．3 0 ． 1 0 ．3 0 ．0 1 ．9 9 7 ．7

1 7　 ミャンマー 1 ．0 1 2 ．2 1 6 ． 1 3 ．9 6 6 ．8 1 ．5 2 1 ．7 2 1 ．4 6 ．6 4 8 ．8 1 ． 1 1 7 ．9 1 8 ． 6 6 ．5 5 5 ．9

1 8　 スリランカ 0 ．0 3 6 ．9 0 ．0 1 3 ．2 4 9 ．9 0 ．0 2 4 ．6 0 ．0 3 9 ．6 3 5 ．8 0 ．0 1 9 ．6 0 ．0 4 7 ．8 3 2 ．6

1 9　 アフガ ニスタン 3 ．5 2 0 ． 1 1 7 ． 1 5 ． 1 5 4 ．2 1 ．3 6 ．7 0 ．0 1 ．9 9 0 ． 1 0 ．9 4 ．9 0 ．0 1 ．3 9 2 ．9

2 0　 モンブ ル 5 7 ．3 2 7 ． 1 0 ．0 0 ．5 1 5 ．0 5 5 ．0 3 4 ．6 0 ．0 0 ．0 1 0 ．3 5 4 ．5 3 4 ．2 0 ．0 0 ．0 1 1 ．2

2 1 ブ ルネイ 0 ．0 2 4 ．4 7 4 ．8 0 ．0 0 ． 9 0 ．0 6 6 ．8 3 1 ．5 0 ．0 1 ．7 0 ．0 7 2 ．2 2 5 ． 8 0 ．0 2 ．0

2 2　 カンポ ジ ア 0 ．0 8 ．0 0 ．0 0 ．4 9 1 ．6 0 ．0 1 0 ．7 0 ．0 0 ．1 8 9 ． 1 0 ．0 8 ．5 0 ． 0 0 ．1 9 1 ．5

2 3　 ラオス 0 ．0 4 ．7 0 ．0 4 ．8 9 0 ．5 0 ．0 7 ．3 0 ．0 1 ．9 9 0 ．9 0 ．0 5 ．9 0 ． 0 1 ．4 9 2 ．7

2 4　 モルデ ィブ 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ． 0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マカオ 0 ．0 9 6 ．6 0 ．0 2 ．8 0 ．6 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 1 0 0 ．0 0 ． 0 0 ．0 0 ．0

ア ジ ア 計 4 2 ．9 3 0 ．6 i 5 ．4 i 8 ．2 1 2 ．9 4 3 ．4 2 7 ．2 7 ．6 1 1 ．3 1 0 ．5 4 1 ．8 2 4 ．9 8 ．7 1 4 ．8 9 ．8



中国

1975　1987　　2000　　20日

イン ドネシア

1975　　用87　　2000　　2010

台湾

1975　1日7　　2000　　2010

日本

1975　1987　　2000　　20川

韓国

1975　1987　　2000　　2010

タイ

用75　　日87　　2000　　2010

石炭　凪石油 ガス　田水力等

イン ド

1975　1g67　　2000　　2010

北朝鮮

用門　　川87　　2000　　2010

バキ スタン

附5　　日87　　2000　　2010

植物性燃料

図3．3－3（0　1次エネルギー消費量の燃料別シェアく自然体ケース）
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フ ィリピン

1975　1987　　2000　　20川

ペ ト ム

1975　1987　　2000　　2010

マレーシア

用75　　日87　　2000　　2010

香港

1975　1987　　2000　　2010

ミャンマー

1975　1987　　2000　　2010

石炭　四石油 ガス　巨Z］水力等

バングラデシュ

1975　1887　　2000　　2010

シンガポール

1975　1987　　2000　　20川

ス リ ンカ

1975　1987　　2000　　2010

植物性燃料

図3．3－3（2）1次エネルギー消費量の脚媚りシェア（自然体ケース）
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アフガニスタン

1975　1987　　2000　　2010

カンボジア

1975　1987　　2000　　2010

マカオ

1975　1987　　2000　　20川

モ ンゴル

1975　1987　　2000　　2010

ラオス

1975　1987　　2000　　2010

アジア計

075　　用87　　2000　　2010

E∃石炭　凹石油 ガス　EZ］水力等

ブルネイ

1975　1967　　2000　　2010

モルディブ

1975　1987　　2000　　2010

Eヨ植物性燃料

図3．3－3（3）1次エネルギー消費量の燃料別シェア（自然体ケース）
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中国

1975　1987　　2000　　2010

インドネシア

1975　1987　　2000　　2010

Jぷ
⊂】J
湾

1975　1987　　2000　　2010

日本

1975　1987　　2000　　20川

韓国

1975　1987　　2000　　2010

タイ

1975　1987　　2000　　2010

［：＝］石炭　囲石油［：：：ヨガス　EZ召水力等

イ ン ド

1975　1987　　2000　　20川

北朝鮮

1975　19日　　2000　　2010

バキスタン

用75　1887　　2000　　20川

E≡≡ヨ植物性燃料

図3．3－4（0　1次エネルギー消費量の脚斗別シェア（技術進歩ケース）
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フ イリビン

1975　1987　　2000　　2010

ベトナム

1975　1987　　2000　　20川

ネパール

1975　1987　　2000　　20用

マ レ シ ア

1975　　川87　　2000　　20用

香港

1975　1987　　2000　　2010

ミャンマー

1975　1987　　2000　2010

［＝∃石炭　図石油［≡ヨカは［22水力等

バングラデシュ

1975　1987　　2000　　20川

シンガポール

1975　1987　　2000　　20川

ス リランカ

用75　1087　　2000　　20川

［‡：∃植物性燃料

図3．3■4（2）1次エネルギー消費量の燃料別シェア（技術進歩ケース）
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アフガニスタン

1075　1987　　2000　　2010

カンボジア

1975　1987　　2000　　2010

マカオ

1975　1981　2000　2010

モンゴル

1975　1987　　2000　　2010

ラオス

1975　　日87　　2000　　2010

ア ！ノ’ァ計

用75　1987　　2000　　20川

ブルネイ

1975　　日87　　2000　　20川

モルデ ィブ

1975　1987　　2000　　2010

E≡］石炭　四石油　E≡ヨガス［ZZ］水力等　E≡ヨ植物性燃料

図3．3－4（3）1次エネルギー消費量の燃料別シェア（技術進歩ケース）
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（2）部門別エネルギー消費量の動向

アジア全体の部門別エネルギー消費量とその構成比の変化を表3．3－9及び図3．3－5に示す。

1987年の時点で、エネルギー転換部門は3．8億トンで23．6％を占め、産業部門は5．9億ト

ン、36．3％、輸送部門は1．6億トン、10．1％、その他部門は4．6億トン、28．4％、非エネル

ギー消費0．2億トン、1．1％であった。

今後の変化を予測結果からみると、ケースIにおいては2000年にエネルギー転換部門が

年平均伸び率5．0％と最も高い伸びを示し、そのシェアは26．0％に拡大している。2010年

には年平均伸び率4．2％と若干緩やかになるものの依然として最高の伸び率で増加してシェ

アは27．9％まで拡大する。これは、電力需要の増加による発電部門の伸びが最終消費部門

の伸びを上回っていることに起因する。

最終消費部門の中では、大きなシェアの変化は見られないが、産業部門、輸送部門の

シェアが増加し、その他部門が減少する傾向がみられる。

（単位；千TOE）
5．000，000

1．000．000

3．000．000

2．000．000

1，000，000

匠≡辺非エれギー

旺：：：：ヨその他如門

【：≡≡＝輸送部門

【二三：：コ産業肝1

6ZEヨ工寺崎㌧転換部門

ケースI　　　　2．795．217

ケースⅡ

2．37い朋

1．628．872

1987年 2000年

3．921．994

2010年

図3．3－5　部門別エネルギー消費量
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表　3．3－9　　部門別エネルギー消費量

エ ネ ル ギ ー 消 費 量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 し早 位 ：T t O e ノ

実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

19 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年

エ ネ ル ギ ー 転 換 部 門 3 8 4 ，2 3 8 7 2 7 ，3 1 4 1，0 9 5 ，3 6 8 6 0 1，2 1 3 7 4 4，7 7 1

最 終 消 費 部 門 産 業 部 門 5 9 1，2 7 5 9 9 9 ，9 6 7 1，3 8 7 ，5 6 8 8 4 5 ，5 5 7 1，0 3 3，4 5 8

輸 送 部 門 16 3 ，8 9 6 2 9 3，8 2 4 4 2 2 ，4 1 3 2 3 9 ，8 2 3 2 8 4，8 9 3

そ の 他 部 門 46 2 ，．82 3 7 4 7，7 0 7 9 8 0 ，1 7 5 6 6 5，3 2 8 8 1 4，9 4 0

非 エネルギ ー 18 ，6 1 6 2 6，4 0 4 3 6 ，4 7 0 2 1，5 0 7 2 4 ，5 0 7

小　 計 1，2 3 6 ，6 1 0 2 ，0 6 7，9 0 3 2 ，8 2 6 ，6 2 6 1，7 7 2，2 1 5 2 ，1 5 7 ，7 9 8

1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 1，6 2 8，8 7 2 2，7 9 5，2 1 7 3 ，9 2 1，9 9 4 2，3 7 3，4 2 8 2 ，9 0 2 ，5 6 9

（単位・千t

構成比　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年

エ ネ ル ギ ー 転 換 部 門 2 3 ．6 2 6 ．0 2 7 ．9 2 5 ．3 2 5 ．7

最 終 消 畢 部 門 産 業 部 門 3 6 ．3 3 5 ．8 3 5 ．4 3 5 ．6 3 5 ．6

輸 送 部 門 1 0 ．1 1 0 ．5 1 0 ．8 1 0 ．1 9 ．8

そ の 他 部 門 2 8 ．4 2 6 ．7 2 5 ．0 2 8 ．0 2 8 ．1

非 エネルギ ー 1 ．1 0 ．9 0 ．9 0 ．9 0 ．8

小　 計 7 5 ．9 7 4 ．0 7 2 ．1 7 4 ．7 7 4 ．3

1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

年平均伸び率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年

エ ネ ル ギ ー 転 換 部 門 5 ．0 4 ．2 3 ．5 2 ．2

最 終 消 費 部 門 産 業 部 門 4 ．1 3 ．3 2 ．8 2 ．0

輸 送 部 門 4 ．6 3 ．7 3 ．0 1 ．7

そ の 他 部 門 3 ．8 2 ．7 2 ．8 2 ．0

非 エネルギ ー 2 ．7 3 ．3 1 ．1 1 ．3

小　 計 4 ．0 3 ．2 2 ．8 2 ．0

1 次 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 4 ．2 3 ．4 2 ．9 2 ．0



4．　地球環境影響物質の将来封巨出鼻の推計

4．1　地球環境影響物質の排出量推計の設定条件

アジア各国の2000、2010年のエネルギー消費に伴う地球環境影響物質（SOx、NOx、

CO2）排出量を推計することにより地球環境への負荷の見通しを把握するとともに地球

環境への負荷を軽減する要因について検討する基礎資料とするため、環境対策について次

の3ケースを想定し、2ケースのエネルギー消費量に対し表4．上1に示す組み合わせで将

来の排出量を推計する。

なお、C02　については環境対策を想定せず、エネルギー消費量のみに影響されるもの

とした。これは、排出される量が余りに大量であり、将来何らかの方法で廃棄または固定

化するにせよ、輸送も含めてその処理のためにさらに大量のエネルギーが必要となり、こ

れに伴ってさらなるS Ox、NOx、C02が排出されるという悪循環となるとの観点か

ら、C02への対応は省エネルギー等により排出量を抑制することが最も望ましいと考え

たためである。

①現状固定ケース（ケースA）

現状のままで推移し、今後新たな環境対策が実施されないことを想定したケースで

ある。

②対策普及ケース（ケースB）

各国の国情に見合った環境対策が普及・実施されたことを想定したケースである。

③日本並ケース（ケースC）

2000年、2010年において、現在の日本で行われている環境対策がアジアの全ての国

で実施されたことを想定したケースである。

表4．1－1　　検討ケース一覧表

二手÷ギ芸 茸 現状固定 対策普及 日本並

（A ） （B ） （C ）

自然体　 （Ⅰ） ○ ○

技術進歩 （Ⅱ） ○ ○ ○
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現状固定ケースでは、エネルギー需要の増大に伴い、地球環境への負荷は更に増大して

いくことが見込まれるが、現在の技術水準で実施可能な範囲で環境対策が普及し、または

日本と同等の環境対療が行われた場合に、環境負荷にどう影響するのかを把握し、環墳対

策を検討するための基礎資料とする。

4．2　SOx、NOx、CO2排出量の推計方法

国別SOx、NOx、CO2排出量の推計は、エネルギーの利用形態によって排出量も

異なってくることから、27燃料種類、17消費部門別に推計することとし、各ケース毎に燃

料単位消費量当たりの排出量（排出係数）を設定し、燃料消費量との積により排出量を推

計した。なお、各エネルギー消費量は予測値（4燃料分頬、12消費部門）を、トレンドに

よる比率でさらに細分して用いている。

SOx、NOxについては、現状固定ケース（ケースA）、対策普及ケース（ケースB）、

日本並ケース（ケースC）の3ケースの排出係数（エミッションファクター）の設定を行

った。C02　については、含有するC分がそのまま排出されるものとし、排出係数は　Nト

STEP REPORT No．21で設定された値をそのまま使用している。

4．2．1　現状固定ケースにおける排出係数の設定

本ケースは、環境対策等において改善がなされないケースであり、1987年時点における

排出係数をそのまま使用する。ただし、日本については、現状においてかなりの環境対策

等が実施されていることから、将来においても同程度の環境対策等が行われているものと

考え、独自の排出係数を使用する。日本の排出係数は、後述する「日本並ケース（ケース

C）」における方法により設定する。

ここで設定したSOx、NOx、CO2排出係数を、表4．2－1～3にそれぞれ示す。なお、

日本のSOx、NOx排出係数は、表4．2－13～14にそれぞれ示す。

詳細な設定根拠については、　NISTEP REPORT　Ⅳ0．21を参照されたい。
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表4．2－1　　SOx排出係数　　ケースA（現状国定）

石炭 ＊ 褐 炭＊ コー クス＊ 成 形炭＊ B K B ＊ バ ガ ス＊＊ 薪出 木 炭＊＊ ピー ト＊＊

そ の他＊＊

非 商業 用

ガス工 場

ガ ス＋

コークス炉

ガ ス＋

溶鉱 炉

ガ ス＋

天 然

ガス＋

転

換

部

門

成 形炭 ・B K B 0 0

コー クス炉 0 0

ガ ス工 場 1．55 ×S 1 7 7 X S 0．3 8 ×S 0．0 0 1 （A）

石 油精 製

発 電 19　5 ×S 19　5 ×S 1 0 0　0 1 3　8 ×S 0　0 1 0　0 09 2

分類 不 可転 換 15．5 ×S 0　86 1 0 0　0 1 3　8 ×S 0．0 0 92

自家 消費 等 15．5 ×S 1 7．7 ×S 0．0 1 3．8 ×S 0．0 1 0．0 0 92

産

業

部

門

鉄鋼 15．5 ×S （B） 0　8（； 0　01 3　8 ×S 0．0 1 0．00 9 2

化 子 ・石 油化 干 15．5 ×S 15．5 ×S 1 7　7 ×S 0．0 1 3　8 ×S 0．0 0 9 2

非 金属 鉱業 15．5 ×S 15．5 ×S 1 7　7 ×S 0．0 1 3．8 X S 0．0 0 9 2

そ の他 工業 15．5 ×S 15．5 ×S 1 7．7 ×S 1 0．0 1．1 0．86 1．0 0．0 1 3．8 ×S 0．0 0 9 2

輸

送

部

門

航 空

道 路

鉄 道 15．5 ×S 1 7．7 X S
船 舶 その他 17．7 ×S 0．0 0 9 2

そ の

他

住 居 12．0 ×S 12．0 ×S 1 7　7 ×S 1 0　0 10　0 0　86 1 0 1 0 0　0 1 3　8 ×S 0．0 0 9 2

農 業、 商業 等 12．0 ×S 12．0 ×S 1 7．7 ×S 1．1 0．0 1 3．8 ×S 0．0 0 9 2

原 油＊ N G L ＊

製 油所

原 料油＊

製 油所

ガ ス＊ L P G ＊

航 空＊

ガ ソ リ ン

自動 車＊

ガ ソ リン

ジ ェ ッ ト

燃 料＊ 灯 油 ‡ 軽 油＊ 重 油＊ ナ フサ ＊

その 他＊

石油 製品

転

換

部

門

成 形炭 ・B K B

コー クス

ス工 場
右‾肺癌‾暫 ‾

2．0 ×S 0　00 13 0　0 0 14 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 0 1

0．46 ×S 0．0 1 3 0 ．4 6 ×S 1 0

2 0．0 ×S 0．0 1 3 0．0 13 0　0 14 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 X S 1 0 1 0

不 可＿＿＿

‾日豪 禰 吏尊 ‾‾‾一‾‾‾‾

20．0 ×S 0　0 13 0　0 14 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 1 0

2 0．0 ×S 0．0 13 0．0 14 2 0．0 X S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 1．0 1．0

産

業

部

門

鉄鋼 20．0 ×S 0　0 14 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0．0 ×S 1 0

子 ・石油　 ヒ子 20．0 ×S 0．0 1 3 0　0 13 0　0 14 2 0　0 X S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 1 0 1 0
2 0．0 ×S 0　0 13 0　0 14 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 1 0

の　 工 20．0 ×S 0．0 13 0．0 14 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 1．0 1．0
輸

送

部

門

航 空 0　8 2 0　0 ×S 3　2 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S

0　0 14 2 0　0 ×S ．20　0 ×S 2 0　0 X S 2 0　0 ×S

2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S

D　　　 の 20．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S

そ の

他

住居 20．0 X S

2 0．0 ×S

0　0 13 0　0 14 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S 2 0　0 ×S

0 ．0 13 0．0 14 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 2 0．0 ×S 1．0

表でSは、燃料中の硫黄分（％）を意味する
＊：排出係数単馴まkg／ton　　　＊＊：排出係数単位はkg／toe　＋：排出係数単位はkg／10＜10cal
（A）‥0．000092kg／10へ10cal

（B）：コークス及び鉄鋼石の硫黄分の合計は以下の計算式から求めた。
（8．9÷6×S＋0．774）×　2．0



表4．2胃2　　　NOx排出係数　　ケースA（現状固定）

石 炭＊ 褐 炭＊ コー クス束 成 形炭 ＊ B K I3＊ バ ガス＊＊ 薪＊＊ 木 炭＊＊ ピー ト＊＊

その 他＊＊

非商 業用

ガ ス工 場

ガ ス＋

コークス炉

ガス＋

溶鉱 炉

ガ ス＋

天然

ガ ス＋

転

換

部

門

成形 炭 ・B K B 0 0

コー クス炉 1．00 0

ガ ス工 場 0　75 0．90 0．2 2 9 0．0 3 1 0．0 2 2 4

石油 精 製 0

発電 9．95 8．4 6 6．00 0．4 4 3．26 0．4 4 4．4 0

分類 不 可転 換 9　95 6．0 0 6　00 0　4 4 3　2（； 4　40

自家 消 費等 7．50 9．0 0 0．3 1 2．29 0．3 1 2．2 4

産

業

部

門

鉄鋼 7　50 2　5 0 6．00 3 18 5　8 9 3 18 2　2 4

化学 ・石油 化学 7．50 6．3 8 9．0 0 0．3 1 2．2 9 2．2 4

非金 属 鉱業 7．50 6．3 8 9．0 0 0．3 1 2．2 9 2．2 4

そ の他 工業 7．50 6．3 8 9．0 0 7．5 0 3．3 3 6．00 6．00 0．3 1 2．2 9 2．2 4

輸

送

部

門

航空

道路

鉄道 7．50 9．0 0

船舶 そ の 他 9．00 2．2 4

そ の

他

住居 1 88 1 6 0 2　2 5 1．8 8 1．8 8 6．00 6．0 0 6　00 0　2 2 1 6 0 1 5 7

農 業、 商 業等 3．75 3．19 4．5 0 3．3 3 0．2 2 1．6 0 1．5 7

原 油＊ N G L ＊

製 油所

原料 油＊

製 油所

ガ ス＊ L P G ＊

航 空＊

ガ ソ リ ン

自動車 ＊

ガ ソ リン

ジ ェ ッ ト

燃 料＊ 灯 油＊ 軽 油＊ 重 油＊ ナ フサ＊

その 他＊

石 油 製品

転

換

部

門

成 形炭 ・B K B

コー クス炉

ガス工 場 2 19 0　0 5 3 0．2 6 3 9　6 2 5　4 8 1 4 8

石 油精 製 0．24 0 0．2 4 0

発 電 7　24 6．2 0 0．7 5 3．7 4 16．7 1 2 1．2 3 2 7　37 10　0 16　0 1 0　0 0

分類不 可 転換 7　24 0．7 5 3．7 4 2 7　37 10　0 1 0　0 0

自家 消費 等 5．09 0．5 3 2．6 3 16．7 1 7．46 9．6 2 5．8 4 7．3 4 5．4 8

産

業

部

門

鉄鋼 5．09 2．6 3 16．7 1 7．46 9　6 2 5　8 4 7　3 4

化 学 ・石 油化 学 5．09 2．5 2 0．5 3 2．6 3 16．7 1 7．4 6 9　6 2 5　8 4 0 5　4 8
非 金属 鉱 業 5　09 0　5 3 2．6 3 16．7 1 7　4 6 9　6 2 5　8 4 5　4 8

その他 工 業 5．09 0．5 3 2．6 3 16．7 1 7．46 9．8 2 5．8 4 7．3 4 5．4 8

輸

送

部

門

航空 10．5 0 16．7 1 10．50 5 4 13 5 4 13

道路 20．3 3 1．7 0 2 7　4 0 2 7　40 2 7　40

鉄道 16．7 1 5 4 13 5 4 13

船舶 その 他 5．09 16．7 1 5 4．13 5 4．13 5 4．13

その

他

住居 1．70 0．18 0．8 8 16．7 1 2、49 3　2 1 1 9 5

農業 、商 業等 3．05 0．3 2 1．5 8 16．7 1 4．4 8 5．77 3．5 0 4．4 0

表でSは、燃料中の硫黄分（％）を意味する
＊：排出係数単位はkg／ton　　　　＊＊：排出係数単位はkg／toe　＋：排出係数単位はkg／10AlO Cal



衰4．2－3　　C O2　排出係数

燃 料 種 別 燃 料 単 位 炭 酸 ガ ス 換 算 t o n 炭 素 換 算 t o n

石 炭 T O E 3 ．9 0 5 1 ．0 6 5

褐 炭 T O E 4 ．0 8 8 1 ．1 15

コ ー ク ス T O E 3 ．1 8 2 0 ．8 6 8

成 形 炭 T O E 3 ．9 0 5 1．0 6 5

B K B T O E 4 ．0 8 8 1．1 1 5

バ ガ ス T O E 4 ．3 6 6 1 ．1 9 0

薪 T O E 4 ．3 6 6 1．1 9 0

木 炭 T O E 4 ．0 8 8 1．1 1 5

ピ ー ト T O E 4 ．0 8 8 1 ．1 15

そ の 他 非 商 業 用 燃 料 T O E 4 ．3 6 6 1．1 9 0

ガ ス 工 場 ガ ス C a l　　 ＊ 2 ．1 4 1 × 1 0 ‾4 0 ．6 3 7 × 1 0 ‾4

コ ー ク ス 炉 ガ ス C a l　　 ＊ 1．6 8 7 × 1 0 ‾4 0 ．4 6 0 × 1 0 －4

高 炉 ガ ス C a l　　 ＊ 1 0 ．9 6 3 × 1 0 ‾4 0 ．2 9 0 × 1 0 ‾4

天 然 ガ ス C a l　　 ＊ 2 ．3 1 2 × 1 0 ‾4 0 ．6 3 1 × 1 0 －4

原 油 t o n 3 ．1 6 5 0．8 6 3

N G L t o n 3 ．0 7 0 0．8 3 7

製 油 所 ガ ス t o n 2 ．9 3 3 0 ．8 0 0

L　P G t o n 3 ．0 1 7 0 ．8 2 3

航 空 ガ ソ リ　ン t o n 3 ．0 6 3 0 ．8 3 5

自 動 車 ガ ソ リ ン t o n 3 ．1 3 2 0 ．8 5 4

ジ ェ ッ ト燃 料 油 t o n 3 ．1 5 7 0 ．8 6 1

灯 油 t o n 3 ．1 6 4 0 ．8 6 3

軽 油 t o n 3 ．1 8 7 0．8 6 9

重 油 t o n 3 ．2 1 9 0 ．8 7 8

ナ フ サ t o n 3 ．0 7 0 0 ．8 3 7

そ の 他 石 油 製 品 t o n 3 ．2 2 0 0 ．8 7 8

分 類 不 可 石 油 製 品 t o n 3 ．1 6 5 0 ．8 6 3

＊　g－C O2／c al、g－C／c al
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4．2．2　対策普及ケースにおける排出係数の設定

本ケースは、各国の実状に応じた環境対策が行われることを想定したケースであり、排

出基準又は環境対策の普及率等の国別、エネルギー消費部門別想定を基に排出係数の設定

をした。

日本については、現状においてかなりの環境対策等が実施されていることから、将来に

おいても同程度の環墳対策等が行われているものと考え、他のアジア各国とは異なる排出

係数を使用した。日本の排出係数は、日本並ケース（ケースC）における方法（後述する）

により設定した。

（1）　硫黄酸化物（S Ox）

①転換部門、産業部門

現状において、硫黄酸化物（SOx）の排出基準を定めている国については、その排出

基準を参考として、将来（2000年、2010年）の排出基準を想定した。想定の方法は、現状

の排出基準を満足するには環境対策等を必要とする国は、現状と同程度、または、現状よ

り少し厳しい値とした。現状の排出基準で特に環境対策等を必要としない国は、将来の排

出基準を現状より厳しい値とした。また、排出基準を定めていない国については、周辺各

国の排出基準や国情を考慮して、将来の排出基準を想定した。ここで想定したアジア各国

の将来におけるSO2　排出基準を表4．2－4　に示した。

表4．2－4　アジアの将来におけるSO2排出基準想定値一覧表

石炭、重油　　　　　　　　　　　　　　単位：ppm

年 ＼ 国 A B C

200 0年 500 700 1500

2010年 400 500 1000

A：香港、シンガポール、フィリピン

B：ブルネイ、北朝鮮、マレーシア、タイ

C：その他（アフガニスタン、バングラデシュ、ミャンマー、カンボジア、

スリランカ、インドネシア、ラオス、モルジブ、モンゴル、ネパール、

パキスタン、ベトナム）

D（個別に設定）：中国、台湾、インド、日本、韓国、マカオ

（設定値は後述する。）
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アジア各国において将来のSO2排出量を推計する方法として、各国の将来SO2　排出

基準想定値と、各国の燃料中の硫黄分から計算した排出量（濃度）の比較を行った。計算

値（濃度）が排出基準を満足すれば、その国では排煙脱硫などの環境対策は行わず、燃料

中の硫黄分がそのまま大気中に排出されるものとした。また、計算値（濃度）が排出基準

を満足しなければ、その国では排煙脱硫、流動床燃焼などの方法で排出量の低減を図るも

のとした。

そのほかの排出基準を個別に設定した国に関して、中国では、1997年以降新設の南部地

域（長江以南の省、四川省を含む雨の酸性の強い地域）の発電所において、硫黄分が1．5％

以上の石炭、重油を燃料として使用する場合は、環境対策を行い、S02　の低減を図るも

のとした。低減率は、硫黄分が　3％以上であれば90％、硫黄分が2～3％であれば70％、硫

黄分が1．5～2％であれば50％と想定した。その他の地域、施設においては、特に環境対策

等は行わないものとした。また、1987年から2000年の問における燃料消費の増加量を13年

間均等に増加していると仮定し、増加量の　3／13　を1997年以降新設施設の燃料消費量とし

た。

台湾では、現状で定められている将来の排出基準を2000年、2010年にそのまま適用した。

ただし、1992年以降新設の発電設備からのS O2濃度は100ppm、それ以前のものは500ppm

と想定した。

インドでは、電力用石炭の硫黄分が　3％以上の州（アッサム、シャム・カシミール）に

ついてのみ、1997年以降新設の施設では50％脱硫が行われるものと想定した。

韓国では、2000年については現状で定められている排出基準のまま変更はないものとし

た。発電所からの排煙中のSO2　濃度は、固体燃料・液体燃料ともに270ppm、熱供給に関

する施設からのSO2濃度は固体燃料で375ppm、液体燃料で540ppmとした。また、2005年

以降新設される施設はすべて150ppmと想定した。

タイでは、普通の石炭（硫黄分1％以下）を使用する施設では脱硫を行わないが、褐炭

（硫黄分　3％）を使用する発電所においては、1996年以降新設の施設では50％脱硫が行わ

れ、2005年以降新設の施設では70％脱硫が行われるものと想定した。

本調査においては、S O2　排出量を推計するので、設定した排出基準をその濃度に相当

するSO2排出係数に換算する必要がある。燃焼ガス中におけるSO2排出量とSO2　濃

度の関係は、S02　の分子量が64であるから

64　×103

22．4
g－SO2／NⅢi　＝106ppm

1．0g－SO2／Nd　＝　350ppm
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である。また、燃料の種類及びその性状により、燃焼に必要な空気量、燃焼ガス量に違い

がある。ここでは可燃成分だけについて考えると、石炭には灰分など不燃成分が多いこと

から、石炭、石油各1kgの燃焼における燃焼ガス量を、それぞれ石炭9．ONd、石油13．ONI丘

とする。この値（燃焼ガス量）と上記のSO2排出量とSO2　濃度の関係を使用すると、

燃料中の硫黄分と燃焼ガス中のSO2　濃度の関係は以下のようになる。

石炭

石油

9．0　g－SO2／kg　　＝　　350　ppm

9．0　g胃S　　／kg　　＝　　700　ppm

l．0　％－S　　　　　　　　＝　　778　ppm

13．0　g－SO2／kg　　＝　　350　ppm

13．0　g－S　　／kg　　＝　　700　ppm

l．0　％－S　　　　　　　＝　　538　ppm

したがって、ここでは燃料中の硫黄分がすべて排出されると仮定し、硫黄分1％に相当

するSO2濃度を、石炭は　800ppm、石油は　500ppmとした。また、燃料中の硫黄分1％は

SO2　排出係数に換算すると、石炭で　20．0kg－SO2／t、石油で　20．0kg－SO2／tに相

当するものとした。

このSO2　濃度800ppm（石炭）、500ppm（石油）は、燃料中の硫黄分がすべて排出され

ると仮定すれば、各々硫黄分1％に相当することを意味している。

②輸送部門、その他部門

輸送部門、その他部門における環墳対策等は、燃料の低硫黄化により行われるものと考

えられる。ここでは、SO x排出係数は、現状で使用した値に対して燃料の硫黄分のみ変

更することとした。

国別に硫黄分を設定した値は表4．2－5　に示したとおりである。アジアにおいては、台湾、

韓国など一部の国を除いて、燃料の低硫黄化の進展は遅く、2000年、2010年時点において

も現状（1987年）と同程度の硫黄分であると考えられる。

台湾の2000年には低硫黄化が進み、軽油　0．5％、重油1．5％程度と想定した。

韓国の2000年には、現在の目標値である軽油　0．4％、重油　2．5％以下を満足するものと

考えた。重油全体の硫黄分は、硫黄分　0．3％、1．6％、2．5％の重油の消費割合を1：5：4と仮定

しその加重平均1．83％とした。
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（2）　窒素酸化物（NOx）

①転換部門、産業部門

現状において、窒素酸化物（NOx）の排出基準を定めている国については、その排出

基準を参考として、将来（2000年、2010年）の排出濃度を、現状と同程度、または、現状

より低い値として想定した。また、排出基準を定めていない国については、周辺各国の排

出基準や国情を考慮して、将来のNO2排出濃度を想定した。ここで想定したアジア各国

の将来におけるN02　排出濃度を表4．2－6　に示した。

表4．2－6　アジアの将来におけるNO2排出濃度想定値一覧表

石炭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ppm

年 ＼ 国 A B C D E

2 0 0 0年 3 5 0 4 5 0 50 0 5 5 0 6 0 0

2 0 10年 3 00 4 0 0 45 0 50 0 5 5 0

重油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ppm

年 ＼ 国 A B C D E

2 0 0 0年 2 5 0 3 0 0 3 5 0 3 8 0 4 0 0

2 0 1 0年 2 0 0 2 5 0 3 0 0 3 3 0 3 5 0

ガス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ppm

年 ＼ 国 A B C D E

2 0 0 0年 1 5 0 2 0 0 2 5 0 2 8 0 30 0

2 0 1 0年 1 0 0 1 5 0 20 0 2 3 0 2 5 0

A：台湾、韓国

B：香港、シンガポール、マレーシア、タイ

C：ブルネイ、インドネシア、北朝鮮、フィリピン

D：中国、インド、マカオ、モンゴル

E：アフガニスタン、バングラデシュ、ミャンマー、カンボジア、

スリランカ、ラオス、モルジブ、ネパール、パキスタン、ベトナム

その他：日本

ここで設定した排出基準をその濃度に相当するNO2　排出係数に換算する必要がある。

燃焼ガス中におけるNO2　排出量とNO2濃度の関係は、N02　の分子量が46であるから
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46×103

22．4
g－N02／Nnf　＝106ppm

1．0　g－N02／Nd　＝　487ppm

である。また、S02　の項で述べたように、燃料の種類及びその性状により、燃焼に必要

な空気量、燃焼ガス量に違いがある。S02　は燃料中の硫黄分から排出されるS Oxがほ

とんどであるが、N02　は燃料中の窒素分から排出されるNOx（Fuel－NOx）以外に、

空気中の窒素分が熱反応により生成されるNOx（Thermal－NOx）があり、燃料と空気

の両方を考慮する必要がある。　ここでは、燃料1kgの燃焼における燃焼ガス量を10．ONni

とすると、単位燃料当たりのNO2排出量と燃焼ガス中のNO2　濃度の関係は以下のよう

になる。

10．0g－N02／10．ONd　＝　487ppm

lO．O g－N02／kg　　＝　　487　ppm

lO．O kg－N02／t　　＝　　487　ppm

したがって、ここではNO2濃度　500ppmが、NO2排出係数では10．0kg－N02／t

に相当するものとした。（lppm＝0．02kg胃NO2／t）

想定し得る環墳対策として、日本を除くアジア各国においては、排煙脱硝装置が設置さ

れたとしてもその数は多くなく、NOx低減対策としては、主として燃焼方法の改善、低

NOxバーナーによって行われるものと考えられる。

台湾、香港、韓国、シンガポールでは、石炭と重油を使用している施設の一部で排煙脱

硝が行われ、表4．2－8　に示したNOx濃度から、2000年では10％、2010年では20％程度減

少することも考えられる。しかし、ここでは、排煙脱硝によるNOx濃度低減を特別には

考慮しないこととする。また、中国、インドでも、一部で排煙脱硝が始められているが、

全排出量から見ればわずかであるので、ここではその影響は考慮しないこととする。

②輸送部門

輸送部門の道路（自動車）に関しては、日本、韓国などNOx排出ガス規制値を定めて

いる国もあるが、その他の国のほとんどは、まだ、NOx排出ガス規制値を定めていない。

しかし、将来は各国ともにNOx排出ガス規制を行うものと考えられる。また、実際には

NOx排出ガス規制を実施しない国においても、周辺国へ乗入れる場合には、乗入れ国の

NOx排出ガス規制値を満足していなければならない。さらに、輸入車を使用している国

の場合、ある程度のNOx排出ガス対策が行われた自動車が外国から輸入されることが考
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えられる。そのため、国毎に一定の比率でNOx排出ガス規制に対応した自動車が使用さ

れるものと考えられる。

現状のNOx規制値は、日本及びアメリカ合衆国カリフォルニア州が世界一厳しい値で

ある。アジア各国が規制を行った場合、未規制または現状の規制値から、日本並の厳しい

値にするかどうかは不明であり、また、日本並の値にするとしても、それにはある程度の

時間を要すると考えられる。そこで、中間段階として、アメリカ合衆国（カリフォルニア

州を除く）並の規制を行う段階を想定した。日本を除くアジア各国を4つのグループに分

け、グループ毎に2000年、2010年における、各規制値を満足する自動車の使用割合を想定

した値を表4．2－7　に示した。

表4．2－7　将来におけるNOx排出ガス規制対応車の構成比率想定値

グループA　　　　　　　　　　　　　単位：％

年 ＼ 基 準 従 来 通 り 米 国 基 準 日本 基 準

2000年 60 40 0

20 10年 30 50 20

グループB　　　　　　　　　　　　　単位：％

年 ＼基 準 従 来 通 り 米 国基 準 日本基 準

20 00年 70 30 0

20 10年 40 50 10

グループC　　　　　　　　　　　　　単位：％

年 ＼基 準 従 来 通 り 米 国基 準 日本基 準

20 00年 90 10 0

20 10年 50 5 0 0

グループD　　　　　　　　　　　　　単位：％

年 ＼ 基 準 従 来 通 り 米 国 基 準 日本基 準

20 00年 100 0 0

20 10年 80 20 0

A：香港、シンガポール

B：韓国、台湾、マレーシア

C：タイ、インドネシア、フィリピン
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D：その他（日本を除く）

従来通り未規制の自動車については、現状のNOx排出量を推計する際に使用したNO

x排出係数（ガソリン車　31．7kg／t、ディーゼル車　27．4kg／t、L PG車　20．3kg／t）を

そのまま使用した。また、日本と米国の基準に該当するNOx排出係数は以下の方法によ

り計算した。

ガソリン車

まず、無対策車のNOx排出係数について、昭和48年度の東京都調査資料（資料⑧）

に示されている都内NOx排出係数と燃料消費率より、以下のように車種別排出係数を

推定した。調査はガソリン車について、10モード、PM（ピーク時平均）、PH（ピー

ク時高速）、PL（ピーク時低速）、OP（オフピーク）のモードについてNOx排出

係数が求められている。各モードの平均車速はPM：17．6～19．6km／h、PH：22．2～

25．2km／h、PL：13．9～15．8km／h、OP：24．2～28．5km／hとなっており、本調査では、

その代表と考えられるPHモードの資料を用いた。

表4．2－8

車　　 種 ① N O x （g ／k m ） ② S O 2 （g ／k m ） ③ 燃 料 消 費 率 N O x （① ／③ ）

（m 色／k m ） （k g ／k 立 ）

1 ．乗 用 車 （ガ ソリン） 2 ．7 8 0 ．0 3 2 1 1 1 2 5 ．0

2 ．乗 用 車 （L P G ） 3 ．7 2 － － －

3 ．貨 物 車 （ガ ソリン） 3 ．5 3 0 ．0 4 1 1 4 6 2 4 ．2

4 ．軽 乗 用 車 （ガ ソリン） 0 ．3 7 0 ．0 4 2 8 4 ．4 4 ．4

出典：資料⑧より

上記資料とそれぞれの重み付けに昭和55年度交通センサスの全国の車種別交通量比

データを用いてガソリン車平均NOx排出係数を求めると、

車　種　　交通量比

乗用車：　44．3％

貨物車：　23．1％（小型貨、貨客）

軽乗用車：6．2％（軽乗、軽貨）

構成比　E F（kg／k立）

→0．602×25．0

→0．314×24．2

→0．084×　4．4 ）
→23．0kg／k立

となり、ガソリンの比重を0．75とすると、無対策車のNOx排出係数は31．7kg／tとなる。

ここで求めた無対策車の排出係数から、自動車の排ガス規制の効果を次のように見込

み、2000年、2010年の排出係数を設定した。

1992年からの排ガス規制内容を平均値で考えると、中央公害対策審議会の答申（平成

元年12月）にあるように、未規制に対してその排出量は軽自動車で16％、乗用車で8％、
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貨物車の軽量車（車両重量1．7t以下）で8％、中量車（車両重量1．7t超2．5t以下）で

23％（長期目標は13％）、重量車（車両重量　2．5t超）が20％（長期目標は17％）とな

っている。

2000年、2010年の車種構成比率が1975年で設定した比率と同じであると仮定し、更に、

自動車は1年毎に10％が新車に置き換わるとする。2000年においては、1991年以前の規

制に対応する車（重量車）が20％走行していることになるが、1991年以前の規制（重量

車）は25％で、貨物車平均では排出割合は17％である。

したがって、新型車全体の未規制に対する排出量の割合は2000年、2010年ともに、乗

用車8％、貨物車17％、軽自動車で16％となり、2000年、2010年のガソリン車平均NOx

排出係数は次のように設定される。

2000年、2010年時点

車　種　　交通量比

乗用車：　44．3％

貨物車：　23．1％（小型貨、貨客）

軽乗用車：6．2％（軽乗、軽貨）

構成比　EF　排出割合

一→0．602×25．0×0．08

→0．314×24．2×0．17

→0．084×　4．4×0．16

→　2．55kg／kl

ここで、ガソリンの比重を0．75とすると、3．41kg／tとなる。

以上の計算により2000年、2010年のガソリン車のNOx排出係数を3．41kg／tとする。

また、日本並規制値は2010年の3．41kg／tとする。

米国の乗用車の規制値は、日本の規制値と同じ単位に変換すると0．63g／kmであり、こ

れは、日本の1975年規制（0．6g／km）とほぼ同等の値である。そこで、日本の1975年規

制車のNOx排出係数（15．9kg／t）を使用する。

ディーゼル車

資料⑨によるとディーゼル車について昭和51年度のNOx排出量とSOx排出量が示

されているので、これにより1975年（無対策）の燃料当たりのNOx排出係数を求めた。

表4．2－9

車 種 ① N O x 排 出 量 ② S O x 排 出 量 ③ 燃 料 使 用 量 ④ N O x E F

千 t ／ 年 千 t ／ 年 千 t ／ 年 k g ／ t

乗　 合　 草 7．8 5 2 ．4 8 3 1 8 2 4 ．7

普 通 貨 物 車 1 8 ．5 4 5 ．1 8 6 6 4 2 7 ．9

特　 殊　 車 4 ．0 3 1 ．1 3 1 4 5 2 7 ．8

（注）③燃料使用量：②よりS分0．39％として算出
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④NOxEF：①÷③×1000（kg／t）

上記の車種別NOx排出係数に乗合車、普通貨物車、特殊車の割合（昭和50年3月の

種別自動車保有車両数；乗合車：218千台，普貨：1，142千台，特殊車：195千台，（財）

自動車車両検査登録協力会）を用いて平均排出係数を求めた。

ディーゼル車NOx排出係数：27．4kg／t

ここで求めた無対策車の排出係数から、自動車の排ガス規制の効果を次のように見込

み、2000年、2010年の排出係数を設定した。

ディーゼル車の1994年以降の規制内容を平均値で考えるとが、末規制車に対してその

排出量は小型乗用車（等価慣性重量1．25t以下）で21％、中型乗用車（等価慣性重量

1．25t超）で26％（長期目標はともに16％）、貨物車（トラック・バス）の副室式軽量

車（車両重量1．7t以下）で24％、副室式中・重量車（車両重量1．7t超）

で47％（長期目標は中量車25％、重量車41％）、直噴式中量車（車両重量1．7t超2．5t

以下）で26％（長期目標は14％）、直噴式重量車（車両重量2．5t超）が35％（長期目

標は26％）となっている。

ここで、2000年、2010年の車種構成比率は、近年の傾向からNOx排出量の多い直噴

式ディーゼル車が1975年に比べて増加することが予想される。更に、自動車は1年毎に

10％が新車に置き換わるとする。1994年以降の規制が完全に実施されると、新型車全体

の未規制に対する排出量の割合は、乗合草47％、普通貨物車64％（副室式事で47％、直

噴式車は副室式事の約2倍の排出量のうち35％が排出されると考え副室式車換算で70％、

更に、車種構成比が1：3になると仮定）、特殊車64％である。

また、上記の仮定によると、2000年においては、1994年以前の規制に対応する車があ

る程度（最大40％）走行していることになる。各車種における1994年以前の規制車の割

合を考慮して排出割合を計算すると、乗合車47％、普通貨物車68％、特殊車68％となる。

したがって、2000年、2010年のディーゼル車平均NOx排出係数は次のように設定さ

れる。

車

2000年時点

車　種　　　保有車両数（千台）　構成比　E F　排出割合

乗合車　　　　　　218

普通貨物車　　1142

特殊車　　　　　195

→　0．140×24．7×0．47

－→　0．735×27．9×0．68

→　0．125×27．8×0．68
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2010年時点

車　種　　　保有車両数（千台）　構成比　EF　排出割合

乗合車　　　　　　218　　　　　　→　0．140×24．7×0．47

普通貨物車　　1142　　　　　　－→　0．735×27．9×0．64

特殊車　　　　　195　　　　　　→　0．125×27．8×0．64

→17．0kg／t

以上の計算により2000年、2010年ディーゼル車のNOx排出係数を17．9、17．0kg／t

とする。また、日本並規制は2010年の17．0kg／tとする。

米国のディーゼル車の規制値は、6モード平均値で約400ppmである。一方、日本のデ

ィーゼル車は、大きく分けると直噴式と副室式がある。日本の直噴式ディーゼル車規制

値は1979年4月以降540ppm、1983年8月以降470ppm、1988年～1990年以降400ppmである。

また、比較的NOx排出量の少ない副室式ディーゼル車の規制値は、1979年4月以降340

ppm、1982年10月以降290ppmとなっている。各年式の自動車の構成比率を10％と仮定する

と、1989年におけるディーゼル車の規制値を平均するとほぼ400ppmである。

そこで、日本の1989年のNOx排出係数を1985年（26．3kg／t）と1990年（22．0kg／t）

の値から内挿して22．9kg／tとした。

L P G車

LPG車の排ガス規制内容は、ガソリン車と同じであるので、LPG車NOx排出係

数とガソリン車NOx排出係数の比率0．64から以下のようになる。

LPG車NOxE F（2000年）＝ガソリン車NOx E F（2000年）×0．64

＝3．41×0．64

＝2．18　kg／t

米国のLPG車については、ガソリン車のNOx排出係数（15．9kg／t）に、現状の

NOx排出量を推計する際に使用した、燃料重さ当たりの乗用LPG車／乗用ガソリン

車のNOx排出係数比率（0．64）を掛けて、10．2kg／tとした。

表4．2－10　　将来NOx排出係数　　　　　（kg／t）

2 0 0 0年 20 1 0年

ガ ソ リ ン 車 3．4 1 3 ．4 1

デ ィ ー ゼ ル 車 17．9 1 7．0

L P G 車 2．18 2 ．1 8
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ここで求めた、日本と米国の基準に該当するNOx排出係数を表4．2－11に示した。また、

NOx排出ガス規制に対応する車の構成比率とNOx排出係数から計算した、国（グルー

プ）別のNOx排出係数表4．2－12　に示した。

表4．2－11NOx排出ガス規制に対応するNO2　排出係数

単位：kg／t

車 種 ＼ 基 準 従 来 通 り 米 国 基 準 日 本 基 準

ガ ソリン車 3 1．7 1 5 ．9 3 ．4 1

デ ィーゼ ル車 2 7．4 2 2 ．9 1 7 ．0

L P G 車 2 0 ．3 10 ．2 2 ．18

表4．2－12　将来における道路（自動車）のNO2　排出係数

2000年　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：kg／t

車 種 ＼ 国 A B C D 日　 本

ガ ソリン車 2 5 ．4 2 7 ．0 3 0 ．1 3 1 ．7 3 ．4 1

デ ィーゼ ル車 2 5 ．6 2 6 ．1 2 7 ．0 2 7 ．4 1 7 ．9

L P G 車 1 6 ．3 1 7 ．3 1 9 ．3 2 0 ．3 2 ．1 8

2010年　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：kg／t

車 種 ＼ 国 A B C D 日　 本

ガ ソリン車 18 ．1 2 1 ．0 23 ．8 2 8 ．5 3 ．4 1

デ ィーゼ ル車 2 3 ．1 2 4 ．1 25 ．2 2 6．5 17 ．0

L P G 車 1 1．6 13 ．4 15 ．3 1 8．3 2 ．1 8

A：香港、シンガポール

B：韓国、台湾、マレーシア

C：タイ、インドネシア、フィリピン

D：その他（日本を除く）

③その他部門

その他部門における燃料消費は大半を比較的簡易な器具によっているためNOx対策と

しては今以上に大きな改善はないものと考えられることから、このこの部門における排出

係数は、現状固定ケースの値を使用した。
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4．2．3　日本並ケースにおける排出係数の設定

本ケースは、各国とも日本の現状並に環境対策が進行すると想定するケースであり、日

本の現状（1987年）の排出係数を適用する。なお、日本の現状の排出係数は、以下の方法

により設定している。

まず他のアジア諸国で適用した無対策を想定した排出係数を用いて日本のエネルギー消

費量に対するS Ox、NOx排出量を算定し、日本の環境庁が実施した「大気汚染物質排

出量総合調査」によるデータから集計したS Ox、NO x排出量を比較し、固定発生源

（工場等）からのSO x、NOxの排出割合を想定した。1987年におけるSOx、NOx

の排出割合は、それぞれ0．101、0．610であった。

固定発生源以外においては、1987年における排出量を推計した際に使用した排出係数を

そのまま使用した。

ただし、日本については現在すでに自動車排気ガス規制が定められており、この規制に

従ってさらに自動車からのNOx排出量は低減されていくことから、日本の自動車の排出

係数は1987年の値で固定するのではなく、対策普及ケースで設定した値を使用した。

ここで想定したSOx、NOxの排出係数を、表4．2－13～14にそれぞれ示す。

なお、SOxの推計に際して含有硫黄分は、石油については日本で使用しているものと

同等まで脱硫するものとし、石炭については現時点では脱硫することが困難であることか

ら、各国（地域）で現在使用されている石炭の硫黄含有率を用いている。

4．2．4　中国、インド国内の地域別SOx、NOx、CO2排出量の推定方法

中国、インド国内の地域別SOx、NOx、C02　の排出量の推計については、地域別

のエネルギーデータが十分得られないため、地域別素行の生産量等のエネルギー消費部門

別に関連の強い指標を基にエネルギー消費部門細区分別に全国値の燃料消費量を地域に配

分し、そのデータと排出係数から、地域別の排出量を推計した。この場合、SOx排出量

推計値には地域別の石炭の硫黄分が考慮されている。

なお、地域配分の指標についても将来動向を把握するに足る十分なデータが入手できな

かったため、本調査研究では1987年の値によっている。

詳細については、既報告の　NISTEP REPORT No．21を参照されたい。

－77－



表　4．2－13　　　SOx排出係数　　ケースC（日本並）

石 炭 ＊ 褐 炭 ＊ コ ー ク ス 成 形 炭 ＊ B K B ＊ バ ガ ス ＊＊ 薪 ＊＊ 木 炭 ＊＊ ピ ー ト＊＊

そ の 他 ＊＊

非 商 業 用

ガ ス 工 場

ガ ス ＋

コークス炉

ガ ス ＋

溶 鉱 炉

ガ ス ＋

天 然

ガ ス ＋

転

換

部

門

成 形 炭 ・B K B 0 0

コ ー ク ス 炉 0 0

ガ ス 工 場 0．15 7 ×S 0 17 9 ×S 0 ．03 8 × S 0 ．0 00 1 （A）

石 油 精 製

発 電 1．9 7 ×S 1．9 7 ×S 0 ．10 1 0 ．0 0 1 0 ．3 8 ×S 0 ．00 1 0 ．00 0 9 3

分 類 不 可 転 換 1 5 7 ×S 0　0 8 7 0 10 1 0　0 0 1 0　3 8 × S 0　00 0 9 3

自家 消 費 等 1．5 7 ×S 1．7 9 ×S 0 ．0 0 1 0 ．3 8 ×S 0 ．00 1 0 ．00 0 9 3

産

業

部

門

鉄 鋼 1．5 7 ×S （B） 0　0 8 7 0 ．0 0 1 0 ．38 × S 0 ．00 1 0 ．0 00 9 3

化 学 ・石 油 化 学 1．5 7 ×S 1．5 7 ×S 1 7 9 ×S 0 ．0 0 1 0 ．38 ×S 0 ．0 00 9 3

非 金 属 鉱 業 1．5 7 ×S 1．5 7 ×S 1 7 9 X S 0 ．0 0 1 0 ．38 ×S 0 ．0 00 9 3

そ の 他 工 業 1．5 7 ×S 1．5 7 ×S ．1．7 9 ×S 1 ．0 1 0 ．1 1 0 ．0 8 7 0 ．10 1 0 ．0 0 1 0 ．38 ×S 0 ．0 00 9 3

輸

送

部

門

航 空

道 路

鉄 道 1．5 7 ×S 1 7 9 ×S

船 舶 そ の 他 1．79 ×S 0．0 0 09 3

そ の

他

住 居 12．0 ×S 1 2 ．0 ×S 1 7　7 ×S 10　0 10　0 0　86 1 0 1 ．0 0 ．0 1 3 ．8 ×S 0．0 0 09 3

農 業 、 商 業 等 12．0 ×S 12 ．0 ×S 1 7 ．7 ×S 1．1 0 ．0 1 3 ．8 ×S 0．0 0 09 3

SOx排出係数

原油＊ N G L ＊

製油所

原料油＊

製油所

ガス＊ L P G ＊

航空＊

ガソ リン

自動車＊

ガソ リン

ジェッ ト

燃料＊ 灯油＊ 軽油＊ 重油＊ ナフサ＊

その他＊

石油製品

転

換

部

門

成形炭 ・B K B

コー クス炉

ガス工場 0．20 X S 0．00013 0　000 14 2．02 X S 2．02 ×S 0．01

石油精製 0．046 ×S 0．00 13 0．04G x S 0．101

発電 2．02 ×S 0．00 13 0　0013 0　00 14 2　02 ×S 2．02 ×S 2　02 ×S 2　02 ×S 0 101 0 101

分類不可転換 2．02 ×S 0．0013 0　0014 2．02 ×S 2．02 ×S 0．101

自家消費等 2．02 ×S 0．0013 0．0014 2．02 ×S 2．02 ×S 2．02 ×S 2．02 ×S 0．101 0．101

産

業

部

門

鉄鋼 2，02 ×S 0　0014 2　02 ×S 2　02 ×S 2　02 ×S 2　02 ×S 0 101

化子 ・石油化子 2．02 X S 0．00 13 0．0013 0　0014 2　02 ×S 2　02 ×S 2　02 ×S 2　02 ×S 0 101 0 101

非金属鉱業 2．02 ×S 0，0013 0　0014 2　02 ×S 2　02 ×S 2．02 X S 2　02 X S 0．101

その他工業 2．02 X S 0．0013 0．0014 2．02 ×S 2．02 ×S 2．02 ×S 2．02 X S 0．101 0．101

輸

送

部

門

航空 0　8 20　0×S 3　2 20　0×S 20　0×S

路 0　014 20　0×S 20　0×S 20　0×S 20　0 X S
銃草＿＿＿＿

船舶その‾砲
20　0×S 20．0×S 20．0 ×S

2．02 ×S 20．0×S 20．0 ×S 20．0×S 20．0 ×S

その

他

住居 2．02 ×S 0．013 0．014 20　0×S 20　0 ×S 20．0×S 20　0 ×S

業、商業等 2．02 ×S 0．013 0．014 20．0×S 20．0 ×S 20．0 ×S 20．0 ×S 1．0

表でSは、燃料中の硫黄分（％）を意味する
＊：排出係数単位はkg／ton　　　＊＊：排出係数単位はkg／toe　＋：排出係数単位はkg／10人10Cal

（A）：0．0000092　kg／10人10　cal

（B）：コークス及び鉄鋼石の硫黄分の合計は以下の計算式から求めた。
（8．9÷6×S＋0．774）×　0．202



表4．2－14　　　NOx排出係数　　ケースC（日本並）

石 炭 ＊ 褐 炭 ＊ コ ー ク ス 成 形 炭 ＊ B K B ＊ バ ガ ス ＊＊ 薪 ＊＊ 木 炭 出 ピ ー ト＊＊

そ の 他 ＊＊

非 商 業 用

ガ ス 工 場

ガ ス ＋

コ一期 炉

ガ ス ＋

溶 鉱 炉

ガ ス ＋

天 然

ガ ス ＋

転

換

部

門

成 形 炭 ・B K B 0 0

コー ク ス 炉 0　6 1 0

ガ ス 工 場 0　4 5 7 0　5 4 9 0．22 9 0．0 19 0．0 1 3 7

石 油 精 製 0

発 電 6　0 6 9 5 16 1 3　6 6 0　2 6 8 3　26 0　26 8 0　2 6 8

分 類 不 可 転 換 6　0 6 9 3．6 6 3　6 6 0　2 6 8 3　26 0．2 6 8

自家 消 費 等 4．5 7 5 5．4 9 0．1 8 9 2．29 0．1 89 1．3 6 6

産

業

部

門

鉄 鋼 4　5 7 5 1 5 2 5 3．6 6 1 9 4 5　89 1．9 4 1．3 6 6

化 学 ・石 油 化 学 4　5 7 5 3　8 92 5　4 g 0．1 8 9 2．29 1．3 6 6

非 金 属 鉱 業 4　5 7 5 3　8 92 5　4 9 0 18 9 2　2 9 1．3 6 6

そ の 他 工 業 4．5 7 5 3．8 9 2 5．4 9 4．57 5 2．0 3 3．6 6 3．6 6 0．18 9 2．2 9 1．3 6 6

輸

送

部

門

航 クb

道 路

鉄 道 7　50 9．0 0

船 舶 そ の 他 9．0 0 2．2 4

そ の

他

住 居 1 88 1 6 0 2　2 5 1 8 8 1 8 8 6．0 0 6．0 0 6　0 0 0　2 2 1 6 0 1．5 7

農 業 、 商 業 等 3．75 3．1 9 4．5 0 3．3 3 0．2 2 1．6 0 1．5 7

原 油 ‡ N G L ＊

製 油 所

原 料 油 ＊

製 油 所

ガ ス＊ L P G ＊

航 空 ＊

ガ ソ リ ン

自 動 車 ＊

ガ ソ リ ン

ジ ェ ッ ト

燃 料 ＊ 灯 油 ＊ 軽 油 ＊ 重 油 ＊ ナ フサ ＊

そ の 他 ＊

石 油 製 品

転

換

部

門

成 形 炭 ・B K B

コー ク ス 炉

ガ ス 工 場 1 3 3 8 0　0 3 2 0 16 0 0　5 8 7 3　5 6 0　8 9

石 油 精 製 0 1 4 6 0 0．1 46 0

発 電 4　4 1 6 3　7 8 2 0　4 5 7 2．2 8 1 10．19 12．9 5 16．7 0 6．10 9．7 6 6．10

分 類 不 可 転 換 4　4 1 6 0　4 5 7 2．2 8 1 16　7 0 6 10 6 10

自家 消 費 等 3．1 0 5 0 ．3 2 3 1．6 0 4 10．19 4．55 5．8 7 3．56 4．4 8 3．5 6

産

業

部

門

鉄 鋼 3 1 0 5 1．6 0 4 10．19 4．5 5 5．8 7 3．56 4．4 8

化 学 ・石 油 化 学 3 1 0 5 1 5 3 7 0　3 2 3 1．6 0 4 10．19 4．5 5 5．8 7 3　5（； 0 3　5 6

非 金 属 鉱 業 3 10 5 0　3 2 3 1．6 0 4 10．19 4．5 5 5　8 7 3　56 3　5 6

そ の 他 工 業 3．1 0 5 0．3 2 3 1．6 0 4 10．19 4．5 5 5．8 7 3．5 6 4．48 3．5 6

輸

送

部

門

航 空 10．5 0 16．7 1 10．5 0 5 4．13 5 4．1 3

道 路 9．3 0 13．3 0 2 4．60 2 4　6 0 2 4　6 0

鉄 道 16．7 1 5 4 13 5 4 1 3

船 舶 そ の 他 5．0 g 16．7 1 5 4．1 3 5 4．13 5 4．1 3

そ の

他

住 居 1 7 0 0．18 0．8 8 16．7 1 2．4 9 3．2 1 1．9 5

農 業 、 商 業 等 3．0 5 0．3 2 1．5 8 16．7 1 4．4 8 5．7 7 3．5 0 4．40

表でSは、燃料中の硫黄分（％）を意味する
＊：排出係数単位はkg／ton　　　＊＊：排出係数単位はkg／toe　＋：排出係数単位はkg／10人10cal



4．3　SOx、NOx、CO2排出量の推計結果

アジア地域の2000年、2010年におけるSOx、NOx、CO2　排出量について、2ケー

スのエネルギー消費量予測結果に対する3ケースの環境対策に基づく推計結果を以下に述

べる。

なお、各々のケースは以下のとおり記述する。

I－A：特段の省エネルギーは見込まない、新たな環墳対策は行なわない。

1－B：特段の省エネルギーは見込まない、新たな環境対策を行なう。

Ⅱ－A：省エネルギー等の進展を見込む、新たな環境対策は行なわない。

Ⅱ－B：省エネルギー等の進展を見込む、新たな環境対策を行なう。

Ⅱ－C：省エネルギー等の進展を見込む、日本並の環境対策を行なう。

4．3．1　SOx排出量

（1）SOx排出量の地域別将来動向

表4．3－1（1）～3（4）に各ケース毎にアジア各国及び中国、インド国内の地域別のSOx排

出量の推計結果とともに、それに基づく対1987年比率、年平均伸び率及び地域別構成比を

示した。

①アジア地域のSOx排出量と地域別構成

1987年におけるS Ox総排出量は29．1百万tと推計されているが、その後の推移

（2000年、2010年）について、各々のケースの推計結果をみる。

・ケースI－A

このケースではSOx排出量が2000年43．7百万t、2010年62．0百万tと、対1987年

比で倍率1．5、2．1と、また年平均伸び率で3．2％、3、6％と飛躍的な伸びを示している。

2000年を各国別にみると、シェアの大きい順に中国、インド、韓国、台湾、日本の順

となり、これら5ヶ国でアジア全体排出量の88．5％を占めており、2010年には、日本

とタイが第5位で入れ替わるが、上位5ヶ国の占める割合としてはほぼ同様のシェア

を占める。

なお、年平均伸び率の著しい国は、モルジブ、台湾、シンガポール、韓国、インド

ネシア、香港等であり、概ね5％以上のきわめて高い伸び率を示している。
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・ケースI－B

このケースではSO x排出量が2000年40．7百万t、2010年55．6百万tとケースI－

Aと比較して排出量は7～10％削減される推計となっている。なお、対1987年比で1．4、

1．9倍であり、年平均伸び率2．6％、3．2％で増加している。

ここではケースI－Aに対し中国、インドの削減率が他の国に比して小さいことか

ら中国で概ね6％、インドで概ね1％、各々シェアが増加している。

・ケースⅡ－A

このケースでは、S Ox排出量が2000年35．3百万t、2010年41．5百万tと、省エネ

ルギーの進展による効果が大きく出ており、ケースI－Aと比較して排出量は概ね

20～30％程度低減される結果となっている。なお、対1987年比で1．2、1．4倍となり、

年平均伸び率は1．5％、1．6％と半減することとなる。

国別の削減率では、1987年時点ですでに省エネルギーがかなり進んでいる日本や植

物性燃料への依存度の高い開発途上国では削減率は小さく、工業化が進んでいるNIES、

ASEAN諸国等では高めの削減率となっている。

なお、ここでのSOx削減率は省エネルギー率を5％程度上回っているが、これは環

墳負荷の小さい1次電力のシェアが増加していることに起因している。

・ケースⅡ－B

このケースでは、S Ox排出量が2000年32．9百万t、2010年37．5百万tと推計され、

対1987年比1．1、1．3倍に、年平均伸び率は1．0％、1．3％となっている。

排出量の削減率では、同じエネルギー条件であるケースⅡ－Aとの比較で7～10％、

同じ環境対策条件であるケースI－Bとの比較で20～30％となっている。また、省エ

ネルギー、環境対策を見込まないケースI－Aに対しては25％～40％の削減率となっ

ている。

・ケースⅡ－C

このケースでは、S Ox排出量が2000年9．8百万t、2010年11．3百万tと推計され、

対1987年比は0．3、0．4倍と現況よりも少なく・、年平均伸び率では一8．0％、1．4％となっ

ている。

同じエネルギー条件で環境対策を伴わないケースⅡ－Aと比較して概ね70％程度、

省エネルギー、環境対策を見込まないケースI胃Aとの比較では概ね80％の削減率と

なっている。
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表4．3－1（1）　　　アジア地域のS Ox排出量　　　　ケースA（現状固定）

（単位：1000t／年）
国 名 実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 10 ．16 8 1 9 ．9 5 4 2 7 ，3 1 7 3 7 ．2 4 3 2 2 ，0 8 6 2 5 ．1 3 4

2　 日　 本 2 ．5 6 9 1．14 1 1 ．4 0 6 1．4 9 5 1 ．16 0 1．0 5 5

3　インド 1，6 5 1 3 ．0 6 8 5 ．4 3 0 8 ．17 5 4 ．36 1 5 ，3 69

4　インド ネシア 2 0 0 4 8 4 8 8 （； 1．4 5 4 7 3 6 9 8 3

5　韓　 国 1，15 9 1，2 9 2 2 ．5 3 2 3 ，8 8 0 2 ，0 3 3 2 ．5 57

6　北 朝 鮮 2 3 4 3 3 2 4 5 3 5 2 6 3 6 2 3 4 2

7　 台　 湾 6 0 8 6 0 3 2 ．0 2 4 3 ，6 5 5 1 ，6 1 8 2 ．4 0 2

8　タ　 イ 2 2 4 6 1 0 8 9 8 1，8 0 8 7 1 7 1 ．1 7 9

9　ガ ギ対 ン 14 8 38 1 6 9 2 7 4 0 5 5 3 4 8 3

1 0　フィリピ ン 8 0 6 3 7 0 5 2 0 7 3 2 4 1 4 4 7 4

1 1 マレ シア 19 3 26 2 4 8 5 7 3 5 3 8 6 4 9 0

1 2　ノド ング ラブ シュ 3 9 4 9 4 8 4 5 3 9 3 1

1 3 1ド トナム 4 0 3 9 5 6 6 0 4 6 3 9

1 4　香　 港 10 9 15 0 2 7 9 4 6 0 2 2 4 3 0 4

1 5　シンガ ポ ール 8 4 1 5 5 3 9 8 6 5 4 3 1 9 4 2 8

1 6　ネパ ール 4 1 1 1 4 1 9 1 4 1 8

1 7　ミャンマー 1 7 3 0 6 9 7 0 5 6 4 6

1 8　スリランカ 2 2 2 8 3 4 3 6 2 7 2 4

1 9　アフガ ニスタン 8 1 1 1 0 1 1 8 8

2 0　モンブ ル 3 9 10 0 1 1 5 1 5 3 9 0 8 1

2 1 ブ 胼 イ 0 、4 1、1 2 、3 2 ．6 l ．8 l．7

2 2　カンポ ジ ア 1．2 2 ．9 4 ．3 4 ．4 3 ．7 3 ．5

2 3　ラ柑 1．3

0 ．9

1．7 3 ．7 4 ．1 3 ．2 3 ．3

2 4　モルジ ブ 0 ．3 1 ．6 2 ．3 1．3 1．5

2 5　マカオ 8 ．4 7 ．7 9 ．0 6 ．1 5 ．7

26　 ア ジ ア 計 1 8 ．32 7 2 9 ．0 8 4 4 3 ．6 8 3 6 1．9 7 1 3 5 ．2 6 3 4 1，4 6 2

中 国

1 北　　　　 京 29 5 4 1 5 5 6 6 7 6 7 4 5 9 5 1 9

2　天　　　　 津 20 9 2 9 3 4 3 3 5 8 5 3 5 1 3 9 5

地 域 別

イ　ン ド

3　河　　　　 北 5 5 9 1 ，06 3 1．3 0 8 1，7 8 5 1，0 5 3 1，20 1

4　 山　　　　 西 4 0 0 83 6 9 6 7 1，3 18 7 7 6 8 8 5

5　 内　 蒙　 古 3 0 6 65 0 6 8 9 9 4 1 5 5 4 6 3 2

6　遼　　　　 寧 5 6 9 99 6 1，3 5 4 1 ．8 3 0 1 ，0 9 4 1，2 3 5

7　書　　　　 林 2 1 6 3 5 2 3 7 9 5 1 6 3 0 7 3 4 9

8　 黒　 龍　 江 3 3 6 5 8 2 6 7 2 9 1 4 5 4 1 6 1 5

9　上　　　　 海 4 2 9 6 5 2 1．4 0 9 1，9 0 0 1，1 3 7 1．2 8 1

1 0　江　　　　 蘇 7 3 7 1 ，60 4 2 ．8 0 3 3 ．8 3 8 2 ．2 6 5 2 ，5 8 9

1 1 漸　　　　 江 17 4 4 1 4 8 椚 1 ．15 7 6 8 5 7 8 2

1 2　安　　　　 微 2 2 4 5 0 1 7 3 0 9 9 3 5 8 8 6 6 8

1 3　福　　　　 建 1 1 7 2 4 5 3 5 6 4 8 5 2 8 9 3 2 8

1 4　 江　　　　 西 2 0 6 4 5 4 5 4 9 7 5 0 小目 5 0 6

1 5　 山　　　　 東 9 1 8 1 ，9 7 1 2，4 20 3 ．3 13 1 ．9 4 2 2．2 2 3

1 6　河　　　　 南 5 3 6 9 8 0 1，2 45 1 ．70 1 1 ．0 0 5 1．1 46

1 7　湖　　　　 北 2 9 1 5 7 2 8 3 6 1，13 0 6 8 2 7 6 8

1 8　 湖　　　　 南 2 9 8 5 5 0 6 7 2 9 1 3 5 4 8 6 2 0

1 9　広　　　　 東 2 2 9 52 6 1，0 3 3 1．4 0 9 8 3 6 9 5 2

2 0　広　　　　 西 2 2 6 45 7 4 9 7 6 7 8 4 0 3 4 5 8

2 1 四　　　　 川 1 ．3 6 4 2 ．57 3 3 ．4 8 4 4 ，7 6 6 2 ，8 3 5 3 ．2 3 2

2 2　 貴　　　　 州 3 4 9 7 5 0 8 5 4 1，17 0 6 9 4 7 9 3

2 3　 雲　　　　 南 3 5 1 7 4 6 9 2 2 1．2 5 0 7 5 1 8 4 6

2 4　 西　　　　 蔵 1 2 3 5 3 3

2 5　 快　　　　 西 4 7 9 1 ．0 1 5 1，4 17 1．9 4 1 1．1 40 1，3 0 4

2 6　 甘　　　　 粛 1 2 6 2 7 0 3 5 0 4 7 5 2 8 4 3 2 1

2 7　 青　　　　 海 2 8 59 6 3 8 6 5 1 5 8

2 8　寧　　　　 夏 75 2 14 2 0 3 2 7 8 1 8 2 1 8 8

2 9　 新　　　　 羅 1 1 9 2 1 0 2 5 7 3 5 3 2 0 9 2 3 9

中 国 計 1 0 ．1 68 1 9 ．95 4 2 7 ．3 17 3 7 ，2 4 3 2 2 ，0 8 6 2 5 ，1 3 4

1 アッサム 9 9 12 0 1 2 7 1 9 1 1 0 3 1 2 6

2　ピ ハール 37 6 53 2 9 0 7 1 ，3 1 7 7 2 3 8 6 3

地 域 別 3　才リッサ 6 5 5 3 8 9 1 3 0 7 2 8 6

4　アンド ラ・ブ ラブ シ 9 9 20 7 3 7 4 5 7 2 3 0 1 3 7 7

5　タミル・ナド ゥ 12 2 2 8 3 4 8 1 7 3 1 3 8 9 4 8 2

6　柚 ト 摘 、ケララ 8 1 13 4 2 3 4 3 5 2 1 9 0 2 3 4

ア　マバラシュトラ、プ ア 25 6 4 8 4 8 6 4 1 ，3 1 4 6 9 1 8 5 8

8　マグ ヤ・ブ ラブ シ 9 8 2 5 6 4 7 7 7 2 3 3 7 9 4 7 1

9　グ ジ ャラート 14 7 3 5 1 6 5 5 9 8 5 5 2 9 6 4 9

1 0　ラジ ャスタン 6 4 10 6 2 0 3 3 0 9 1 6 6 2 0 6

1 1 ウ川 ・ブ ラブ シ 17 7 3 4 1 6 2 7 9 5 5 5 0 3 6 2 6

1 2　バリH 、ガ ンジ ャブ 5 9 19 4 3 7 8 5 7 3 3 0 3 3 7 6

1 3　シャム　かシミール 8 9 1 5 2 4 1 3 1 8

イ　ン ド 計 1，6 5 1 3 ．0 6 8 5，4 3 0 8 ．17 5 4 ，3 6 1 5 ，3 6 9
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蓑4．3－1（2）　　　アジア地域のS Ox排出量伸び　　ケースA（現状固定）

（19 8 7 年 ＝1 ．0 0 ）

国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

19 7 5 年 19 8 7 20 0 0 20 1 0 2 0 0 0 2 0 10

国 別

1 中　 国 0 ．5 1 1．0 0 1 ．3 7 1 ．8 7 1．1 1 1 ．2（；

2　 日　 本 2 ．2 5 1．0 0 1．2 3 1 ．3 1 1．0 2 0 ．9 2

3　インド 0 ．5 4 1．0 0 1．7 7 2 ．6 6 1 ．4 2 1．7 5

4　インド ネシア 0 ．4 1 1．0 0 1．8 3 3 ．0 0 1 ．5 2 2 ．0 3

5　韓　 国 0 ．9 0 1．0 0 1．9 6 3 ．0 0 1．5 7 1．9 8

6　北 朝 鮮 0 ．7 0 1．0 0 1 ．3 6 1 ．5 9 1 ．0 9 1．0 3

7　 台　 湾 1．0 1 1．0 0 3 ．3 5 6 ．0 6 2 ．6 8 3 ．9 8

8　タ　 イ 0 ．3 7 1．0 0 1．4 7 2 ．9 6 1 ．1 7 1 ．9 3

9　ガ キスタン 0 ．3 9 1．0 0 1 ．8 2 1 ．9 4 1 ．4 5 1 ．2 7

1 0　フィリピ ン 2 ．18 1．0 0 1 ．4 1 1 ．9 8 1 ．1 2 1 ．2 d

1 1 マレ シア 0 ．7 4 1 ．0 0 1 ．8 5 2 ．8 1 1 ．4 7 1．8 7

12　ガ ング ラブ シュ 0 ．8 1 1 ．0 0 0 ．9 8 0 ．9 1 0 ．7 9 0 ．6 3

13　′ド トナム 1．0 4 1．0 0 1．4 5 1 ．5 5 1 ．1 8 1 ．0 0

1 4　香　 港 0 ．7 3 1．0 0 1．8 6 3 ．0 7 1 ．5 0 2 ．0 3

1 5　シンガ ポ 胃ル 0 ．5 5 1．0 0 2 ．5 8 4 ．2 3 2 ．0 6 2 ．7 7

16　ネハ。－ル 0 ．3 4 1．0 0 1．3 0 1 ．7 1 1 ．2 8 1 ．6 6

1 7　ミャンマー 0 ．5 8 1．0 0 2 ．3 1 2 ．33 1 ．8 6 1 ．5 4

1 8　スリランカ 0 ．7 9 1．0 0 1．2 0 1．2 8 0 ．9 6 0 ．8 5

19　アフガ ニスタン 0 ．7 6 1．0 0 0 ．8 9 0 ．9 9 0 ．7 6 0 ．7 4

2 0　モンブ ル 0 ．3 9 1 ．0 0 1．14 1．5 3 0 ．9 0 0 ．8 1

2 1 ブ 胼 イ 0 ．3 6 1 ．0 0 2 ．0 9 2 ．3 7 1 ．8 4 1 ．5 5

2 2　カンド ジ 7 0 ．4 1 1 ．0 0 1 ．4 9 1．5 2 1．2 8 1 ．2 1

2 3　ラオス 0 ．7 7

0 ．1 1

1 ．0 0 2 ．1 8 2 ．4 2 1．8 9 1 ．9 4

2 4　モルジ ブ 1 ．0 0 5 ．3 4 7 ．6 8 4 ．3 4 5 ．0 1

2 5　マカオ 1 ．0 0 0 ．9 2 1 ．0 7 0 ．7 3 0 ．6 8

2 6　 ア ジ ア 封 0 ．6 3 1 ．0 0 1 ．5 0 2 ．13 1．2 1 1．43

中 国

1 北　　　　 京 0 ．7 1 1 ．00 1 ．3 6 1 ．8 5 1 ．1 1 1．2 5

2　天　　　　 津 0 ，7 1 1 ．0 0 1 ．4 8 2 ．00 1 ．2 0 1．3 5

地 域 別

イ　ン ド

3 ．河　　　　 北 0　5 3 1 ．0 0 1 ．2 3 1 ．6 8 0 ．9 9 1．13

4　山　　　　 西 0 ．4 8 1 ．0 0 1 ．1 6 1 ．5 8 0 ．9 3 1．0 6

5　内　 蒙　 古 0 ．4 7 1 ．00 1 ．0 6 1 ．4 5 0 ．8 5 0 ．9 7

6　 遼　　　　 寧 0 ．5 7 1．0 0 1．3 6 】．8 4 1 ．1 0 1．2 4

7　書　　　　 林 0 ．6 1 1 ．0 0 1 ．0 8 1 ．4 7 0 ．8 7 0 ．9 9

8　黒　 龍　 江 0 ．5 8 1 ．0 0 1 ．1 5 1．5 7 0 ．9 3 1．0 6

9　上　　　　 海 0 ．6 6 1 ．0 0 2 ．1 6 2 ．9 2 1．7 4 1．9 7

10　手工　　　　 蘇 0 ．4 6 1．0 0 1．7 5 2 ．3 9 1．4 1 1．6 1

11 漸　　　　 江 0 ．4 2 L O O 2 ．0 4 2 ．7 9 1．6 5 1．8 9

12　安　　　　 徽 0 ．4 5 1 ．0 0 1．4 6 1．9 8 1．17 1．3 4

13　福　　　　 建 0 ．4 8 1．0 0 1．4 5 1．9 8 1 ．1 8 1．3 4

14　 江　　　　 西 0 ．4 5 1．0 0 1．2 1 1．6 5 0 ．9 8 1．12

15　 山　　　　 東 0 ．4 7 1．0 0 1．2 3 1．6 8 0 ．9 9 1．13

16　 河　　　　 南 0 ．5 5 1．0 0 L 2 7 1．7 3 1．0 2 1．17

17　湖　　　　 北 0 ．5 1 1．0 0 1．4 6 1．9 8 1．19 1．3 4

18　 湖　　　　 南 0 ．5 4 1．0 0 1．2 2 1 ．6 6 1．0 0 1 ．13

19　 広　　　　 東 0 ．4 3 1．0 0 1 ．9 6 2 ．6 8 1．5 9 1 ．8 1

20　 広　　　　 西 0 ．4 9 1 ．0 0 1 ．0 9 1 ．48 0 ．8 8 1 ．0 0

2 1 四　　　　 川 0 ．5 3 l．0 0 1．3 5 1．8 5 1．10 1 ．2 6

2 2　貴　　　　 州 0 ．4 6 1．0 0 1 ．1 4 1．5 （； 0 ．9 3 1 ．0 6

2 3　雲　　　　 南 0 ．4 7 1 ．0 0 1 ．2 4 1 ．6 7 1 ．0 1 1 ．1 3

2 4　西　　　　 蔵 0 ．6 0 1 ．0 0 1 ．7 0 2 ．40 1 ．3 5 1 ．6 0

2 5　快　　　　 西 0 ．4 7 1 ．0 0 1 ．4 0 1 ．9 1 1 ．1 2 1 ．2 8

26　 甘　　　　 粛 0 ．4 7 1．0 0 1．29 1 ．7 6 1．0 5 1 ．1 9

2 7　青　　　　 海 0 ．4 8 1 ．0 0 1 ．0 6 1 ．45 0 ．8 （； 0 ．9 8

2 8　寧　　　　 夏 0 ．3 5 1 ．0 0 0 ．9 5 1 ．30 0 ．7 5 0 ．8 7

2 9　新　　　　 頭 0 ．5 7 1 ．00 1 ．2 3 1 ．6 8 1 ．0 0 1 ．14

中 国 計 0 ．5 1 1 ．0 0 1 ．3 7 1 ．8 7 1 ．1 1 1 ．2 6

1 アッサム 0 ．8 2 1 ．0 0 1 ．0 6 1 ．60 0 ．8 6 1 ．0 5

2　ピ ハール 0 ．7 1 1 ．0 0 1 ．7 0 2 ．4 7 1 ．3 6 1 ．6 2

地 域 別 3　オリッサ 1 ．2 3 1 ．00 1 ．6 9 2 ．4 6 1．3 7 1 ．6 4

4　アンド ラ・ブ ラブ シ 0 ．4 8 1 ．0 0 1 ．8 1 2 ．7 7 1．4 6 1 ．8 2

5　タミル・ナド ゥ 0 ．4 3 1 ．0 0 1 ．7 0 2 ．5 8 1 ．3 7 L 7 0

6　胼 ナ一夕か、ケララ 0 ．6 1 1 ．0 0 1 ．7 5 2 ．6 3 1 ．4 2 1 ．7 5

ア　マバラシュトラ、プ ア 0 ．5 3 1 ．00 1 ．7 9 2 ．7 2 1 ．4 3 1 ．7 7

8　マグ ヤ・プ ラブ シ 0 ．3 8 1 ．0 0 1 ．8 6 2 ．8 3 1 ．4 8 1 ．8 4

9　グ ジ ャラート 0 ．4 2 1 ．0 0 1 ．8 7 2 ．8 1 1 ．5 1 1 ．8 5

1 0　ラジ ャスタン 0 ．6 1 1．00 1．9 2 2 ．92 1．5 7 】．95

1 1 ウケル・ブ ラブ シ 0 ．5 2 1．0 0 1．8 4 2 ．8 0 1．4 7 1 ．8 4

1 2　ハリアナ、パ ンジ ャブ 0 ．3 1 1．0 0 1．9 5 2 ．9 5 1．5 6 1．9 4

1 3　シャム　カシミール 0 ．8 4 1．0 0 1．6 8 2 ．6 0 1．3 9 1．7 5

イ　ン ド 計 0 ．5 4 1．0 0 1．7 7 2 ．6 6 1．4 2 1．7 5
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表4．3－1（3）　　　アジア地域のS Ox排出量年平均伸び率
ケースA

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 1 9 8 7 2 0 0 0

－1 9 8 7 －2 0 0 0 －2 0 1 0 －2 0 0 0 －2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 ．8 2 ．4 3 ．1 0 ．8 1 ．3

2　 日　 本 －6 ．5 1 ．6 0 ．6 0 ． 1 －0 ．9

3　 インド 5 ．3 4 ．5 4 ．2 2 ．7 2 ．1

4　 インド ネシア 7 ．6 4 ．8 5 ． 1 3 ．3 2 ．9

5　 韓　 国 0 ．9 5 ．3 4 ．4 3 ．5 2 ．3

6　 北 朝 鮮 3 ．0 2 ．4 1 ．5 0 ．7 －0 ．6

7　 台　 湾 －0 ．1 9 ．8 6 ．1 7 ．9 4 ．0

8　 タ　 イ 8 、7 3 ．0 7 、3 1 ．2 5 ．1

9　 ガ ギ 柑 ン 8 ．2 4 ． 7 0 ．7 2 ．9 － 1 ．3

1 0　 フィリピ ン －6 ．3 2 ．7 3 ．5 0 ．9 1 ．4

1 1 マ レ シア 2 ．6 4 ．8 4 ．3 3 ．0 2 ．4

1 2　 バ ンブ ラブ シュ 1 ．8 －0 ．2 －0 ．7 －1 ．8 －2 ．3

1 3　 ゼ トナム －0 ．3 2 ．9 0 ．7 1 ．3 － 1 ．6

1 4　 香　 港 2 ．7 4 ．9 5 ． 1 3 ．2 3 ． 1

1 5　 シンガ ガ 胃ル 5 ．2 7 ．6 5 ． 1 5 ．7 3 ．0

1 6　 ネガ ール 9 ．5 2 ． 1 2 ．8 1 ．9 2 ．7

1 7　 ミャンマー 4 ．6 6 ．6 0 ． 1 4 ．9 － 1 ．9

1 8　 スリランカ 2 ．0 1 ．4 0 ．6 －0 ．3 － 1 ．3

1 9　 アフガ ニ；け ン 2 ．3 －0 、9 1 ． 1 －2 ． l －0 ，2

2 0　 モンブ ル 8 ．3 1 ．0 2 ．9 －0 ．8 －1 ．0

z l ブ 九寺 イ 8 ．8 5 ．9 1 ．2 3 ．9 －0 ．6

2 2　 カンポ ジ ア 7 ．6 3 ．1 0 ．2 1 ．9 －0 ．6

2 3　 ラオス 2 ．3

2 0 ．4

6 ．2 1 ．0 5 ．0 0 ．3

2 4　 モルジ ブ 1 3 ．8 3 ．7 1 2 ．0 1 ．4

2 5　 マカオ －0 ．7 1 ．6 －2 ．4 －0 ．7

2 6　 ア ジ ア 計 3 ．9 3 ．2 3 ．6 1 ．5 1 ．6

中 国

1 北　　　　 京 2 ．9 2 ．4 3 ． 1 0 ．8 1 ．2

2　 天　　　　 津 2 ．9 3 ． 1 3 ．0 1 ．4 1 ．2

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 5 ．5 1 ．6 3 ．2 －0 ．1 1 ．3

4　 山　　　　 西 6 ．3 1 ． 1 3 ． 1 －0 ．6 1 ．3

5　 内　 蒙　 古 6 ．5 0 ．5 3 ．2 － 1 ．2 1 ．3

G　 遼　　　　 寧 4 ．8 2 ．4 3 ．1 0 ．7 1 ．2

7　 書　　　　 林 4 ．1 0 ．6 3 ． 1 － 1 ． 1 1 ．3

8　 黒　 龍　 江 4 ．7 1 ． 1 3 ．1 －0 ．5 1 ．3

9　 上　　　　 海 3 ．5 6 ． 1 3 ．0 4 ．4 1 ．2

1 0　 江　　　　 蘇 6 ．7 4 ．4 3 ．2 2 ．7 1 ．3

1 1 斬　　　　 江 7 ．5 5 ．7 3 ．2 3 ．9 1 ．3

1 2　 安　　　　 徴 6　 9 2 ．9 3 ．1 1 ．2 1 ．3

1 3　 福　　　　 建 6 ．3 2 ．9 3 ．1 1 ．3 1 ．3

1 4　 江　　　　 西 6 ．8 1 ．5 3 ．2 －0 ．2 1 ．3

1 5　 山　　　　 東 6 ．6 1 ．6 3 ．2 －0 ． 1 1 ．4

1 6　 河　　　　 南 5 ．2 1 ．9 3 ．2 0 ．2 1 ．3

1 7　 湖　　　　 北 5 ．8 3 ．0 3 ．1 1 ．4 1 ．2

1 8　 湖　　　　 南 5 ．2 1 ．6 3 ．1 0 ．0 1 ．3

1 9　 広　　　　 東 7 ．2 5 ．3 3 ．2 3 ．6 1 ．3

2 0　 広　　　　 西 6 ．1 0 ．6 3 ．2 － 1 ．0 1 ．3

2 1 四　　　　 川 5 ．4 2 ．4 3 ．2 0 ．7 1 ．3

2 2　 貴　　　　 州 6 ．6 1 ．0 3 ．2 －0 ．6 1 ．3

2 3　 雲　　　　 南 6 ．5 1 ．6 3 ．1 0 ．0 1 ．2

2 4　 西　　　　 蔵 4 ．3 4 ．2 3 ．5 2 ．3 1 ．7

2 5　 映　　　　 西 6 ．5 2 ．6 3 ．2 0 ．9 1 ．4

2 6　 甘　　　　 粛 6 ．6 2 ．0 3 ．1 0 ．4 1 ．3

2 7　 青　　　　 海 6 ．3 0 ．5 3 ．1 － 1 ．2 1 ．3

2 8　 寧　　　　 夏 9 ．2 －0 ．4 3 ．2 －2 ． 1 1 ．4

2 9　 新　　　　 頭 4 ．8 1 ．6 3 ．2 0 ．0 1 ．4

中 国 計 5 ．8 2 ．4 3 ．1 0 ．8 1 ．3

1 アッサム 1 ．6 0 ．5 4 ．2 －1 ．1 2 ．0

2　 ピ ハール 2 ．9 4 ．2 3 ．8 2 ．4 1 ．8

地 域 別 3　 才リッサ －1 ．7 4 ． 1 3 ．8 2 ．5 1 ．8

4　 アンド ラ ・プ ラブ シ 6 ．4 4 ．7 4 ．4 2 ．9 2 ．3

5　 タミル・ハ ーゥ 7 ．3 4 ．2 4 ．3 2 ．5 2 ．2

6　 カルト タカ、ケララ 4 ．2 4 ．4 4 ．2 2 ．7 2 ． 1

ア　 マハラシュトラ、プ ア 5 ，5 4 ．6 4 ．3 2 ．8 2 ．2

8　 マグ ヤ ・ブ ラブ シ 8 ．3 4 ．9 4 ．3 3 ．1 2 ．2

9　 グ ジ ャラート 7 ．5 4 ．9 4 ．2 3 ．2 2 ． 1

1 0　 ラジ ャ；け ン 4 ．2 5 ．1 4 ．3 3 ．5 2 ．2

1 1 ウ抽 ・ブ ラブ シ 5 ．6 4 ．8 4 ．3 3 ．0 2 ．2

1 2　 用 アナ、ノド ンジ ャブ 1 0 ．4 5 ．3 4 ．3 3 ．5 2 ．2

1 3　 シャム　 カシミール 1 ．5 4 ．1 4 ．4 2 ．5 2 ．4

イ ン ド 計 5 ．3 4 ．5 4 ．2 2 ．7 2 ．1
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表4．3－1（4）　　　アジア地域のS Ox排出量地域別構成比　　　ケースA

（単 位 ： ％ ）

国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅲ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 5 ．5 6 8 ．6 6 2 ．5 6 0 ．1 6 2 ．6 6 0 ．6

2　 日　 本 1 4 ．0 3 ．9 3 ．2 2 ．4 3 ．3 2 ．5

3　 インド 9 ．0 1 0 ．6 1 2 ．4 1 3 ．2 1 2 ．4 1 3 ．0

4　 インド ネシア 1 ．1 1 ．7 2 ．0 2 ．3 2 ．1 2 ．4

5　 韓　 国 6 ．3 4 ．4 5 ．8 6 ．3 5 ．8 6 ．2

6　 北 朝 鮮 1 ．3 1 ．1 1 ．0 0 ．8 1 ．0 0 ．8

7　 台　 湾 3 ．3 2 ．1 4 ．6 5 ．9 4 ．6 5 ．8

8　 タ　 イ 1 ．2 2 ．1 2 ．1 2 ．9 2 ．0 2 ．8

9　 ガ ギ柑 ン 0 ．8 1 ．3 1 ．6 1 ．2 1 ．6 1 ．2

1 0　 フィリピ ン 4 ．4 1 ．3 1 ．2 1 ．2 1 ．2 1 ．1

1 1 マレーシア 1 ．1 0 ．9 1 ．1 1 ．2 1 ．1 1 ．2

1 2　 ガ ンブ ラブ シュ 0 ．2 0 ．2 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1

1 3　 ′ド トナム 0 ．2 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1

1 4　 香　 港 0 ．6 0 ．5 0 ．6 0 ．7 0 ．6 0 ．7

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．5 0 ．5 0 ．9 1 ．1 0 ．9 1 ．0

1 6　 封 ド ール 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

1 7　 ミャンマー 0 ．1 0 ．1 0 ．2 0 ．1 0 ．2 0 ．1

1 8　 スリランカ 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1

1 9　 アフガ ニ；け ン 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 0　 モンブ ル 0 ．2 0 ．3 0 ．3 0 ．2 0 ．3 0 ．2

2 1 ブ ルネイ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 2　 カンポ ジ ア 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 3　 ラオス 0 ．0

0 ．0

0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 4　 モルジ ブ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マカオ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 6　 ア ジ ア 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

中 国

1 北　　　　 京 1 ．6 1 ．4 2 ．1 2 ．1 2 ．1 2 ．1

2　 天　　　　 津 1 ．1 1 ．0 1 ．6 1 ．6 1 ．6 1 ．6

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 3 ．0 3 ．7 4 ．8 4 ．8 4 ．8 4 ．8

4　 山　　　　 西 2 ．2 2 ．9 3 ．5 3 ．5 3 ．5 3 ．5

5　 内　 蒙　 古 1 ．7 2 ．2 2 ．5 2 ．5 2 ．5 2 ．5

6　 遼　　　　 寧 3 ．1 3 ．4 5 ．0 4 ．9 5 ．0 4 ．9

7　 書　　　　 林 1 ．2 1 ．2 1 ．4 1 ．4 1 ．4 1 ．4

8　 黒　 龍　 江 1 ．8 2 ．0 2 ．5 2 ．5 2 ．5 2 ．4

9　 上　　　　 海 2 ．3 2 ．2 5 ．2 5 ．1 5 ．1 5 ．1

1 0　 江　　　　 蘇 4 ．0 5 ．5 1 0 ．3 1 0 ．3 1 0 ．3 1 0 ．3

1 1 漸　　　　 江 1 ．0 1 ．4 3 ．1 3 ．1 3 ．1 3 ．1

1 2　 安　　　　 徽 1 ．2 1 ．7 2 ．7 2 ．7 2 ．7 2 ．7

1 3　 福　　　　 建 0 ．6 0 ．8 1 ．3 1 ．3 1 ．3 1 ．3

1 4　 江　　　　 西 1 ．1 1 ．6 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0

1 5　 山　　　　 東 5 ．0 6 ．8 8 ．9 8 ．9 8 ．8 8 ．8

1 6　 河　　　　 南 2 ．9 3 ．4 4 ．6 4 ．6 4 ．5 4 ．6

1 7　 湖　　　　 北 1 ．6 2 ．0 3 ．1 3 ．0 3 ．1 3 ．1

1 8　 湖　　　　 南 1 ．6 1 ．9 2 ．5 2 ．5 2 ．5 2 ．5

1 9　 広　　　　 東 1 ．2 1 ．8 3 ．8 3 ．8 3 ．8 3 ．8

2 0　 広　　　　 西 1 ．2 1 ．6 1 ．8 1 ．8 1 ．8 1 ．8

2 1 四　　　　 川 7 ．4 8 ．8 1 2 ．8 1 2 ．8 1 2 ．8 1 2 ．9

2 2　 貴　　　　 州 1 ．9 2 ．6 3 ．1 3 ．1 3 ．1 3 ．2

2 3　 雲　　　　 南 1 ．9 2 ．6 3 ．4 3 ．4 3 ．4 3 ．4

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 快　　　　 西 2 ．6 3 ．5 5 ．2 5 ．2 5 ．2 5 ．2

2 6　 甘　　　　 粛 0 ．7 0 ．9 1 ．3 1 ．3 1 ．3 1 ．3

2 7　 青　　　　 海 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2

2 8　 寧　　　　 夏 0 ．4 0 ．7 0 ．7 0 ．7 0 ．7 0 ．7

2 9　 新　　　　 癌 0 ．6 0 ．7 0 ．9 0 ．9 0 ．9 1 ．0

中 国 計 5 5 ．5 6 8 ．6 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1 アッサム 0 ．5 0 ．4 2 ．3 2 ．3 2 ．4 2 ．3

2　 ピ バール 2 ．1 1 ．8 1 6 ．7 1 6 ．1 1 6 ．6 1 6 ．1

地 域 別 3　 才リッサ 0 ．4 0 ．2 1 ．6 1 ．6 1 ．7 1 ．6

4　 アンド ラ・プ ラブ シ 0 ．5 0 ．7 6 ．9 7 ．0 6 ．9 7 ．0

5　 タミル・ナド ゥ 0 ．7 1 ．0 8 ．9 8 ．9 8 ．9 9 ．0

6　 カルト タカ、ケララ 0 ．4 0 ．5 4 ．3 4 ．3 4 ．4 4 ．4

7　 マバラシュトラ、プ ア 1 ．4 1 ．7 1 5 ．9 1 6 ．1 1 5 ．8 1 6 ．0

8　 マブ ヤ・ブ ラブ シ 0 ．5 0 ．9 8 ．8 8 ．8 8 ．7 8 ．8

9　 グ ジ ャラ胃ト 0 ．8 1 ．2 1 2 ．1 1 2 ．0 1 2 ．1 1 2 ．1

1 0　 ラジ ャスタン 0 ．4 0 ．4 3 ．7 3 ．8 3 ．8 3 ．8

1 1 ウタル・ブ ラブ シ 1 ．0 1 ．2 1 1 ．6 1 1 ．7 1 1 ．5 1 1 ．7

1 2　 バリアナ、ガ ンジ ャブ 0 ．3 0 ．7 7 ．0 7 ．0 6 ．9 7 ．0

1 3　 シャム　 カシミール 0 ．0 0 ．0 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3

イ ン ド 計 9 ．0 1 0 ．6 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
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表4．3－2（1）　　アジア地域のSOx排出量　　　ケースB（対策普及）

（単位：1000t／年）
国 名 実　 棟 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス 丑 （技 術 進 歩 ）

19 7 5 年 19 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 10 ．16 8 1 9 ，9 5 4 2 7 ．2 1 5 3 6 ，7 0 0 2 2 ，0 4 5 2 4 ，9 4 9

2　 日　 本 2 ．5 6 9 1 ．1 4 1 1，4 0 6 1 ．49 5 1 ，1 6 0 1 ，0 5 5

3　インド 1 ，6 5 1 3 ．06 8 5 ．4 2 8 8 ．16 3 4 ．3 6 0 5 ，3 6 4

4　インド ネシア 20 0 4 8 4 8 8 6 1 ，2 1 4 7 3 6 8 2 4

5　 韓　 国 1 ，15 9 1 ．2 9 2 1，6 6 9 2 ．5 2 9 1，3 4 1 1．6 8 3

6　 北 朝 鮮 23 4 3 3 2 4 5 0 5 0 4 3 5 9 3 2 8

7　 台　 湾 60 8 6 0 3 1，1 2 3 1 ．7 9 5 9 0 1 1．2 1 0

8　タ　 イ 2 2 4 6 1 0 4 4 5 6 9 9 3 5 7 4 5 9

9　ガ キスタン 1 4 8 3 8 1 6 1 7 4 8 8 4 9 3 3 1 9

1 0　フィリピ ン 80 6 3 7 0 2 8 2 3 8 5 2 2 6 2 5 2

1 1 マレーシア 19 3 2 6 2 3 2 7 4 7 5 2 6 2 3 1 9

1 2　ガ ンブ ラブ シュ 3 9 4 9 4 6 3 6 3 8 2 5

1 3　ダ トナム 4 0 3 9 5 6 6 0 4 6 3 9

1 4　 香　 港 10 9 1 5 0 2 5 1 4 1 2 2 0 2 2 7 3

1 5　シンガ ポ ール 8 4 1 5 5 2 6 2 3 5 8 2 1 0 2 3 4

1 6　ネパ ール 4 1 1 1 4 ．3 1 9 1 4 ．0 1 8 ．1

1 7　ミャンマー 17 3 0 6 6 ．0 5 3 5 3 ．2 3 5 ．4

1 8　 スリランカ 2 2 2 8 3 2 ．8 3 2 2 6 ．4 2 1 ．2

1 9　 アフガ ニ；け ン 8 1 1 9 ．3 9 7 ．9 7 ．1

2 0　 モンブ ル 39 1 0 0 1 1 4 ．8 1 5 3 9 0 ．1 8 1 ．1

2 1 ブ ルネイ 0 ．4 1 ．1 2 ．3 3 1 ．8 1 ．7

2 2　かンポ ジ ア 1 ．2 2 ．9 4．3 4 3 ．7 3 ．5

2 3　ラオス 1 ．3

0 ．9

1 ．7 3 ．7 4 3 ．2 3 ．3

2 4　モルジ ブ 0 ．3 1．5 2 1 ．2 1 ．2

2 5　マかl 8 ．4 7 ．7 8 6 ．1 5 ．4

2 6　 ア ジ ア 言十 18 ，3 2 7 2 9 ，0 8 4 4 0 ．7 1 9 5 5 ．5 9 9 3 2 ．9 4 3 3 7 ，5 1 1

中 国

1 北　　　　 京 2 9 5 4 1 5 5 6 6 7 6 7 4 5 9 5 1 9

2　 天　　　　 津 2 0 9 2 9 3 4 3 3 5 8 5 3 5 1 3 9 5

地 域 別

イ　ン ド

3　 河　　　　 北 5 5 9 1，0 6 3 1 ，3 0 8 1 ．7 8 5 1．0 5 3 1，2 0 1

4　 山　　　　 西 4 0 0 8 3 6 9 6 7 1 ．3 1 8 7 7 6 8 8 5

5　 内　 蒙　 古 3 0 6 6 5 0 6 8 9 9 4 1 5 5 4 6 3 2

6　 遼　　　　 寧 5 6 9 9 9 6 1．3 5 4 1 ，8 3 0 1．0 9 4 1．2 3 5

7　 書　　　　 林 2 16 3 5 2 3 7 9 5 1 6 3 0 7 3 4 9

8　 無　 能　 江 33 6 5 8 2 6 7 2 9 1 4 5 4 1 6 1 5

9　 上　　　　 海 42 9 6 5 2 1．4 0 3 1 ．8 8 0 1．13 3 1．2 7 3

1 0　 江．　　　 蘇 7 3 7 1 ．6 0 4 2 ．8 0 3 3 ．8 3 8 2 ，2 6 5 2 ，5 8 9

1 1 斬　　　　 江 17 4 4 1 4 8 4 4 1 ．1 4 8 6 8 3 7 7 9

1 2　 安　　　　 徽 22 4 5 0 1 7 3 0 9 9 3 5 8 8 6 6 8

1 3　 福　　　　 建 1 17 2 4 5 3 5 5 4 8 2 2 8 8 3 2 7

1 4　江　　　　 西 20 6 4 5 4 5 4 8 7 4 4 4 4 3 5 0 4

1 5　山　　　　 東 9 18 1，9 7 1 2 ，4 2 0 3 ．3 1 3 1，9 4 2 2 ，2 2 3

1 6　 河　　　　 南 5 3 6 9 8 0 1 ．2 4 5 1 ．7 0 1 1．0 0 5 1，1 4 6

1 7　 湖　　　　 北 29 1 5 7 2 8 3 6 1 ，1 3 0 6 8 2 7 6 8

1 8　 湖　　　　 南 2 9 8 5 5 0 6 7 0 9 0 7 5 4 6 6 1 8

1 9　 広　　　　 東 2 2 9 5 2 6 1 ．0 2 9 1 ．3 9 7 8 3 3 9 4 8

2 0　 広　　　　 西 2 2 6 4 5 7 4 8 9 6 3 4 4 0 0 4 4 3

2 1 四　　　　 川 1 ．3 6 4 2 ．5 7 3 3 ．4 3 3 4 ，4 6 9 2 ．8 1 7 3 ．1 3 2

2 2　貴　　　　 州 34 9 7 5 0 8 4 3 1 ，1 1 0 6 9 1 7 7 3

2 3　雲　　　　 南 35 1 7 4 6 9 0 7 1 ．16 3 7 4 6 8 1 6

2 4　 西　　　　 蔵 1 2 3 5 3 3

2 5　 陳　　　　 西 4 7 9 1，0 1 5 1 ．4 1 7 1 ，9 4 1 1 ．1 4 0 1 ．3 0 4

2 6　 甘　　　　 粛 12 6 2 7 0 3 5 0 4 7 5 2 8 4 3 2 1

2 7　 青　　　　 海 2 8 5 9 6 3 8 6 5 1 5 8

2 8　 寧　　　　 夏 7 5 2 1 4 2 0 3 2 7 8 1 6 2 1 8 6

2 9　 新　　　　 頭 1 19 2 1 0 2 5 7 3 5 3 2 0 9 2 3 9

中 国 計 10 ．16 8 1 9 ，9 5 4 2 7 ，2 1 5 3 6 ，70 0 2 2 ．0 4 5 2 4．9 4 9

1 アッサム 9 9 1 2 0 1 2 5 1 7 9 1 0 2 1 2 1

2　ビ バ胃ル 3 7 6 5 3 2 9 0 7 1，3 1 7 7 2 3 8 6 3

地 域 別 3　才リッサ 6 5 5 3 8 g 1 3 0 7 2 8 6

4　アンド ラ・プ ラブ シ 9 9 2 0 7 3 7 4 5 7 2 3 0 1 3 7 7

5　タミル・ナド ゥ 12 2 2 8 3 4 8 1 7 3 1 3 8 9 4 8 2

6　カルト タカ、ケララ 8 1 1 3 4 2 3 4 3 5 2 1 9 0 2 3 4

ア　マバラシュトラ、プ ア 2 5 6 4 8 4 8 6 4 1．3 1 4 6 9 1 8 5 8

8　マグ ヤ・ブ ラブ シ 9 8 2 5 6 4 7 7 7 2 3 3 7 9 4 7 1

9　グ ジ ャラート 1 4 7 3 5 1 6 5 5 9 8 5 5 2 9 6 4 9

1 0　ラジ ャスタン 6 4 1 0 6 2 0 3 3 0 9 1 6 6 2 0 6

1 1 ウタル・ブ ラブ シ 1 7 7 3 4 1 6 2 7 9 5 5 5 0 3 6 2 6

1 2 J川 アナ、ガ ンジ ャブ 59 1 9 4 3 7 8 5 7 3 3 0 3 3 7 6

1 3　シャム　カシミール 8 9 1 5 2 3 1 3 1 6

イ　 ン ド 計 1 ，6 5 1 3 ，06 8 5 ．4 2 8 8 ．1 6 3 4 ．3 6 0 5 ，3 6 4
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表4・3－2（2）　　アジア地域のSOx排出量伸び　ケースB（対策普及）

（19 8 7 年 ＝1．0 0 ）

国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

19 7 5 年 19 8 7 2 0 0 0 20 1 0 2 0 0 0 2 0 10

国 別

1 中　 国 0 ．5 1 1．0 0 1．3 6 1 ．8 4 1 ．10 1．2 5

2　日　　 本 2 ．2 5 1．0 0 1．2 3 1 ．3 1 1 ．0 2 0 ．9 2

3　インド 0 ．5 4 1．0 0 L 7 7 2 ．6 6 1 ．4 2 1 ．7 5

4　インド ネシア 0 ．4 1 1．0 0 1．8 3 2 ．5 1 1 ．5 2 1 ．7 0

5　韓　 国 0 ．9 0 1．0 0 1．2 9 1 ．9 6 1 ．0 4 1．3 0

6　北 朝 鮮 0 ．7 0 1．0 0 1．3 5 1 ．5 2 1．0 8 0 ．9 9

7　台　 湾 1．0 1 1．0 0 1．8 6 2 ．9 7 1．4 9 2 ．0 0

8　タ　 イ 0 ．3 7 1．0 0 0 ．7 3 1 ．1 4 0 ．5 8 0 ．7 5

9　ガ ギ柑 ン 0 ．3 9 1．0 0 1．6 2 1 ．2 8 1 ．3 0 0 ．8 4

10　フィリピ ン 2 ．18 1．0 0 0 ．7 6 1 ．04 0 ．6 1 0 ．6 8

1 1 マレ シ7 0 ．7 4 1．0 0 1．2 5 1 ．8 1 1 ．0 0 1 ．2 2
1 2 ／ドング ラブ シュ 0 ．8 1 1．0 0 0 ．9 4 0 ．7 4 0 ．7 7 0 ．5 2

13　ゼ トナム 1．0 4 1．0 0 1．4 5 1 ．5 5 1 ．1 8 L O O

1 4　香　 港 0 ．7 3 l．0 0 1．6 8 2 ．7 5 1 ．3 5 1 ．8 2

15　シンガ ポ ール 0 ．5 5 1．0 0 1．7 0 2 ．3 1 1 ．3 6 1 ．5 1
16　ネガ ール 0 ．3 4 1．0 0 1．3 0 1 ．7 0 1 ．2 8 1 ．6 5

1 7　ミャンマー 0 ．5 8 1．0 0 2 ．2 1 1 ．7 8 1 ．7 8 1 ．1 9

18　スリランカ 0 ．7 9 l．0 0 1 ．17 1．13 0 ．9 4 0 ．7 5

19　アフガ ニスタン 0 ．7 6 l．0 0 0 ．8 7 0 ．8 6 0 ．7 4 0 ．6 6

2 0　モンブ ル 0 ．3 9 1．0 0 1 ．1 4 1．5 3 0 ．9 0 0 ．8 1

2 1 ブ ルネイ 0　3 6 主 0 0 2 ．0 9 2 ．3 7 1．6 4 1 ．5 5

2 2　カンド ジ ア 0 ．4 1 1 ．0 0 1 ．4 9 1．5 2 1．2 8 1 ．2 1

2 3　ラオス 0 ．7 7 1 ．0 0 2．18 2 ．4 2 1．8 9 1．9 4

2 4　モルジ ブ 0 ．00 1 ．0 0 5 ．0 1 6 ．0 1 4 ．0 1 4 ．0 1

2 5　マかオ 0 ．1 1 1 ．0 0 0 ．9 2 1 ．0 0 0 ．7 3 0 ．6 4

2 6　ア ジ ア 計 0 ．6 3 1 ，00 1 ．4 0 1 ．9 1 1 ．1 3 1．2 9

中 国

1 北　　　　 京 0．7 1 1．0 0 1．3 6 1 ．8 5 1 ∴‖ 1．2 5

2　天　　　　 津 0 ．7 1 1．0 0 1．48 2 ．0 0 1 ．2 0 1．3 5

地 域 別

イ　ン ド

3　河　　　　 北 0 ．53 1．0 0 1．23 1．6 8 0 ．9 9 1 ．1 3

4　山　　　　 西 0 ．48 1．0 0 1．16 1 ．5 8 0 ．9 3 1．0 6

5　内　 蒙　 古 0 ．4 7 1 ．0 0 1 ．0 6 1 ．45 0 ．8 5 0 ．9 7

6　遼　　　　 寧 0 ．5 7 1．0 0 1．36 1．の 1．1 0 1 ．2 4

7　書　　　　 林 0 ．6 1 1．0 0 1．0 8 1 ．47 0 ．8 7 0 ．9 9

8　黒　 龍　 江 0 ．5 8 1 ．0 0 1 ．1 5 1 ．57 0 ．9 3 1 ．0 6

9　上　　　　 海 0 ．6 6 1 ．0 0 2 ．1 5 2 ．89 1 ．7 4 1．9 5

1 0　江　　　　 蘇 0 ．4 6 1 ．00 1 ．7 5 2 ．3 9 1 ．4 1 1．6 1

I l 漸　　　　 江 0 ．4 2 1 ．0 0 2 ．0 4 2 ．7 7 L 6 5 1 ．8 8

1 2　安　　　　 徴 0 ．4 5 1 ．0 0 1 ．4 6 1 ．9 8 1 ．1 7 1．3 4

1 3　福　　　　 建 0 ．4 8 1．00 1 ．4 5 1 ．9 6 1 ．1 7 1．3 3

1 4　江　　　　 西 0 ．4 5 1．0 0 1 ．2 1 1 ．6 4 0 ．9 8 1．1 1

1 5　山　　　　 東 0 ．4 7 1．0 0 1 ．2 3 1．6 8 0 ．9 9 1．13

1 6　河　　　　 南 0 ．5 5 1．0 0 1 ．2 7 1．7 3 1 ．0 2 1．17

1 7　湖　　　　 北 0 ．5 1 1．0 0 1 ．4 （； 1．9 8 1．19 1．3 4

18　湖　　　　 南 0 ．5 4 1．0 0 1．2 2 1．6 5 0 ．9 9 1．13

19　広　　　　 東 0 ．4 3 1．0 0 1．9 5 2 ．6 5 1．5 8 1．8 0

2 0　広　　　　 西 0 ．4 9 1．0 0 1．0 7 1．3 9 0 ．8 7 0 ．9 7

2 1 四　　　　 川 0 ．5 3 1．0 0 1．3 3 1．7 4 1．10 1．2 2

2 2　貴　　　　 州 0 ．4 6 1．0 0 1．12 1．4 8 0 ．9 2 1．0 3

2 3　雲　　　　 南 0 ．4 7 1．0 0 1．2 2 1．5 6 1．0 0 1 ．0 9

2 4　西　　　　 蔵 0 ．6 0 1．0 0 1．7 0 2 ．4 0 1．3 5 1．6 0

2 5　快　　　　 西 0 ．4 7 1．0 0 1．4 0 1．9 1 l．12 1．2 8

2 6　甘　　　　 粛 0 ．4 7 1．0 0 1 ．2 9 1．7 6 1 ．0 5 1．19

2 7　青　　　　 海 0 ．4 8 1．0 0 1 ．0 6 1．4 5 0 ．8 6 0 ．9 8

2 8　寧　　　　 夏 0 ．3 5 1．0 0 0 ．9 5 1．3 0 0 ．7 5 0 ．8 7

2 9　新　　　　 調 0 ．5 7 1．0 0 1．2 3 1．6 8 1．0 0 1 ．14

中 国 計 0 ．5 1 1．0 0 1 ．3 6 1．8 4 1．10 1．2 5

1 アッサム 0 ．8 2 1．0 0 1 ．0 4 1．4 9 0 ．8 5 1．0 1

2　ピ ハール 0 ．7 1 l．0 0 1 ．7 0 2 ．4 7 1 ．3 6 1．6 2

地 域 別 3　オリッサ 1．2 3 1．0 0 l．6 9 2 ．4 6 1 ．3 7 1．6 4
4　アンド ラ・プ ラダ シ 0 ．4 8 1．0 0 1 ．8 1 2 ．円 1．4 6 1．8 2

5　タミル・ナド ゥ 0 ．4 3 1．0 0 1．7 0 2 ．5 8 1．3 7 1．7 0

6　カルト タカ、ケララ 0 ．6 1 1．0 0 1 ．7 5 2 ．6 3 1．4 2 1．7 5

7　マバラシュトラ、プ ア 0 ．5 3 1．0 0 1 ．7 9 2 ．7 2 1．4 3 1．7 7

8　マグ ヤ・ブ ラブ シ 0 ．3 8 1．0 0 1．8 6 2 ．8 3 1．4 8 1．8 4

9　グ ジ ャラート 0 ．4 2 1．0 0 1 ．8 7 2 ．8 1 1．5 1 1．8 5

1 0　ラジ ャスタン 0 ．6 1 L O O 1 ．9 2 2 ．9 2 1 ．5 7 1 ．9 5

1 1 ウケル・プ ラブ シ 0 ．5 2 1．0 0 1 ．8 4 2 ．8 0 1 ．4 7 1 ．8 4

1 2　ハリ門 、ガ ンジ ャブ 0 ．3 1 1 ．00 1 ．9 5 2 ．9 5 1 ．5 6 1 ．9 4

13　シャム　カシミール 0 ．8 4 1 ．00 1 ．6 7 2 ．5 7 1．3 8 1 ．7 4

イ　ン ド計 0 ．5 4 1 ．00 1．7 7 2 ．66 1．4 2 1 ．75
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表4．3－2（3）　　　アジア地域のS Ox排出量年平均伸び率
ケースB

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 1 9 8 7 2 0 0 0 ・

－ 1 9 8 7 －2 0 0 0 －2 0 1 0 － 2 0 0 0 －2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 ．8 2 ．4 3 ．0 0 ．8 1 ．2

2　 日　 本 －6 ．5 1 ．6 0 ．6 0 ．1 －0 ．9

3　 インド 5 ．3 4 ．5 4 ．2 2 ．7 2 ．1

4　 イン ド ネシア 7 ．6 4 ． 8 3 ．2 3 ．3 1 ．1

5　 韓　 国 0 ．9 2 ．0 4 ．2 0 ．3 2 ．3

6　 北 朝 鮮 3 ．0 2 ．4 1 ．2 0 ．6 －0 ．9

7　 台　 湾 －0 ．1 4 ．9 有 8 3 ．1 3 ．0

8　 タ　 イ 8 ．7 －2 ．4 4 ．6 －4 ．1 2 ．6

9　 ガ ギ 村 ン 8 ．2 3 ．8 －2 ．3 2 ．0 －4 ．3

1 0　 フ ィリ ピ ン －6 ．3 －2 ．1 3 ．2 －3 ．7 1 ． 1

1 1 マ レー シア 2 ．6 1 ．7 3 ．8 0 ．0 2 ．0

1 2　 バ ンブ ラブ シュ 1 ．8 －0 ．5 －2 ．4 －2 ．0 －3 ．8

1 3　 ゼ トナム －0 ．3 2 ．9 0 ．7 1 ．3 － 1 ．6

1 4　 香　 港 2 ．7 4 ．1 5 ． 1 2 ．3 3 ．0

1 5　 シンガ ポ ール 5 ．2 4 ．2 3 ． 1 2 ．4 1 ． 1

1 6　 ネハ。－ル 9 ．5 2 ． 1 2 ．7 1 ．9 2 ．6

1 7　 ミャンマー 4 ．6 6 ．3 －2 ． 1 4 ．5 － 4 ．0

1 8　 スリランカ 2 ．0 1 ．2 －0 ．3 －0 ．5 －2 ．2

1 9　 アフガ ニス タン 2 ．3 －1 ． 1 －0 ． 1 －2 ．3 － 1 ．1

2 0　 モンブ ル 8 ．3 1 ．0 2 ．9 －0 ．8 －1 ．0

2 1 ブ 1日 イ 8 ．8 5 ．9 1 ．2 3 ．9 － 0 ．6

2 2　 カン ポ ジ ア 7 ．6 3 ．1 0 ．2 1 ．9 －0 ．6

2 3　 ラオス 2 ．3

2 0 ．4

6 ．2 1 ．0 5 ．0 0 ．3

2 4　 用 ジ ブ 1 3 ．2 1 ．8 1 1 ．3 0 ．0

2 5　 マカオ －0 ．7 0 ．9 －2 ．4 －1 ．2

2 6　 ア ジ ア 討 3 ．9 2 ．6 3 ．2 1 ．0 1 ．3

中 国

1 北　　　　 京 2 ．9 2 ．4 3 ．1 0 ．8 1 ．2

2　 天　　　　 津 2 ．9 3 ． 1 3 ．0 1 ．4 1 ．2

地 域 別

イ ン ド

3　 河　　　　 北 5 ．5 1 ．6 3 ．2 －0 ．1 1 ．3

4　 山　　　　 西 6 ．3 1 ． 1 3 ， 1 －0 ．6 1 ．3

5　 内　 蒙　 古 6 ．5 0 ．5 3 ．2 －1 ．2 1 ．3

6　 遼　　　　 寧 4 ．8 2 ．4 3 ． 1 0 ．7 1 ．2

7　 書　　　　 林 4 ．1 0 ．6 3 ．1 －1 ．1 1 ．3

8　 異　 能　 江 4 ．7 1 ． 1 3 ． 1 －0 ．5 1 ．3

9　 上　　　　 海 3 ．5 6 ．1 3 ．0 4 ．3 1 ．2

1 0　 江　　　　 蘇 6 ．7 4 ．4 3 ．2 2 ．7 1 ．3

1 1 漸　　　　 江 7 ．5 5 ．6 3 ． 1 3 ．9 1 ．3

1 2　 安　　　　 徽 6 ．9 2 ．9 3 ． 1 1 ．2 1 ．3

1 3　 福　　　　 建 6 ．3 2 ．9 3 ． 1 1 ．2 1 ．3

1 4　 江　　　　 西 6 ．8 1 ．5 3 ． 1 －0 ．2 1 ．3

1 5　 山　　　　 東 6 ．6 1 ．6 3 ．2 胃0 ．1 1 ．4

1 6　 河　　　　 南 5 ．2 1 ．9 3 ．2 0 ．2 1 ．3

1 7　 湖　　　　 北 5 ．8 3 ．0 3 ． 1 1 ．4 1 ．2

1 8　 湖　　　　 南 5 ．2 1 ．5 3 ． 1 0 ．0 1 ．2

1 9　 広　　　　 東 7 ．2 5 ．3 3 ． 1 3 ．6 1 ．3

2 0　 広　　　　 西 6 ．1 0 ．5 2 ．6 － 1 ．0 1 ．0

2 1 四　　　　 川 5 ．4 2 ．2 2 ．7 0 ．7 1 ． 1

2 2　 貴　　　　 州 6 ．6 0 ．9 2 ．8 －0 ．6 1 ． 1

2 3　 雲　　　　 南 6 ．5 1 ．5 2 ．5 0 ．0 0 ．9

2 4　 西　　　　 蔵 4 ．3 4 ．2 3 ．5 2 ．3 1 ．7

2 5　 挟　　　　 西 6 ．5 2 ．6 3 ．2 0 ．9 1 ．4

2 6　 甘　　　　 粛 6 ．6 2 ．0 3 ． 1 0 ．4 1 ．3

2 7　 青　　　　 海 6 ．3 0 ．5 3 ． 1 l l 、2 1 、3

2 8　 寧　　　　 夏 9 ．2 －0 ．4 3 ．2 －2 ． 1 1 ．4

2 9　 新　　　　 調 有 8 1 ．6 3 ．2 0 ．0 1 ．4

中 国 計 5 ．8 2 ．4 3 ．0 0 ．8 1 ．2

1 ア ッサム 1 ．6 0 ．3 3 ．7 － 1 ．2 1 ．7

2　 ピ ハール 2 ．9 4 ．2 3 ．8 2 ．4 1 ．8

地 域 別 3　 才 リッサ －1 ．7 4 ． 1 3 ．8 2 ．5 1 ．8

4　 アンド ラ・プ ラブ シ 6 ．4 4 ．7 4 ．4 2 ．9 2 ．3

5　 タ ミル ・ナド ゥ 7 ．3 4 ．2 4 ．3 2 ．5 2 ．2

6　 胼 ナ一夕か、ケララ 4 ．2 4 ．4 4 ．2 2 ．7 2 ．1

ア　 マ バラシュトラ、プ ア 5 ．5 4 ．6 4 ．3 2 ．8 2 ．2

8　 マ グ ヤ ・ブ ラブ シ 8 ．3 4 ．9 4 ．3 3 ． 1 2 ．2

9　 グ ジ ャラート 7 ．5 4 ．9 4 ．2 3 ．2 2 」

1 0　 ラ ジ ャスタン 4 ．2 5 ． 1 4 ．3 3 ．5 2 ．2

1 1 ウ川 ・ブ ラブ シ 5 ．6 4 ．8 4 ．3 3 ．0 2 ．2

l Z　 n リアナ、ガ ンジ ャブ 1 0 ．4 5　 3 4 ．3 3 ．5 2 ．2

1 3　 シャム　 カシト ル 1 ．5 4 ．0 4 ．4 2 ．5 2 ．4

イ　 ン ド 計 5 ．3 4 ．5 4 ．2 2 ．7 2 ．1
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表4．3－2（4）　　　アジア地域のS Ox排出量地域別構成比　　　ケースB

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅲ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

匡 目 刺

l 中　 国 5 5 ．5 6 8 ．6 6 6 ．8 6 6 ．0 6 6 ．9 6 6 ．5

2　 日　 本 1 4 ．0 3 ．9 3 ．5 2 ．7 3 ．5 2 ．8

3　 インド 9 ．0 1 0 ．6 1 3 ．3 1 4 ．7 1 3 ．2 1 4 ．3

4　 インド ネシア 1 ． 1 1 ．7 2 ．2 2 ．2 2 ．2 2 ．2

5　 韓　 国 6 ．3 4 ．4 4 ．1 4 ．5 4 ．1 4 ．5

6　 北 朝 鮮 1 ．3 1 ． 1 1 ．1 0 ．9 1 ．1 0 ．9

7　 台　 湾 3 ．3 2 ． 1 2 ．8 3 ．2 2 ．7 3 ．2

8　 タ　 イ 1 ．2 2 ． 1 1 ．1 1 ．3 1 ．1 1 ．2

9　 ガ ギ柑 ン 0 ．8 1 ．3 1 ．5 0 ．9 1 ．5 0 ．9

1 0　 フィリピ ン 4 ．4 1 ．3 0 ．7 0 ．7 0 ．7 0 ．7

1 1 マレ シア 1 ．1 0 ．9 0 ．8 0 ．9 0 ．8 0 ．9

1 2　 ガ ンブ ラブ シュ 0 ．2 0 ．2 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1

1 3　 ゼ トナム 0 ．2 0 ． 1 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1

1 4　 香　 港 0 ．6 0 ．5 0 ．6 0 ．7 0 ．6 0 ．7

1 5　 シンガ ポ 胃ル 0 ．5 0 ．5 0 ．6 0 ．6 0 ．6 0 ．6

1 6　 ネガ 胃ル 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

1 7　 ミャンマー 0 ．1 0 ． 1 0 ．2 0 ．1 0 ．2 0 ．1

1 8　 スリランカ 0 ， 1 0 ． 1 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1

1 9　 アフガ ニスタン 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 0　 モンブ ル 0 ．2 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．2

2 1 ブ ルネイ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 2　 かンポ ジ ア 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 こ0 0 ．0

2 3　 ラオス 0 ．0

0 ．0

0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 4　 用 ジ ブ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マカオ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 6　 ア ジ ア 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

中 国

1 北　　　　 京 2 ．9 2 ． 1 2 ． 1 2 ． 1 2 ． 1 2 ． 1

2　 天　　　　 津 2 ． 1 1 ．5 1 ．6 1 ．6 1 ．6 1 ．6

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 5 ．5 5 ．3 4 ．8 4 ．9 4 ．8 4 ．8

4　 山　　　　 西 3 ．9 4 ．2 3 ．6 3 ．6 3 ．5 3 ．5

5　 内　 蒙　 古 3 ．0 3 ．3 2 ．5 2 ．6 2 ．5 2 ．5

6　 遼　　　　 寧 5 ．6 5 ．0 5 ．0 5 ．0 5 ．0 4 ．9

7　 書　　　　 林 2 ． 1 1 ．8 1 ．4 1 ．4 1 ．4 1 ．4

8　 黒　 龍　 江 3 ．3 2 ．9 2 ．5 2 ．5 2 ．5 2 ．5

9　 上　　　　 海 4 ．2 3 ．3 5 ．2 5 ． 1 5 ． 1 5 ． 1

1 0　 江　　　　 蘇 7 ．3 8 ．0 1 0 ．3 1 0 ．5 1 0 ．3 1 0 ．4

1 1 斬　　　　 江 1 ．7 2 ． 1 3 ．1 3 ． 1 3 ． 1 3 ． 1

1 2　 安　　　　 徽 2 ．2 2 ．5 2 ．7 2 ．7 2 ．7 2 ．7

1 3　 福　　　　 建 1 ．2 1 ．2 1 ．3 l ．3 1 ．3 1 ．3

1 4　 江　　　　 西 2 ．0 2 ．3 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0

1 5　 山　　　　 東 9 ．0 9 ．9 8 ．9 9 ．0 8 ．8 8 ．9

1 6　 河　　　　 南 5 ．3 4 ．9 4 ．6 4 ．6 4 ．6 4 ．6

1 7　 湖　　　　 北 2 ．9 2　 9 3 ．1 3 ．1 3 ． 1 3 ． 1

1 8　 湖　　　　 南 2 ．9 2 ．8 2 ．5 2 ．5 2 ．5 2 ．5

1 9　 広　　　　 東 2 ．3 2 ．6 3 ．8 3 ．8 3 ．8 3 ．8

2 0　 広　　　　 西 2 ．2 2 ．3 1 ．8 1 ．7 1 ．8 1 ．8

2 1 四　　　　 川 1 3 ．4 1 2 ．9 1 2 ．6 1 2 ．2 1 2 ．8 1 2 ．6

2 2　 貴　　　　 州 3 ．4 3 ．8 3 ．1 3 ．0 3 ．1 3 ．1

2 3　 雲　　　　 南 3 ．5 3 ．7 3 ．3 3 ．2 3 ．4 3 ．3

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 快　　　　 西 4 ．7 5 ．1 5 ．2 5 ．3 5 ．2 5 ．2

2 6　 甘　　　　 粛 1 ．2 1 ．4 1 ．3 1 ．3 1 ．3 1 ．3

2 7　 青　　　　 海 0 ．3 0 ．3 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2

2 8　 寧　　　　 夏 0 ．7 1 ．1 0 ．7 0 ．8 0 ．7 0 ．7

2 9　 新　　　　 譜 1 ．2 1 ．1 0 ．9 1 ．0 0 ．9 1 ．0

中 国 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1 アッサム 6 ．0 3 ．9 2 ．3 2 ．2 2 ．3 2 ．3

2　 ピ バール 2 2 ．8 1 7 ．3 1 6 ．7 1 6 ．1 1 6 ．6 1 6 ．1

地 域 別 3　 才リッサ 3 ．9 1 ．7 1 ．6 1 ．6 1 ．7 1 ．6

4　 アン ド ラ ・ブ ラブ シ 6 ．0 6 ．7 6 ．9 7 ．0 6 ．9 7 ．0

5　 タミル ・ナ ド ゥ 7 ．4 9 ．2 8 ．9 9 ．0 8 ．9 9 ．0

6　 胼 ナ一夕か、ケララ 4 ．9 4 ．4 4 ．3 4 ．3 4 ．4 4 ．4

7　 マハラシュ トラ、プ ア 1 5 ．5 1 5 ．8 1 5 ．9 1 6 ．1 1 5 ．9 1 6 ．0

8　 マブ ヤ ・ブ ラブ シ 5 ．9 8 ．3 8 ．8 8 ．9 8 ．7 8 ．8

9　 グ ジ ャラー ト 8 ．9 1 1 ．4 1 2 ．1 1 2 ．1 1 2 ．1 1 2 ．1

1 0　 ラジ ャ；け ン 3 ．9 3 ．5 3 ．7 3 ．8 3 ．8 3 ．8

1 1 ウケル ・ブ ラブ シ 1 0 ．7 1 1 ．1 1 1 ．6 1 1 ．7 1 1 ．5 1 1 ．7

1 2　 バリアナ、ガ ンジ ャブ 3 ．6 6 ．3 7 ．0 7 ．0 6 ．9 7 ．0

1 3　 シャム　 カシミール 0 ．5 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3

イ　 ン ド 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
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衰4．3－3（1）　　　アジア地域のS Ox排出量　　　　ケースC（日本並）

（単位：1000t／年）
国 名 実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅲ （技 術 進 歩 ）

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 10 ．16 8 1 9 ，9 5 4 4 ．9 5 4 5 ．5 9 2

2　 日　 本 2 ．5 6 9 1．14 1 1．16 0 1，0 5 5

3　インド 1．6 5 1 3 ．0 6 8 1，3 2 3 1，6 6 3

4　インド ネシア 2 0 0 4 8 4 2 3 5 3 1 0

5　韓　 国 1，15 9 1，2 9 2 9 8 2 1，2 3 9

6　北 朝 鮮 2 3 4 3 3 2 4 6 4 4

7　 台　 湾 6 0 8 6 0 3 3 5 7 4 9 7

8　タ　 イ 2 2 4 6 1 0 1 9 8 2 9 7

9　バ ギ柑 ン 1 48 3 8 1 1 4 4 1 2 2

1 0　フィリピ ン 8 0 6 3 7 0 1 0 6 1 2 0

1 1 マレーシア 19 3 2 6 2 1 2 3 1 7 3

1 2　バ ンブ ラブ シュ 39 4 9 2 0 1 7

1 3　 ゼ トナム 40 3 9 1 3 1 3

1 4　香　 港 1 0 9 1 5 0 3 3 4 1

1 5　 シンガ ポ ール 8 4 1 5 5 5 4 7 2

1 6　ネガ ール 4 1 1 1 3 ．5 1 7 ．7

1 7　ミャンマー 17 3 0 1 8 ．3 1 6 ．5

1 8　スリランカ 2 2 2 8 1 4 ．3 1 4 ．6

1 9　アフガ ニスタン 8 1 1 4 ．3 4 ．8

2 0　モンブ ル 3 9 1 0 0 1 2 ．3 1 1 ．2

2 1 ブ 胼 イ 0 ．4 1．1 0 ．8 0 ．7

2 2　カンポ ジ ア 1．2 2 ．9 2 ．2 2 ．3

23　 ラオス 1 ．3

0 ．9

1 ．7 2 ．3 2 ．5

2 4　モルジ ブ 0 ．3 0 ．5 0 ．7

2 5　マかオ 8 ．4 2 ．2 2 ．3

2 6　 ア ジ ア 計 18 ．3 2 7 2 9 ，0 8 4 9 ．8 1 7 1 1．3 2 9

中 国

l 北　　　　 京 2 9 5 4 1 5 1 3 8 1 5 8

2　 天　　　　 津 2 0 9 2 9 3 8 8 9 9

地 域 別 3　河　　　　 北 5 5 9 1 ，0 6 3 3 3 6 3 7 9

4　 山　　　　 西 40 0 8 3 6 2 5 2 2 8 6

5　 内　 蒙　 古 3 0 6 6 5 0 1 2 7 1 4 4

6　遼　　　　 寧 5 6 9 9 9 6 3 1 8 3 5 7

7　書　　　　 林 2 16 3 5 2 1 4 7 1 6 7

8　 黒　 龍　 江 3 3 6 5 8 2 2 3 7 2 6 9

9　 上　　　　 海 42 9 6 5 2 1 6 8 1 8 9

1 0　 江　　　　 蘇 7 3 7 1，6 0 4 3 0 4 3 4 1

1 1 漸　　　　 江 17 4 4 1 4 1 2 2 1 3 8

1 2　 安　　　　 徽 22 4 5 0 1 1 5 4 1 7 2

1 3　 福　　　　 建 1 17 2 4 5 7 0 7 9

1 4　 江　　　　 西 20 6 4 5 4 1 1 0 1 2 3

1 5　 山　　　　 東 9 18 l．9 7 1 2 5 1 2 8 3

1 6　河　　　　 南 5 3 6 9 8 0 3 2 4 3 6 7

1 7　 湖　　　　 北 2 9 1 5 7 2 1 9 7 2 2 0

1 8　湖　　　　 南 2 9 8 5 5 0 2 3 3 2 6 2

1 9　 広　　　　 東 22 9 5 2 6 2 3 2 2 6 1

2 0　広　　　　 西 2 2 6 4 5 7 6 3 7 1

2 1 四　　　　 川 1．3 6 4 2 ．5 7 3 4 2 8 4 8 3

2 2　 貴　　　　 州 34 9 7 5 0 1 2 2 1 3 9

2 3　 雲　　　　 南 3 5 1 7 4 6 1 2 9 1 4 3

2 4　 西　　　　 蔵 l 2 1 1

2 5　隣　　　　 西 4 7 9 1，0 1 5 1 5 5 1 7 5

2 6　 甘　　　　 粛 12 6 2 7 0 1 1 1 1 2 5

2 7　 青　　　　 海 2 8 5 9 2 5 2 9

2 8　寧　　　　 夏 7 5 2 1 4 2 7 3 1

2 9　 新　　　　 帝 1 19 2 1 0 8 9 1 0 2

中 国 計 10 ．16 8 1 9 ，9 5 4 4 ，9 5 4 5 ．5 9 2

イ　 ン ド

1 アッサム 9 9 1 2 0 2 5 3 1

2　ピ バール 3 7 6 5 3 2 2 0 4 2 5 3

地 域 別 3　才リッサ 6 5 5 3 2 5 3 1

4　アンド ラ・ブ ラブ シ 9 9 2 0 7 1 2 4 1 5 6

5　タミル・ナド ゥ 12 2 2 8 3 1 5 2 1 9 2

6　カルト タカ、ケララ 8 1 1 3 4 8 8 1 日

ア　マバラシュトラ、プ ア 2 5 6 4 8 4 1 5 2 1 9 2

8　マグ ヤ・プ ラブ シ 9 8 2 5 t； 8 5 1 0 6

9　グ ジ ャラート 14 7 3 5 1 9 8 1 2 2

1 0　ラジ ャスタン 6 4 1 0 6 1 0 1 1 2 7

1 1 ウタル・ブ ラブ シ 17 7 3 4 1 1 7 1 2 1 6

1 2　バリアナ、パ ンジ ャブ 5 9 1 9 4 9 3 1 1 8

1 3　シャム　カシミール 8 9 6 8

イ ン ド計 1 ．6 5 1 3 ．0 6 8 1 ．3 2 3 1 ，6 6 3
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表4．3－3（2）　　　　アジア地域のS Ox排出量伸び　　　　ケースC（日本並）

（1 9 8 7 年 ＝1 ．0 0 ）

国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 10 2 0 0 0 2 0 1 0

囲 ＿別

1 中　 国 0 ．5 1 1 ．0 0 0 ．2 5 0 ．2 8

2　 日　　 本 2 ．25 1 ．0 0 1 ．0 2 0 ．9 2

3　インド 0 ．5 4 1 ．0 0 0 ．4 3 0 ．5 4

4　インド ネシア 0 ．4 1 1 ．0 0 0 ．49 0 ．6 4

5　韓　 国 0 ．90 1 ．00 0 ．76 0 ．9 6

6　 北 朝 鮮 0 ．70 1 ．0 0 0 ．1 4 0 ．1 3

7　 台　 湾 1 ．0 1 1 ．0 0 0 ．59 0 ．8 2

8　タ　 イ 0 ．3 7 1 ．0 0 0 ．3 2 0 ．4 9

9 Jド キス，ン 0 ．3 9 1 ．0 0 0 ．3 8 0 ．3 2

10　フィリピ ン 2 ．1 8 1 ．0 0 0 ．2 9 0 ．3 3

1 1 マレ シア 0 ．7 4 1 ．0 0 0 ．4 7 0 ．6 6

12 Jド ンブ ラブ シュ 0 ．8 1 1 ．0 0 0 ．4 0 0 ．3 4

13　ゼ トナム 1 ．0 4 1 ．0 0 0 ．3 3 0 ．3 2

14　 香　 港 0 ．7 3 1 ．0 0 0 ．2 2 0 ．2 7

15　シンガ ポ ール 0 ．5 5 1 ．0 0 0 ．3 5 0 ．4 7

16　ネガ ール 0 ．3 4 1 ．0 0 1 ．2 3 1 ．6 1

17　 ミャンマー 0 ．5 8 1 ．0 0 0 ．6 1 0 ．5 5

18　スリランカ 0 ．7 9 1 ．0 0 0 ．5 1 0 ．5 2

19　アフガ ニスタン 0 ．7 6 1 ．0 0 0 ．40 0 ．4 5

2 0　モンブ ル 0 ．3 9 1 ．0 0 0 ．12 0 ．1 1

2 1 ブ 胼 イ 0 ．36 1 ．0 0 0 ．7 3 0 ．6 4

2 2　かンポ ジ ア 0 ．4 1 1 ．0 0 0 ．7 6 0 ．79

2 3　ラオス 0 ．77 1 ．0 0 1．3 6 1．47

2 4　モルジ ブ 0 ．0 0 1 ．00 1．6 7 2 ．3 4

2 5　マかオ 0 ．1 1 1 ．00 0 ．2 6 0 ．2 7

2 6　 ア ジ ア 言十 0 ．6 3 1 ．00 0 ．3 4 0 ．3 9

中 国

1 北　　　　 京 0 ．7 1 1 ．00 0 ．3 3 0 ．3 8

2　 天　　　　 津 0 ．7 1 1 ．0 0 0 ．30 0 ．3 4

地 域 別

イ　ン ド

3　 河　　　　 北 0 ．5 3 1 ．0 0 0 ．3 2 0 ．3 6

4　 山　　　　 西 0 ．48 1 ．00 0 ．3 0 0 ．3 4

5　 内　 蒙　 古 0 ．47 1 ．00 0 ．2 0 0 ．2 2

6　 遼　　　　 寧 0 ．5 7 1 ．00 0 ．3 2 0 ．3 6

7　 書　　　　 林 0 」‖ 1 ．0 0 0 ．4 2 0 ．4 8

8　 黒　 龍　 江 0 ．5 8 1 ．0 0 0 ．4 1 0 ．4 6

9　 上　　　　 海 0 ．6 6 1 ．0 0 0 ．2 6 0 ．2 9

1 0　江　　　　 蘇 0 ．4 6 1 ．0 0 0 ．19 0 ．2 1

1 1 斬　　　　 江 0 ．4 2 1 ．0 0 0 ．2 9 0 ．3 3

1 2　安　　　　 徽 0 ．4 5 1．0 0 0 ．3 1 0 ．3 4

1 3　福　　　　 建 0 ．4 8 1 ．0 0 0 ．2 8 0 ．3 2

1 4　～工　　　　 西 0 ．4 5 1 ．0 0 0 ．2 4 0 ．2 7

1 5　 山　　　　 東 0 ．4 7 1 ．0 0 0 ．13 0 ．14

1 6　河　　　　 南 0 ．5 5 1．0 0 0 ．3 3 0 ．3 7

17　湖　　　　 北 0 ．5 1 1．0 0 0 ．3 4 0 ．3 8

18　湖　　　　 南 0 ．5 4 1．0 0 0 ．42 0 ．48

1 9　 広　　　　 東 0 ．4 3 1．0 0 0 ．4 4 0 ．50

2 0　 広　　　　 西 0 ．4 9 1．0 0 0 ．1 4 0 ．1 5

2 1 四　　　　 川 0 ．5 3 1．0 0 0 ．1 7 0 ．1 9

2 2　 貴　　　　 州 0 ．4 6 1．00 0 ．1 6 0 ．1 8

2 3　 雲　　　　 南 0 ．4 7 1．00 0 ．1 7 0 ．1 9

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．6 0 1 00 0 ，5 5 0 ．7 0

2 5　 快　　　　 西 0 ．47 1 ．0 0 0 ．1 5 0 ．1 7

2 6　 甘　　　　 粛 0 ．47 1 ．0 0 0 ．4 1 0 ．4 8

2 7　青　　　　 海 0 ．48 1 ．0 0 0 ．4 3 0 ．4 9

2 8　寧　　　　 夏 0 ．3 5 1 ．0 0 0 ．13 0 ．1 4

2 9　新　　　　 調 0 ．5 7 1 ．0 0 0 ．4 2 0 ．4 8

中 国 計 0 ．5 1 1 ．0 0 0 ．2 5 0 ．2 8

1 アッサム 0 ．8 2 1 ．0 0 0 ．2 1 0 ．2 6

2　ピ 八一ル 0 ．7 1 1 ．0 0 0 ．3 8 0 ．4 7

地 域 別 3　オリッサ 1 ．2 3 1 ．0 0 0 ．4 8 0 ．6 0

4　アンド ラ・プ ラブ シ 0 ．4 8 1 ．0 0 0 ．6 0 0 ．7 6

5 ，ミル・ナド ゥ 0 ．4 3 1 ．0 0 0 ．5 4 0 ．6 8

6　カ　ト 州 、ケララ 0 ．6 1 1 ．0 0 0 ．6 6 0 ．8 3

ア　マハラシ］トラ、プ ア 0 ．5 3 1 ．0 0 0 ．3 1 0 ．4 0

8　マギ ヤ・プ ラブ シ 0 ．3 8 1 ．0 0 0 ．3 3 0 ．4 2

9　グ ジ ャラート 0 ．4 2 1 ．0 0 0 ．2 8 0 ．3 5

1 0　ラジ ャスタン 0 ．6 1 1 ．0 0 0 ．9 5 1 ．2 0

1 1 ウタル・ブ ラブ シ 0 ．5 2 1 ．0 0 0 ．5 0 0 ．6 3

1 2　椚 アナ、ガ ンジ ャブ 0　3 1 1 ．0 0 0 ．4 8 0 ．6 1

1 3　シャム　カシミール 0 ．8 4 1 ．0 0 0 ．6 6 0 ．8 5

イ ン ド 計 0 ．5 4 1．0 0 0 ．4 3 0 ．5 4
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表4．3－3（3）　　アジア地域のSOx排出量年平均伸び率
ケースC

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 1 9 8 7 2 0 0 0

－ 1 9 8 7 －2 0 0 0 －2 0 1 0 －2 0 0 0 －2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 ．8 － 1 0 ．2 1 ．2

2　 E 】　 本 －6 ．5 0 ．1 －0 ．9

3　 インド 5 ．3 －6 ．3 2 ．3

4　 イン ド 寺シ7 7 ．6 －5 ．4 2 ．8

5　 韓　 国 0 ．9 －2 ．1 2 ．4

6　 北 朝 鮮 3 ．0 －1 4 ．1 －0 ．4

7　 台　 湾 －0 ．1 －4 ．0 3 ．4

8 ，　 イ 8 ．7 －8 ．3 4 ．1

9　 ガ ギ 椚 ン 8 ．2 －7 ．2 － 1 ．7

1 0　 フィリピ ン －6 ．3 －9 ． 1 1 ．2

1 1 マ レーシ ア 2 ．6 －5 ．7 3 ．5

l z Jド ン グ ラブ シュ 1 ．8 －6 ．8 － 1 ．5

1 3 ／ド トナム －0 ．3 －8 ． 1 －0 ．4

1 4　 香　 港 2 ．7 － 1 1 ． 1 2 ．4

1 5　 シンガ ポ ール 5 ．2 －7 ．8 3 ．0

1 6　 ネガ ール 9 ．5 1 ．6 2 ．7

1 7　 ミャンマー 4 ．6 －3 ．7 － 1 ．0

1 8　 スリランカ 2 ．0 －5 ．1 0 ．2

1 9　 アフガ ニ；け ン 2 ．3 －6 ． 8 1 ．1

2 0　 モンブ ル 8 ．3 －1 4 ．9 －0 ．9

2 1 ブ い イ 8 ．8 －2 ．4 －1 ．3

2 2　 カ ンポ ジ ア 7 ．6 －2 ．1 0 ．4

2 3　 ラオス

2 4　 用 ジ ブ

2 5　 マカオ

2 ．3

2 0 ．4

2 ．4

4 ．0

－9 ．8

0 ．8

3 ．4

0 ．4

2 6　 ア ジ ア 計 3 ．9 －8 ．0 1 ．4

中 国

1 北　　　　 京 2 ．9 －8 ．1 1 ．3

2　 天　　　　 津 2 ．9 胃8 ．9 1 ．3

地 域 別 3　 河　　　　 北 5 ．5 －8 ．5 1 ．2

4　 山　　　　 西 6 ．3 －8 ．8 1 ．3

5　 内　 蒙　 古 6 ．5 － 1 1 ．8 1 ．3

6　 遼　　　　 寧 4 ．8 －8 ．4 1 ．2

7　 書　　　　 林 4 ．1 －6 ．5 1 ．3

8　 黒　 龍　 江 4 ．7 －6 ．7 1 ．3

9　 上　　　　 海 3 ．5 －9 ．9 1 ．2

1 0　 江　　　　 蘇 6 ．7 －1 2 ．0 1 ．2

1 1 漸　　　　 江 7 ．5 －9 ．0 1 ．2

1 2　 安　　　　 徽 6 ．9 －8 ．7 1 ． 1

1 3　 福　　　　 建 6 ．3 －9 ．2 1 ．2

1 1 日二　　　　 西 6 ．8 － 1 0 ．3 1 ． 1

1 5　 山　　　　 東 6 ．6 －1 4 ．7 1 ．2

1 6　 河　　　　 南 5 ．2 －8 ．2 1 ．3

1 7　 湖　　　　 北 5 ．8 －7 ．9 1 ． 1

1 8 湖　　　 南 一 5 ．2 －6 ．4 1 ．2

1 9　 広　　　　 東 7 ．2 －6 ． 1 1 ．2

2 0　 広　　　　 西 6 ．1 － 1 4 ． 1 1 ． 1

2 1 四　　　　 川 5 ．4 －1 2 ．9 1 ．2

2 2　 貴　　　　 州 6 ．6 － 1 3 ．0 1 ．3

2 3　 雲　　　　 南 6 ．5 － 1 2 ．6 1 ．0

2 4　 西　　　　 蔵 4 ．3 －4 ．5 2 ．4

2 5　 快　　　　 西 6 ．5 － 1 3 ．5 1 ．3

2 6　 甘　　　　 粛 6 ．6 －6 ．6 1 ．2

2 7　 青　　　　 海 6 ．3 －6 ．4 1 ．3

2 8　 寧　　　　 夏 9 ．2 － 1 4 ．7 1 ．4

2 9　 新　　　　 帝 4 ．8 －6 ．4 1 ．4

中 国 計 5 ．8 －1 0 ．2 1 ．2

イ ン ド

1 アッサム 1 ．6 － 1 1 ．4 2 ．3

2　 ピ ハール 2 ．9 －7 ． 1 2 ． 1

地 域 別 3　 才リザサ －1 ．7 －5 ．5 2 ．2

4　 アンド ラ ・ブ ラブ シ 6 ．4 －3 ．9 2 ．4

5　 タミル ・ナド ゥ 7 ．3 －4 ．7 2 ．4

6　 如 け 一夕か、ケララ 4 ．2 －3 ．2 2 ．4

7　 マハラシュトラ、プ ア 5 ．5 －8 ．5 2 ．4

8　 マグ ヤ ・ブ ラブ シ 8 ．3 －8 ． 1 2 ．3

9　 グ ジ ャラー ト 7 ．5 －9 ．4 2 ．2

1 0　 ラジ ャスタン 4 ．2 －0 ．4 2 ．3

1 1 ウ川 ・ブ ラブ シ 5 ．6 胃5 ．2 2 ．4

1 2　 ハリアナ、ガ ンジ ャブ 1 0 ．4 －5 ．5 2 ．4

1 3　 シャム　 カシミール 1 ．5 －3 ． 1 2 ．5

イ ン ド 計 5 ．3 －6 ．3 2 ．3
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表4．3－3（4）　　　アジア地域のS Ox排出量地域別構成比　　　　　ケースC

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 5 ．5 6 8 ．6 5 0 ．5 4 9 ．4

2　 日　 本 1 4 ．0 3 ．9 1 1 ．8 9 ．3

3　 インド 9 ．0 1 0 ．6 1 3 ．5 1 4 ．7

4　 インド ネシア 1 ． 1 1 ．7 2 ．4 2 ．7

5　 韓　 国 6 ．3 4 ．4 1 0 ．0 1 0 ．9

6　 北 朝 鮮 l ．3 1 ．1 0 ．5 0 ．4

7　 台　 湾 3 ．3 2 ．1 3 ．6 4 ．4

8　 タ　 イ 1 、2 2 ．1 2 ．0 2 ．6

9　 ガ キスタン 0 ．8 1 ．3 1 ．5 1 ．1

1 0　 フィリピ ン 4 ．4 1 ．3 1 ．1 1 ．1

1 1 マレ シ7 l ． 1 0 ．9 1 ．2 1 ．5

1 2 Jド ンブ ラブ シュ 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ． 1

1 3　 ゼ トナム 0 ．2 0 ． 1 0 ．1 0 ． 1

1 4　 香　 港 0 ．6 0 ．5 0 ．3 0 ．4

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．5 0 ．5 0 ．5 0 ．6

1 6　 寺ガ ール 0 ．0 0 ．0 0 ．1 0 ．2

1 7　 ミャンマー 0 ． 1 0 ． 1 0 ．2 0 ．1

1 8　 スリランカ 0 ． 1 0 ． 1 0 ．1 0 ．1

1 9　 アフガ ニ；け ン 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 0　 モンブ ル 0 ．2 0 ．3 0 ．1 0 ．1

2 1 ブ ルネイ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 2　 かンポ ジ ア 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 3　 ラオス 0 ．0

0 ．0

0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 4　 モルジ ブ 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マカオ 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 6　 ア ジ ア 言十 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

中 国

1 北　　　　 京 2 ．9 2 ．1 2 ．8 2 ．8

2　 天　　　　 津 2 ．1 1 ．5 1 ．8 1 ．8

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 5 ．5 5 ．3 6 ．8 6 ．8

4　 山　　　　 西 3 ．9 4 ．2 5 ．1 5 ．1

5　 内　 蒙　 古 3 ．0 3 ．3 2 ．6 2 ．6

6　 遼　　　　 寧 5 ．6 5 ．0 6 ．4 6 ．4

7　 書　　　　 林 2 ．1 1 ．8 3 ．0 3 ．0

8　 黒　 龍　 江 3 ．3 2 ．9 4 ．8 4 ．8

9　 上　　　　 海 4 ．2 3 ．3 3 ．4 3 ．4

1 0　 江　　　　 蘇 7 ．3 8 ．0 6 ． 1 6 ． 1

1 1 斬　　　　 江 1 ．7 2 ．1 2 ．5 2 ．5

1 2　 安　　　　 徴 2 ．2 2 ．5 3 ． 1 3 ． 1

1 3　 福　　　　 建 1 ．2 1 ．2 1 ．4 1 ．4

1 4　 江　　　　 西 2 ．0 2 ．3 2 ．2 2 ．2

1 5　 山　　　　 東 9 ．0 9 ．9 5 ． 1 5 ． 1

1 6　 河　　　　 南 5 ．3 4 ．9 6 ．5 6 ．6

1 7　 湖　　　　 北 2 ．9 2 ．9 4 ．0 3 ．9

1 8　 湖　　　　 南 2 ．9 2 ．8 4 ．7 4 ．7

1 9　 広　　　　 東 2 ．3 2 ．6 4 ．7 4 ．7

2 0　 広　　　　 西 2 ．2 2 ．3 1 ．3 1 ．3

2 1 四　　　　 川 1 3 ．4 1 2 ．9 8 ．6 8 ．6

2 2　 貴　　　　 州 3 ．4 3 ．8 2 ．5 2 ．5

2 3　 雲　　　　 南 3 ．5 3 ．7 2 ．6 2 ．6

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 快　　　　 西 4 ．7 5 ． 1 3 ． 1 3 ． 1

2 6　 甘　　　　 粛 1 ．2 1 ．4 2 ．2 2 ．2

2 7　 青　　　　 海 0 ．3 0 ．3 0 ．5 0 ．5

2 8　 寧　　　　 夏 0 ．7 1 ． 1 0 ．5 0 ．6

2 9　 新　　　　 躍 1 ．2 1 ．1 1 ．8 1 ．8

中 国 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1 ア ッサム 6 ．0 3 ．9 1 ．9 1 ．9

2　 ピ Jト ル 2 2 ．8 1 7 ．3 1 5 ．4 1 5 ．2

地 域 別 3　 才リッサ 3 ．9 L 7 1 ．9 1 ．9

4　 アン ド ラ ・ブ ラブ シ 6 ．0 6 ．7 9 ．4 9 ．4

5　 タミル ・ナ ド ゥ 7 ．4 9 ．2 1 1 ．5 1 1 ．5

6　 カルト タカ 、ケララ 4 ．9 4 ．4 6 ．7 6 ．7

7　 マハラシュ トラ 、プ ア 1 5 ．5 1 5 ．8 1 1 ．5 1 1 ．6

8　 マグ ヤ ・ブ ラブ シ 5 ．9 8 ．3 6 ．4 6 ．4

9　 ダ ジ ャラー ト 8 ．9 1 1 ．4 7 ．4 7 ．3

1 0　 ラジ ャスタン 3 ．9 3 ．5 7 ．6 7 ．6

1 1 ウ川 ・ブ ラブ シ 1 0 ．7 1 1 ．1 1 2 ．9 1 3 ．0

1 2　 ハリアナ、ガ ンジ ャブ 3 ．6 6 ．3 7 ．0 7 ．1

1 3　 シャム　 カシミール 0 ．5 0 ．3 0 ．5 0 ．5

イ　 ン ド 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
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（諺面積当たりのSO x排出量の地域別動向

表4．3胃4～6、図4．3－1～6に2000年、2010年の単位面積当たりのSOx排出量を示す。

1987年のアジア平均値は1．36t／knfであり、これを上回る国は中国、日本、韓国、

北朝鮮、台湾、香港、シンガポール及びマカオである。この内、狭い地域ながら活発

な経済活動が行われている香港、シンガポール、マカオではアジア平均の100倍以上

の高密度となっており、中国の上海でも同様の状況にある。これらの国では将来とも

アジアの平均値を上回る排出量が継続し、2000年にはモルジブが、2010年にはさらに

タイが平均値を上回る。

ケースI－Aにおいて、4t／klがを上回る高密度排出地域は、2000年で韓国、台

湾、香港、シンガポール、モルジブ、マカオと中国の北京、天津を中心に北は遼寧、

南は上海、江蘇に至る沿岸部とこれらから四川に至る内陸部、並びに広東となってお

り、中国では高密度排出地域が南に拡大する傾向にある。2010年にはこれらの地域に

北朝鮮やインドのビバール、タミル・ナドゥ、グラジャート等が加わる。これ以外で

は、日本を始めとしてタイ、フィリピン、マレーシアなど工業化が進んでいる国で排

出密度が高く、これらの地域では総じて増加率が大きくなっているのに対し、モンゴ

ル、アフガニスタン、ラオス等の開発途上国では低密度でかつ増加率も小さい。

ケースI－B、Ⅱ－A、Ⅱ－Bについても若干密度が小さくなっていることを除い

て同様の傾向が見られる。

日本並の環墳対策を想定したケースⅡ－Cでは、4t／k汀f以上の高密度排出地域

はわずかに韓国、台湾、香港、シンガポール、マカオと中国の北京、天津、上海のみ

である。これらの地域では、エネルギー利用効率の向上や環境対策といった対応が急

務といえる。
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表4．3－4　　　　　　アジア地域の単位面積当りのS Ox排出量　　　ケースB

（単位：t／kn2）
国 名 面 積

（1 0 0 0 k m 2 ）

実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 9 ，5 6 4 ．0 1 ．0 6 2 ．0 9 2 ．8 5 3 ．8 4 2 ．3 0 2 ．6 1

2　 日　 本 3 7 7 ．8 6 ．8 0 3 ．0 2 3 ．7 2 3 ．9 6 3 ．0 7 2 ．7 9

3　 インド 3 ．2 8 7 ．2 0 ．5 0 0 ．9 3 1 ．6 5 2 ．4 8 1 ．3 3 1 ．6 3

4　 インド ネシア 1 ．9 0 4 ．6 0 ．1 1 0 ．2 5 0 ．4 7 0 ．6 4 0 ．3 9 0 ．4 3

5　 韓　 国 9 9 ．0 1 1 ．7 0 1 3 ．0 5 1 6 ．8 6 2 5 ．5 4 1 3 ．5 4 1 6 ．9 9

6　 北 朝 鮮 1 2 0 ．5 1 ．9 4 2 ．7 5 3 ．7 3 4 ．1 8 2 ．9 8 2 ．7 2

7　 台　 湾 3 6 ．0 1 6 ．8 9 1 6 ．7 6 3 1 ．1 8 4 9 ．8 6 2 5 ．0 4 3 3 ．6 1

8　 タ　 イ 5 1 3 ．1 0 ．4 4 1 ．1 9 0 ．8 7 1 ．3 6 0 ．6 9 0 ．8 9

9　 パ キスタン 7 9 6 ．1 0 ．1 9 0 ．4 8 0 ．7 8 0 ．6 1 0 ．6 2 0 ．4 0

1 0　 フィリピ ン 3 0 0 ．0 2 ．6 9 1 ．2 3 0 ．9 4 1 ．2 8 0 ．7 5 0 ．8 4

1 1 マレーシア 3 2 9 ．7 0 ．5 g 0 ．7 9 0 ．9 9 1 ．4 4 0 ．7 9 0 ．9 7

1 2　 ノド ンブ ラブ シュ 1 4 4 ．0 0 ．2 7 0 ．3 4 0 ．3 2 0 ．2 5 0 ．2 （； 0 ．1 8

1 3　 ′ド トナム 3 3 1 ．7 0 ．1 2 0 ．1 2 0 ．1 7 0 ．1 8 0 ．1 4 0 ．1 2

1 4　 香　 港 1 ．0 4 5 1 0 4 ．1 4 1 4 3 ．2 8 2 4 0 ．3 8 3 9 4 ．3 5 1 9 3 ．6 8 2 6 1 ．0 5

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．6 1 8 1 3 6 ．6 4 2 5 0 ．2 0 4 2 4 ．6 0 5 7 8 ．6 4 3 3 9 ．6 4 3 7 8 ．6 4

1 6　 ネガ ール 1 4 0 ．8 0 ．0 3 0 ．0 8 0 ．1 0 0 ．1 3 0 ．1 0 0 ．1 3

1 7　 ミャンマー 6 7 6 ．6 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．1 0 0 ．0 8 0 ．0 8 0 ．0 5

1 8　 スリランカ 6 5 ．6 0 ．3 4 0 ．4 3 0 ．5 0 0 ．4 8 0 ．4 0 0 ．3 2

1 9　 アフガ ニスタン 6 5 2 ．1 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 1

2 0　 モンブ ル 1 ，5 6 6 ．5 0 ．0 2 0 ．0 6 0 ．0 7 0 ．1 0 0 ．0 6 0 ．0 5

2 1 ブ ルネイ 5 ．7 7 0 ．0 7 0 ．1 9 0 ．4 0 0 ．4 5 0 ．3 1 0 ．2 9

2 2　 カンポ ジ ア 1 8 1 0 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 2

2 3　 ラオス 2 3 6 ．8 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 1

2 4　モルジ ブ 0 ．2 9 8 0 ，0 0 1 ．0 0 5 ．0 3 6 ．0 4 4 ．0 3 4 ．0 3

2 5　 マカオ 0 ．0 1 6 5 6 ．2 1 5 2 4 ．0 6 4 8 1 ．2 5 5 2 5 ．0 0 3 8 1 ．2 5 3 3 7 ．5 0

2 6　 ア ジ ア 計 2 1 ，3 3 0 ．9 0 ．8 6 1 ．3 6 1 ．9 1 2 ．6 1 1 ．5 4 1 ．7 6

中 国

1 北　　　　 京 1 6 ．8 1 7 ．5 4 2 4 ．6 8 3 3 ．6 9 4 5 ．6 4 2 7 ．3 5 3 0 ．9 0

2　 天　　　　 津 1 1 ．3 1 8 ．5 1 2 5 ．9 4 3 8 ．3 4 5 1 ．7 （； 3 1 ．0 5 3 4 ．9 8

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 1 8 7 ．9 2 ．9 7 5 ．6 6 6 ．9 6 9 ．5 0 5 ．6 1 6 ．3 9

4　 山　　　　 西 1 5 6 ．1 2 ．5 6 5 ．3 6 6 ．1 9 8 ．4 4 4 ．9 7 5 ．6 7

5　 内　 蒙　 古 1 ，0 8 8 ．6 0 ．2 8 0 ．6 0 0 ．6 3 0 ．8 6 0 ．5 1 0 ．5 8

6　 遼　　　　 寧 1 4 5 ．8 3 ．9 1 6 ．8 3 9 ．2 9 1 2 ．5 5 7 ．5 1 8 ．4 7

7　 書　　　　 林 1 8 8 ．0 1 ．1 5 1 ．8 7 2 ．0 1 2 ．7 4 1 ．6 3 1 ．8 （；

8　 黒　 龍　 江 4 7 3 ．3 0 ．7 1 1 ．2 3 1 ．4 2 1 ．9 3 1 ．1 4 1 ．3 0

9　 上　　　　 海 6 ．2 6 9 ．2 3 1 0 5 ．1 0 2 2 6 ．2 4 3 0 3 ．2 4 1 8 2 ．6 9 2 0 5 ．3 5

1 0　 手工　　　　 蘇 1 0 2 ．5 7 ．1 9 1 5 ．6 5 2 7 ．3 5 3 7 ．4 4 2 2 ．1 0 2 5 ．2 6

1 1 漸　　　　 江 1 0 1 ．8 1 ．7 1 4 ．0 7 8 ．2 9 1 1 ．2 8 6 ．7 1 7 ．6 5

1 2　 安　　　　 徴 1 3 9 ．5 1 ．6 0 3 ．5 9 5 ．2 3 7 ．1 2 4 ．2 2 4 ．7 9

1 3　 福　　　　 建 1 2 1 ．7 0 ．9 6 2 ．0 2 2 ．9 2 3 ．9 6 2 ．3 7 2 ．6 9

1 4　 江　　　　 西 1 6 6 ．8 1 ．2 3 2 ．7 2 3 ．2 8 4 ．4 6 2 ．6 5 3 ．0 2

1 5　 山　　　　 東 1 5 3 ．1 6 ．0 0 1 2 ．8 8 1 5 ．8 1 2 1 ．6 4 1 2 ．6 9 1 4 ．5 2

1 6　 河　　　　 南 1 6 6 ．9 3 ．2 1 5 ．8 7 7 ．4 6 1 0 ．1 9 6 ．0 2 6 ．8 7

1 7　 湖　　　　 北 1 8 7 ．5 l ．5 5 3 ．0 5 4 ．4 （； 6 ．0 3 3 ．6 4 4 ．1 0

1 8　 湖　　　　 南 2 1 0 ．2 1 ．4 2 2 ．6 1 3 ．1 9 4 ．3 1 2 ．6 0 2 ．9 4

1 9　 広　　　　 東 2 1 1 ．8 1 ．0 8 2 ．4 9 4 ．8 6 6 ．6 0 3 ．9 3 4 ．4 8

2 0　 広　　　　 西 2 3 0 ．5 0 ．9 8 1 ．9 8 2 ．1 2 2 ．7 5 1 ．7 3 1 ．9 2

2 1 四　　　　 川 5 6 6 ．5 2 ．4 1 4 ．5 4 6 ．0 6 7 ．8 9 4 ．9 7 5 ．5 3

2 2　 貴　　　　 州 1 7 6 ．2 L 9 8 4 ．2 （； 4 ．7 9 6 ．3 0 3 ．9 2 4 ．3 8

2 3　 雲　　　　 南 3 9 2 ．2 0 ．9 0 1 ．9 0 2 ．3 1 2 ．9 6 1 ．9 0 2 ．0 8

2 4　 西　　　　 蔵 1 ，2 2 1 ．6 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

2 5　 快　　　　 西 2 0 5 ．0 2 ．3 4 4 ．9 5 6 ．9 1 9 ．4 7 5 ．5 6 6 ．3 6

2 6　 甘　　　　 粛 4 5 5 ．1 0 ．2 8 0 ．5 9 0 ．7 7 1 ．0 4 0 ．6 2 0 ．7 1

2 7　 青　　　　 海 7 8 0 ．0 0 ．0 4 0 ．0 8 0 ．0 8 0 ．1 1 0 ．0 7 0 ．0 7

2 8　 寧　　　　 夏 6 6 ．1 1 ．1 3 3 ．2 4 3 ．0 7 4 ．2 1 2 ．4 5 2 ．8 1

2 9　 新　　　　 瑠 1 ，6 3 5 ．0 0 ．0 7 0 ．1 3 0 ．1 6 0 ．2 2 0 ．1 3 0 ．1 5

中 匡＝汁 9 ．5 6 4 ．0 1 ．0 6 2 ．0 9 2 ，8 5 3 ．8 4 2 ．3 0 2 ．6 1

1 アッサム 2 5 5 ．0 0 ．3 9 0 ．4 7 0 ．4 9 0 ．7 0 0 ．4 0 0 ．4 7

2　 ピ ハール 2 6 9 ．8 1 ．3 9 1 ．9 7 3 ．3 6 4 ．8 8 2 ．6 8 3 ．2 0

地 域 別 3　 才リッサ 1 5 5 ．7 0 ．4 2 0　 3 4 0 ．5 7 0 ．8 3 0 ．4 6 0 ．5 5

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 2 7 5 ．1 0 ．3 6 0 ．7 5 1 ．3 6 2 ．0 8 1 ．0 9 1 ．3 7

5　 タミル・ナド ゥ 1 3 8 ．8 0 ．8 8 2 ．0 4 3 ．4 6 5 ．2 7 2 ．8 0 3 ．4 7

6　 カルト タカ、ケララ 2 3 0 ．7 0 ．3 5 0 ．5 8 1 ．0 1 1 ．5 2 0 ．8 2 1 ．0 1

7　 マハラシュトラ、プ ア 3 1 2 ．0 0 ．8 2 1 ．5 5 2 ．7 7 4 ．2 1 2 ．2 2 2 ．7 5

8　 マグ ヤ・プ ラブ シ 4 4 3 ．4 0 ．2 2 0 ．5 8 1 ．0 7 1 ．6 3 0 ．8 6 1 ．0 （；

9　 グ ジ ャラート 1 9 6 ．0 0 ．7 5 1 ．7 9 3 ．3 4 5 ．0 2 2 ．7 0 3 ．3 1

1 0　 ラジ ャスタン 3 4 2 ．2 0 ．1 9 0 ．3 1 0 ．5 9 0 ．9 0 0 ．4 9 0 ．6 0

1 1 ウケル・ブ ラブ シ 2 9 5 ．9 0 ．6 0 1 ．1 5 2 ．1 2 3 ．2 3 1 ．7 0 2 ．1 2

1 2　 ハリアナ、ガ ンジ ャブ 1 5 0 ．4 0 ．3 9 1 ．2 9 2 ．5 1 3 ．8 1 2 ．0 1 2 ．5 0

1 3　 シャム　 カシミール 2 2 2 ．2 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．0 7 0 ．1 0 0 ．0 （； 0 ．0 7

イ ン ド 計 3 ．2 8 7 ．2 0 ．5 0 0 ．9 3 1 ．6 5 2 ．4 8 1 ．3 3 1 ．6 3
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表4．3－5　　　　　　アジア地域の単位面積当りのS Ox排出量　　　ケースA

（単位：t／km2）
国 名 面 積

（1 0 0 0 k m 2 ）

実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 9 ．5 6 4 ．0 1 ．0 6 2 ．0 9 2 ．8 6 3 ．8 9 2 ．3 1 2 ．6 3

2　 日　 本 3 7 7 ．8 6 ．8 0 3 ．0 2 3 ．7 2 3 ．9 6 3 ．0 7 2 ．7 9

3　 インド 3 ．2 8 7 ．2 0 ．5 0 0 ．9 3 1 ．6 5 2 ．4 9 1 ．3 3 1 ．6 3

4　 インド ネシア 1 ．9 0 4 ．6 0 ．1 1 0 ．2 5 0 ．4 7 0 ．7 6 0 ．3 9 0 ．5 2

5　 韓　 国 9 9 ．0 1 1 ．7 0 1 3 ．0 5 2 5 ．5 7 3 9 ．1 8 2 0 ．5 3 2 5 ．8 2

6　 北 朝 鮮 1 2 0 ．5 1 ．9 4 2 ．7 5 3 ．7 6 4 ．3 7 3 ．0 0 2 ．8 4

7　 台　 湾 3 6 ．0 1 6 ．8 9 1 6 ．7 6 5 6 ．2 3 1 0 1 ．5 4 4 4 ．9 4 6 6 ．7 1

8　 タ　 イ 5 1 3 ．1 0 ．4 4 1 ．1 9 1 ．7 5 3 ．5 2 1 ．4 0 2 ．3 0

9　 バ ギけ ン 7 9 6 ．1 0 ．1 9 0 ．4 8 0 ．8 7 0 ．9 3 0 ．6 9 0 ．6 1

1 0　 フィリピ ン 3 0 0 ．0 2 ．6 9 1 ．2 3 L T 3 2 ．4 4 1 ．3 8 1 ．5 8

1 1 マレーシア 3 2 9 ．7 0 ．5 9 0 ．7 9 1 ．4 7 2 ．2 3 1 ．1 7 1 ．4 9

1 2　バ ング ラブ シュ 1 4 4 ．0 0 ．2 7 0 ．3 4 0 ．3 3 0 ．3 1 0 ．2 7 0 ．2 1

1 3　ベ トナム 3 3 1 ．7 0 ．1 2 0 ．1 2 0 ．1 7 0 ．1 8 0 ．1 4 0 ．1 2

1 4　 香　 港 1 ．0 4 5 1 0 4 ．1 4 1 4 3 ．2 8 2 t川 ．5 1 4 3 9 ．9 0 2 1 4 ．6 4 2 9 1 ．0 0

1 5　シンガ ポ ール 0 ．6 1 8 1 3 6 ．6 4 2 5 0 ．2 0 6 4 4 ．6 6 1 0 5 7 ．9 3 5 1 5 ．5 3 6 9 1 ．9 1

1 6　ネガ ール 1 4 0 ．8 0 ．0 3 0 ．0 8 0 ．1 0 0 ．1 3 0 ．1 0 0 ．1 3

1 7　 ミャンマー 6 7 6 ．6 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．1 0 0 ．1 0 0 ．0 8 0 ．0 7

1 8 ；川 ランカ 6 5 ．6 0 ．3 4 0 ．4 3 0 ．5 1 0 ．5 5 0 ．4 1 0 ．3 6

1 9　 アフガ ニスタン 6 5 2 ．1 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 1

2 0　 モンブ ル 1 ，5 6 6 ．5 0 ．0 2 0 ．0 6 0 ．0 7 0 ．1 0 0 ．0 6 0 ．0 5

2 1 ブ 帰 イ 5 ．7 7 0 、0 7 0 ．1 9 0 ．4 0 0 ．4 5 0 ．3 1 0 ．2 9

2 2　 カンポ ジ ア 1 8 1 ．0 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 2

2 3　 ラオス 2 3 6 ．8 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 1

2 4　 モルジ ブ 0 ．2 9 8 0 ．0 0 1 ．0 0 5 ．3 7 7 ．7 2 4 ．3 （； 5 ．0 3

2 5　 マかオ 0 ．0 1 6 5 6 ．2 1 5 2 4 ．0 6 4 8 1 ．2 5 5 6 2 ．5 0 3 8 1 ．2 5 3 5 8 ．2 5

2 6　 ア ジ ア 計 2 1 ．3 3 0 ．9 0 ．8 6 1 ．3 6 2 ．0 5 2 ．9 1 1 ．6 5 1 ．9 4

中 国

1 北　　　　 京 1 6 ．8 1 7 ．5 4 2 4 ．6 8 3 3 ．6 9 4 5 ．6 4 2 7 ．3 5 3 0 ．9 0

2　 天　　　　 津 1 1 ．3 1 8 ．5 1 2 5 ．9 4 3 8 ．3 4 5 1 ．7 6 3 1 ．0 5 3 4 ．9 8

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 1 8 7 ．9 2 ．9 7 5 ．6 6 6 ．9 6 9 ．5 0 5 ．6 1 6 ．3 9

4　 山　　　　 西 1 5 6 ．1 2 ．5 6 5 ．3 6 6 ．1 9 8 ．4 4 4 ．9 7 5 ．6 7

5　 内　 蒙　 古 1 ．0 8 8 ．6 0 ．2 8 0 ．6 0 0 ．6 3 0 ．8 6 0 ．5 1 0 ．5 8

6　 遼　　　　 寧 1 4 5 ．8 3 ．9 1 6 ．8 3 9 ．2 9 1 2 ．5 5 7 ．5 1 8 ．4 7

7　 書　　　　 林 1 8 8 ．0 1 ．1 5 1 ．8 7 2 ．0 1 2 ．7 4 1 ．6 3 1 ．8 6

8　 果　 報　 江 4 7 3 ．3 0 ．7 1 1 ．2 3 1 ．4 2 1 ．9 3 1 ．1 4 l ．3 0

9　 上　　　　 海 6 ．2 6 9 ．2 3 1 0 5 ．1 0 2 2 7 ．2 7 3 0 6 ．4 7 1 8 3 ．4 0 2 0 6 ．5 3

1 0　 江　　　　 蘇 1 0 2 ．5 7 ．1 9 1 5 ．6 5 2 7 ．3 5 3 7 ．4 4 2 2 ．1 0 2 5 ．2 6

1 1 斬　　　　 江 1 0 1 ．8 L 7 1 4 ．0 7 8 ．3 2 1 1 ．3 7 6 ．7 3 7 ．6 8

1 2　 安　　　　 徴 1 3 9 ．5 1 ．6 0 3 ．5 9 5 ．2 3 7 ．1 2 4 ．2 2 4 ．7 9

1 3　 福　　　　 建 1 2 1 ．7 0 ．9 6 2 ．0 2 2 ．9 3 3 ．9 9 2 ．3 7 2 ．7 0

1 4　 江　　　　 西 1 6 6 ．8 1 ．2 3 2 ．7 2 3 ．2 9 4 ．5 0 2 ．6 6 3 ．0 3

1 5　 山　　　　 東 1 5 3 ．1 6 ．0 0 1 2 ．8 8 1 5 ．8 1 2 1 ．6 4 1 2 ．6 9 1 4 ．5 2

1 6　 河　　　　 南 1 6 6 ．9 3 ．2 1 5 ．8 7 7 ．4 6 1 0 ．1 9 6 ．0 2 6 ．8 7

1 7　 湖　　　　 北 1 8 7 ．5 1 ．5 5 3 ．0 5 4 ．4 6 6 ．0 3 3 ．6 4 4 ．1 0

1 8　 湖　　　　 南 2 1 0 ．2 1 ．4 2 2 ．6 1 3 ．1 9 4 ．3 4 2 ．6 0 2 ．9 5

1 9　 広　　　　 東 2 1 1 ．8 1 ．0 8 2 ．4 9 4 ．8 8 6 ．6 5 3 ．9 5 4 ．5 0

2 0　 広　　　　 西 2 3 0 ．5 0 ．9 8 1 ．9 8 2 ．1 6 2 ．9 4 1 ．7 5 1 ．9 9

2 1 四　　　　 川 5 6 6 ．5 2 ．4 1 4 ．5 4 8 ．1 5 8 ．4 1 5 ．0 0 5 ．7 1

2 2　 貴　　　　 州 1 7 6 ．2 1 ．9 8 4 ．2 （； 4 ．8 5 6 ．6 4 3 ．9 4 4 ．5 0

2 3　 雲　　　　 南 3 9 2 ．2 0 ．9 0 1 ．9 0 2 ．3 5 3 ．1 9 1 ．9 2 2 ．1 6

2 4　 西　　　　 蔵 1 ．2 2 1 ．6 0 、0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

2 5　 映　　　　 西 2 0 5 ．0 2 ．3 4 4 ．9 5 6 ．9 1 9 ．4 7 5 ．5 6 6 ．3 6

2 6　 甘　　　　 粛 4 5 5 ．1 0 ．2 8 0 ．5 9 0 ．7 7 1 ．0 4 0 ．6 2 0 ．7 1

2 7　 青　　　　 海 7 8 0 ．0 0 ．0 4 0 ．0 8 0 ．0 8 0 ∴‖ 0 ．0 7 0 ．0 7

2 8　 寧　　　　 夏 6 6 ．1 1 ．1 3 3 ．2 4 3 ．0 7 4 ．2 1 2 ．4 5 2 ．8 1

2 9　 新　　　　 癌 1 ．6 3 5 ．0 0 ．0 7 0 ．1 3 0 ．1 6 0 ．2 2 0 ．1 3 0 ．1 5

中 国 計 9 ，5 6 4 ．0 1 ．0 6 2 ．0 9 2 ．8 6 3 ．8 9 2 ．3 1 2 ．8 3

1 アッサム 2 5 5 ．0 0 ．3 9 0 ．4 7 0 ．5 0 0 ．7 5 0 ．4 1 0 ．4 9

2　 ピ 八一ル 2 6 9 ．8 1 ．3 9 1 ．9 7 3 ．3 6 4 ．8 8 2 ．6 8 3 ．2 0

地 域 別 3　 オリッサ 1 5 5 ．7 0　 4 2 0 ．3 4 0 ．5 7 0 ．8 3 0 ．購 0 ．5 5

4　 アンド ラ・プ ラブ シ 2 7 5 ．1 0 ．3 6 0 ．7 5 1 ．3 6 2 ．0 8 1 ．0 9 1 ．3 7

5 ，ミル・ナド ゥ 1 3 8 ．8 0 ．8 8 2 ．0 4 3 ．4 6 5 ．2 7 2 ．8 0 3 ．4 7

6　 カルト タカ、ケララ 2 3 0 ．7 0 ．3 5 0 ．5 8 1 ．0 1 1 ．5 2 0 ．8 2 1 ．0 1

ア　 マバラシュトラ、プ ア 3 1 2 ．0 0 ．8 2 1 ．5 5 2 ．7 7 4 ．2 1 2 ．2 2 2 ．7 5

8　 マグ ヤ・ブ ラブ シ 4 4 3 ．4 0 ．2 2 0 ．5 8 1 ．0 7 1 ．6 3 0 ．8 6 1 ．0 6

9　 グ ジ ャラート 1 9 6 ．0 0 ．7 5 1 ．7 9 3 ．3 4 5 ．0 2 2 ．7 0 3 ．3 1

1 0　 ラジ ャスタン 3 4 2 ．2 0 ．1 9 0 ．3 1 0 ．5 9 0 ．9 0 0 ．4 9 0 ．6 0

1 1 卵 ル・ブ ラブ シ 2 9 5 ．9 0 ．6 0 1 ．1 5 2 ．1 2 3 ．2 3 1 ．7 0 2 ．1 2

1 2　月リアナ、パ ンジ ャブ 1 5 0 ．4 0 ．3 9 1 ．2 9 2 ．5 1 3 ．8 1 2 ．0 1 2 ．5 0

1 3　 シャム　 カシミール 2 2 2 ．2 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．0 7 0 ．1 1 0 ．0 6 0 ．0 7

イ　 ン ド 言十 3 ，2 8 7 ．2 0 ．5 0 0 ．9 3 1 ．6 5 2 ．4 9 1 ．3 3 1 ．6 3
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表4．3－6　　　　　アジア地域の単位面積当りのS Ox排出量　　　ケースC

（単位：t／kmZ）
国 名 面 積 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

（1 0 0 0 k m 2 ）

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 9 ．5 6 4 ．0 1 ．0 6 2 ．0 9 0 ．5 2 0 ．5 8

2　 日　 本 3 7 7 ．8 6 ．8 0 3 ．0 2 3 ．0 7 2 ．7 ［I

3　 インド 3 ．2 8 7 ．2 0 ，5 0 0 ．9 3 0 ．4 0 0 ．5 1

4　 インド ネシア 1 ．9 0 4 ．6 0 ．1 1 0 ．2 5 0 ．1 2 0 ．1 6

5　 韓　 国 9 9 ．0 1 1 ．7 0 1 3 ．0 5 9 ．9 2 1 2 ．5 1

6　 北 朝 鮮 1 2 0 ．5 1 ．9 4 2 ．7 5 0 ．3 8 0 ．3 7

7　 台　 湾 3 6 ．0 1 6 ．8 9 1 6 ．7 6 9 ．9 1 1 3 ．7 9

8　 タ　 イ 5 1 3 ．1 0 ．4 4 1 ．1 9 0 ．3 9 0 ．5 8

9　 バ ギ柑 ン 7 9 6 ．1 0 ．1 9 0 ．4 8 0 ．1 8 0 ．1 5

1 0　 フィリピ ン 3 0 0 ．0 2 ．6 9 1 ．2 3 0 ．3 5 0 ．4 0

1 1 マレーシア 3 2 9 ．7 0 ．5 9 0 ．7 9 0 ．3 7 0 ．5 2

1 2　 ガ ンブ ラブ シュ 1 4 4 ．0 0 ．2 7 0 ．3 4 0 ．1 4 0 ．1 2

1 3 ／ド トナム 3 3 1 ．7 0 ．1 2 0 ．1 2 0 ．0 4 0 ．0 4

1 4　 香　 港 1 ．0 4 5 1 0 4 ．1 4 1 4 3 ．2 8 3 1 ．1 0 3 9 ．3 3

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．6 1 8 1 3 6 ．6 4 2 5 0 ．2 0 8 6 ．5 7 1 1 6 ．6 7

1 6　 ネガ ール 1 4 0 ．8 0 ．0 3 0 ．0 8 0 ．1 0 0 ．1 3

1 7　 ミャンマー 6 7 6 ．6 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．0 3 0 ．0 2

1 8　 スリランカ 6 5 ．6 0 ．3 4 0 ．4 3 0 ．2 2 0 ．2 2

1 9　 アフガ ニスタン 6 5 2 ．1 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 1

2 0　 モンブ ル 1 ，5 6 6 ．5 0 ．0 2 0 ．0 6 0 ．0 1 0 ．0 1

2 1 ブ ルネイ 5 ．7 7 0 ．0 7 0 ．1 9 0 ．1 4 0 ．1 2

2 2　 カンポ ジ ア 1 8 1 ．0 0 ．0 1 0 ．0 2 0 ．0 1 0 ．0 1

2 3　 ラオス 2 3 6 ．8 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 1 0 ．0 1

2 4　 モルジ ブ 0 ．2 9 8 0 ．0 0 1 ．0 0 1 ．6 8 2 ．3 5

2 5　 マカオ 0 ．0 1 6 5 6 ．2 1 5 2 4 ．0 6 1 3 7 ．5 0 1 4 3 ．7 5

2 6　 ア ジ ア 計 2 1 ，3 3 0 ．9 0 ．8 6 1 ．3 （； 0 ．4 6 0 ．5 3

中 国

1 北　　　　 京 1 6 ．8 1 7 ．5 4 2 4 ．6 8 8 ．2 4 9 ．4 0

2　 天　　　　 津 1 1 ．3 1 8 ．5 1 2 5 ．9 4 7 ．7 4 8 ．7 7

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 1 8 7 ．9 2 ．9 7 5 ．6 6 1 ，7 9 2 ．0 2

4　 山　　　　 西 1 5 6 ．1 2 ．5 6 5 ．3 6 1 ．6 1 1 ．8 3

5　 内　 蒙　 古 1 ．0 8 8 ．6 0 ．2 8 0 ．6 0 0 ．1 2 0 ．1 3

6　 遼　　　　 寧 1 4 5 ．8 3 ．9 1 6 ．8 3 2 ．1 8 2 ．4 5

7　 書　　　　 林 1 8 8 ．0 1 ．1 5 1 ．8 7 0 ．7 8 0 ．8 9

8　 異　 能　 江 4 7 3 ．3 0 ．7 1 1 ．2 3 0 ．5 0 0 ．5 7

9　 上　　　　 海 6 ．2 6 9 ．2 3 1 0 5 ．1 0 2 7 ．1 0 3 0 ．5 2

1 0　 江　　　　 蘇 1 0 2 ．5 7 ．1 9 1 5 ．6 5 2 ．9 6 3 ．3 3

1 1 析　　　　 江 1 0 1 ．8 1 ．7 1 4 ．0 7 1 ．2 0 1 ．3 5

1 2　 安　　　　 徴 1 3 9 ．5 1 ．6 0 3 ．5 9 1 ．1 0 1 ．2 3

1 3　 福　　　　 建 1 2 1 ．7 0 ．9 6 2 ．0 2 0 ．5 7 0 ．6 5

1 4　 江　　　　 西 1 6 6 ．8 1 ．2 3 2 ．7 2 0 ．6 6 0 ．7 4

1 5　 山　　　　 東 1 5 3 ．1 6 ．0 0 1 2 ．8 8 1 ．6 4 1 ．8 5

1 6　 河　　　　 南 1 6 6 ．9 3 ．2 1 5 ．8 7 1 ．9 4 2 ．2 0

1 7　 湖　　　　 北 1 8 7 ．5 1 ．5 5 3 ．0 5 1 ．0 5 1 ．1 7

1 8　 湖　　　　 南 2 1 0 ．2 1 ．4 2 2 ．6 1 1 ．1 1 1 ．2 5

1 9　 広　　　　 東 2 1 1 ．8 1 ．0 8 2 ．4 9 1 ．0 9 1 ．2 3

2 0　 広　　　　 西 2 3 0 ．5 0 ．9 8 1 ．9 8 0 ．2 8 0 ．3 1

2 1 四　　　　 川 5 6 6 ．5 2 ．4 1 4 ．5 4 0 ．7 5 0 ．3 5

2 2　 貴　　　　 州 1 7 6 ．2 1 ．9 8 4 ．2 6 0 ．6 9 0 ．7 9

2 3　 雲　　　　 南 3 9 2 ．2 0 ．9 0 1 ．9 0 0 ．3 3 0 ．3 6

2 4　 西　　　　 蔵 1 ，2 2 1 ．6 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

2 5　 快　　　　 西 2 0 5 ．0 2 ．3 4 4 ．9 5 0 ．7 5 0 ．8 （；

2 6　 甘　　　　 粛 4 5 5 ．1 0 ．2 8 0 ．5 9 0 ．2 4 0 ．2 7

2 7　 青　　　　 海 7 8 0 ．0 0 ．0 4 0 ．0 8 0 ．0 3 0 ．0 4

2 8　 寧　　　　 夏 6 6 ．1 1 ．1 3 3 ．2 4 0 ．4 1 0 ．4 7

2 9　 新　　　　 躍 1 ．6 3 5 ．0 0 ．0 7 0 ．1 3 0 ．0 5 0 ．0 6

中 匡＝汁 9 ．5 6 4 ．0 1 ．0 6 2 ．0 9 0 ．5 2 0 ．5 8

1 アッサム 2 5 5 ．0 0 ．3 9 0 ．4 7 0 ．1 0 0 ．1 2

2　 ピ バール 2 6 9 ．8 1 ．3 9 1 ．9 7 0 ．7 6 0 ．9 4

地 域 別 3　 オリッサ 1 5 5 ．7 0 ．4 2 0 ．3 4 0 ．1 6 0 ．2 0

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 2 7 5 ．1 0 ．3 6 0 ．7 5 0 ．4 5 0 ．5 7

5　 タミル・ナド ゥ 1 3 8 ．8 0 ．8 8 2 ．0 4 1 ．0 9 1 ．3 8

6　 胼 ナータカ、ケララ 2 3 0 ．7 0 ．3 5 0 ．5 8 0 ．3 8 0 ．4 8

ア　 マハラシュトラ、プ ア 3 1 2 ．0 0 ．8 2 1 ．5 5 0 ．4 9 0 ．6 2

8　 マグ ヤ・ブ ラブ シ 4 4 3 ．4 0 ．2 2 0 ．5 8 0 ．1 9 0 ．2 4

9　 グ ジ ャラート 1 9 6 ．0 0 ．7 5 1 ．7 9 0 ．5 0 0 ．6 2

1 0　 ラジ ャスタン 3 4 2 ．2 0 ．1 9 0 ．3 1 0 ．2 9 0 ．3 7

1 1 ウタル・ブ ラブ シ 2 9 5 ．9 0 ．6 0 1 ．1 5 0 ．5 8 0 ．7 3

1 2　 バリアナ、ガ ンジ ャブ 1 5 0　 4 0 ．3 9 1 ．2 9 0 ．6 2 0 ．7 8

1 3　 シャム　 カシミール 2 2 2 ．2 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．0 3 0 ．0 3

イ ン ド 計 3 ．2 8 7 ．2 0 ．5 0 0 ．9 3 0 ．4 0 0 ．5 1
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（2）エネルギー源別に見たSOx排出量の将来動向

衰4．3－7及び図4．3胃7にエネルギー源別にアジア全体のSOx排出量を示す。

1987年のSOx排出量のシェアは、石炭74％、石油21％、ガス0％、植物性燃料1％、硫

酸製造4％であった。ケースⅡ－Cを除いて実数ではいずれの燃料からの排出量も増加し

ているが、シェアでみると石炭が低下し、石油が増加している。石炭の消費量のシェアが

増加しているにもかかわらず、石炭からのS Ox排出量のシェアが減少しているのは、石

炭の中で硫黄分の少ない褐炭等からより硫黄分の少ない石炭やコークス炉ガス等へシフト

していくと想定したことによる。

また、環境対策を想定していないケースI－A、Ⅱ－A（以下、「A群」という。）に

比して新たな環墳対策を想定したケースI－B、Ⅱ－B（以下「B群」という。）の方が

石油のシェアが低下しているのは、比較的石油の消費シェアが高くかつ厳しめの環境対策

を想定した韓国、台湾、タイ等での削減量が大きかったことに起因している。これは、発

電や産業用に大量に消費されている重油からの脱硫の効果が大きく現れた結果である。

硫酸製造は、銅精錬等、産業活動の副次生産物が大きく、これらのシェアが増加したこ

とにつれて増加している。

（単位：千トン／年）

1975年　　1987年　　　　2000年　　　　2010年

図4．3－7　エネルギー源別SOx排出量
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表　4．3－7　エネルギー源別SOx排出量

年間排出量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千トン／年）
石　 炭 石　 油 ガ　 ス 化 石 燃 料 計 植 物 性 燃 料 硫 酸 製 造 総　 計

実　　 績 19 7 5 年 1 0 ，5 8 6 6 ，6 4 8 3 17 ，2 3 7 2 2 7 8 6 3 18 ，3 2 7

1 9 8 7 年 2 1，4 8 7 6 ，1 14 1 2 7 ，6 0 2 2 3 7 1，2 4 6 2 9 ，0 8 4

自　 然　 体

（Ⅰ）

現 状 固 定 2 0 0 0 年 2 9 ，8 9 2 1 1，2 8 7 1 4 1 ，18 1 2 2 2 2 ，2 8 1 4 3 ，6 8 3

（I － A ） 2 0 1 0 年 4 2 ，8 6 6 15 ，6 9 6 2 5 8 ，5 6 4 2 5 4 3 ，15 3 6 1，9 7 1

対 策 普 及 2 0 0 0 年 2 8 ，5 14 9 ，7 0 1 1 3 8 ，2 17 2 2 2 2 ，2 8 1 4 0 ，7 19

（I － B ） 2 0 1 0 年 3 9 ，5 0 9 12 ，6 8 0 2 5 2 ，19 1 2 5 4 3 ，15 3 5 5 ，5 9 8

技 術 進 歩

現 状 固 定 2 0 0 0 年 2 4 ，0 8 8 9 ，0 7 5 1 3 3 ，16 4 2 2 2 1，8 7 8 3 5 ，2 6 3

（Ⅱ － A ） 2 0 10 年 2 8 ，6 6 3 10 ，3 8 1 2 3 9 ，0 4 6 2 5 4 2 ，16 2 4 1，4 6 2

対 策 普 及 2 0 0 0 年 2 3 ，0 3 2 7 ，8 10 1 3 0 ，8 4 3 2 2 2 1，8 7 8 3 2 ，9 4 3

（Ⅱ） （Ⅱ － B ） 2 0 1 0 年 2 6 ，6 5 4 8 ，4 3 9 2 3 5 ，0 9 5 2 5 4 2 ，16 2 3 7 ，5 1 1

日　 本　 並 2 0 0 0 年 4，17 1 3 ，5 6 1 0 7 ，7 3 3 2 0 6 1，8 7 8 9 ，8 1 7

（Ⅱ － C ） 2 0 1 0 年 4，8 6 8 4 ，0 6 4 1 8 ，9 3 3 2 3 4 2 ，16 2 1 1，3 2 9

構成比　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
石　 炭 石　 油 ガ　 ス 化 石 燃 料 計 植 物 性 燃 料 硫 酸 製 造 総　 計

実　　 績 1 9 7 5 年 5 7 ．8 3 6 ．3 0 ．0 9 4 ．1 1 ．2 4 ．7 1 0 0 ．0

1 9 8 7 年 7 3 ．9 2 1．0 0 ．0 9 4 ．9 0 ．8 4 ．3 1 0 0 ．0

自　 然　 体

（Ⅰ ）

現 状 固 定 2 0 0 0 年 6 8 ．4 2 5 ．8 0 ．0 9 4 ．3 0 ．5 5 ．2 1 0 0 ．0

（I － A ） 2 0 1 0 年 6 9 ．2 2 5 ．3 0 ．0 9 4 ．5 0 ．4 5 ．1 1 0 0 ．0

対 策 普 及 2 0 0 0 年 7 0 ．0 2 3 ．8 0 ．0 9 3 ．9 0 ．5 5 ．6 1 0 0 ．0

（I － B ） 2 0 1 0 年 7 1．1 2 2 ．8 0 ．0 9 3 ．9 0 ．5 5 ．7 1 0 0 ．0

技 術 進 歩

現 状 固 定 2 0 0 0 年 6 8 ．3 2 5 ．7 0 ．0 9 4 ．0 0 ．6 5 ．3 1 0 0 ．0

（Ⅱ － A ） 2 0 1 0 年 6 9 ．1 2 5 ．0 0 ．0 9 4 ．2 0 ．6 5 ．2 1 0 0 ．0

対 策 普 及 2 0 0 0 年 6 9 ．9 2 3 ．7 0 ．0 9 3 ．6 0 ．7 5 ．7 1 0 0 ．0

（Ⅱ ） （Ⅱ － B ） 2 0 1 0 年 7 1．1 2 2 ．5 0 ．0 9 3 ．6 0 ．7 5 ．8 1 0 0 ．0

日　 本　 並 2 0 0 0 年 4 2 ．5 3 6 ．3 0 ．0 7 8 ．8 2 ．1 1 9 ．1 1 0 0 ．0

（Ⅱ － C ） 2 0 1 0 年 4 3 ．0 3 5 ．9 0 ．0 7 8 ．9 2 ．1 1 9 ．1 1 0 0 ．0



（3）部門別にみたS Ox排出量の将来動向

表4．3－8及び図4．3－8にエネルギー消費の部門別にみたアジア地域全体のSOx排出量を

示した。

1987年のS Ox排出量は29．1百トンで、部門別には、エネルギー転換部門35．7％、産業

部門40．9％、輸送部門5．＿8％、その他部門17．6％となっている。

ケースⅡ－Cを除いて、ケース間で各部門のシェアが大きく変化することはないが、発

電が大半を占めるエネルギー転換部門では、発電効率の違いからI－AとⅡ－A、I－B

とⅡ－Bで1％程度、Ⅱ群の方が小さくなっている。また、発電部門では環境対策が比較

的進め易いこともあり、I－AとI－B、Ⅱ－AとⅡ－Bの比較において、B群のケース

の方が1～2％程度シェアが小さくなっている。

反面、民生等の対策の講じにくい「その他部門」では、他部門の対策進展によりシェア

が押し上げられる結果、B群の方が1％程度増加している。

環境対策の難易度は、ケースⅡ－Cにより明確に示されており、エネルギー転換部門や

産業部門のシェアが大幅に低下し、その他部門が最大のシェアを占めている。

また、伸び率の最も高いのが道路輸送であり、いずれのケースにおいても最大の伸び率

を示している。

（単位：千トン／年）

1975年　　　　目87年　　　　2000年

図4．3－8　部門別SOx排出量
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表　4．3－8　　　部門別SOx排出量

排 出 量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位 ：千 t ／ 年 ）

実　 績 I （自 然 体 ） Ⅱ （技 術 進 歩 ）

A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） A （現 状 国 定 ） B （対 策 普 及 ） C （日本 並 ）

1 9 7 5年 1 9 8 7年 2 0 0 0年 2 0 10 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年 2 0 0 0年 2 0 1 0年 2 0 0 0年 20 1 0年 2 0 0 0年 2 0 10年

エネルギ ー転 換 部 門 6，3 2 3 1 0，3 9 3 1 5，9 7 3 2 3，3 2 5 14，3 5 1 19，3 8 9 1 2，5 13 15，2 07 1 1，2 7 3 1 2，8 5 6 1，2 4 3 1，4 5 9

内 、 発 電 5，2 2 0 8，7 6 9 1 4，3 3 1 2 1，15 3 12，9 2 3 17，6 6 1 11，17 9 13，7 6 1 10，1 10 1 1，6 9 2 1，0 9 5 1，3 0 4

産 業 部 門 7，9 7 2 1 1，8 8 9 17，8 7 0 2 4，9 9 7 16 ，7 00 2 2，8 2 7 14，6 5 1 16，9 4 7 1 3，7 0 8 15，5 2 3 2，9 0 2 3，3 35

輸 送 部 門 1，0 6 2 1，6 7 7 2，8 9 7 4，0 7 3 2，8 97 4，0 7 3 2，3 6 9 2，7 2 3 2，3 6 9 2，7 2 3 2，17 7 2，5 34

内 、 道 路 3 1 0 7 0 0 1，5 2 7 2，2 8 5 1，5 27 2，2 8 5 1，2 3 7 1，5 1 6 1，2 3 7 1，5 16 1，2 3工7 1，5 16

そ の 他 部 門 2，9 7 1 5，12 5 6，9 4 3 9，5 7 6 6 ，7 72 9 ，3 10 5，7 3 1 6，5 8 6 5，5 9 2 6，4 1 0 3，4 9 5 4，0 0 1

全 部 門 計 18，3 2 7 2 9，0 8 4 4 3，6 8 3 6 1，9 7 1 40 ，7 19 5 5 ，5 9 9 3 5，2 6 3 4 1，4 6 2 3 2，9 4 3 3 7，5 1 1 9，8 17 1 1，3 29

構 成 比　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位 ：％ ）

実　 績 I （自然 体 ） Ⅱ （技 術 進 歩 ）

A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） C （日本 並 ）

19 7 5年 19 8 7年 2 0 0 0 年 2 0 10年 2 0 0 0年 2 0 1 0年 2 0 0 0 年 20 10年 2 0 0 0年 2 0 10年 2 0 0 0年 2 0 1 0年

エ軸 ギ ー転 換 部 門 3 4．5 3 5．7 3 6 ．6 3 7．6 3 5．2 3 4．9 3 5．5 3 6．7 3 4．2 3 4．3 12．7 12．9

内 、 発 電 28．5 3 0．1 3‾2．8 3 4．1 3 1．7 3 1．8 3 1．7 3 3．2 3 0．7 3 1．2 1 1．2 11．5

産 業 部 門 43．5 4 0．9 4 0．9 4 0．3 4 1．0 4 1．1 4 1．5 40．9 4 1．6 4 1．4 2 9．6 2 9．4

輸 送 部 門 5．8 5．8 6．6 6．6 7．1 7．3 6．7 6．6 7．2 7．3 2 2．2 2 2．4

内 、 道 路 1．7 2．4 3．5 3．7 3．8 4．1 3．5 3．7 3．8 4．0 1 2．6 1 3．4

そ の 他 部 門 16．2 17．6 1 5．9 15．5 1 6．6 16．7 1 6．3 15．9 17．0 17．1 3 5．6 3 5．3

全 部 門 計 1 0 0．0 10 0．0 1 0 0．0 10 0．0 10 0．0 10 0．0 1 0 0．0 1 0 0．0 10 0．O i lO O．0 1 0 0．0 ！ 10 0．0

平 均 伸 び 率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位 ：％ ）

実　 績 I （自 然 体 ） Ⅱ （技 術 進 歩 ）

A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） C （日 本 並 ）

19 7 5 年 19 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年 2 0 0 0 年 20 10 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年

エ祁 ギ ー転 換 部 門 4 ．2 3 ．4 3．9 2 ．5 3 ．1 1．4 2 ．0 0 ．6 1 ．3 －1 5 ．1 1．6

内 、 発 電 4 ．4 3 ．9 4．0 3 ．0 3 ．2 1 ．9 2 ．1 1．1 1 ．5 －1 4 ．8 1．8

産 業 部 門 3 ．4 3 ．2 3 ．4 2 ．6 3 ．2 1．6 1．5 1．1 1 ．3 －1 0 ．3 1．4

輸 送 部 門 3 ．9 4 ．3 3 ．5 4 ．3 3 ．5 2 ．7 1 ．4 2 ．7 1 ．4 2 ．0 1．5

内 、 道 路 7 ．0 6 ．2 4．1 6 ．2 4 ．1 4 ．5 2．1 4 ．5 2．1 4 ．5 2 ．1

そ の 他 部 門 4 ．6 2 ．4 3 ．3 2 ．2 3 ．2 0 ．9 1．4 0 ．7 1 ．4 －2 ．9 1．4

全 部 門 計 3 ．9 3 ．2 3 ．6 2 ．6 3 ．2 1．5 1 ．6 1．0 1 ．3 －8 ．0 1．4



4．3．2　NOx排出量

（1）NOx排出量の地域別将来動向

表4．3－9（1）～11（4）に各ケース毎にアジア各国及び中国、インド国内の地域別NOx排

出量の推計結果とともに、それに基づく対1987年比率、年平均伸び率及び地域別構成比を

示した。

①アジア地域のNOx排出量と地域別構成

1987年におけるNOx総排出量は15．5百万tと推計されているが、その後の推移に

ついて各々のケースの推計結果をみる。

・ケースI－A

このケースでは、NOxの排出量が2000年26．0百万t、2010年37．0百万tと対1987

年比で1．7、2．4倍となり、また年平均伸び率は4．1％、3．6％と増加している。

2000年を各国別にみると、大きいシェア順に中国、インド、日本、韓国、インドネ

シアとなり、これら上位5カ国のアジア全体の81．9％を占める。2010年も同様に上位

5ヶ国に変化はないが、全体に占めるシェアは80．3％とやや低下する。

なお、年平均伸び率は、1987年～2000年で台湾、マレーシア、シンガポール、韓国

が9．1～7．4％、2000年～2010年でタイ、台湾、マレーシアが6．5～5．8％高くなってお

り、工業化の進んでいるNIES、ASEAN等の国において極めて高い伸びを示している。

・ケースI－B

このケースでは、NOx排出量が2000年24．0百万t、2010年33．3百万tとケース

I－Aと比較して排出量は概ね8～10％低減され、対1987年比で1．6、2．2倍、年平均

伸び率は3．4％、3．3％と低下がみられる。

年平均伸び率の高い国は、韓国、台湾、マレーシア等でケースI－Aと同様の傾向

である。

ケースⅡ－A

このケースでは、NOx排出量が2000年21．3百万t、2010年25．2百万tと省エネル

ギー等の効果が反映された値となっている。同じ環境対策を想定したケースI－Aに

比べて20～30％低減されている、対1987年比で1．4、1．6倍となり、また年平均伸び率

では2．5％、1．7％と緩くなっている。

また、各国別には、ケースI－Aとほぼ同様のシェア構成となっており、中国、イ

ンド、日本、韓国、インドネシアと続き、これら上位5ヶ国で81．6％、80．5％のシェ
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アを占めている。

・ケースⅡ－B

このケースでは、NOx排出量が2000年19．7百万t、2010年22．8百万tとなり、対

1987年比1．3、1．5倍に、年平均伸び率では1．9％、1．5％とより増加の速度は小さくな

っている。

同じエネルギーを前操とするケースI－Bとの比較で20～30％の、同じ環境対策を

前提とするケースⅡ一Aとの比較で8～10％の削減となっており、また、何の対策も

講じないケースI胃Aとの比較では25～40％の削減となっている。

・ケースⅡ－C

このケースでは、NOx排出量が2000年15．0百万t、2010年17．8百万tとなり、対

1987年比1．0、1．2倍に、年平均伸び率では－0．2％、1．7％となっている。

S Oxの場合にはケースⅡ－Aとの比較において70％を超える削減となるのに対し、

NOxでは30％にすぎず、S Oxのような劇的な効果は現われていない。

②面積当りのNOx排出量の地域別動向

表4．3－12～14、図4．3－9～14に2000年、2010年の単位面積当たりのNOx排出量を

示す。

まず、ケースI－Aの2000年における2t／krrf以上の高密度排出地域は日本、韓

国、北朝鮮、台湾、香港、シンガポール、マカオ等と中国の北京、天津、遼寧、上海、

江蘇、山東等であったが、2010年にはこれらに加え中国の内陸部、沿海部地域への拡

大を示している。

ケースI－B、Ⅱ－A、Ⅱ－Bの各ケースにおいても同様の傾向がみられる。面積

当りの排出量は、NOxの場合の方がSOxに比してやや低い値を示しているものの、

高密度排出地域やその拡大の傾向はSOxとよく似ている。SOxでは　4t／knで以

下であった日本は、NOxでは新たな環境対策を行なわない場合には6～9t／knfと

いう高い値を示しており、環境対策を行なったとしても　4t／knfを下回ることはな

い。同様に日本並の環墳対策を行なったとしても、韓国、台湾等や中国の北京、上海

等の高密度排出地域ではケースⅡ－Bに対するNOx排出量の削減がそれほど進まな

いことから、その排出密度も含めて他のケースと大きな違いはない。
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蓑4．3－g（1）　　アジア地域のNOx排出量　　　ケースA（現状固定）

（単位：1000t／年）
国 名 実　 槙 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅲ （技 術 進 歩 ）

1 9 7 5 年 19 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 ，7 2 7 7 ．3 7 1 1 1．0 1 5 1 5 ．1 5 0 8 ，9 4 5 1 0 ，3 2 6

2　 日　 本 2 ，3 2 9 1．9 3 5 3 ，2 0 7 3 ．5 1 8 2 ．6 4 6 2 ．4 9 1

み3　インド 1，3 7 9 2 ．5 5 6 4 ．48 5 6 ．7 5 8 3 ，6 8 7 4 ，6 0 0

4　インド ネシア 3 3 1 6 3 9 1 ．2 1 1 1 ．9 4 6 1 ．0 3 9 1．3 8 6

5　韓　 国 2 2 0 5 5 5 1 ，40 6 2 ．2 8 6 1 ．1 2 8 1．5 0 6

6　 北 朝 鮮 3 罰「 46 8 6 6 9 7 7 9 5 3 4 5 0 7

7　 台　 湾 1 2 4 3 2 5 1 ．0 0 8 1 ．7 9 8 8 0 7 1．18 3

8　タ　 イ 1 8 2 3 8 4 8 0 6 1 ．5 2 0 6 5 2 1．0 0 5

9　ガ ギ村 ン 1 0 1 2 3 1 3 3 9 3 4 8 2 7 9 2 4 3

1 0　フィリピ ン 1 7 2 1 8 4 3 1 4 5 0 7 2 6 2 3 5 1

1 1 マレーシア 9 0 1 7 7 4 6 0 8 1 0 3 7 5 5 5 0

1 2　ガ ンブ ラブ シュ 4 6 6 6 7 5 7 6 6 6 6 1

1 3　′ド り ム 12 0 9 9 1 2 9 1 4 1 1 1 1 1 0 2

＝　 香　 港 5 1 1 3 4 2 6 5 4 4 5 2 1 3 2 9 4

1 5　シンガ ポ ール 4 3 8 8 2 2 6 3 7 5 1 8 2 2 4 6

1 6　ネパ ール 1 8 5 0 8 1 1 0 8 8 1 1 0 8

1 7　ミャンマー 3 8 4 5 8 3 9 2 7 1 6 8

1 8　スリランカ 2 3 3 7 4 8 5 9 4 0 4 3

1 9　アフガ ニスタン 2 0 3 0 2 4 2 9 2 2 2 7

2 0　モンブ ル 3 1 7 2 1 0 3 1 3 2 8 2 7 6

2 1 ブ ルネイ 2 ．0 1 1．1 1 7 ．8 1 9 ．9 14 ．1 12 ．4

2 2　カンポ ジ ア 8 ．6 12 ．3 1 7 、7 19 ．4 16 、4 17 ．1

2 3　ラオス 7 ．9

2．1

9 ．1 1 3 ．5 15 ．8 12 ．8 14 ．2

2 4　モルジ ブ 0 ．6 1 ．5 2 ．5 1．3 1 ．7

2 5　マカオ 5 ．0 12 ．2 16 ．0 9 ．8 10 ．5

2 6　 ア ジ ア 計 9 ，3 8 8 1 5 ．48 3 2 6 ．0 1 5 3 6 ，9 5 1 2 1 ．2 7 5 2 5，2 2 7

中 国

1 北　　　　 京 16 7 2 6 7 3 6 5 5 0 1 2 9 7 3 4 1

2　天　　　　 津 10 6 1 6 5 2 5 6 3 5 0 2 0 8 2 3 8

地 域 別

イ　ン ド

3　河　　　　 北 26 5 5 1 4 6 8 7 9 4 8 5 5 6 6 4 5

4　 山　　　　 西 1 7 5 3 8 7 4 7 4 6 5 1 3 8 3 4 4 3

5　 内　 蒙　 古 9 8 2 1 9 2 5 0 3 4 2 2 0 2 2 3 3

6　遼　　　　 寧 3 2 9 5 8 3 8 2 0 1 ．1 2 6 6 6 3 7 6 3

7　書　　　　 林 15 1 2 6 3 2 9 8 4 1 0 2 4 3 2 8 1

8　 黒　 龍　 江 2 0 9 4 0 0 4 7 8 6 5 4 3 8 8 4 4 7

9　上　　　　 海 18 5 2 9 8 6 6 5 9 0 2 5 3 7 6 1 0

1 0　 江　　　　 蘇 2 1 7 4 8 9 9 2 9 1 ．2 8 1 7 5 3 8 6 9

1 1 漸　　　　 江 8 0 1 9 7 4 4 5 6 1 6 3 （ほ 4 1 8

1 2　 安　　　　 徽 10 4 2 3 2 3 5 4 4 8 5 2 8 6 3 2 8

1 3　福　　　　 建 4 9 1日 1 8 4 2 5 6 1 5 0 1 7 4

1 4　 江　　　　 西 7 3 1 5 8 2 1 6 2 9 8 1 7 5 2 0 3

1 5　 山　　　　 東 2 5 6 5 6 6 7 6 3 1 ．0 5 3 6 1 5 7 1 2

1 6　 河　　　　 南 2 2 9 4 2 8 8 0 5 8 3 2 4 9 2 5 7 0

1 7　湖　　　　 北 13 9 2 7 1 4 2 9 5 9 0 3 5 0 4 0 3

1 8　湖　　　　 南 14 5 2 6 9 3 6 9 5 0 8 3 0 2 3 5 0

1 9　広　　　　 東 1 14 2 6 1 5 8 4 8 1 2 4 7 3 5 5 1

2 0　広　　　　 西 6 3 1 2 3 1 7 4 2 4 3 1 4 1 1 6 5

2 1 四　　　　 川 2 1 1 3 9 6 5 9 0 8 0 4 4 8 6 5 5 8

2 2　 貴　　　　 州 5 6 1 1 6 1 4 7 2 0 0 1 2 2 1 4 0

2 3　 雲　　　　 南 6 1 1 3 2 1 9 0 2 6 1 1 5 6 1 7 9

2 4　 西　　　　 蔵 1 3 6 9 5 6

2 5　 快　　　　 西 9 4 1 9 8 3 1 4 4 3 3 2 5 4 2 9 6

2 6　 甘　　　　 粛 5 9 1 2 3 1 7 5 2 4 1 1 4 3 1 6 5

2 7　 青　　　　 海 19 4 1 4 7 6 5 3 8 4 4

2 8　 寧　　　　 夏 18 5 6 6 5 9 0 5 2 6 1

2 9　 所　　　　 感 5 3 1 0 5 1 4 0 1 9 3 1 1 5 1 3 4

中 国 計 3 ，7 2 7 7 ．3 7 1 1 1．0 1 5 1 5 ，1 5 0 8 ．9 4 5 1 0，3 2 6

1 7 ッ榻 3 3 4 7 7 3 1 0 6 6 3 7 7

2　ピ ハール 2 9 8 4 1 9 6 8 8 1 ．0 0 4 5 6 （； 6 8 7

地 域 別 3　才リッサ 6 1 5 7 9 0 1 2 8 用 9 1

4　アンド ラ・ブ ラブ シ 9 1 1 8 1 3 1 9 4 8 3 2 6 2 3 2 9

5　タミル・ナド ゥ 6 4 2 2 1 3 6 4 5 5 5 2 9 9 3 7 6

6　柚 ト 州 、ケララ 9 4 1 4 1 2 4 9 3 7 1 2 1 0 2 6 1

7　マバラシュトラ、プ ア 19 3 3 7 9 6 8 7 1 ．0 5 4 5 5 8 7 0 4

8　マグ ヤ・ブ ラブ シ 9 7 2 3 7 4 2 1 6 3 6 3 4 3 4 2 7

9　グ ジ ャラ」 ・ 11 3 2 5 0 4 3 4 6 6 5 3 5 5 4 4 7

1 0　ラジ ャスタン 5 3 8 7 1 5 5 2 3 2 1 3 0 1 6 2

1 1 の ル・ブ ラブ シ 19 1 3 5 4 6 4 9 9 7 9 5 3 5 6 7 1

1 2　バリアナ、ガ ンジ ャブ 5 5 1 7 4 3 3 9 5 2 1 2 7 7 3 5 0

1 3　シャム　カシミール 6 9 1 7 2 5 1 5 1 8

イ ン ド 計 1．3 7 9 2 ，5 5 6 4 ．4 8 5 6 ．75 8 3 ．6 8 7 4 ，6 0 0
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表4．3－9（2）　　アジア地域のNOx排出量伸び　　ケースÅ（現状固定）

（1987年＝1．00）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

19 7 5 年 1 9 8 7 2 00 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 0 ．5 1 1 ．0 0 1 ．4 9 2 ．0 6 1 ．2 1 1 ．4 0

2　 日　 本 1．20 1．0 0 1 ．6 6 1 ．8 2 1．37 1．2 9

3　インド 0 ．5 4 1 ．0 0 1 ．7 5 2 ．6 4 1 ．4 4 1 ．8 0

4　インド ネシア 0 ．5 2 1 ．00 1 ．9 0 3 ．0 5 1 ．6 3 2 ．1 7

5　 韓　 国 0 ．4 0 1 ．00 2 ．5 3 4 ．12 2 ．03 2 ．7 1

6　 北 朝 鮮 0 ．6 9 1 ．0 0 1 ．4 3 1．6 6 1．14 1 ．08

7　 台　 湾 0 ．3 8 1 ．0 0 3 ．1 0 5 ．5 4 2 ．48 3 ．6 4

8　タ　 イ 0 ．4 7 L OO 2 ．1 0 3 ．9 6 1．7 0 2 ．6 2

9　ガ キスタン 0 ．4 3 1 ．0 0 1 ．4 7 1 ．5 1 1．2 1 1 ．0 5

10　フィリピ ン 0 ．9 4 1．0 8 1 ．7 1 2 ．7 6 1．4 3 1 ．9 1

1 1 マレーシア 0 ．5 1 1 ．00 2 ．6 0 4 ．5 6 2 ．1 2 3 ．10

12　ノド ンブ ラブ シュ 0 ．7 0 1．0 0 1 ．1 4 1．16 1．0 1 0 ．9 3

13　ゼ トナム 1 ．2 1 1 ．0 0 1 ．3 0 1 ．4 2 1．1 1 1 ．0 3

14　 香　 港 0 ．3 8 1 0 0 1 ．9 8 3 ．3 3 1．60 2 ．20

15　シンガ ポ ール 0 ．49 1．0 0 2 ．5 7 有 2 7 2 ．0 6 2．8 0

16　ネガ ール 0 ．36 1．0 0 1 ．6 2 2 ．17 1．6 2 2 ．16

17　ミャンマー 0 ．8 3 1 ．0 0 1 ．8 3 2 ．0 4 1．5 8 1 ．5 0

18　スリランカ 0 ．60 1．0 0 1 ．2 8 1．5 8 1．0 8 1．14

19　アフガ ニスタン 0 ．6 8 1 ．0 0 0 ．8 0 0 ．9 9 0 ．7 5 0 ．9 0

2 0　モンブ ル 0　 43 1．0 0 1 ．4 3 1 ．8 4 1 ．14 1．0 5

2 1 ブ ルネイ 0 ．18 1．0 0 1 ．60 1 ．7 9 1 ．2 7 1．12

2 2　カンポ ジ ア 0 ．7 0 1．0 0 1．44 1 ．58 1 ．3 3 1．3 9

2 3　ラオス 0 ．8 7

0 ．4 2

1．0 0 1．4 8 1．7 4 1 ．4 1 1．5 6

2 4　モルジ ブ 1．0 0 2 ．5 0 4 ．17 2 ．1 7 2 ．8 3

2 5　マ桝 1．0 0 2 ．4 4 3 ．2 0 1 ．9 6 2 ．1 0

2 6　 ア ジ ア 討 0 ．6 1 1．0 0 1 ．6 8 2 ．3 9 1 ．3 7 1 ．6 3

中 国

1 北　　　　 京 0 ．6 3 1．0 0 1 ．3 7 1．8 8 1 ．1 1 1 ．2 8

2　 天　　　　 津 0 ．6 4 1．0 0 1 ．5 5 2 ．1 2 1．2 6 1．44

地 域 別

イ　ン ド

3　河　　　　 北 0 ．5 2 1．0 0 1 ．3 3 1 ．8 4 1．0 8 1 ．2 5

4　 山　　　　 西 0 ．4 5 1．0 0 1 ．2 2 1．6 8 0 ．9 9 1 ．1 4

5　 内　 蒙　 古 0 ．4 5 l．0 0 1 ．1 4 1．5 6 0 ．9 2 1 ．0 6

6　遼　　　　 寧 0 ．5 6 1．0 0 1 ．4 1 1．9 3 1 ．1 4 1 ．3 1

7　書　　　　 林 0 ．5 7 1．0 0 1 ．13 1．5 6 0 ．9 2 1 ．0 7

8　 異　 能　 江 0 ．5 2 1．0 0 1 ．19 1．6 3 0 ．9 7 1 ．1 2

9　 上　　　　 海 0　6 2 1．0 0 2 ．2 3 3 ．0 3 1 ．80 2 ．0 5

10　 江　　　　 蘇 0 ．4 4 1．0 0 1 ．9 0 2 ．6 2 1 ．54 1．7 8

1 1 漸　　　　 江 0 ．4 1 1．0 0 2 ．2 6 3 ．13 1 ．8 4 2 ．1 3

12　安　　　　 徽 0 ．4 5 1．0 0 1．5 3 2 ．0 9 1 ．23 1 ．42

13　福　　　　 建 0 ．4 4 1．0 0 1 ．6 6 2 ．3 1 1 ．35 1 ．57

14　 江　　　　 西 0 ．46 1．0 0 1．36 1 ．88 1 ．1 1 1 ．28

15　 山　　　　 東 0 ．45 主 0 0 1．3 5 1 ．86 1 ．09 1 ．26

16　 河　　　　 南 0 ．5 3 1．0 0 1．4 1 1 ．9 4 1 ．1 5 1 ．3 3

17　 湖　　　　 北 0 ．5 1 1．0 0 1．5 8 2 ．17 1 ．2 9 1 ．4 9

18　 湖　　　　 南 0 ．5 4 1．0 0 1．3 7 1 ．89 1 ．1 2 1．3 0

19　 広　　　　 東 0 ．43 1．0 0 2 ．2 3 3 ．10 1 ．8 1 2 ．1 1

2 0　 広　　　　 西 0 ．5 1 1．0 0 1．4 1 1 ．9 7 1 ．1 4 1 ．3 4

Z l 四　　　　 川 0 ．5 3 1．0 0 l ．49 2 ．0 3 1 ．2 3 1．4 1

2 2　貴　　　　 州 0 ．49 1．0 0 1．27 1 ．7 2 1 ．0 5 1．2 1

2 3　雲　　　　 南 0 ．46 1．0 0 1 ．45 1 ．98 1 ．1 9 1．3 6

2 4　西　　　　 蔵 0 ．52 上 0 0 2 ．3 6 3 ．40 1 ．8 8 2 ．2 8

25　 陳　　　　 西 0 ．47 1．0 0 1．5 8 2 ．18 1 ．2 8 1 ．4 9

26　 甘　　　　 粛 0 ．48 1．0 0 1．43 1 ．9 （； 1 ．1 6 1 ．3 4

27　 青　　　　 海 0 ．47 1．0 0 1．13 1 ．57 0 ．9 2 1 ．0 8

2 8　寧　　　　 夏 0 ．3 2 】．0 0 1 ．1 5 1 ．6 0 0 ．9 2 1．0 8

2 9　所　　　　 産 0 ．5 0 1 ．0 0 1 ．3 3 1 ．8 4 1 ．0 9 1．2 7

中 国 計 0 ．5 1 1．0 0 1 ．49 2 ．0 6 1 ．2 1 1 ．4 0

1 アッサム 0 ．7 1 1．0 0 1．5 6 2 ．2 6 1 ．3 4 1．6 3

2　ピ バール 0 ．7 1 1．0 0 1．6 4 2 ．40 1 ．3 5 1．6 4
地 域 別 3　才リッサ 1 ．07 1．0 0 1．5 6 2 ．2 3 1 ．3 2 1 ．5 9

4　アンド ラ・ブ ラブ シ 0 ．50 1．0 0 1．7 7 2 ．6 7 1 ．4 5 1 ．8 2

5　 タミlい ナド ゥ 0 ．29 1．0 0 1 ．6 5 2 ．5 1 1 ．3 5 1 ．70

6　柚 ナ一夕か、ケララ 0　 6 6 1 ．0 0 1 ．76 2 ．6 2 1 ．4 8 1 ．8 4

ア　マバラシュトラ、プ ア 0 ．5 1 1．0 0 1 ．8 1 2 ．78 1 ．4 7 1 ．8 6

8　マグ ヤ・プ ラブ シ 0 ．4 1 1．0 0 1 ．78 2 ．69 1 ．4 5 1 ．8 1

9　 グ ジ ャラート 0 ．45 1．0 0 1．7 4 2．6 6 1 ．4 2 1 ．79

10　ラジ ャ；け ン 0 ．6 1 1．0 0 1 ．7 8 2 ．6 5 1 ．49 1 ．8 6

1 1 ウタル・ブ ラブ シ 0 ．5 4 1、0 0 1 ．8 4 2 ．7 7 1 ．5 1 1．9 0

12　バリアナ、パ ンジ ャブ 0　3 1 1 0 0 1 ．9 5 2 ．9 9 1．5 9 2 ．O l

13　 シャム　カシミール 0 ．72 1．0 0 1．9 2 2 ．8 3 1 ．65 2 ．0 5

イ　 ン ド 計 0 ．5 4 1．0 0 1．7 5 2 ．6 4 1．44 1．8 0
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表4．3－9（3）　　アジア地域のNOx排出最年平均伸び率
ケースA

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 1 9 8 7 2 0 0 0

－1 9 8 7 －2 0 0 0 －2 0 1 0 －2 0 0 0 －2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 ．8 3 ．1 3 ．2 1 ．5 1 ．4

2　 日　 本 － 1 ．5 4 ．0 0 ．9 2 ．4 1 0 ．6

3　 インド 5 ．3 4 ．4 4 ．2 2 ．9 2 ．2

4　 インド ネシア 5 ．6 5 ．0 4 ．9 3 ．8 2 ．9

5　 韓　 国 8 ．0 7 ．4 5 ．0 5 ．6 2 ．9

6　 北 朝 鮮 3 ．1 2 ．8 1 ．5 1 ．0 －0 ．5

7　 台　 湾 8 ．3 9 ．1 6 ．0 7 ．2 3 ．9

8　 タ　 イ 6 ．4 5 ．9 6 ．5 4 ．1 4 ．4

9　 ガ キスタン 7 ．2 3 ．0 0 ．3 1 ．5 －1 ．4

1 0　 フ ィリピ ン 0 ．5 4 ．2 4 ．9 2 ．8 3 ．0

1 1 マレー シア 5 ．8 7 ．6 5 ．8 5 ．9 3 ．9

1 2 Jド ンブ ラ ブ シュ 3 ．0 1 ．0 0 ．2 0 ．1 －0 ．8

1 3　 ゼ け ム －1 ．5 2 ．0 0 ．9 0 ．8 －0 ．8

1 4　 香　 港 8 ．4 5 ．4 5 ．3 3 ．7 3 ．3

1 5　 シンガ ポ ール 6 ． 1 7 ．5 5 ．2 5 ．7 3 ．1

1 6　 ネJド ール 8 ．9 3 ．8 2 ．9 3 ．8 2 ．9

1 7　 ミャンマー 1 ．5 4 ．8 1 ． 1 3 ．6 －0 ．5

1 8　 スリランカ 4 ．3 1 ．9 2 ．1 0 ．6 0 ．6

1 9　 アフガ ニスタン 3 ．3 －1 ．7 2 ．2 －2 ．2 1 ．8

2 0　 モンブ ル 7 ．3 2 ．8 2 ．5 L O －0 ．8

2 1 ブ ルネ イ 1 5 ．4 3 ．7 1 ．1 1 ．9 －1 ．3

2 2　 カ ンポ ジ ア 3 ．0 2 ．8 0 ．9 2 ．2 0 ．4

2 3　 ラ オス 1 ．2

7 ．5

3 ．1 1 ．6 2 ．7 1 ．0

2 4　 モ ルジ ブ 7 ．3 5 ．2 6 ．1 2 ．7

2 5　 マカオ 7 ．1 2 ．7 5 ．3 0 ．7

2 6　 ア ジ ア 計 4 ．3 4 ．1 3 ．6 2 ．5 1 ．7

中 国

1 北　　　　 京 4 ．0 2 ．4 3 ．2 0 ．8 1 ．4

2　 天　　　　 津 3 ．8 3 ．4 3 ．2 1 ．8 1 ．4

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 5 ．7 2 ．2 3 ．3 0 ．6 1 ．5

4　 山　　　　 西 6 ．8 1 ．6 3 ．2 －0 ． 1 1 ．5

5　 内　 蒙　 古 7 ．0 1 ．0 3 ．2 －0 ．6 1 ．4

6　 遼　　　　 寧 4 ．9 2 ．7 3 ．2 1 ．0 1 ．4

7　 書　　　　 林 4 ．7 1 ．0 3 ．3 －0 ．6 1 ．5

8　 黒　 龍　 江 5 ．5 1 ．4 3 ． 2 －0 ．2 1 ． 4

9　 上　　　　 海 4 ．0 6 ．4 3 ． 1 4 ．6 1 ． 3

1 0　 江　　　　 蘇 7 ．0 5 ．1 3 ．3 3 ．4 1 ．4

1 1 晰　　　　 江 7 ．7 6 ．5 3 ．3 4 ．8 1 ．5

1 2　 安　　　　 徴 6　 9 3 ．3 3 ．2 1 ．6 1 ．4

1 3　 福　　　　 建 7 ．1 4 ．0 3 ．3 2 ．3 1 ．5

1 4　 江　　　　 西 6 ．7 2 ．4 3 ．3 0 ．8 1 ．5

1 5　 山　　　　 東 6 ．8 2 ．3 3 ．3 0 ．6 1 ．5

1 6　 河　　　　 南 5 ．4 2 ．7 3 ． 2 1 ． 1 1 ． 5

1 7　 湖　　　　 北 5 ．7 3 ．6 3 ．2 2 ．0 1 ．4

1 8　 湖　　　　 南 5 ．3 2 ．4 3 ． 3 0 ．9 1 ．5

1 9　 広　　　　 東 7 ．2 6 ．4 3 ． 4 4 ．7 1 ． 5

2 0　 広　　　　 西 5 ．8 2 ．7 3 ． 4 1 ．0 1 ．6

2 1 四　　　　 川 5 ．4 3 ．1 3 ．1 1 ．6 1 ．4

2 2　 貴　　　　 州 6 ．2 1 ．9 3 ．1 0 ．4 1 ．4

2 3　 雲　　　　 商 6 ．6 2 ．9 3 ．2 1 ．3 1 ．4

2 4　 西　　　　 蔵 5 ．6 6 ．8 3 ．7 5 ．0 1 ．9

2 5　 陳　　　　 西 6 ．4 3 ．6 3 ．3 1 ．9 1 ．5

2 6　 甘　　　　 粛 6 ．3 2 ．8 3 ．2 1 ．2 1 ．5

2 7　 青　　　　 海 6 ．5 1 ．0 3 ． 3 －0 ．6 1 ．6

2 8　 寧　　　　 夏 9 ．9 1 ．1 3 ．4 －0 ．6 1 ．8

2 9　 新　　　　 頭 5 ．9 2 ．2 3 ． 3 0 ．7 L 6

中 国 計 5 ．8 3 ．1 3 ． 2 1 ．5 1 ． 4

1 アッサム 2 ．9 3 ．5 3 ．8 2 ．3 2 ．0

2　 ピ バール 2 ．9 3　 9 3 ．9 2 ．3 2 ．0

地 域 別 3　 才リッサ －0 ．5 3 ．5 3 ．6 2 ．2 1 ．8

4　 アンド ラ ・プ ラブ シ 5 ．9 4 ．5 4 ．2 2 ．9 2 ．3

5　 タミル ・ナド ゥ 1 0 ．9 3 ．9 4 ．3 2 ．3 2 ．3

6　 如 け 胃タか、ケララ 3 ．5 4　 4 4 ．1 3 ． 1 2 ．2

ア　 マハラシュトラ、プ ア 5 ．8 4 ．7 4 ． 4 3 ．0 2 ．3

8　 マグ ヤ ・ブ ラブ シ 7 ．7 4 ．5 4 ． 2 2 ．9 2 ．2

9　 グ ジ ャラート 6 ．8 4 ．3 4 ．4 2 ．7 2 ．3

1 0　 ラジ ャスタン 4 ．2 4 ．5 4 ． 1 3 ． 1 2 ．2

1 1 ウタル ・ブ ラブ シ 5 ．3 4 ．8 4 ． 2 3 ．2 2 ．3

1 2　 ハリアナ、パ ンジ ャブ 1 0 」 5 ．3 4 ．4 3 ．6 2 ．4

1 3　 シャム　 カシミール 2 ．8 5 ．1 4 ．0 3 ．9 2 ． 2

イ ン ド 計 5 ．3 4 ．4 4 ．2 2 ．9 2 ．2
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裏4．3－9（4）　　　アジア地域のNOx排出量地域別構成比　　ケースA

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 9 ．7 4 7 ．6 4 2 ．3 4 1 ．0 4 2 ．0 4 0 ．9

2　 日　 本 2 4 ．8 1 2 ．5 1 2 ． 3 9 ．5 1 2 ．4 9 ．9

3　 インド 1 4 ．7 1 6 ．5 1 7 ． 2 1 8 ．3 1 7 ．3 1 8 ．2

4　 イン ド ネシア 3 ．5 4 ． 1 4 ．7 5 ．3 4 ．9 5 ．5

5　 韓　 国 2 ．3 3 ．6 5 ． 4 6 ．2 5 ．3 6 ．0

6　 北 朝 鮮 3 ． 5 3 ．0 2 ．6 2 ．1 2 ．5 2 ．0

7　 台　 湾 1 ． 3 2 ． 1 3 ．9 4 ．9 3 ．8 4 ．7

8　 タ　 イ 1 ．9 2 ．5 3 ．1 4 ．1 3 ．1 4 ．0

9　 ガ キスタン 1 ． 1 1 ．5 1 ．3 0 ．9 1 ．3 1 ．0

1 0　 フィリピ ン 1 ．8 1 ．2 1 ． 2 1 ．4 1 ．2 1 ．4

1 1 マレ シア 1 ．0 1 ．1 1 ．8 2 ．2 1 ．8 2 ．2

1 2　 ノド ンブ ラブ シュ 0 ．5 0 ．4 0 ．3 0 ．2 0 ．3 0 ．2

1 3　 ゼ トナム 1 ．3 0 ．6 0 ．5 0 ．4 0 ．5 0 ．4

1 4　 香　 港 0 ．5 0 ．9 1 ．0 1 ．2 1 ．0 1 ．2

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．5 0 ．6 0 ．9 1 ．0 0 ． 9 1 ．0

1 6　 ネガ ール 0 ．2 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ． 4 0 ．4

1 7　 ミャンマー 0 ．4 0 ．3 0 ．3 0 ．2 0 ．3 0 ．3

1 8　 刑 ランか 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2

1 9　 ア フガ ニスタン 0 ．2 0 ．2 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1

2 0　 モ ンブ ル 0 ．3 0 ．5 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．3

2 1 ブ ルネイ 0 ．0 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1 0 ．0

2 2　 カ ンポ ジ ア 0 ． 1 0 ．1 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1

2 3　 ラオス 0 ． 1

0 、0

0 ．1

0 ．0

0 ． 1 0 ．0 0 ． 1 0 ． 1

2 4　 モルジ ブ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マ カオ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 6　 ア ジ ア 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

中 国

1 北　　　　 京 4 ．5 3 ．6 3 ．3 3 ．3 3 ．3 3 ．3

2　 天　　　　 津 2 ．8 2 ．2 2 ．3 2 ．3 2 ．3 2 ．3

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 7 ．1 7 ．0 6 ．2 6 ．3 6 ．2 6 ．2

4　 山　　　　 西 4 ．7 5 ．3 4 ．3 4 ．3 4 ．3 4 ．3

5　 内　 蒙　 古 2 ．6 3 ．0 2 ．3 2 ．3 2 ．3 2 ．3

6　 遼　　　　 寧 8 ．8 7 ．9 7 ．4 7 ．4 7 ．4 7 ．4

7　 書　　　　 林 4 ．0 3 ．6 2 ．7 2 ．7 2 ．7 2 ．7

8　 黒　 龍　 江 5 ．6 5 ．4 4 ．3 4 ．3 4 ．3 4 ．3

9　 上　　　　 海 5 ．0 4 ．0 6 ．0 6 ．0 6 ．0 5 ．9

1 0　 江　　　　 蘇 5 ．8 6 ．6 8 ．4 8 ．5 8 ．4 8 ．4

1 1 漸　　　　 江 2 ．2 2 ．7 4 ．0 4 ．1 4 ．0 4 ．0

1 2　 安　　　　 徽 2 ．8 3 ．1 3 ．2 3 ．2 3 ．2 3 ．2

1 3　 福　　　　 建 1 ．3 1 ．5 1 ．7 1 ．7 1 ．7 1 ．7

1 4　 江　　　　 西 2 ．0 2 ．1 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0

1 5　 山　　　　 東 6 ．9 7 ．7 6 ．9 7 ．0 6 ．9 6 ．9

1 6　 河　　　　 南 6 ． 1 5 ．8 5 ．5 5 ．5 5 ．5 5 ．5

1 7　 湖　　　　 北 3 ．7 3 ．7 3 ．9 3 ．9 3 ．9 3 ．9

1 8　 湖　　　　 南 3 ．9 3 ．7 3 ．3 3 ．4 3 ．4 3 ．4

1 9　 広　　　　 東 3 ． 1 3 ．5 5 ．3 5 ．4 5 ．3 5 ．3

2 0　 広　　　　 西 1 ．7 L 7 1 ．6 1 ．6 L 6 1 ．6

2 1 四　　　　 川 5 ．7 5 ．4 5 ．4 5 ．3 5 ．4 5 ．4

2 2　 貴　　　　 州 1 ．5 1 ．6 1 ．3 1 ．3 1 ．4 1 ．4

2 3　 雲　　　　 南 1 ．6 1 ．8 1 ．7 1 ．7 1 ．7 1 ．7

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．0 0 ．0 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1 0 ． 1

2 5　 快　　　　 西 2 ． 5 2 ．7 2 ．8 2 ．9 2 ．8 2 ．9

2 6　 甘　　　　 粛 1 ．6 1 ．7 1 ．6 1 ．6 1 ．6 1 ．6

2 7　 青　　　　 海 0 ．5 0 ．6 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4

2 8　 寧　　　　 夏 0 ． 5 0 ．8 0 ．6 0 ．6 0 ．6 0 ．6

2 9　 新　　　　 弱 1 ．4 1 ．4 1 ．3 1 ．3 1 ．3 1 ．3

中 国 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1 ア ッサム 2 ．4 1 ．8 1 ．6 1 ．6 1 ．7 1 ．7

2　 ピ バール 2 1 ．6 1 6 ．4 1 5 ．3 1 4 ．9 1 5 ．3 1 4 ．9

地 域 別 3　 才 リッサ 4 ．5 2 ．2 2 ．0 1 ．9 2 ． 1 2 ．0

4　 ア ンド ラ ・ブ ラブ シ 6 ．6 7 ． 1 7 ． 1 7 ． 1 7 ． 1 7 ．2

5　 タ ミル ・ナ ド ゥ 4 ．6 8 ．7 8 ． 1 8 ．2 8 ． 1 8 ．2

6　 柚 ナータカ、ケラ ラ 6 ．8 5 ．5 5 ．5 5 ．5 5 ．7 5 ．7

ア　 マハラシュ トラ、 プ ア 1 4 ．0 1 4 ．8 1 5 ．3 1 5 ．6 1 5 肩 1 1 5 ．3

8　 マグ ヤ ・ブ ラ ブ シ 7 ．0 9 ．3 9 ．4 9 ．4 9 ．3 9 ．3

9　 グ ジ ャラー ト 8 ．2 9 ．8 9 ．7 9 ，8 9 ．6 9 ．7

1 0　 ラジ ャ スタン 3 ．9 3 ．4 3 ．5 3 ．4 3 ．5 3 ．5

1 1 ウ川 ・ブ ラブ シ 1 3　 8 1 3 ．8 1 4 ．5 1 4 ．5 1 4 ．5 1 4 ．6

1 2 ／け アナ、ガ ン ジ ャブ 4 ．0 6 ．8 7 ．6 7 ．7 7 ．5 7 ．6

1 3　 シャム　 カシミール 0 ．5 0 ．3 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4

イ　 ン ド 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
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蓑4．3－10（1）　　　アジア地域のNOx排出量　　　　ケースB（対策普及）

（単位：1000t／年）
国 名 実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

19 7 5 年 19 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 ．7 2 7 7 ，37 1 1 0 ．8 4 5 1 4 ，8 2 1 8 ，8 0 9 1 0 ．10 7

2　 日　 本 2 ，3 2 9 1 ，93 5 2 ，1 1 9 2 ，3 7 8 1，7 4 6 1．6 9 3

3　インド 1 ．3 7 9 2 ．5 5 6 4 ．4 5 0 6 ，6 0 7 3 ，6 6 0 4 ．5 0 2

4　インド ネシア 3 3 1 6 3 9 1 ．0 1 2 1．4 6 9 8 8 2 1，0 7 3

5　韓　 国 2 2 0 5 5 5 1 ．2 7 6 1，8 9 8 1，0 2 4 1．2 5 1

6　北 朝 鮮 3 2 5 4 6 8 6 6 8 7 4 4 5 3 4 4 8 5

7　台　 湾 12 4 3 2 5 8 8 0 1，3 6 4 7 0 5 8 9 8

8　タ　 イ 18 2 3 8 4 7 7 9 1．3 1 0 6 3 0 8 6 8

9 Jド キスタン 10 1 2 3 1 3 2 4 3 2 2 2 6 8 2 2 7

1 0　フィリピ ン 17 2 1 8 4 2 8 0 4 2 3 2 3 6 2 9 8

l l マレ シア 9 0 1 7 7 3 9 6 G l z 3 2 4 4 1 7

1 2　ガ ンブ ラブ シュ 4 6 6 6 7 4 7 4 6 5 6 0

1 3　ゼ トナム 1 2 0 9 9 1 2 9 1 3 9 1 1 1 1 0 0

1 4　香： 1港 5 1 1 3 4 2 4 0 3 6 2 1 9 3 2 4 0

1 5　シンガ ポ ール 4 3 8 8 1 8 1 2 6 0 1 4 5 1 7 0

1 6　和 。－ル 1 8 5 0 8 1 1 0 8 8 1 1 0 8

1 7　ミャンマー 3 8 4 5 8 0 8 6 6 9 6 4

1 8　椚 ランか 2 3 3 7 4 5 5 3 3 8 3 9

1 9　7 7 ガ ＝スタン 2 0 3 0 2 3 2 9 2 2 2 6

2 0　モンブ ル 3 1 7 2 1 0 2 1 2 8 8 1 7 3

2 1 ブ 胼 イ 2 ．0 1 1．1 1 5 ．7 1 6 ．2 1 2 ．6 1 0 ．1

2 2　カンポ ジ ア 8 ．6 1 2 ．3 1 7 ．5 1 8 ．8 1 6 ．2 1 6 ．7

2 3　ラオス 7 ．9

2．1

9 ．1 1 3 ．4 1 5 ．4 1 2 ．7 1 4 ．0

2 4　用 ジ ブ 0 ．6 1，5 2 ．3 1．2 1．5

2 5　マカオ 5 ．0 1 1 ．8 1 4 ．5 9 ．5 9 ．6

2 6　 ア ジ ア 計 9 ．3 8 8 1 5 ．48 3 2 4 ，0 4 6 3 3 ．2 5 4 1 9 ．6 7 6 2 2 ．7 5 1

中 国

1 北　　　　 京 1 6 7 2 6 7 3 6 0 4 9 0 2 9 3 3 3 4

2　天　　　　 津 1 0（； 16 5 2 5 2 3 4 2 2 0 5 2 3 3

地 域 別

イ　ン ド

3　河　　　　 北 2 6 5 5 1 4 6 7 6 9 2 7 5 4 8 6 3 1

4　 山　　　　 西 1 7 5 3 8 7 4 6 6 6 3 6 3 7 7 4 3 3

5　 内　 蒙　 古 9 8 2 1 9 2 4（； 33 4 1 9 9 2 2 8

6　遼　　　　 寧 3 2 9 5 8 3 8 0 6 1 ．1 0 0 6 5 2 7 4 6

7　書　　　　 林 15 1 2 6 3 2 9 3 4 0 1 2 3 9 2 7 5

8　 黒　 龍　 江 2 0 9 4 0 0 4 7 0 6 3 8 3 8 1 4 3 7

9　上　　　　 海 18 5 2 9 8 6 5 2 8 7 9 5 2 6 5 9 5

1 0　 江　　　　 蘇 2 17 4 8 9 9 1 3 1 ．2 5 3 7 4 1 8 5 1

1 1 漸　　　　 江 8 0 1 9 7 4 3 8 6 0 3 3 5 6 4 1 0

1 2　 安　　　　 徽 10 4 2 3 2 3 4 8 4 7 4 2 8 1 3 2 1

1 3　福　　　　 建 4 9 1 日 1 8 2 2 5 1 1 4 8 1 7 1

1 4　江　　　　 西 7 3 1 5 8 2 1 3 2 9 1 1 7 3 1 9 8

1 5　 山　　　　 東 2 5 6 5 6 6 7 5 0 1 ．0 2 8 6 0 5 6 9 6

1 6　河　　　　 南 2 2 9 4 2 8 5 9 6 8 1 4 4 8 5 5 5 8

1 7　湖　　　　 北 1 3 9 2 7 1 4 2 3 5 7 9 3 4 5 3 9 6

1 8　湖　　　　 南 14 5 2 6 9 3 6 4 4 9 9 2 9 9 3 4 4

1 9　広　　　　 東 1 14 2 6 1 5 7 6 7 9 6 4 6 7 5 4 0

2 0　 広　　　　 西 6 3 1 2 3 1 7 1 2 3 8 1 3 9 1 6 2

2 1 四　　　　 川 2 1 1 3 9 6 5 8 2 7 8 8 4 8 0 5 4 7

2 2　貴　　　　 州 5 6 1 1 6 1 4 6 1 9 6 1 2 1 1 3 8

2 3　雲　　　　 南 6 1 1 3 2 1 8 8 2 5 6 1 5 4 1 7 6

2 4　 西　　　　 蔵 1 3 6 8 5 6

2 5　快　　　　 西 9 4 1 9 8 3 0 9 4 2 4 2 5 1 2 8 9

2 6　甘　　　　 粛 5 9 1 2 3 1 7 3 2 3 6 1 4 1 1 6 2

2 7　 青　　　　 海 1 9 4 1 4 6 6 3 3 8 4 4

2 8　寧　　　　 夏 1 8 5 6 6 4 8 8 5 1 5 9

2 9　新　　　　 環 5 3 1 0 5 1 3 8 1 9 0 1 1 3 1 3 2

中 国 計 3 ．7 2 7 7 ．3 7 1 1 0 ，8 4 5 1 4 ．82 1 8 ．8 0 9 1 0 ．10 7

1 アッサム 3 3 4 7 7 3 1 0 3 6 2 7 5

2　ピ 八一ル 2 9 8 4 1 9 6 7 1 9 6 8 5 5 3 8 6 4

地 域 別 3　才リッサ 6 1 5 7 8 9 1 2 6 7 6 9 0

4　アンド ラ・ブ ラブ シ 9 1 1 8 1 3 1 8 4 7 5 2 6 2 3 2 4

5　タミル・ナド ゥ 6 4 2 2 1 3 8 3 5 4 5 2 9 8 3 7 0

6　如け 一夕か、ケララ 9 4 H l 2 4 8 3 6 0 2 0 9 2 5 4

ア　マバラシュトラ、プ ア 1 9 3 3 7 9 6 8 3 1．0 3 2 5 5 5 6 9 0

8　マド ヤ・プ ラブ シ 9 7 2 3 7 4 1 9 6 2 8 3 4 1 4 2 2

9　グ ジ ャラート 1 1 3 2 5 0 4 3 2 6 5 4 3 5 3 4 4 0

1 0　ラジ ャスタン 5 3 8 7 1 5 4 2 2 6 1 2 9 1 5 8

1 1 ウタル・ブ ラブ シ 1 9 1 3 5 4 6 4 5 9 5 8 5 3 3 6 5 7

1 2 1川 アナ、ガ ンジ ャブ 5 5 1 7 4 3 3 8 5 0 9 2 7 5 3 4 2

1 3　シャム　カシミール 6 9 1 7 2 4 1 4 1 7

イ ン ド 計 1 ．3 7 9 2 ，5 5 6 4 ，4 5 0 6 ，6 0 7 3 ．6 6 0 4 ．5 0 2
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表4・3－10（2）　　ァジア地域のNOx排出量伸び　　ケースB（対策普及）

（19 8 7 年 ＝1 ．0 0 ）

国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 19 8 7 2 0 0 0 2 0 10 2 00 0 2 0 10

国 別

1 中　 国 0 ．5 1 1 ．0 0 1．4 7 2 ．0 1 1 ．2 0 1．3 7

2　日　　 本 1 ．2 0 1．0 0 1．10 1 ．2 3 0 ．9 0 0 ．8 7

3　インド 0 ．5 4 1 ．0 0 1．7 4 2 ．5 8 1 ．4 3 1．7 6
4　インド ネシア 0 ．5 2 1 ．0 0 1．5 9 2 ．3 0 1．3 8 1．6 8

5　韓　 国 0 ．4 0 1 ．0 0 2 ．3 0 3 ．4 2 1 ．8 5 2 ．2 5

6　北 朝 鮮 0 ．6 9 1．0 0 1．43 1 ．5 9 1 ．14 1．0 4

7　台　 湾 0 ．3 8 1．0 0 2 ．7 1 4 ．2 0 2 ．1 7 2 ．7 6

8　タ　 イ 0 ．4 7 L O O 2 ．0 3 3 ．4 1 1 ．6 4 2 ．2 6

9 Jドキスタン 0 ．4 3 1．0 0 1．40 1 ．40 1 ．1 6 0 ．9 8

10　フィリピ ン 0 ．9 4 1 ．0 0 1．5 3 2 ．30 1 ．2 8 1．6 2

1 1 マレーシア 0 ．5 1 1 ．0 0 2 ．2 3 3 ．45 1 ．8 2 2 ．3 5
12　バ ング ラブ シュ 0 ．7 0 1．0 0 1．12 1 ．13 1 ．0 0 0 ．9 2

13　ダ トナム 1 ．2 1 1 ．0 0 1．3 0 1 ．39 1 ．1 1 1．0 1
14　香　 港 0 ．3 8 1 ．0 0 1 ．8 0 2 ．7 1 1 ．4 5 1 ．7 9
1 5　シンガ ポ ール 0 ．4 9 1 ．0 0 2 ．0 6 2 ．9 5 1．6 5 1 ．9 4

16　ネパ ール 0 ．3 6 1 ．0 0 1 ，6 2 2 ．17 1．6 2 2 ．16

1 7　ミャンマー 0 ．8 3 1 ．00 1 ．7 7 1．9 1 1．5 3 1．42

1 8　スリランカ 0 ．6 0 1 ．00 1 ．2 2 1．4 3 1．0 3 1．0 5

1 9　アフガ ニスタン 0 ．6 8 1 ．0 0 0 ．7 9 0 ．9 7 0 ．7 5 0 ，8 9

2 0　モンブ ル 0 ．4 3 1．0 0 1 ．4 1 1．7 8 1 ．12 1．0 2
2 1 ブ ルネイ 0 ．18 1．0 0 1 ．4 1 1 ．4 6 1 ．14 0 ．9 1

2 2　カンポ ジ ア 0　7 0 1．0 0 1 ．4 2 1 ．5 3 1 ．3 2 1．3 （；

2 3　ラオス 0 ．8 7 1．0 0 1 ．4 7 1 ．69 1 ．4 0 1 ．5 4

2 4　モルジ ブ 0 ．0 0 1．0 0 2 ．5 0 3 ．8 3 2 ．0 0 2 ．5 0

2 5　マカオ 0 ．4 2 1 ．0 0 2 ．3 6 2 ．9 0 1 ．90 1 ．9 2

2 6　ア ジ ア 計 0 ．6 1 1 ．0 0 1 ．5 5 2 ．15 1 ．27 1 ．47

中 国

1 北　　　　 京 0 ．6 3 1 ．0 0 1．3 5 1．8 4 1．10 1．25

2　天　　　　 津 0 ．6 4 1．0 0 1 ．5 2 2 ．0 7 1．2 4 1．4 1

地 域 別

イ　ン ド

3　河　　　　 北 0　5 2 1 ．0 0 1 ．3 1 1．8 0 1．0 7 1．23

4　山　　　　 西 0 ．4 5 1 ．0 0 1 ．2 0 1．6 4 0 ．9 7 1 ．12

5　 内　 業　 古 0 ．4 5 1 ．0 0 1 ．12 1．5 2 0 ．9 1 1．0 4

6　遼　　　　 寧 0 ．5 6 1 ．0 0 1．3 8 1．8 9 1 ．12 1．2 8

7　書　　　　 林 0 ．5 7 1．0 0 1 ．12 1．5 3 0 ．9 1 1．0 5

8　黒　 龍　 江 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．17 1．6 0 0 ．95 1．0 9

9　上　　　　 海 0 ．6 2 1 ．0 0 2 ．19 2 ．9 5 1 ．77 2 ．0 0

10　江　　　　 蘇 0 ．4 4 1 ．0 0 1．8 7 2 ．5 6 1 ．5 2 1 ．7 4

1 1 斬　　　　 江 0 ．4 1 1 ．0 0 2 ．2 3 3 ．0 6 1 ．8 1 2 ．0 8
1 2　安　　　　 徴 0 ．4 5 1 ．0 0 1．5 0 2 ．0 4 1 ．2 1 1 ．38

1 3　福　　　　 建 0 ．4 4 1．0 0 1 ．6 4 2 ．2 6 1．3 3 1．5 4

1 4　江　　　　 西 0　4 6 1 ．0 0 1 ．3 4 1．8 4 1．0 9 1．25
1 5　山　　　　 東 0 ．4 5 1 ．0 0 1 ．3 3 1．8 2 1．0 7 1．2 3

1 6　河　　　　 南 0 ．5 3 1．0 0 1．3 9 1．9 0 1．13 1．3 0
1 7　湖　　　　 北 0 ．5 1 1．0 0 1 ．5 6 2 ．13 1．27 1．46

1 8　湖　　　　 南 0 ．5 4 1 ．0 0 1 ．3 5 1．8 5 1．1 1 1 ．28

1 9　広　　　　 東 0 ．4 3 1．0 0 2 ．2 0 3 ．0 4 1．7 9 2 ．0 7

2 0　広　　　　 西 0 ．5 1 1．0 0 1．3 9 1．9 3 1 ．13 1 ．3 1

2 1 四　　　　 川 0 ．5 3 1．0 0 1 ．47 1 ．9 9 1 ．2 1 1 ．3 8

2 2　貴　　　　 州 0 ．4 9 1．0 0 1 ．26 1 ．69 1 ．0 4 1 ．1 9

2 3　雲　　　　 南 0 ．4 6 1．0 0 1 ．43 1 ．95 1 ．1 7 1 ．3 4

2 4　西　　　　 蔵 0 ．5 2 1．0 0 2 ．32 3 ．28 1 ．8 8 2 ．2 4
2 5　快　　　　 西 0 ．4 7 1．0 0 1 ．56 2 ．1 4 1 ．26 1．46

2 6　甘　　　　 粛 0 ．4 8 1．0 0 1 ．4 1 1 ．92 1 ．15 1 ．3 2

2 7　青　　　　 海 0 ．4 7 1．0 0 1 ．1 2 1 ．5 4 0 ．9 1 1 ．0 6

2 8　寧　　　　 夏 0 ．3 2 1．0 0 1 ．13 1 ．56 0 ．9 1 1 ．06
2 9　新　　　　 頭 0 ．5 0 1．0 0 1 ．3 1 1 ．80 1 ．0 8 1 ．25

中 国 計 0 ．5 1 1．0 0 1．47 2 ．0 1 1 ．2 0 1 ．3 7

1 アッサム 0 ．7 1 1．0 0 1．5 6 2 ．20 1 ．3 3 1 ．59

2　ピ バール 0 ．7 1 1．0 0 1．6 0 2 ．3 1 1 ．3 2 1 ．58

地 域 別 3　才リッサ 1．0 7 1．0 0 1 ．5 6 2 ．19 1 ．3 2 1 ．56
4　アンド ラ・プ ラブ シ 0 ．5 0 1．0 0 1 ．7 6 2 ．6 3 1 ．45 1 ．8 0

5　タミル・ナド ゥ 0 ．2 9 1．0 0 1 ．6 4 2 ．4 6 1 ．3 5 1．6 7
6　カルト タカ、ケララ 0 ．6 6 1．0 0 1 ．7 6 2 ．5 5 1．48 1．8 0

ア　マハラシュトラ、プ ア 0　5 1 1．0 0 1 ．8 0 2 ．7 2 1 ．46 1 ．8 2

8　マギ ヤ・ブ ラブ シ 0 ．4 1 1．0 0 1 ．7 7 2 ．6 5 1 ．44 1 ．7 9

9　グ ジ ャラート 0 ．4 5 1．0 0 1．7 3 2 ．6 1 1．4 1 1．7 6

1 0　ラジ ャスタン 0 ．6 1 1 ．0 0 1 ．7 7 2 ．5 9 1．4 8 1．8 2

1 1 ウケル・プ ラブ シ 0 ．5 4 1 ．0 0 1 ．8 3 2 ．7 1 1 ．5 1 1．8 6

1 2　ハリアナ、ガ ンジ ャブ 0 ．3 1 1 ．0 0 1 ．9 4 2 ．9 2 1 ．5 8 1．9 6

1 3　シャム　カシミール 0 ．7 2 1 ．0 0 1 ．9 2 2 ．7 2 1 ．6 4 1．9 8

イ ン ド計 0 ．5 4 1 ．0 0 1 ．7 4 2 ．5 8 1 ．4 3 1 ．7 6

115－



表4．3－10（3）　　　アジア地域のNOx排出量年平均伸び率
ケースB

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅲ

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 1 9 8 7 2 0 0 0

－1 9 8 7 －2 0 0 0 －2 0 1 0 －2 0 0 0 －2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 ．8 3 ．0 3 ．2 1 ．4 1 ．4

2　 日　 本 －1 ．5 0 ．7 1 ．2 －0 ．8 －0 ．3

3　 イン ド 5 ．3 4 ．4 4 ．0 2 ．8 2 ． 1

4　 イン ド ネシア 5 ．6 3 ．6 3 ．8 2 ．5 2 ．0

5　 韓　 国 8 ．0 6 ．6 4 ． 1 4 ．8 2 ．0

6　 北 朝 鮮 3 ．1 2 ．8 1 ． 1 1 ．0 －1 ．0

7　 台　 湾 8 ．3 8 ．0 4 ．5 6 ． 1 2 ．5

8　 タ　 イ 6 ．4 5 ．6 5 ．3 3 ．9 3 ．3

9　 ガ ギ柑 ン 7 ．2 2 ．6 －0 ． 1 1 ．2 －1 ．7

1 0　 フィリピ ン 0 ．5 3 ．3 4 ．2 1 ．9 2 ．4

1 1 マレ シア 5 ．8 6 ．4 4 ．4 4 ．7 2 ．6

1 2　 ガ ング ラブ シュ 3 ．0 0 ．9 0 ．1 0 ．0 －0 ．8

1 3 ／ド トナ ム 1 1 ．5 2 ．0 0 ．7 0 ．8 － 1 ．0

1 4　 香　 港 8 ．4 4 ．6 4 ．2 2 ．9 2 ．2

1 5　 シンガ ポ ール 6 ．1 5 ．7 3 ．7 3 ．9 1 ．6

1 6　 ＝ 1。－ ル 8 ．9 3 ．8 2 ．9 3 ．8 2 ．9

1 7　 ミャンマ ー 1 ．5 4 ．5 0 ．7 3 ，3 －0 ．7

1 8　 スリランカ 4 ．3 1 ．5 1 ．6 0 ．2 0 ．2

1 9　 アフガ ニスタン 3 ．3 － 1 ．8 2 ．0 －2 ．2 1 ．7

2 0　 モンブ ル 7 ．3 2 ．7 2 ．3 0 ．9 －1 ．0

2 1 ブ ルネイ 1 5 ．4 2 ．7 0 ．3 1 ．0 － 2 ．2

2 2　 かンポ ジ ア 3 ．0 2 ．7 0 ．7 2 ． 1 0 ．3

2 3　 ラオ ス 1 ．2

7 ．5

3 ．0 1 ．4 2 ．6 1 ．0

2 4　 モル ジ ブ 7 ．3 4 ．4 5 ．5 2 ．3

2 5　 マカオ 6 ．8 2 ．1 5 ．1 0 ．1

2 6　 ア ジ ア 計 4 ．3 3 ．4 3 ．3 1 ．9 1 ．5

中 国

1 北　　　　 京 4 ．0 2 ．3 3 ．1 0 ．7 1 ．3

2　 天　　　　 津 3 ．8 3 ．3 3 ． 1 1 ．7 1 ．3

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 5 ．7 2 ．1 3 ．2 0 ．5 1 ．4

4　 山　　　　 西 6 ．8 1 ．4 3 ． 1 －0 ．2 1 ．4

5　 内　 蒙　 古 7 ．0 0 ．9 3 ． 1 －0 ．7 1 ．4

6　 遼　　　　 寧 4 ．9 2 ．5 3 ．2 0 ．9 1 ．3

7　 書　　　　 林 4 ．7 0 ．9 3 ．2 －0 ．7 1 ．4

8　 黒　 龍　 江 5 ．5 1 ．2 3 ．1 －0 ．4 1 ．4

9　 上　　　　 海 4 ．0 6 ．2 3 ．0 4 ．5 1 ．2

1 0　 江　　　　 蘇 7 ．0 4 ．9 3 ．2 3 ．2 1 ．4

1 1 漸　　　　 江 7 ．7 6 ．3 3 ．2 4 ．7 1 ．4

1 2　 安　　　　 徽 6 ．9 3 ．2 3 ．1 1 ．5 1 ．3

1 3　 福　　　　 建 7 ．1 3 ．9 3 ．3 2 ．2 1 ．5

1 4　 手工　　　　 西 6 ．7 2 ．3 3 ．2 0 ．7 1 ．4

1 5　 山　　　　 東 6 ．8 2 ．2 3 ．2 0 ．5 1 ．4

1 6　 河　　　　 南 5 ．4 2 ．6 3 ．2 1 ．0 1 ．4

1 7　 湖　　　　 北 5 ．7 3 ．5 3 ．2 1 ．9 1 ．4

1 8　 湖　　　　 南 5 ．3 2 ．3 3 ．2 0 ．8 1 ．4

1 9　 広　　　　 東 7 ．2 6 ．3 3 ．3 4 ．6 1 ．5

2 0　 広　　　　 西 5 ．8 2 ．6 3 ．4 0 ．9 1 ．5

2 1 四　　　　 川 5 ．4 3 ．0 3 ．1 1 ．5 1 ．3

2 2　 貴　　　　 州 6 ．2 1 ．8 3 ．0 0 ．3 1 ．3

2 3　 雲　　　　 南 6 ．6 2 ．8 3 ．1 1 ．2 1 ．3

2 4　 西　　　　 蔵 5 ．6 6 ．7 3 ．5 5 ．0 1 ．8

2 5　 陳　　　　 西 6 ．4 3 ．5 3 ．2 1 ．8 1 ．4

2 6　 甘　　　　 粛 6 ．3 2 ．7 3 ．2 1 ． 1 1 ．4

2 7　 青　　　　 海 6 ．5 0 ．9 3 ．3 －0 ．7 1 ．5

2 8　 寧　　　　 夏 9 ．9 1 ．0 3 ．3 －0 ．7 1 ．5

2 9　 新　　　　 頭 5 ．9 2 ． 1 3 ．2 0 ．6 L 5

中 国 計 5 、8 3 ．0 3 、2 1 ．4 l 、4

1 7 ッ榻 2 ．9 3 ．5 3 ．5 2 ．2 1 ．8

2　 ピ バール 2 ．9 3　 7 3 ．7 2 ．2 1 ．8

地 域 別 3　 才リッサ －0 ．5 3 ．5 3 ．5 2 ．1 1 ．7

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 5 ．9 4 ．4 4 ． 1 2 ．9 2 ．2

5　 タミル・ナド ゥ 1 0 ．9 3 ．9 4 ．2 2 ．3 2 ．2

6　 カルナ一夕か、ケララ 3 ．5 4　 4 3 ．8 3 ．0 2 ．0

ア　 マバラシュトラ、プ ア 5 ．8 4 ．6 4 ．2 3 ．0 2 ．2

8　 マグ ヤ ・プ ラダ シ 7 ．7 4 ．5 4 ．1 2 ．9 2 ．2

9　 グ ジ ャラー ト 6 ．8 4 ．3 4 ．2 2 ．7 2 ．2

1 0　 ラジ ャスタン 4 ．2 4 ．5 3 ．9 3 ． 1 2 ．0

1 1 ウケル ・ブ ラブ シ 5 ．3 4 ．7 4 ．0 3 ．2 2 ． 1

1 2　 ハリアナ、ガ ンジ ャブ 1 0 ．1 5 ．2 4 ．2 3 ．6 2 ．2

1 3　 シャム　 カシミール 2 ．8 5 ． 1 3 ．5 3 ．9 1 ．9

イ ン ド 計 5 ．3 4 ．4 4 ．0 2 ．8 2 ．1
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表4．3－10（4）　　　アジア地域のNOx排出量地域別構成比　　　ケースB

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ．

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 9 ．7 4 7 ．6 4 5 ． 1 4 4 ．6 4 4 ．8 4 4 ．4

2　 日　 本 2 4 ．8 1 2 ．5 8 ．8 7 ．2 8 ．9 7 ．4

3　 インド 1 4 ．7 1 6 ．5 1 8 ．5 1 9 ．9 1 8 ．6 1 9 ．8

4　 インド ネシア 3 ．5 4 ． 1 4 ．2 4 ．4 4 ．5 4 ．7

5　 韓　 国 2 ．3 3 ．6 5 ．3 5 ．7 5 ．2 5 ．5

6　 北 朝 鮮 3 ．5 3 ．0 2 ．8 2 ．2 2 ．7 2 ．1

7　 台　 湾 1 ．3 2 ． 1 3 ．7 4 ． 1 3 ．6 3 ．9

8　 タ　 イ 1 ．9 2 ．5 3 ．2 3 ．9 3 ．2 3 ．8

9　 ガ キスタン 1 ．1 1 ．5 1 ．3 1 ．0 1 ．4 1 ．0

1 0　 フィリピ ン 1 ．8 1 ．2 1 ．2 1 ．3 1 ．2 1 ．3

1 1 マ レーシア 1 ．0 1 ． 1 1 ．6 1 ．8 1 ． 6 1 ．8

1 2　 バ ンブ ラブ シュ 0 ．5 0 ．4 0 ．3 0 ．2 0 ． 3 0 ．3

1 3　 ′ド トナム 1 ．3 0 ．6 0 ．5 0 ．4 0 ．6 0 ．4

1 4　 香　 港 0 ．5 0 ．9 1 ．0 1 ． 1 1 ．0 1 ． 1

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．5 0 ．6 0 ．8 0 ．8 0 ．7 0 ．7

1 6　 ネ ガ ール 0 ．2 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．4 0 ．5

1 7　 ミャンマー 0 ．4 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．4 0 ．3

1 8　 ス リランカ 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2

1 9　 ア フガ ニスタン 0 ．2 0 ．2 0 ．1 0 ．1 0 ． 1 0 ．1

2 0　 モ ンブ ル 0 ．3 0 ．5 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．3

2 1 ブ ルネ イ 0 ．0 0 ．1 0 ．1 0 ．0 0 ．1 0 ．0

2 2　 カ ンポ ジ ア 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ． 1 0 ．1 0 ．1

2 3　 ラオス 0 ．1

0 ．0

0 ．1 0 ．1 0 ．0 0 ．1 0 ．1

2 4　 モルジ ブ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マカオ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 6　 ア ジ ア 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

中 国

l 北　　　　 京 4 ．5 3 ．6 3 ．3 3 ．3 3 ．3 3 ．3

2　 天　　　　 津 2 ．8 2 ．2 2 ．3 2 ．3 2 ．3 2 ．3

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 7 ． 1 7 ．0 6 ．2 6 ．3 6 ．2 6 ．2

4　 山　　　　 西 4 ．7 5 ．3 4 ．3 4 ．3 4 ．3 4 ．3

5　 内　 蒙　 古 2 ．6 3 ．0 2 ．3 2 ．3 2 ．3 2 ．3

6　 遼　　　　 寧 8 ．8 7 ．9 7 ．4 7 ．4 7 ．4 7 ．4

7　 書　　　　 林 4 ．0 3 ．6 2 ．7 2 ．7 2 ．7 2 ．7

8　 黒　 龍　 江 5 ．6 5 ．4 4 ．3 4 ．3 4 ．3 4 ．3

9　 上　　　　 海 5 ．0 4 ．0 6 ．0 5 ．9 6 ．0 5 ．9

1 0　 江　　　　 蘇 5 ．8 6 ．6 8 ．4 8 ．5 8 ．4 8 ．4

1 1 斬　　　　 江 2 ．2 2 ．7 4 ．0 4 ． 1 4 ．0 4 ． 1

1 2　 安　　　　 徽 2 ．8 3 ． 1 3 ．2 3 ．2 3 ．2 3 ．2

1 3　 福　　　　 建 1 ．3 1 ．5 1 ．7 1 ．7 1 ．7 1 ．7

1 4　 江　　　　 西 2 ．0 2 ． 1 2 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．0

1 5　 山　　　　 東 6 ．9 7 ．7 6 ．9 6 ．9 6 ．9 6 ．9

1 6　 河　　　　 南 6 ． 1 5 ．8 5 ．5 5 ．5 5 ．5 5 ．5

1 7　 湖　　　　 北 3 ．7 3 ．7 3 ．9 3 ．9 3 ．9 3 ．9

1 8　 湖　　　　 南 3 ．9 3 ．7 3 ．4 3 ．4 3 ．4 3 ．4

1 9　 広　　　　 東 3 ．1 3 ．5 5 ．3 5 ．4 5 ．3 5 ．3

2 0　 広　　　　 西 1 ．7 1 ．7 1 ．6 1 ．6 1 ．6 1 ．6

2 1 四　　　　 川 5 ．7 5 ．4 5 ．4 5 ．3 5 ．4 5 ．4

2 2　 貴　　　　 州 1 ．5 1 ．6 1 ．3 1 ．3 1 ．4 1 ．4

2 3　 雲　　　　 南 1 ．6 1 ．8 1 ．7 1 ．7 1 ．8 1 ．7

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．0 0 ．0 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．1

2 5　 陳　　　　 西 2 ．5 2 ．7 2 ．9 2 ．9 2 ．8 2 ．9

2 6　 甘　　　　 粛 1 ．6 1 ．7 1 ．6 1 ．6 1 ．6 1 ．6

2 7　 青　　　　 海 0 ．5 0 ．6 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4

2 8　 寧　　　　 夏 0 ．5 0 ．8 0 ．6 0 ．6 0 ．6 0 ．6

2 9　 新　　　　 調 1 ．4 1 ．4 1 ．3 1 ．3 1 ．3 1 ．3

中 国 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1 アッサム 2 ．4 1 ．8 1 ．6 1 ．6 1 ．7 1 ．7

2　 ピ バール 2 1 ．6 1 6 ．4 1 5 ．1 1 4 ．6 1 5 ．1 1 4 ．7

地 域 別 3　 才リッサ 4 ．5 2 ．2 2 ．0 1 ．9 2 ．1 2 ．0

4　 アン ド ラ・ブ ラブ シ 6　 6 7 ．1 7 ．1 7 ．2 7 ．1 7 ．2

5　 タミル ・ナド ゥ 4 ．6 8 ．7 8 ．2 8 ．2 8 ．1 8 ．2

6　 か け －タカ 、ケララ 6 ．8 5 ．5 5 ．6 5 、5 5 ．7 5 ．6

7　 マバラシュトラ、プ ア 1 4 ．0 1 4 ．8 1 5 ．4 1 5 ．6 1 5 ．2 1 5 ．3

8　 マド ヤ ・プ ラダ シ 7 ．0 9 ．3 9 ．4 9 ．5 9 ．3 9 ．4

9　 グ ジ ャラート 8 ．2 9 ．8 9 ．7 9 ．9 9 ．6 9 ．8

1 0　 ラジ ャスタン 3 ．9 3 ．4 3 ．5 3 ．4 3 ．5 3 ．5

1 1 ウタル ・プ ラ ブ シ 1 3 ．8 1 3 ．8 1 4 ．5 1 4 ．5 1 4 ．6 1 4 ．6

1 2　 パリアナ、パ ンジ ャブ 4 ．0 6　 8 7 ．6 7 ．7 7 ．5 7 ．6

1 3　 シャム　 カシミール 0 ．5 0 ．3 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4

イ　 ン ド 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
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蓑4．3－11（1）　　アジア地域のNOx排出量　　　ケースC（日本並）

（単位：1000t／年）
国 名 実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

19 7 5 年 19 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 ，7 2 7 7 ，3 7 1 6 ，28 9 7 ．2 8 3

2　 日　 本 2 ，3 2 9 1 ，9 3 5 1 ．7 4 6 1 ，6 9 3

3　インド 1，3 7 9 2 ．55 t） 2 ．7 1 6 3 ，3 7 2

4　インド ネシア 3 3 1 6 3 9 7 5 0 9 8 5

5　韓　 国 2 2 0 5 5 5 8 7 2 1，16 2

6　北 朝 鮮 3 2 5 4 6 8 3 3 3 3 1 7

7　台　 湾 1 2 4 3 2 5 5 4 3 7 8 9

8　タ　 イ 1 8 2 3 8 4 4 2 6 6 4 8

9　バ ギ柑 ン 1 0 1 2 3 1 2 0 9 1 8 3

1 0　フィリピ ン 17 2 1 8 4 1 8 3 2 3 9

1 1 マレーシア 9 0 1 7 7 2 3 4 3 4 0

1 2　ガ ング ラブ シュ 4 6 6 6 5 6 5 2

1 3　ゼ トナム 12 0 9 9 8 6 8 3

1 4　香　 港 5 1 1 3 4 1 4 1 1 9 2

1 5　シンガ ポ ール 4 3 8 8 1 2 7 1 7 2

1 6　ネパ ール 1 8 5 0 8 1 1 0 8

1 7　ミャンマ胃 3 8 4 5 5 5 5 4

1 8　スリランカ 、 2 3 3 7 3 2 3 4

1 9　アフガ ニスタン 2 0 3 0 2 0 2 5

2 0　モンブ ル 3 1 7 2 5 4 5 0

2 1 ブ 胼 イ 2 ．0 l l．1 7 ．9 7 ．0

2 2　カンポ ジ ア 8 ．6 12 ．3 14 ．6 15 ．5

2 3　ラオス 7 ．9

2 ．1

9 ．1 1 1．6 13 ．2

2 4　モルジ ブ 0 ．6 0 ．9 1．2

2 5　マかオ 5 ．0 7 ．0 7 ．4

2 6　ア ジ ア 計 9 ．3 8 8 1 5 ．4 8 3 1 4 ．9 9 4 1 7 ．8 2 4

中 国

1 北　　　　 京 16 7 2 6 7 2 0 3 2 3 5

2　天　　　　 津 10 6 1 6 5 1 4 1 1 6 3

地 域 別 3　河　　　　 北 26 5 5 1 4 3 9 9 4 6 4

4　山　　　　 西 17 5 3 8 7 2 7 5 3 2 0

5　 内　 蒙　 古 9 8 2 1 9 1 4 6 1 6 8

G　遼　　　　 寧 3 29 5 8 3 4 4 5 5 1 3

7　書　　　　 林 1 5 1 2 6 3 1 7 4 2 0 2

8　 異　 能　 江 2 0 9 4 0 0 2 7 3 3 1 6

9　上　　　　 海 1 8 5 2 9 8 3 3 7 3 8 4

1 0　江　　　　 蘇 2 1 7 4 8 9 5 0 7 5 8 6

1 1 漸　　　　 江 8 0 1 9 7 2 4 4 2 8 3

1 2　安　　　　 微 1 0 4 2 3 2 1 9 3 2 2 2

1 3　福　　　　 建 4 9 日 1 1 1 0 1 2 9

1 4　 江　　　　 西 7 3 1 5 8 1 2 3 1 4 2

1 5　 山　　　　 東 2 5 6 5 6 6 4 2 4 4 9 2

1 6　河　　　　 南 2 2 9 4 2 8 3 6 2 4 2 0

1 7　湖　　　　 北 1 39 2 7 1 2 4 3 2 8 1

1 8　 湖　　　　 南 14 5 2 6 9 2 2 2 2 5 7

1 9　広　　　　 東 1 1 4 2 6 1 3 4 4 4 0 2

2 0　広　　　　 西 6 3 1 2 3 1 0 3 1 2 1

2 1 四　　　　 川 2 1 1 3 9 6 3 5 6 4 0 9

2 2　貴　　　　 州 5 6 1 1 6 9 5 1 0 9

2 3　雲　　　　 南 6 1 1 3 2 1 2 0 1 3 8

2 4　 西　　　　 蔵 1 3 4 4

2 5　快　　　　 西 9 4 1 9 8 1 8 7 2 1 8

2 6　 甘　　　　 粛 5 9 1 2 3 1 0 5 1 2 2

2 7　 青　　　　 海 1 9 4 1 2 9 3 4

2 8　寧　　　　 夏 1 8 5 6 3 8 4 5

2 9　 新　　　　 調 5 3 1 0 5 8 9 1 0 4

中 国 計 3 ．7 2 7 7 ．3 7 1 6 ．2 8 9 7 ．2 8 3

イ　 ン ド

1 アッサム 3 3 4 7 5 3 6 4

2　ピ ハール 29 8 4 1 9 4 1 4 5 0 1

地 域 別 3　才リッサ 6 1 5 7 6 0 7 2

4　アンド ラ・プ ラブ シ 9 1 1 8 1 1 9 6 2 4 5

5　タミル・ナド ゥ 6 4 2 2 1 2 2 2 2 7 8

6　カルト タカ、ケララ 9 4 1 4 1 1 6 7 2 0 6

ア　マハラシュトラ、プ ア 1 9 3 3 7 9 3 9 2 4 9 3

8　マギ ヤ・プ ラブ シ 9 7 2 3 7 2 4 2 3 0 0

9　グ ジ ャラート 1 13 2 5 0 2 4 4 3 0 6

1 0　ラジ ャスタン 5 3 8 7 1 0 7 1 3 2

1 1 ウケル・プ ラブ シ 1 9 1 3 5 4 4 0 4 5 0 2

1 2　用 アナ、ガ ンジ ャブ 5 5 1 7 4 2 0 5 2 5 9

1 3　シャム　カシミール 6 9 1 2 1 5

イ　 ン ド 計 1 ，3 7 9 2 ，55 6 2 ，7 1 6 3 ，3 7 2
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表4・3－11（2）　　ァジア地域のNOx排出量伸び　　　ケースC（日本並）

（19 8 7 年 ＝1 ．0 0 ）

国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

19 75 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 10 2 00 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 0 ．5 1 1 ．0 0 0 ．8 5 0 ．9 9

2　 日　　 本 1．20 1 ．0 0 0 ．9 0 0 ．8 7

3　インド 0 ．5 4 1．0 0 1 ．0 6 1．3 2

4　インド ネシア 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．1 7 1 ．5 4

5　韓　 国 0 ．4 0 1．0 0 1 ．5 7 2 ．0 9

6　北 朝 鮮 0　 6 9 1．0 0 0 ．7 1 0 ．6 8

7　台　 湾 0 ．3 8 1．0 0 1 ．6 7 2 ．4 3

8　タ　 イ 0 ．4 7 1．0 0 1 ．1 1 1 ．6 9
9　バ キ柑 ン 0 ．4 3 1．0 0 0 ．9 0 0 ．7 9

10　フィリピ ン 0 ．9 4 1 ．0 0 1 ．0 0 1 ．3 0

l l マレーシア 0 ．5 1 1 ，0 0 1 ．3 2 1 ．9 2
12　バ ング ラブ シュ 0 ．70 1．0 0 0 ．8 5 0 ．7 9

13　ゼ トナム 1．2 1 1 ．0 0 0 ．8 7 0 ．8 3

14　香　 港 0 ．38 1 ．0 0 1 ．0 6 1 ．4 4
15　シンガ ポ ール 0 ．49 1 ．0 0 1．4 4 1 ．9 5

16　寺ガ ール 0 ．36 1 ．0 0 1．6 1 2 ．15

1 7　ミャンマー 0 ．8 3 1 ．0 0 1．2 1 1 ．19

1 8　スリランカ 0 ．6 0 1 ．0 0 0 ．8 6 0 ．9 1

19　アフガ ニスタン 0 ．6 8 1 ．0 0 0 ．6 9 0 ．8 4

2 0　モンブ ル 0 ．4 3 1 ．0 0 0 ．7 5 0 ．7 0

2 1 7 e 胼 イ 0 ．18 1．0 0 0 ．7 1 0 ．6 3
2 2　かンポ ジ 7 0 ．7 0 1．0 0 1 ．1 9 1．2 6

2 3　ラオス 0 ．8 7 1．0 0 1 ．2 7 1．4 5

2 4　モルジ ブ 0 ．0 0 1．0 0 1 ．5 0 2 ．0 0

2 5　マカオ 0 ．4 2 1 ．0 0 1 ．4 0 1 ．4 8

2 6　ア ジ ア 計 0 ．6 1 1．0 0 0 ．9 7 L 15

中 国

l 北　　　　 京 0 ．6 3 1 ．0 0 0 ．76 0 ．8 8

2　天　　　　 津 0 ．6 4 1 ．0 0 0 ．8 6 0 ．9 9

地 域 別 3　河　　　　 北 0 ．5 2 1 ．0 0 0 ．7 8 0 ．9 0

4　山　　　　 西 0 ．4 5 1 ．0 0 0 ．7 1 0 ．8 3

5　内　 蒙　 古 0 ．4 5 1 ．0 0 0 ．6 7 0 ．7 7
6　遼　　　　 寧 0 ．56 1 ．0 0 0 ．7 （； 0 ．8 8

7　書　　　　 林 0 ．57 1 ．0 0 0 ．6 6 0 ．7 7

8　黒　 龍　 江 0 ．5 2 1 ．0 0 0 ．6 8 0 ．7 9

9　上　　　　 海 0 ．6 2 1 ．0 0 1 ．13 1．2 9

10　江　　　　 蘇 0 ．4 4 1 ．0 0 1 ．0 4 1．2 0
1 1 漸　　　　 江 0 ．4 1 1 ．0 0 1．2 4 1．4 4

1 2　安　　　　 徽 0 ．4 5 1 ．0 0 0 ．8 3 0 ．9 6
1 3　福　　　　 建 0 ．4 4 1 ．0 0 0 ．9 9 1．16

1 4　江　　　　 西 0 ．4 6 1 ．0 0 0 ．7 8 0 ．9 0

1 5　山　　　　 東 0 ．4 5 1．0 0 0 ．75 0 ．8 7

1 6　河　　　　 南 0 ．5 3 1 ．0 0 0 ．8 4 0 ．9 8

1 7　湖　　　　 北 0 ．5 1 1．0 0 0 ．8 9 1．0 3

1 8　湖　　　　 南 0 ．5 4 1．0 0 0 ．8 2 0 ．9 5

1 9　広　　　　 東 0 ．4 3 1 ．0 0 1．3 1 1．5 4
2 0　広　　　　 西 0 ．5 1 1 ．0 0 0 ．8 4 0 ．9 8

2 1 四　　　　 川 0 ．5 3 1 ．0 0 0 ．9 0 1 ．0 3
2 2　貴　　　　 州 0 ．4 9 1．0 0 0 ．8 2 0 ．9 4

2 3　雲　　　　 南 0 ．4 6 1．0 0 0 ．9 1 1 ．0 5

2 4　西　　　　 蔵 0 ．5 2 1 ．0 0 1．4 4 1 ．76
2 5　快　　　　 西 0 ．4 7 1 ．0 0 0 ．9 4 1 ．10

2 6　甘　　　　 粛 0 ．4 8 1 ．0 0 0 ．8 5 0 ．99
2 7　青　　　　 海 0 ．4 7 1 ．0 0 0 ．7 1 0 ．8 3

2 8　寧　　　　 夏 0 ．3 2 1．0 0 0 ．6 8 0 ．8 1

2 9　所　　　　 産 0 ．5 0 1 ．0 0 0 ．8 5 0 ．9 9
中 国 計 0 ．5 1 1 ．0 0 0 ．8 5 0 ．9 9

イ　ン ド

1 アッサム 0 ．7 1 1 ．0 0 1．12 1．3 6
2　ピ 八一ル 0 ．7 1 1 ．0 0 0 ．9 9 1．19

地 域 別 3　才リッサ 1 ．0 7 1 ．0 0 1．0 4 1．2 5

4　アンド ラ・プ ラブ シ 0 ．5 0 1 ．0 0 1．0 9 1．3 6
5　タミル・ナド ゥ 0 ．2 9 1 ．0 0 1．0 0 1．2 6

6　カルト タカ、ケララ 0 ．6 6 1 ．0 0 1．18 1．4 6

ア　マバラシュトラ、プ ア 0 ．5 1 1 ．0 0 1．0 4 1．3 0
8　マテやヤ・ブ ラブ シ 0 ．4 1 1 ．0 0 1．0 2 1．2 7

9　グ ジ ャラート 0 ．4 5 1 ．0 0 0 ．9 7 1．2 2
10　ラジ ャスタン 0 ．6 1 1 ．0 0 1 ．2 2 1．5 1

1 1 ウ川 ・プ ラブ シ 0 ．5 4 1 ．00 1 ．14 1．4 2
12 1川アナ、ガ ンジ ャブ 0 ．3 1 1 ．00 1 ．18 1．4 8

13　シャム　カシミール 0 ．7 2 1．0 0 1 ．3 8 1．6 9

イ ン ド計 0 ．5 4 1．0 0 1 ．0 6 1 ．3 2
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表4．3－11（3）　　アジア地域のNOx排出量年平均伸び率
ケースC

（単位：％）
国 名 実　 線 ケ ー ス 1 ケ ー ス Ⅲ

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 1 9 8 7 2 0 0 0

－1 9 8 7 －2 0 0 0 －2 0 1 0 －2 0 0 0 －2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 ．8 － 1 ．2 1 ．5

2　 日　 本 －1 ．5 －0 ．8 －0 ．3

3　 イン ド 5 ．3 0 ．5 2 ．2

4　 インド ネシア 5 ．6 1 ．2 2 ．8

5　 韓　 匡 I 8 ．0 3 ．5 2 ．9

6　 北 朝 鮮 3 ． 1 －2 ．6 －0 ．5

7　 台　 湾 8 ．3 4 ．0 3 ．8

8　 タ　 イ 6 ．4 0 ．8 4 ．3

9　 ガ ギ柑 ン 7 ．2 －0 ．8 －1 ．3

1 0　 フィリピ ン 0 ．5 0 ．0 2 ．7

1 1 マレ シア 5 ．8 2 ． 1 3 ．8

1 2　 バ ンブ ラブ シュ 3 ．0 －1 ．3 －0 ．6

1 3　 ダ け ム －1 ．5 －1 ． 1 －0 ．4

1 4　 香　 港 8 ．4 0 ．4 3 ． 1

1 5　 シンガ ポ ール 6 ．1 2 ．8 3 ． 1

1 6　 ネ八。胃 ル 8 ．9 3 ．7 2 ．9

1 7　 ミャンマー 1 ．5 1 ．5 －0 ． 1

1 8　 スリランカ 4 ．3 － 1 ．2 0 ．5

1 9　 アフガ ニスタン 3 ．3 －2 ． 8 2 ．0

2 0　 モンブ ル 7 ．3 －2 ． 2 －0 ．7

2 1 ブ ルネイ 1 5 ．4 －2 ．6 －1 ．2

2 2　 カンポ ジ ア 3 ．0 1 ．3 0 ．6

2 3　 ラオス

2 4　 m ジ ブ

2 5　 マ胼

1 ．2

7 ．5

1 ．9

3 ．2

2 ．6

1 ．3

2 ．9

0 ．6

2 6　 ア ジ ア 計 4 ．3 －0 ．2 1 ．7

中 国

1 北　　　　 京 4 、0 －2 ．1 1 ．4

2　 天　　　　 津 3 ．8 －1 ．2 1 ．4

地 域 別 3　 河　　　　 北 5 ．7 － 1 ．9 1 ．5

4　 山　　　　 西 6 ．8 －2 ．6 1 ．5

5　 内　 蒙　 古 7 ．0 －3 ． 1 1 ．5

6　 遼　　　　 寧 4 ．9 －2 ．1 1 ．4

7　 書　　　　 林 4 ．7 －3 ．1 1 ．5

8　 果　 龍　 江 5 ．5 －2 ．9 1 ．5

9　 上　　　　 海 4 ．0 1 ．0 1 ．3

1 0　 江　　　　 蘇 7 ．0 0 ．3 1 ．5

1 1 漸　　　　 江 7 ．7 1 ．7 1 ．5

1 2　 安　　　　 融 6 ．9 －1 ．4 1 ．4

1 3　 福　　　　 建 7 ．1 －0 ．1 1 ．6

1 4　 江　　　　 西 6 ．7 －1 ．9 1 ．5

1 5　 山　　　　 東 6 ．8 －2 ．2 1 ．5

1 6　 河　　　　 南 5 ．4 －1 ．3 1 ．5

1 7　 湖　　　　 北 5 ．7 胃0 ．9 1 ．5

1 8　 湖　　　　 南 5 ．3 － 1 ．5 1 ．5

1 9　 広　　　　 東 7 ．2 2 ． 1 1 ．6

2 0　 広　　　　 西 5 ．8 － 1 ．4 1 ．7

2 1 四　　　　 川 5 ．4 －0 ．8 1 ．4

2 2　 貴　　　　 州 6 ．2 － 1 ．5 1 ．4

2 3　 雲　　　　 南 6 ．6 胃0 ．7 1 ．4

2 4　 西　　　　 蔵 5 ．6 2 ．8 2 ．0

2 5　 快　　　　 西 6 ．4 －0 ．5 1 ．6

2 6　 甘　　　　 粛 6 ．3 － 1 ．2 1 ．5

2 7　 青　　　　 海 6 ．5 －2 ．6 1 ．7

2 8　 寧　　　　 夏 9 ．9 －2 ．9 1 ．6

2 9　 新　　　　 環 5 ．9 － 1 ．3 1 ．6

中 国 計 5 ．8 － 1 ．2 1 ．5

イ　 ン ド

1 アッサム 2 ．9 0 ．9 2 ．0

2　 ピ ハール 2 ．9 －0 ． 1 1 ．9

地 域 別 3　 オリッサ －0 ．5 0 ．3 1 ．8

4　 アンド ラ ・ブ ラブ シ 5 ．9 0 ．7 2 ．2

5　 タミル ・ナ ド ゥ 1 0 ．9 0 ．0 2 ．3

6 1川 ト タか、ケララ 3 ．5 1 ．3 2 ． 1

ア　 マバラシュトラ、プ ア 5 ．8 0 ．3 2 ．3

8　 マグ ヤ ・ブ ラブ シ 7 ．7 0 ．2 2 ．2

9　 グ ジ ャラー ト 6 ．8 －0 ．2 2 ．3

1 0　 ラジ ャスタン 4 ，2 1 ．5 2 ．2

1 1 ウ州 ・ブ ラブ シ 5 ．3 1 ．0 2 ．2

1 2　 用 アナ、ガ ンジ ャブ 1 0 ．1 1 ．3 2 ．4

1 3　 シャム　 カシミール 2 ．8 2 ．5 2 ． 1

イ ン ド 計 5 ．3 0 ．5 2 ．2
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表4．3胃11（4）　　アジア地域のNOx排出量地域別構成比　　　ケースC

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 9 ．7 4 7 ．6 4 1 ．9 4 0 ．9

2　 日　 本 2 有 8 1 2 ．5 1 1 ．6 9 ．5

3　 インド 1 4 ．7 1 6 ．5 1 8 ．1 1 8 ．9

4　 インド ネシア 3 ．5 4 ． 1 5 ．0 5 ．5

5　 韓　 国 2 ．3 3 ．6 5 ．8 6 ．5

6　 北 朝 鮮 3 ．5 3 ．0 2 ．2 1 ．8

7　 台　 湾 1 ．3 2 ． 1 3 ．6 4 ．4

8　 タ　 イ 1 ．9 2 ．5 2 ．8 3 ．6

9　 ガ キ スタン 1 ． 1 1 ．5 1 ．4 1 ．0

1 0　 フィリピ ン 1 ．8 1 ．2 1 ．2 1 ．3

1 1 マレー シア 1 ．0 1 ． 1 1 ．6 1 ．9

1 2　 バ ング ラブ シ］ 0 ．5 0 ．4 0 ．4 0 ．3

1 3　 ゼ トナム 1 ．3 0 ．6 0 ．6 0 ．5

1 4　 香　 港 0 ．5 0 ．9 0 ．9 1 ．1

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．5 0 ．6 0 ．8 1 ．0

1 6　 ネガ ール 0 ．2 0 ．3 0 ．5 0 ．6

1 7　 ミャンマー 0 ．4 0 ．3 0 ．4 0 ．3

1 8　 則 ラ ンか 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2

1 9　 アフガ ニスタン 0 ．2 0 ．2 0 ． 1 0 ． 1

2 0　 モンブ ル 0 ．3 0 ．5 0 ．4 0 ．3

2 1 ブ 胼 イ 0 ．0 0 ．1 0 ． 1 0 ．0

2 2　 カ ンポ ジ ア 0 ．1 0 ．1 0 ． 1 0 ．1

2 3　 ラオス 0 ．1

0 ．0

0 ．1 0 ． 1 0 ．1

2 4　 モルジ ブ 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マカオ 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 6　 ア ジ ア 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

中 国

1 北　　　　 京 4 ．5 3 ．6 3 ．2 3 ．2

2　 天　　　　 津 2 ．8 2 ．2 2 ．2 2 ．2

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 7 ．1 7 ．0 6 ．4 6 ．4

4　 山　　　　 西 4 ．7 5 ．3 4 ．4 4 ．4

5　 内　 蒙　 古 2 ．6 3 ．0 2 ．3 2 ．3

6　 遼　　　　 寧 8 ．8 7 ．9 7 ．1 7 ．0

7　 書　　　　 林 4 ．0 3 ．6 2 ．8 2 ．8

8　 黒　 龍　 江 5 ．6 5 ．4 4 ．3 4 ．3

9　 上　　　　 海 5 ．0 4 ．0 5 ．4 5 ．3

1 0　 江　　　　 蘇 5 ．8 6 ．6 8 ．1 8 ．0

1 1 漸　　　　 江 2 ．2 2 ．7 3 ．9 3 ．9

1 2　 安　　　　 徽 2 ．8 3 ．1 3 ．1 3 ．0

1 3　 福　　　　 建 1 ．3 1 ．5 1 ．7 1 ．8

1 4　 口二　　　　 西 2 ．0 2 ．1 2 ．0 2 ．0

1 5　 山　　　　 東 6 ．9 7 ．7 6 ．7 6 ．8

1 6　 河　　　　 南 6 ．1 5 ．8 5 ．8 5 ．8

1 7　 湖　　　　 北 3 ．7 3 ．7 3 ．9 3 ．9

1 8　 湖　　　　 南 3 ．9 3 ．7 3 ．5 3 ．5

1 9　 広　　　　 東 3 ．1 3 ．5 5 ．5 5 ．5

2 0　 広　　　　 西 1 ．7 1 ．7 1 ．6 1 ．7

2 1 四　　　　 川 5 ．7 5 ．4 5 ．7 5 ．8

2 2　 貴　　　　 州 1 ．5 1 ．6 1 ．5 1 ．5

2 3　 雲　　　　 南 1 ．6 1 ．8 1 ．9 1 ．9

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．0 0 ．0 0 ．1 0 ．1

2 5　 快　　　　 西 2 ．5 2 ．7 3 ．0 3 ．0

2 6　 甘　　　　 粛 1 ．6 1 ．7 1 ．7 1 ．7

2 7　 青　　　　 海 0 ．5 0 ．6 0 ．5 0 ．5

2 8　 寧　　　　 夏 0 ．5 0 ．8 0 ．6 0 ．6

2 9　 新　　　　 語 1 ．4 1 ．4 1 ．4 1 ．4

中 国 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1 アッサム 2 ．4 1 ．8 1 ．9 1 ．9

2　 ピ バール 2 1 ．6 1 6 ．4 1 5 ．2 1 4 ．8

地 域 別 3　 才リッサ 4 ．5 2 ．2 2 ．2 2 ．1

4　 アン ド ラ ・ブ ラブ シ 6 ．6 7 ．1 7 ．2 7 ．3

5　 タミル ・ナ ド ゥ 4 ．6 8 ．7 8 ．2 8 ．3

6　 カルト タカ、ケララ 6 ．8 5 ．5 6 ．1 6 ．1

ア　 マハラシュ トラ、プ ア 1 4 ．0 1 4 ．8 1 4 ．4 1 4 ．6

8　 マグ ヤ ・ブ ラブ シ 7 ．0 9 ．3 8 ．9 8 ．9

9　 グ ジ ャラー ト 8 ．2 9 ．8 9 ．0 9 ．1

1 0　 ラジ ャスタン 3 ．9 3 ．4 3 ．9 3 ．9

1 1 ウ川 ・ブ ラブ シ 1 3 ．8 1 3 ．8 1 4 ．9 1 4 ．9

1 2　 ハリアナ、ノド ンジ ャブ 4 ．0 6 ．8 7 ．6 7 ．7

1 3　 シャム　 カシミール 0 ．5 0 ．3 0 ．4 0 ．4

イ ン ド 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
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裏4．3－12　　　　　アジア地域の単位面積当りのN O x排出量　　　ケースA

（単位：t／kmZ）
国 名 面 積

（1 0 0 0 k m 2 ）

実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

l g 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 z O l O 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 9 ，5 6 4 ．0 0 ．3 9 0 ．7 7 1 ．1 5 1 ．5 8 0 ．9 4 1 ．0 8

2　 日　 本 3 7 7 ．8 6 ．1 7 5 ．1 2 8 ．4 9 9 ．3 1 7 ．0 0 6 ．5 9

3　 インド 3 ．2 8 7 ．2 0 ．4 2 0 ．7 8 1 ．3 6 2 ．0 6 1 ．1 2 1 ．4 0

4　 インド ネシア 1 ．9 0 4 ．6 0 ．1 7 0 ．3 4 0 ．6 4 1 ．0 2 0 ．5 5 0 ．7 3

5　 韓　 国 9 9 ．0 2 ．2 2 5 ．6 0 1 4 ．2 0 2 3 ．0 9 1 1 ．3 9 1 5 ．2 0

6　 北 朝 鮮 1 2 0 ．5 2 ．6 9 3 ．8 9 5 ．5 5 6 ．4 6 4 ．4 3 4 ．2 0

7　 台　 湾 3 6 ．0 3 ．4 5 9 ．0 2 2 8 ．0 0 4 9 ．9 4 2 2 ．4 0 3 2 ．8 5

8　 タ　 イ 5 1 3 ．1 0 ．3 5 0 ．7 5 1 ．5 7 2 ．9 6 1 ．2 7 1 ．9 6

9　 パ キスタン 7 9 6 ．1 0 ．1 3 0 ．2 9 0 ．4 3 0 ．4 4 0 ．3 5 0 ．3 1

1 0 1 イリピ ン 3 0 0 ．0 0 ．5 7 0 ．6 1 1 ．0 5 1 ．6 9 0 ．8 7 1 ．1 7

1 1 マレ シ7 3 2 9 ．7 0 ．2 7 0 ．5 4 1 ．4 0 2 ．4 6 1 ．1 4 1 ．6 7

1 2　 バ ング ラブ シュ 1 4 4 ．0 0 ．3 2 0 ．4 6 0 ．5 2 0 ．5 3 0 ．4 6 0 ．4 3

1 3　ベ トナム 3 3 1 ．7 0 ．3 6 0 ．3 0 0 ．3 9 0 ．4 3 0 ．3 3 0 ．3 1

1 4　 香　 港 1 ．0 4 5 4 8 ．3 3 1 2 7 ．8 5 2 5 3 ．2 1 4 2 5 ．3 6 2 0 3 ．9 2 2 8 1 ．3 4

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．6 1 8 7 0 ．2 3 1 4 2 ．2 3 3 6 6 ．1 8 6 0 7 ．4 4 2 9 3 ．6 9 3 9 7 ．9 0

1 6　 ネガ ール 1 4 0 ．8 0 ．1 3 0 ．3 6 0 ．5 8 0 ．7 7 0 ．5 7 0 ．7 7

1 7　 ミャンマー 6 7 6 ．6 0 ．0 6 0 ．0 7 0 ．1 2 0 ．1 4 0 ．1 1 0 ．1 0

1 8　 スリランカ 6 5 ．6 0 ．3 4 0 ．5 7 0 ．7 2 0 ．8 9 0 ．6 1 0 ．6 5

1 9　 アフガ ニ；け ン 6 5 2 ．1 0 ．0 3 0 ．0 5 0 ．0 4 0 ．0 4 0 ．0 3 0 ．0 4

2 0　 モンブ ル 1 ，5 6 6 ．5 0 ．0 2 0 ．0 5 0 ．0 7 0 ．0 8 0 ．0 5 0 ．0 5

2 1 ブ 胼 イ 5 ．7 7 0 ．3 5 1 ．9 3 3 ．0 9 3 ．4 5 2 ．4 5 2 ．1 5

2 2　かンポ ジ 7 1 8 1 ．0 0 ．0 5 0 ．0 7 0 ．1 0 0 ．1 1 0 ．0 9 0 ．0 9

2 3　ラオス 2 3 6 ．8 0 ．0 3

1 3 1 ．2 5

0 ．0 4 0 ．0 6 0 ．0 7 0 ．0 5 0 ．0 6

2 4　モルジ ブ 0 ．2 9 8 2 ．0 1 5 ．0 3 8 ．3 9 4 ．3 6 5 ．7 0

2 5　マかオ 0 ．0 1 6 3 1 2 ．5 0 7 6 2 ．5 0 1 0 0 0 ．0 0 6 1 2 ．5 0 6 5 6 ．2 5

2 6　 ア ジ ア 言十 2 1 ．3 3 0 ．9 0 ．4 4 0 ．7 3 1 ．2 2 1 ．7 3 1 ．0 0 1 ．1 8

中 国

1 北　　　　 京 1 6 ．8 9 ．9 6 1 5 ．8 8 2 1 ．7 4 2 9 ．8 1 1 7 ．6 9 2 0 ．3 2

2　 天　　　　 津 1 1 ．3 9 ．3 8 1 4 ．6 0 2 2 ．6 5 3 0 ．9 （； 1 8 ．4 0 2 1 ．0 6

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 1 8 7 ．9 1 ．4 1 2 ．7 4 3 ．6 5 5 ．0 4 2 ．9 6 3 ．4 3

4　 山　　　　 西 1 5 6 ．1 1 ．1 2 2 ．4 8 3 ．0 4 4 ．1 7 2 ．4 5 2 ．8 4

5　 内　 蒙　 古 1 0 8 8 ．6 0 ．0 9 0 ．2 0 0 ．2 3 0 ．3 1 0 ．1 9 0 ．2 1

6　 遼　　　　 寧 1 4 5 ．8 2 ．2 5 4 ．0 0 5 ．8 2 7 ．7 2 4 ．5 5 5 ．2 3

7　 書　　　　 林 1 8 8 ．0 0 ．8 0 1 ．4 0 1 ．5 8 2 ．1 8 1 ．2 9 1 ．4 9

8　 黒　 龍　 江 4 7 3 ．3 0 ．4 4 0 ．8 5 1 ．0 1 1 ．3 8 0 ．8 2 0 ．9 4

9　 上　　　　 海 6 ．2 2 9 ．8 2 4 8 ．0 0 1 0 7 ．2 1 1 4 5 ．5 0 8 6 ．6 0 9 8 ．3 4

1 0　 江　　　　 蘇 1 0 2 ．5 2 ．1 2 4 ．7 7 9 ．0 6 1 2 ．5 0 7 ．3 5 8 ．4 8

1 1 斬　　　　 江 1 0 1 ．8 0 ．7 9 1 ．9 3 4 ．3 8 6 ．0 5 3 ．5 5 4 ．1 1

1 2　 安　　　　 徴 1 3 9 ．5 0 ．7 5 1 ．6 6 2 ．5 4 3 ．4 8 2 ．0 5 2 ．3 5

1 3　 福　　　　 建 1 2 1 ．7 0 ．4 0 0 ．9 1 1 ．5 1 2 ．1 0 1 ．2 3 1 ．4 3

1 4　 江　　　　 西 1 6 6 ．8 0 ．4 4 0 ．9 5 1 ．2 9 1 ．7 8 1 ．0 5 1 ．2 2

1 5　 山　　　　 東 1 5 3 ．1 1 ．6 7 3 ．6 9 4 ．9 8 6 ．8 8 4 ．0 2 4 ．6 5

1 6　 河　　　　 南 1 6 6 ．9 1 ．3 7 2 ．5 7 3 ．6 2 4 ．9 8 2 ．9 5 3 ．4 1

1 7　 湖　　　　 北 1 8 7 ．5 0 ．7 4 l ．4 5 2 ．2 9 3 ．1 5 1 ．8 7 2 ．1 5

1 8　 湖　　　　 南 2 1 0 ．2 0 ．6 9 1 ．2 8 1 ．7 5 2 ．4 2 1 ．4 4 1 ．6 6

1 9　 広　　　　 東 2 1 1 ．8 0 ．5 4 1 ．2 3 2 ．7 5 3 ．8 3 2 ．2 3 2 ．6 0

2 0　 広　　　　 西 2 3 0 ．5 0 ．2 7 0 ．5 3 0 ．7 5 1 ．0 5 0 ．6 1 0 ．7 1

2 1 四　　　　 川 5 6 6 ．5 0 ．3 7 0 ．7 0 1 ．0 4 1 ．4 2 0 ．8 6 0 ．9 8

2 2　 貴　　　　 州 1 7 6　 2 0 ．3 2 0 ．6 6 0 ．8 4 1 ．1 3 0 ．6 9 0 ．7 9

2 3　 雲　　　　 南 3 9 2 ．2 0 ．16 0 ．3 4 0 ．4 9 0 ．6 6 0 ．4 0 0 ．4 6

2 4　 西　　　　 蔵 1 2 2 1 ．6 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 1 0 ．0 0 0 ．0 0

2 5　 映　　　　 西 2 0 5 ．0 0 ．4 6 0 ．9 7 1 ．5 3 2 ．1 1 1 ．2 4 1 ．4 4

2 6　 甘　　　　 粛 4 5 5 ．1 0 ．1 3 0 ．2 7 0 ．3 9 0 ．5 3 0 ．3 1 0 ．3 6

2 7　 青　　　　 海 7 8 0 ．0 0 ．0 2 0 ．0 5 0 ．0 6 0 ．0 8 0 ．0 5 0 ．0 6

2 8　 寧　　　　 夏 6 6 ．1 0 ．2 7 0 ．8 5 0 ．9 8 1 ．3 6 0 ．7 8 0 ．9 2

2 9　 新　　　　 譜 1 6 3 5 ．0 0 ．0 3 0 ．0 6 0 ．0 9 0 ．1 2 0 ．0 7 0 ．0 8

中 国 計 9 5 6 4 ．0 0 ．3 9 0 ．7 7 1 ．1 5 1 ．5 8 0 ．9 4 1 ．0 8

l アッサム 2 5 5 ．0 0 ．1 3 0 ．1 8 0 ．2 9 0 ．4 2 0 ．2 5 0 ．3 0

2　 ピ ハ一九 2 8 9 ．8 1 1 0 1 ．5 5 2 ．5 5 3 ．7 2 2 ．1 0 2 ．5 5

地 域 別 3　 才リッサ 1 5 5 ．7 0 ．3 9 0 ．3 7 0 ．5 8 0 ．8 2 0 ．4 9 0 ．5 9

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 2 7 5 ．1 0 ．3 3 0 ．6 6 1 ．1 6 1 ．7 5 0 ．9 5 1 ．2 0

5　 タミル・ナド ゥ 1 3 8 ．8 0 ．4 6 1 ．5 9 2 ．6 2 4 ．0 0 2 ．1 5 2 ．7 1

6　 胼 ナ一夕か、ケララ 2 3 0 ．7 0　 4 1 0 ．6 1 1 ．0 8 1 ．6 1 0 ．9 1 L 1 3

ア　 マハラシュトラ、プ ア 3 1 2 ．0 0 ．6 2 1 ．2 1 2 ．2 0 3 ．3 8 1 ．7 9 2 ．2 6

8　マグ ヤ・ブ ラブ シ 4 4 3 ．4 0 ．2 2 0 ．5 3 0 ．9 5 1 ．4 3 0 ．7 7 0 ．9 6

9　 グ ジ ャラート 1 9 6 ．0 0 ．5 8 1 ．2 8 2 ．2 2 3 ．3 9 1 ．8 1 2 ．2 8

1 0　 ラジ ャスタン 3 4 2　 2 0 ．1 6 0 ．2 5 0 ．4 5 0 ．6 8 0 ．3 8 0 ．4 7

1 1 り ル・ブ ラブ シ 2 9 5 ．9 0 ．6 4 1 ．1 9 2 ．1 9 3 ．3 1 1 ．8 1 2 ．2 7

1 2　バリアナ、ガ ンジ ャブ 1 5 0 ．4 0 ．3 7 1 ．1 6 2 ．2 6 3 ．4 7 1 ．8 4 2 ．3 3

1 3　 シャム　 カシミール 2 2 2 ．2 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．0 8 0 ．1 1 0 ．0 7 0 ．0 8

イ ン ド 計 3 ，2 8 7 ．2 0 ．4 2 0 ．7 8 1 ．3 6 2 ．0 6 1 ．1 2 1 ．4 0
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表4．3胃13　　　　　アジア地域の単位面積当りのNOx排出量　　　ケースB

（単位：t／km2）
国 名 面 積 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

（1 0 0 0 k m 2 ）

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 9 ．5 6 4 ．0 0 ．3 9 0 ．7 7 1 ．1 3 1 ．5 5 0 ．9 2 1 ．0 6

2　 日　 本 3 7 7 ．8 6 ．1 7 5 ．1 2 5 ．6 1 6 ．2 9 4 ．6 2 4 ．4 8

3　 インド 3 ．2 8 7 ．2 0 ．4 2 0 ．7 8 1 ．3 5 2 ．0 1 1 ．1 1 1 ．3 7

4　 インド ネシア 1 ．9 0 4 ．6 0 ．1 7 0 ．3 4 0 ．5 3 0 ．7 7 0 ．4 6 0 ．5 6

5　 韓　 国 9 9 ．0 2 ．2 2 5 ．6 0 1 2 ．8 8 1 9 ．1 7 1 0 ．3 4 1 2 ．6 3

6　 北 朝 鮮 1 2 0 ．5 2 ．6 9 3 ．8 9 5 ．5 5 6 ．1 7 4 ．4 3 4 ．0 2

7　 台　 湾 3 6 ．0 3 ．4 5 9 ．0 2 2 4 ．4 4 3 7 ．8 8 1 9 ．5 8 2 4 ．9 4

8　 タ　 イ 5 1 3 ．1 0 ．3 5 0 ．7 5 1 ．5 2 2 ．5 5 1 ．2 3 1 ．6 9

9　バ ギ柑 ン 7 9 6 ．1 0 ．1 3 0 ．2 9 0 ．4 1 0 ．4 0 0 ．3 4 0 ．2 8

1 0　 フィリピ ン 3 0 0 ．0 0 ．5 7 0 ．6 1 0 ．9 3 1 ．4 1 0 ．7 9 0 ．9 9

1 1 マレーシア 3 2 9 ．7 0 ．2 7 0 ．5 4 1 ．2 0 1 ．8 5 0 ．9 8 1 ．2 6

1 2　バ ンブ ラブ シュ 1 4 4 ．0 0 ．3 2 0 ．4 6 0 ．5 1 0 ．5 2 0 ．4 5 0 ．4 2

1 3　 ベ トナム 3 3 1 ．7 0 ．3 6 0 ．3 0 0 ．3 9 0 ．4 2 0 ．3 3 0 ．3 0

1 4　 香　 港 1 ．0 4 5 4 8 ．3 3 1 2 7 ．8 5 2 2 9 ．5 7 3 4 6 ．7 0 1 8 4 ．8 8 2 2 9 ．2 8

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．6 1 8 7 0 ．2 3 1 4 2 ．2 3 2 9 2 ．3 9 4 1 9 ．9 0 2 3 4 ．7 9 2 7 5 ．4 0

1 6　 ネガ ール 1 4 0 ．8 0 ．1 3 0 ．3 6 0 ．5 8 0 ．7 7 0 ．5 7 0 ．7 7

1 7　 ミャンマー 6 7 6 ，6 0 ．0 6 0 ．0 7 0 ．1 2 0 ．1 3 0 ．1 0 0 ．0 9

1 8　 スリランカ 6 5 ．6 0 ．3 4 0 ．5 7 0 ．6 9 0 ．8 1 0 ．5 9 0 ．6 0

1 9　アフガ ニスタン 6 5 2 ．1 0 ．0 3 0 ．0 5 0 ．0 4 0 ．0 4 0 ．0 3 0 ．0 4

2 0　 モンブ ル 1 ，5 6 6 ．5 0 ．0 2 0 ．0 5 0 ．0 7 0 ．0 8 0 ．0 5 0 ．0 5

2 1 ブ 胼 イ 5 ．7 7 0 ．3 5 1 ．9 3 2 ．7 2 2 ．8 1 2 ．1 9 1 ．7 5

2 2　カンポ ジ ア 1 8 1 ．0 0 ．0 5 0 ．0 7 0 ．1 0 0 ．1 0 0 ．0 9 0 ．0 9

2 3　 ラオス 2 3 6 ．8 0 ．0 3

1 3 1 ．2 5

0 ．0 4 0 ．0 6 0 ．0 7 0 ．0 5 0 ．0 6

2 4　 モルジ ブ 0 ．2 9 8 2 ．0 1 5 ．0 3 7 ．7 2 4 ．0 3 5 ．0 3

2 5　マカオ 0 ．0 1 6 3 1 2 ．5 0 7 3 7 ．5 0 9 0 6 ．2 5 5 9 3 ．7 5 6 0 0 ．0 0

2 6　 ア ジ ア 計 2 1 ，3 3 0 ．9 0 ．4 4 0 ．7 3 1 ．1 3 1 ．5 6 0 ．9 2 1 ．0 7

中 国

l 北　　　　 京 1 6 ．8 9 ．9 6 1 5 ．8 8 2 1 ．4 1 2 9 ．1 4 1 7 ．4 2 1 9 ．8 7

2　 天　　　　 津 1 1 ．3 9 ．3 8 1 4 ．6 0 2 2 ．2 7 3 0 ．2 5 1 8 ．1 0 2 0 ．5 8

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 1 8 7 ．9 1 ．4 1 2 ．7 4 3 ．6 0 4 ．9 3 2 ．9 2 3 ．3 （；

4　 山　　　　 西 1 5 6 ．1 1 ．1 2 2 ．4 8 2 ．9 9 4 ．0 7 2 ．4 1 2 ．7 7

5　 内　 蒙　 古 1 0 8 8 ．6 0 ．0 9 0 ．2 0 0 ．2 3 0 ．3 1 0 ．1 8 0 ．2 1

6　 遼　　　　 寧 1 4 5 ．8 2 ．2 5 4 ．0 0 5 ．5 3 7 ．5 4 4 ．4 7 5 ．1 2

7　 書　　　　 林 1 8 8 ．0 0 ．8 0 1 ．4 0 1 ．5 6 2 ．1 4 1 ．2 7 1 ．4 6

8　 黒　 龍　 江 4 7 3 ．3 0 ．4 4 0 ．8 5 0 ．9 9 1 ．3 5 0 ．8 1 0 ．9 2

9　 上　　　　 海 6 ．2 2 9 ．8 2 4 8 ，0 0 1 0 5 ．0 8 1 4 1 ．8 2 8 4 ．9 0 9 5 ．9 0

1 0　 江　　　　 蘇 1 0 2 ．5 2 ．1 2 4 ．7 7 8 ．9 1 1 2 ．2 3 7 ．2 3 8 ．3 0

1 1 析　　　　 江 1 0 1 ．8 0 ．7 9 1 ．9 3 4 ．3 0 5 ．9 2 3 ．4 9 4 ．0 2

1 2　 安　　　　 徽 1 3 9 ．5 0 ．7 5 1 ．6 6 2 ．4 9 3 ．3 9 2 ．0 2 2 ．3 0

1 3　 福　　　　 建 1 2 1 ．7 0 ，4 0 0 ．9 1 1 ．4 9 2 ．0 6 1 ．2 1 1 ．4 0

1 4　 江　　　　 西 1 6 6 ．8 0 ．4 4 0 ．9 5 1 ．2 8 1 ．7 5 1 ．0 3 1 ．1 9

1 5　 山　　　　 東 1 5 3 ．1 1 ．6 7 3 ．6 9 4 ．9 0 6 ．7 2 3 ．9 5 4 ．5 4

1 6　 河　　　　 南 1 6 6 ．9 1 ．3 7 2 ．5 7 3 ．5 7 4 ．8 8 2 ．9 1 3 ．3 4

1 7　 湖　　　　 北 1 8 7 ．5 0 ．7 4 1 ．4 5 2 ．2 5 3 ．0 9 1 ．8 4 2 ．1 1

1 8　 湖　　　　 南 2 1 0 ．2 0 ．6 9 1 ．2 8 1 ．7 3 2 ．3 7 1 ．4 2 1 ．6 3

1 9　 広　　　　 東 2 1 1 ．8 0 ．5 4 1 ．2 3 2 ．7 2 3 ．7 6 2 ．2 0 2 ．5 5

2 0　 広　　　　 西 2 3 0 ．5 0 ．2 7 0 ．5 3 0 ．7 4 1 ．0 3 0 ．6 0 0 ．7 0

2 1 四　　　　 川 5 6 6 ．5 0 ．3 7 0 ．7 0 1 ．0 3 1 ．3 9 0 ．8 5 0 ．9 7

2 2　 東　　　　 川 1 7 6 ．2 0 ．3 2 0 ．6 6 0 ．8 3 1 ．1 1 0 ．6 8 0 ．7 8

2 3　 雲　　　　 南 3 9 2 ．2 0 ．1 6 0 ．3 4 0 ．4 8 0 ．6 5 0 ．3 9 0 ．4 5

2 4　 西　　　　 蔵 1 2 2 1 ．6 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 1 0 ．0 0 0 ．0 0

2 5　 陳　　　　 西 2 0 5 ．0 0 ．4 6 0 ．9 7 1 ．5 1 2 ．0 7 1 ．2 2 1 ．4 1

2 6　 甘　　　　 粛 4 5 5 ．1 0 ．1 3 0 ．2 7 0 ．3 8 0 ．5 2 0 ．3 1 0 ．3 6

2 7　 青　　　　 海 7 8 0 ．0 0 ．0 2 0 ．0 5 0 ．0 6 0 ．0 8 0 ．0 5 0 ．0 6

2 8　 寧　　　　 夏 6 6 ．1 0 ．2 7 0 ．8 5 0 ．9 6 1 ．3 3 0 ．7 7 0 ．9 0

2 9　 新　　　　 調 1 6 3 5 ．0 0 ．0 3 0 ．0 6 0 ．0 8 0 ．1 2 0 ．0 7 0 ．0 8

中 国 計 9 5 6 4 ．0 0 ．3 9 0 、7 7 1 ．1 3 1 ．5 5 0 ．9 2 1 ．0 6

1 アッサム 2 5 5 ．0 0 ．1 3 0 ．1 8 0 ．2 9 0 ．4 0 0 ．2 4 0 ．2 9

2　 ピ 八一ル 2 6 9 ．8 1 ．1 0 1 ．5 5 2 ．4 9 3 ．5 9 2 ．0 5 2 ．4 6

地 域 別 3　 才リッサ 1 5 5 ．7 0 ．3 9 0 ．3 7 0 ．5 7 0 ．8 1 0 ．4 9 0 ．5 8

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 2 7 5 ．1 0 ．3 3 0 ．6 6 1 ．1 6 1 ．7 3 0 ．9 5 1 ．1 8

5　 タミル・ナド ゥ 1 3 8 ．8 0 ．4 6 1 ．5 9 2 ．6 1 3 ．9 3 2 ．1 5 2 ．6 6

6　 如 け 一タカ、ケララ 2 3 0 ．7 0 ．4 1 0 ．6 1 1 ．0 8 1 ．5 6 0 ．9 1 1 ．1 0

ア　 マハラシュトラ、プ ア 3 1 2 ．0 0 ．6 2 1 ．2 1 2 ．1 9 3 ．3 1 1 ．7 8 2 ．2 1

8　 マブ ヤ・ブ ラブ シ 4 4 3 ．4 0 ．2 2 0 ．5 3 0 ．9 4 1 ．4 2 0 ．7 7 0 ．9 5

9　 グ ジ ャラート 1 9 6 ．0 0 ．5 8 1 ．2 8 2 ．2 1 3 ．3 4 1 ．8 0 2 ．2 4

1 0　 ラジ ャ榊 ン 3 4 2 ．2 0 ．1 6 0 ．2 5 0 ．4 5 0 ．6 6 0 ．3 8 0 ．4 t；

1 1 ウタル・プ ラブ シ 2 9 5 ．9 0 ．6 4 1 ．1 9 2 ．1 8 3 ．2 4 1 ．8 0 2 ．2 2

1 2 J川 アナ、ガ ンジ ャブ 1 5 0 ．4 0 ．3 7 1 ．1 6 2 ．2 4 3 ．3 9 1 ．8 3 2 ．2 8

1 3　 シャム　 カシミール 2 2 2 ．2 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．0 8 0 ．1 1 0 ．0 6 0 ．0 8

イ　 ン ド 計 3 ，2 8 7 ．2 0 ．4 2 0 ．7 8 1 ．3 5 2 ．0 1 1 ．1 1 1 ．3 7
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表4」ト14　　　　　アジア地域の単位面積当りのN Ox排出量　　　ケースC

（単位：t／kln2）
国 名 面 積

（1 0 0 0 k m 2 ）

実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 z O O O 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 9 ．5 6 4 ．0 0 ．3 9 0 ．7 7 0 ．6 6 0 ．7 6

2　 日　 本 3 7 7 ． 8 6 ．1 7 5 ． 1 2 4 ．6 2 4 ．4 8

3　 インド 3 ．2 8 7 ．2 0 ．4 2 0 ．7 8 0 ．8 3 1 ．0 3

4　 インド ネシア 1 ，9 0 4 ．6 0 ． 1 7 0 ．3 4 0 ．3 9 0 ．5 2

5　 韓　 国 9 9 ．0 2 ．2 2 5 ．6 0 8 ．8 0 1 1 ．7 3

6　 北 朝 鮮 1 2 0 ．5 2 ．6 9 3 ．8 9 2 ．7 6 2 ．6 3

7　 台　 湾 3 6 ．0 3 ．4 5 9 ．0 2 1 5 ．0 7 2 1 ．9 2

8　 タ　 イ 5 1 3 ．1 0 ．3 5 0 ．7 5 0 ．8 3 1 ．2 6

9　 ガ ギ柑 ン 7 9 6 ． 1 0 ． 1 3 0 ．2 9 0 ．2 （； 0 ．2 3

l ） フィリピ ン 3 0 0 ．0 0 ．5 7 0 ．6 1 0 ．6 1 0 ．8 0

1 1 マレーシア 3 2 9 ．7 0 ．2 7 0 ．5 4 0 ．7 1 1 ．0 3

1 2　 バ ンブ ラブ シュ 1 4 4 ．0 0 ．3 2 0 ．4 6 0 ．3 9 0 ．3 6

1 3　 ′ド け ム 3 3 1 ．7 0 ． 3 6 0 ．3 0 0 ．2 6 0 ．2 5

1 4　 香　 港 1 ．0 4 5 4 8 ．3 3 1 2 7 ．8 5 1 3 5 ．3 1 1 8 3 ．6 4

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．6 1 8 7 0 ．2 3 1 4 2 ．2 3 2 0 4 ．6 9 2 7 7 ．9 9

1 6　 ネハ。－ル 1 4 0 ．8 0 ．1 3 0 ．3 6 0 ．5 7 0 ．7 6

1 7　 ミャンマー 6 7 6 ．6 0 ．0 6 0 ．0 7 0 ．0 8 0 ．0 8

1 8　 スリランカ 6 5 ．6 0 ．3 4 0 ．5 7 0 ．4 9 0 ．5 2

1 9　 アフガ ニスタン 6 5 2 ．1 0 ．0 3 0 ．0 5 0 ．0 3 0 ．0 4

2 0　 モンブ ル 1 ．5 6 6 ．5 0 ．0 2 0 ．0 5 0 ．0 3 0 ．0 3

2 1 ブ 九寺イ 5 ．7 7 0 ．3 5 1 ．9 3 1 ．3 7 1 ．2 1

2 2　 かンド ジ 7 1 8 1 ．0 0 ．0 5 0 ．0 7 0 ．0 8 0 ．0 9

2 3　 ラオス 2 3 6 ．8 0 ．0 3

1 3 1 ．2 5

0 ．0 4 0 ．0 5 0 ．0 6

2 4　 モルジ ブ 0 ．2 9 8 2 ．0 1 3 ．0 2 4 ．0 3

2 5　 マカオ 0 ．0 1 6 3 1 2 ．5 0 4 3 7 ．5 0 4 6 2 ．5 0

2 6　 ア ジ ア 計 2 1 ， 3 3 0 ．9 0 ．4 4 0 ．7 3 0 ．7 0 0 ．8 4

中 国

1 北　　　　 京 1 6 ．8 9 ．9 6 1 5 ．8 8 1 2 ． 1 0 1 3 ．9 6

2　 天　　　　 津 1 1 ．3 9 ．3 8 1 4 ，6 0 1 2 ．5 0 1 4 ．3 9

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 1 8 7 ．9 1 ．4 1 2 ．7 4 2 ． 1 3 2 ．4 7

4　 山　　　　 西 1 5 6 ． 1 1 ．1 2 2 ．4 8 1 ．7 6 2 ．0 5

5　 内　 蒙　 古 1 ．0 8 8 ．6 0 ．0 9 0 ．2 0 0 ． 1 3 0 ． 1 5

6　 遼　　　　 寧 1 4 5 ．8 2 ．2 5 4 ．0 0 3 ．0 5 3 ．5 2

7　 書　　　　 林 1 8 8 ．0 0 ．8 0 1 ．4 0 0 ．9 2 1 ．0 7

8　 黒　 龍　 江 4 7 3 ．3 0 ．4 4 0 ．8 5 0 ．5 8 0 ．6 7

9　 上　　　　 海 6 ．2 2 9 ．8 2 4 8 ．0 0 5 4 ．3 9 6 1 ．8 7

1 0　 江　　　　 蘇 1 0 2 ．5 2 ． 1 2 4 ．7 7 4 ．9 4 5 ．7 2

1 1 漸　　　　 江 1 0 1 ．8 0 ．7 9 1 ．9 3 2 ．4 0 2 ．7 8

1 2　 安　　　　 微 1 3 9 ．5 0 ．7 5 1 ．6 6 1 ．3 9 1 ．5 9

1 3　 福　　　　 建 1 2 1 ．7 0 ．4 0 0 ．9 1 0 ．9 0 1 ．0 6

1 4　 江　　　　 西 1 6 6 ．8 0 ．4 4 0 ．9 5 0 ．7 4 0 ．8 5

1 5　 山　　　　 東 1 5 3 ． 1 1 ．6 7 3 ．6 9 2 ．7 7 3 ．2 2

1 6　 河　　　　 南 1 6 6 ．9 1 ．3 7 2 ．5 7 2 ． 1 7 2 ．5 1

1 7　 湖　　　　 北 1 8 7 ．5 0 ．7 4 1 ．4 5 1 ．2 9 1 ．5 0

1 8　 湖　　　　 南 2 1 0 ．2 0 ．6 9 1 ．2 8 1 ．0 5 1 ．2 2

1 9　 広　　　　 東 2 1 1 ．8 0 ．5 4 1 ．2 3 1 ．6 2 1 ．9 0

2 0　 広　　　　 西 2 3 0 ．5 0 ．2 7 0 ．5 3 0 ．4 5 0 ．5 3

2 1 四　　　　 川 5 6 6 ．5 0 ．3 7 0 ．7 0 0 ．6 3 0 ．7 2

2 2　 貴　　　　 州 1 7 6 ．2 0 ．3 2 0 ．6 6 0 ．5 4 0 ．6 2

2 3　 雲　　　　 南 3 9 2 ．2 0 ．1 6 0 ．3 4 0 ．3 1 0 ．3 5

2 4　 西　　　　 蔵 1 ，2 2 1 ．6 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

2 5　 隣　　　　 西 2 0 5 ．0 0 ．4 6 0 ．9 7 0 ．9 1 1 ．0 7

2 6　 甘　　　　 粛 4 5 5 ．1 0 ．1 3 0 ．2 7 0 ．2 3 0 ．2 7

2 7　 青　　　　 海 7 8 0 ．0 0 ．0 2 0 ．0 5 0 ．0 4 0 ．0 4

2 8　 寧　　　　 夏 6 8 ．1 0 ．2 7 0 ．8 5 0 ．5 8 0 ．8 8

2 9　 新　　　　 彊 1 ．6 3 5 ．0 0 ．0 3 0 ．0 6 0 ．0 5 0 ．0 6

中 国 計 9 ，5 6 4 ．0 0 ．3 9 0 ．7 7 0 ．6 6 0 ．7 6

1 アッサム 2 5 5 ．0 0 ．1 3 0 ．1 8 0 ．2 1 0 ．2 5

2　 ピ 八一ル 2 6 9 ．8 1 ．1 0 1 ．5 5 1 ．5 3 1 ．8 6

地 域 別 3　 才リッサ 1 5 5 ．7 0 ．3 9 0 ．3 7 0 ．3 8 0 ．4 6

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 2 7 5 ．1 0 ．3 3 0 ．6 6 0 ．7 1 0 ．8 9

5　 タミル・ナド ゥ 1 3 8 ．8 0 ．4 6 1 ．5 9 1 ．6 0 2 、0 0

6　 胼 ト ，カ、ケララ 2 3 0 ．7 0 ．4 1 0 ．6 1 0 ．7 2 0 ．8 9

ア　 マバラシュトラ、プ ア 3 1 2 ．0 0 ．6 2 1 ．2 1 1 ．2 6 1 ．5 8

8　 マブ ヤ・ブ ラブ シ 4 4 3 ．4 0 ．2 2 0 ．5 3 0 ．5 4 0 ．6 8

9　 ダ ジ ャラ胃ト 1 9 6 ．0 0 ．5 8 1 ．2 8 1 ．2 4 1 ．5 8

1 0　 ラブ ャ；け ン 3 4 2 ．2 0 ．1 6 0 ．2 5 0 ．3 1 0 ．3 9

1 1 ウ州 ・ブ ラブ シ 2 9 5 ．9 0 ．6 4 1 ．1 9 1 ．3 6 1 ．7 0

1 2　 ハリアナ、ガ ンジ ャブ 1 5 0 ．4 0 ．3 7 1 ． 1 6 1 ．3 6 1 ．7 2

1 3　 シャム　 カシミール 2 2 2 ．2 0 ．0 3 0 ．0 4 0 ．0 5 0 ．0 7

イ ン ド 計 3 ，2 8 7 ．2 0 ，4 2 0 ．7 8 0 ．8 3 1 ．0 3
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図4．3－9　　単位両横当たりNOx排出量（実績）
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図 4.3-11 単位面耕当たりNOx排出量 (自然体 ･対策普及)
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（2）エネルギー源別にみたNOx排出量の将来動向

表4．3－15、図4．3－15にエネルギー源別アジア地域全体のNOx排出量を示した。

1987年の排出量は15．5百万トンで、その排出源別のシェアは石炭55．9％、石油34．7％、

ガス1．2％、植物性燃料8．3％であった。

その後、2000年、2010年での大きな変化は、石炭からの排出量のシェアが減じ石油の

シェアが増加していることであり、1987年に対して石炭はA群のケースで8～9％、B群で

3～5％減少し、石油ではA群で8～10％、B群で4～6％シェアが増加している。エネルギー

消費量では石油のシェアが減少しているにもかかわらず石油からのNOx排出量のシェア

が増加しているのは、石油の消費が最も負荷の高い輸送部門、それも道路輸送での伸び率

が大きいため、伸び率の小さい石炭や植物性燃料のシェアが相対的に減少している。

（単位：千トン／年）

1975年　1987年

図413－15　エネルギー源別NOx排出量
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表4．3－15エネルギー源別NOx排出量

年間排出量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千トン／年）
石　 炭 石　 油 ガ　 ス 化 石 燃 料 計 植 物 性 燃 料 総　 計

実　　 績 1 9 7 5年 4，13 4 4，1 78 4 7 8，3 6 0 1，0 2 9 9，3 8 9

1 9 8 7年 8‘，6 5 1 5＿，3 6 9 18 2 14，2 0 3 1，2 8 0 15，4 8＿3

自　 然 体

（Ⅰ）

塊 状 固 定 2 0 0 0年 12，－5 1 1 1 1，4 9－3 5 5 0 2 4，5 5 4 1，4 6 1 2 6，0 1－5

（I － A ） ノ加 10年 ’ 18、，12 3 1 6，ニ2 26 9 2 8 3 5，2 7 7 1，6 7 3 3 6，9 5 0

対 策 普 及 2 0 0 0年 12 ，36 6 9，6 6 8 5 5 0 2 2，5 8 4 1，4 6 1 2 4，0 4 6

（I － B ） 2 0 10年 17 ，6 Q、6 1 3，0 46 9 2 8 3 1，5 8 1 1，6 7 3 3 3，2 5 4

技 術 進 歩

現 状 固 定 2 0 0 0年 1－0 ，0 5 2 9，3 1 1 4 5 0 19，8 14 1，4 6 1 2 1，2′7 5

（Ⅱ － A ） 2 0 10年 12＿，0 6 8 1 0，8 43 6 4 3 2 3，5 5 4 1，6 7 3 2 5，2 2＿7

対 策 普 及 2‾0 0′0年 1 ．9 ，9 38． ‾7，8 27 4 5 0 18，2 1 5 1，4 6 1 19，6 7 6

（Ⅱ ） （Ⅱ － 白 ） 2、0 10年 1 1，173 1 く 8，70 4 6 4 3 2 1，0 7 8 1，6 7 3 2 2，7 5 1

日　 本　 並 2‾0 0 0年 と 6 ，60 1 6，6 17 3 4 1 13，5 5 9 1，4 3－5 14，9 9 4

（Ⅱ － C ） 2 0 1d年 7 ，8 9．6 7，8 0 5 4 8 5 16，18 6 1，6 3 9 17，8 2 5

構成比　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
∴ 石　 炭　 Y 石　 油 ガ　 ス 化 石 燃 料 計 植 物 性 燃 ′料 総　 計

実　　 績 1 9 7 5 年 4 4．0 ， 44 ．5 0 ．5 8 9 ．0 1 1．0 10 0 ．．0

19 8 7 年 5 5 ．9 34 ．7 1．2 9 1．7 8 ．3 10 0 ．0

自　 然　 体

（Ⅰ ）

現 状 固 定 2 0 0＿0 年 48 ．1 4 4．2 2 ．1 9 4 ．4 5 ．6 10 0 ．0

（I － A ） 、2 0 1 0 年 49 ．0 43 ．9 2 ．5 9 5 ．5 4 ．5 10 0 ．0

対 策 普 及 2 0 0 0‾年 5 1 ．4 40 ．2 2 ．3 9 3 ．9 6 ．1 10 0 ．・0

（I － B ） 2 0 1 0 年 5 2、．9 39 ．2 2 ．8 9 5 ．0 5 ．0 10 0 ．0

技 術 進 歩

現 状 国 定 2 0 0 0 年 ．47 ．2 43 ．8 2 ．1 9 3 ．1 6 ．9 10 0 ．0

（Ⅱ － A ） 2 0 1 0 年 4 7 ．8 43 ．0 2 ．5 9 3 ．4 6 ．6 10 0 ．0

対 策 普 及 2 0 0 0 年 50 ．5 39 ．8 2 ．3 9 2 ．6 7 ．4 10 0 ．0

（Ⅱ ） （Ⅱ － B ） 2 0 1 0 年 5 1．6 38 ．3 2 ．8 9 2 ．6 7 ．4 1 0 0 ．0

日　 本　 並 2 0 0 0 年 4 4．0 44 ．1 2 ．3 9 0 ．4 9 ．6 10 0 ．0

（Ⅱ － C ） 2 0 1 0 年 4 4 ．3 43 ．8 2 ．7 9 0 ．8 9 ．－2 10 0 ．0



（3）部門別にみたNOx排出量の将来動向

表4．3－16、及び図4．3－16にエネルギー消費部門別にみたアジア地域全体のNOx排出量

を示した。

1987年のNOx排出量は15．5百万tでエネルギー転換部門31．0％、産業部門30．2％、輸

送部門25．3％、その他部門13．5％となっている。

NOxの場合にはS Oxに比して、部門間のシェア変動が大きくなってる。2000年にお

いて、産業部門はA群のケースで5％程度、B群で3％程度、その他部門でも1～3％程度

1987年よりも減少し、輸送部門がA群で8％、B群で5％程度増加している。

ケースⅡ－Cでは、エネルギー消費量では1割のシェアにすぎない輸送部門が概ね3割

と最大のシェアを占めている。また、ケースⅡ－Aに対し発電部門ではS Ox削減率は90

％に達しているのに対しNOxでは35％にすぎない。

（単位：千トン／年）

図4．3－16　部門別NOx排出量
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表　4．3－16　　　部門別NO x排出量

排 出 量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位 ：千 t ）

実　 績 I （自 然 体 ） Ⅱ （技 術 進 歩 ）

A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） C （日本 並 ）
19 7 5 年 1 9 8 7 年 2 0‾0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 ．2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年

エネルギ ー転 換 部 門 2 ，3 9 8 4 ，7 9 9 8 ，1 0 7 1 2 ，0 0 3 7 ，5 6 1 1 0 ，8 2 8 6 ，3 8 0 7，8 7 6 5 ，9 5 2 7 ，1 1 5 4 ，1 7 4 5 ，1 2 6
内 、 発 電 1，9 9 5 4 ，1 5 1 7 ，5 7 1 1 1，2 7 2 7 ，0 5 2 1 0 ，1 8 1 5 ，9 4 4 7 ，3 8 3 5 ，5 3 7 6 ，6 7 7 3 ，8 8 4 4 ，8 0 2

産 業 部 門 2，8 4 8 4，6 8 1 6 ，6 2 0 9 ，2 2 5 6 ，4 4 8 8 ，8 3 5 5 ，4 4 9 6 ，2 8 3 5 ，3 0 9 6 ，0 2 3 3 ，3 9 6 3，8 9 4
輸 送 部 門 2，6 6 5 3 ，9 1 5 8 ，5 3 2 1 2 ，3 0 4 7 ，2．8 2 1 0 ，1 7 2 6 ，9 3 5 8，2 3 6 5 ，9 0 5 6 ，7 8 2 6 ，0 3 6 7，4 3 8

内 、 道 路 1，7 6 7 2 ，7 8 5 5 ，9 9 9 8 ，6 7 8 4 ，7 4 9 6 ，5 4 7 4 ，8 7 6 5，7 9 7 3 ，8 4 5 4 ，3 4 3 3 ，9 7 6 4，9 9 9
そ の 他 部 門 1，4 7 8 2 ，0 8 7 2 ，7 5 6 3 ，4 1 9 2 ，7 5 6 3 ，4 1 9 2 ，5 1 0 2，8 3 2 2 ，5 1 0 2 ，8 3 2 2 ，5 1 0 2，8 3 2
全 部 門 計 9 ，3 8 8 1 5 ，4 8 3 2 6 ，0 1 5 3 6 ，9 5 1 2 4 ，0 4 6 3 3 ，2 5 4 2 1，2 7 5 2 5，2 2 7 1 9 ，6 7 6 2 2 ，7 5 1 1 6 ，1 1 6 1 9 ，2 9 0

構 成 比　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位 ：％ ）

実　 績 I （自 然 体 ） Ⅱ （技 術 進 歩 ）

A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） C （日本 並 ）
19 7 5 年 1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 10 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年

エ柚 ギ ー転 換 部 門 25 ．5 3 1．0 3 1．2 3 2．5 3 1．4 3 2 ．6 3 0 ．0 3 1．2 3 0 ．2 3 1．3 2 5 ．9 2 6．6
内 、 発 電 2 1．2 2 6 ．8 2 9 ．1 3 0．5 2 9 ．3 3 0 ．6 2 7 ．9 2 9 ．3 2 8 ．1 2 9．3 2 4 ．1 2 4．9

産 業 部 門 3 0．3 3 0 ．2 2 5 ．4 2 5 ．0 2 6 ．8 2 6 ．6 2 5 ．6 2 4 ．9 2 7 ．0 2 6．5 2 1．1 2 0．2
輸 送 部 門 2 8．4 2 5 ．3 3 2 ．8 3－3 ．3 3 0 ．3 3 0 ．6 3 2 ．6 3 2 ．6 3 0 ．0 2 9 ．8 3 7 ．5 3 8．6

内 、 道 路 18 ．8 1 8 ．0 2 3 ．1 2 3 ．5 1 9 ．7 1 9．7 2 2 ．9 2 3 ．0 1 9 ．5 1 9 ．1 2 4 ．7 2 5．9
そ の 他 部 門 15 ．7 1 3 ．5 1 0 ．6 9 ．3 1 1．5 1 0．3 1 1．8 1 1．2 1 2 ．8 1 2 ．4 1 5 ．6 1 4．・7
全 部 門 計 10‾0．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1、0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0．0 1 0 0 ．0 1 0 0．0

年 平 均 伸 び 率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単 位 ： ％ ）

e

実　 績 I （自 然 体 ） Ⅱ （技 術 進 歩 ）

A （現 状 固 定 ） B （対 策 普 及 ） A （現 状 固＿定 ） B （対 策 普 及 ） C （日 本 並 ）

1 9 7 5 年 1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2°0 0 0 年 2 0 1 0 年

工紺 キ　ー転 換 部 門 6 ．0 4 ．1 4 ．0 3 ．6 3 ．7 2 ．2 2 ．1 1 ．7 1 ．8 －1 ．1 2 ．1
内 、 発 電 6 ．3 4 ．7 4 ．1 4 ．2 3 ．7 2 ．8 2 ．2 2 ．2 1 ．9 －0 ．5 2 ．1

産 業 部 門 4 ．2 2 ．7 3 ．4 2 ．5 3 ．2 1．2 1 ．4 1 ．0 1 ．3 掃2 ．4 1 ．4
輸 送 部 門 3 ．3 6 ．2 3 ．7 4 ．9 3 ．4 4 ．5 1 ．7 3 ．2 1 ．4 3 ．4 2 ．1

内 、 道 路 3 ．9 6 ．1 3 ．8 4 ．2 3 ．3 4 ．4 1 ．7 2 ．5 1 ．2 2 ．8 2 ．3
そ の 他 部 門 2 ．9 2 ．2 2 ．2 2 ．2 2 ．2 1 ．4 1 ．2 1 ．4 1 ．2 1 ．4 1 ．2
全 部 門 計 4 ．3 4 ．1 3 ．6 3 ．4 3 ．3 2 ．5 1 ．7 1 ．9 1 ．5 0 ．3 1 ．8



4．3．3　CO2排出量

（1）CO2排出量の地域別将来動向

①アジア地域のCO2排出量と地域別構成予測

表4．3－17（1）～（4）に、アジア各国及び中国、インド国内の地域別のCO2　排出量の

推計結果とともに、それに基づく対1987年比倍率、年平均伸び率を示した。

なお、CO2排出量の推計は、含有するC分が全て排出されるものとしており、そ

の削減は専ら省エネルギーによって実施されるものとしていることから、ケースIと

ケースⅡの対比のみとなる。また、化石燃料と異なり、植物性燃料から放出される

C02　は、植物性燃料自身の再生産の過程で大気中からC02　を吸収しているので燃

焼しても元に戻すだけでネットとしては0と考え、植林等により消費に見合った再生

産がなされる場合には地球環境保全に有効なものと取り扱えられるが、将来経済が発

展し生活水準が上昇するに従い必ず植物性燃料から化石燃料への転換が加速されるも

のと考えられる。このため、開発途上国の植物性ん燃料の消費を今後どのように位置づ

けていくのかを明らかにしていく必要があることから、ここでは植物性燃料からの排

出量も含めて整理している。

1987年におけるCO2排出量は14．6億トンと推計されているが、その後の推移につ

いて2ケースについてみる。

ケースI

このケースでは、CO2排出量が2000年22．0億トン、2010年30．3億トンと対1987年

比で1．5、2．1倍、年平均伸び率3．2％、3．3％とSOx、NOxと同様に飛躍的な伸び

を示している。

2000年を各国別にみると、大きいシェア順に中国（41．3％）、日本（16．4％）、イ

ンド（15．0％）、韓国（5．4％）、インドネシア（5．0％）となっており5ヶ国で全体

の83．1％を占め、2010年も若干、中国、日本のシェアは下がるものの同様の傾向であ

る。

また、年平均伸び率の高い国は韓国、台湾、マレーシア、タイ、シンガポール等で

SOx、NOxと同様な地域を示している。

なお、中国の排出量は6．4億tから9．1億t、12．3億tと拡大し、中国の国内では北

京、天津、上海、江蘇、斬江、広東等で2～6％の高い年平均伸び率で推移、地域的拡

大がみられる。

ー1：1ト



・ケースⅡ

このケースではCO2　排出量が2000年18．4億t、2010年21．6億tとなり、その対

1987年比は1．6、1．5倍、年平均伸び率は1．8％、1．7％と省エネルギー対策の効果が反

映され、ケースIに比べて16％～30％低減された排出量となっている。

また、各国別シェアはケースIとはぼ同様である。

一方、中国では2000年7．5億t、2010年8．6億tと年平均伸び率は1．2～1．3％である

が、国内の上海、江蘇、斬江、広東の年平均伸び率は1987年～2000年は3～4％で推移

し、その後2000～2010年は1．4％に低減する結果となっている。

以上2ケースの結果を1人当たりの排出量に換算したすると図4．3－17に示すとおり、

1987年には532k g／人であったが、2000年にはケースIで634k g／人、ケースⅡで

531k g／人、また2010年にはケースI770k g／人、ケースⅡ548k g／人となる。

2000年におけるCO2排出量1990年安定化のためには少なくともケースⅡの対策を

実施していくことが必要である。

図4．3－171人当たりCO2排出量
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表4　3－17（1） アジア地域のCO2　排出量
（植物性燃料を含む）

（単位：1000t／年）
国 名 実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

19 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 5 2 ，9 0 3 6 4 1 ．5 1 4 9 0 8 ，8 4 2 1，2 3 0 ，2 3 5 7 5 0 ．4 5 2 8 5 6 ．8 6 7

2　 日　 本 2 6 8 ．9 7 3 2 6 8 ，6 8 9 3 6 0 ．18 1 4 2 5 ，9 6 1 2 9 8 ．0 2 6 3 0 8 ．1 0 3

3　インド 1 4 5 ，1 5 0 2 1 6 ，7 7 9 3 3 0 ．9 6 5 4 6 2 ，8 8 5 2 8 5 ．5 0 6 3 4 0 ．8 7 9

4　インド ネシア 3 9，1 9 5 6 7 ，3 1 9 1 0 9 ．4 5 7 1 6 4 ．2 4 5 9 9 ．1 16 1 2 8 ，4 0 8

5　韓　 国 2 6．7 6 7 5 4 ，19 6 1 1 8 ，2 5 2 1 8 9 ．7 7 9 9 5 ，0 9 5 1 2 5 ．2 2 9

6　 北 朝 鮮 2 8．9 2 8 3 9 ．7 2 3 5 2 ，0 8 9 6 0 ，1 2 4 4 1 ，9 0 3 3 9 ，6 2 0

7　 台　 湾 1 1．8 3 0 2 6 ．0 3 7 6 5 ．8 4 8 1 1 4 ．9 5 1 5 3 ．0 5 3 7 6 ．0 3 2

8　タ　 イ 2 0．7 5 8 3 1 ，8 1 4 5 6 ．5 1 3 1 0 6 ．9 9 8 4 7 ，3 1 2 7 3 ，9 8 0

9　パ キスタン 1 0．4 0 3 2 0 ，2 2 1 3 1 ．7 9 2 3 3 ．9 6 0 2 7 ．1 8 2 2 5 ．7 4 9

1 0　フィリピ ン 1 7．0 4 7 1 8 ．17 8 2 6 ，6 6 6 3 9 ，5 6 6 2 3 ．4 7 3 3 0 ．0 3 3

1 1 マレーシア 6．7 5 8 1 2 ．19 7 3 0 ，8 6 4 5 2 ．0 3 4 2 5 ．5 10 3 6 ．0 8 0

1 2　バ ンブ ラブ シュ 7，1 3 0 9 ．5 9 7 1 3 ，0 5 0 1 3 ，5 4 8 1 1 ，8 2 3 1 1 ．2 8 g

1 3　ゼ トナム 1 0，4 0 6 1 1 ．1 2 4 1 3 ．9 6 6 1 5 ．7 1 9 1 2 ，7 7 5 1 3 ，1 2 0

1 4　香　 港 3．5 9 8 9 ，2 8 2 1 9 ．1 7 4 3 1 ．6 9 1 1 5 ．4 4 1 2 0 ．9 5 4

1 5　シンガ ポ ール 3．4 9 2 6 ．3 4 1 2 1 ．4 0 8 3 7 ，4 2 9 1 7 ，1 7 0 2 4 ．5 4 9

16　 ネガ ール 3，3 3 6 9 ．4 3 8 1 6 ．0 4 1 2 1 ．4 8 4 1 6 ．0 2 6 2 1 ，4 5 3

17　 ミャンマー 5，0 4 9 6 ．5 4 3 9 ．10 7 1 0 ，7 1 6 8 ，2 6 5 8 ．4 8 6

1 8　スリランカ 2．6 3 8 3 ，4 3 1 3 ，7 8 2 4 ．1 9 0 3 ．4 9 0 3 ．6 1 0

1 9　門 ガ ニスタン 2．7 8 6 3 ．17 5 3 ．7 0 8 4 ．7 2 7 3 ，6 5 5 4 ，6 1 9

2 0　 モンブ ル 1，6 3 6 3 ，1 7 5 4 ，6 2 7 5 ，7 7 0 3 ．7 6 7 3 ，4 8 4

2 1 ブ 桐 イ 1 5 3 1 ．3 7 1 1 ．0 2 6 1 ．1 8 8 8 1 8 7 1 0

2 2　カンポ ジ ア 1．6 0 9 2 ．0 7 2 2 ，5 8 0 2 ．8 4 3 2 ，5 0 9 2 ．7 5 4

2 3　ラオス 1，2 3 5

9 1

1 ，6 2 1 2 ．1 5 5 2 ，5 0 8 2 ，1 2 6 2 ．4 5 0

2 4　モルジ ブ 2 2 5 9 9 5 ㈹ 6 2

2 5　マカオ 2 6 8 4 7 6 6 0 4 3 8 2 3 9 6

2 6　 ア ジ ア 計 9 7 1 ．8 7 2 1 ，4 6 4 ．1 2 2 2 ．2 0 2 ，6 0 8 3 ，0 3 3 ．2 4 8 1 ，8 4 4 ．9 2 4 2 ．1 5 8 ，9 1 7

中 国

1 北　　　 京 1 4，2 0 7 2 2 ．6 8 1 3 1 ．1 6 6 4 2 ．2 4 0 2 5 ．6 8 3 2 9 ．2 2 4

2　天　　　 津 9 ．3 5 8 1 3 ，7 0 7 2 0 ．3 3 4 2 7 ．3 9 8 1 6 ．7 3 2 1 8 ，9 4 7

地 域 別

イ ン ド

3　河　　　　 北 2 4，7 5 6 4 4 ．0 5 2 5 6 ．3 3 4 7 6 ．3 7 8 4 6 ．5 3 6 5 3 ，3 5 3

4　山　　　　 西 17 ．9 5 2 3 3 ．1 7 6 4 0 ，2 4 8 5 4 ，3 4 6 3 3 ．2 3 1 3 8 ．0 7 1

5　 内　 蒙　 古 1 0 ，2 4 1 1 9 ，5 5 7 2 2 ，1 5 0 2 9 ，7 9 7 1 8 ，3 4 8 2 0 ．9 1 6

6　 遼　　　　 寧 3 0 ，3 1 8 5 0 ，8 5 8 7 0 ，3 7 4 9 5 ．6伯 5 7 ．7 5 0 6 5 ，8 5 0

7　書　　　 林 13 ．1 1 1 2 2 ，1 9 4 2 5 ．2 2 3 3 4 ．1 4 8 2 0 ．9 5 4 2 4 ．0 1 9

8　黒　 龍　 江 2 0 ．3 4 9 3 4 ，3 3 2 4 0 ．3 5 9 5 4 ．3 5 1 3 3 ．4 7 5 3 8 ．2 6 6

9　上　　　　 海 17 ．6 4 7 2 8 ．5 4 6 5 4 ．6 1 4 7 3 ．4 8 2 4 4 ，5 8 7 5 0 ．2 2 0

1 0　江　　　 蘇 1 8 ．3 0 7 3 7 ，8 5 9 6 8 ．8 5 6 9 3 ．6 4 5 5 6 ，4 0 3 6 4 ，3 9 1

1 1 漸　　　 江 6，9 8 9 1 5 ，9 7 0 3 2 ．8 2 4 4 4 ，8 2 8 2 6 ．8 9 5 3 0 ．7 9 4

1 2　安　　　　 徽 9，3 4 8 1 8 ．9 7 3 2 8 ，9 5 9 3 9 ，3 0 8 2 3 ．7 2 7 2 7 ，0 6 3

1 3　福　　　 建 4．4 7 2 8 ，7 4 9 1 3 ，2 3 5 1 7 ．9 7 4 1 0 ．9 0 1 1 2 ，4 5 1

1 4 ［［　　　 西 6，6 5 6 1 3 ，2 4 3 1 7 ．5 7 0 2 3 ．8 4 0 1 4 ．4 9 0 16 ，5 7 5

1 5　山　　　 東 2 0．7 3 9 4 2 ，2 9 6 5 5 ．6 6 3 7 5 ．8 1 3 4 5 ，4 8 0 5 2 ，0 8 5

1 6　河　　　 南 2 3．0 1 4 3 9 ，2 5 0 5 2 ，1 6 5 7 0 ．3 2 7 4 3 ，3 8 4 4 9 ．6 5 6

1 7　湖　　　 北 1 3，2 5 5 2 5 ．4 9 4 3 7 ，4 1 3 5 0 ，7 2 3 3 0 ．9 3 8 3 5 ．1 7 6

1 8　湖　　　 南 1 5．2 3 2 2 5 ．4 3 7 3 2 ．9 5 7 4 4 ．5 8 2 2 7 ．5 0 2 3 1 ，4 7 5

1 9　広　　　 東 9．6 6 2 2 1 ．0 5 9 4 1 ，2 4 1 5 6 ．3 1 8 3 3 ．8 3 0 3 8 ．7 8 5

2 0　広　　　 西 4，8 5 7 8 ．8 5 8 1 1 ，3 4 2 1 5 ，5 9 7 9 ，2 8 3 1 0 ．6 7 4

2 1 四　　　　 川 2 4 ，5 6 4 4 3 ，3 5 6 6 1 ．8 6 9 8 3 ．0 7 1 5 1 ．9 1 1 5 9 ，2 2 6

2 2　 貴　　　 州 6 ．6 9 0 1 3 ，3 8 5 1 6 ，6 0 9 2 2 ．1 1 4 1 4 ，0 7 4 1 6 ，0 5 8

2 3　雲　　　 南 6 ，4 1 2 1 1 ．9 7 0 1 6 ．1 4 5 2 1 ．6 7 0 1 3 ，4 7 5 1 5 ，2 7 9

2 4　西　　　 蔵 6 7 1 0 2 1 8 0 2 5 5 1 4 5 1 7 3

2 5　 快　　　 西 9 ，0 8 3 1 7 ，2 6 5 2 5 ，0 5 4 3 3 ．8 2 1 2 0 ．7 4 8 2 3 ，7 6 1

2 6　甘　　　 粛 5 ．7 9 8 1 1 ，0 7 0 1 4 ．9 5 4 2 0 ．2 0 2 1 2 ．4 1 6 1 4 ，柑 0

2 7　青　　　 海 1．8 3 8 3 ，5 6 6 3 ．8 4 8 5 ．1 9 2 3 ．2 1 0 3 ．6 8 4

2 8　寧　　　 夏 1，8 2 9 4 ，3 0 1 4 ．5 2 4 6 ．1 3 9 3 ，7 1 5 4 ，2 7 7

2 9　新　　　 環 6 ，1 7 3 10 ．2 0 7 1 2 ．6 3 6 1 7 ．0 2 6 1 0 ，6 3 2 1 2 ．2 2 9

中 国 計 3 5 2 ，9 0 3 6 4 1 ，5 1 4 9 0 8 ，8 4 1 1 ．2 3 0 ．2 3 5 7 5 0 ，4 5 2 8 5 6 ，8 6 7

1 アッサム 4．0 9 5 5 ，3 6 2 6 ，9 8 9 9 ，1 7 2 6 ，3 7 2 7 ，＝ 1

2　ピ バール 3 0 ．3 8 8 3 9 ，2 1 6 5 5 ，1 3 0 7 3 ．0 1 2 4 7 ．7 9 0 5 4 ．6 0 6

地 域 別 3　才リッサ 8 ，7 5 6 6 ．4 4 7 8 ，5 4 0 1 0 ，8 3 2 7 ．6 4 0 8 ．5 6 3

4　アンド ラ・ブ ラブ シ 9 ，7 0 1 1 5 ．2 9 3 2 3 ．5 6 2 3 3 ，2 3 2 2 0 ．4 4 0 2 4 ，6 8 1

5　タミル・ナド ゥ 9 ，8 9 2 1 8 ，8 6 4 2 6 ．0 4 4 3 7 ．5 1 9 2 2 ，3 2 9 2 7 ，2 0 8

6　別け 一夕か、ケララ 1 1，0 6 3 1 4 ．3 1 1 2 0 ．7 0 8 2 7 ，9 2 5 1 8 ，5 0 2 2 1 ，8 2 1

ア　マハラシュトラ、プ ア 1 6．7 6 8 2 8 ．2 9 4 4 5 ．7 4 4 6 6 ，6 2 3 3 8 ，4 7 8 4 7 ，0 2 3

8　マグ ヤ・ブ ラブ シ 1 0．9 9 7 1 9 ，1 0 3 2 9 ，7 5 2 4 1 ．9 8 7 2 5 ，3 4 5 3 0 ，3 2 0

9　グ ジ ャラート 9．4 8 1 1 8 ，6 9 8 3 1 ，5 6 2 4 6 ，6 5 4 2 6 ．4 6 5 3 2 ．6 1 8

1 0 ラジ ャスタン 5 ．9 0 8 8 ．5 4 4 1 2 ．7 8 4 1 7 ，5 6 9 1 1 ．3 4 7 1 3 ，5 3 8

1 1 ウ川 ・プ ラブ シ 2 0．5 8 8 3 0 ，8 1 2 4 7 ．0 5 9 6 5 ．3 4 3 4 1 ．0 9 8 4 9 ．2 0 8

1 2　用 アナ、パ ンジ ャブ 6 ，6 8 4 12 ．7 7 7 2 1 ．5 9 3 3 1 ．0 7 7 1 8 ．3 2 0 2 2 ，2 4 5

1 3　シャム　カシミール 8 3 0 1 ．0 5 8 1 ．4 9 9 1 ．9 4 1 1 ，3 8 0 1 ．6 0 8

イ ン ド 計 1 4 5 ．1 5 0 2 1 6 ．7 7 9 3 3 0 ．9 6 5 4 6 2 ．8 8 5 2 8 5 ，5 0 6 3 4 0 ．8 7 9
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蓑4．3－17（2） アジア地域のC O2排出量伸び
（植物性燃料を含む）

（1987年＝1．00）
国 名 美　 妓 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅲ

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 0 ．5 5 1 ．0 0 1 ．4 2 1 ．9 2 1 ．1 7 1 ．3 4

2　 日　 本 1 ．0 0 1 ．0 0 1 ．3 4 1 ．5 9 1 ．1 1 1 ．1 5

3　 インド 0 ．6 7 1 ．0 0 1 ．5 3 2 ．1 4 1 ．3 2 1 ．5 7

4　 インド ネシア 0 ．5 8 1 ．0 0 1 ．6 3 2 ．4 4 1 ．4 7 1 ．9 1

5　 韓　 国 0 ．4 9 1 ．0 0 2 ．1 8 3 ．5 0 1 ．7 5 2 ．3 1

6　 北 朝 鮮 0 ．7 3 1 ．0 0 1 ．3 1 1 ．5 1 1 ．0 5 1 ．0 0

7　 台　 湾 0 ．4 5 1 ．0 0 2 ．5 3 4 ．4 1 2 ．0 4 2 ．9 2

8　 タ　 イ 0 ．6 5 1 ．0 0 1 ．7 8 3 ．3 6 1 ．4 9 2 ．3 3

9　 ガ キスタン 0 ．5 1 1 ．0 0 1 ．5 7 1 ．6 8 1 ．3 4 1 ．2 7

1 0　 フィリピ ン 0 ．9 4 1 ．0 0 1 ．4 7 2 ．1 8 1 ．2 9 1 ．6 5

1 1 マレ シア 0 ．5 5 1 ．0 0 2 ．5 3 4 ．2 7 2 ．0 9 2 ．9 6

1 2 Jド ンブ ラブ シュ 0 ．7 4 1 ．0 0 1 ．3 6 1 ．4 1 1 ．2 3 1 ．1 8

1 3　 ′ド トナム 0 ．9 4 1 ．0 0 1 ．2 6 1 ．4 1 1 ．1 5 1 ．1 8

1 4　 香　 港 0 ．3 9 1 ．0 0 2 ．0 7 3 ．4 1 1 ．6 6 2 ．2 6

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．5 5 1 ．0 0 3 ．3 8 5 ．9 0 2 ．7 1 3 ．8 7

1 6　 本ハe －ル 0 ．3 5 1 ．0 0 1 ．7 0 2 ．2 8 1 ．7 0 2 ．2 7

1 7　 ミャンマー 0 ．7 7 1 ．0 0 1 ．3 9 1 ．6 4 1 ．2 （； 1 ．3 0

1 8　 スリランカ 0 ．7 7 1 ．0 0 1 ．1 0 1 ．2 2 1 ．0 2 1 ．0 5

1 9　 アフガ ニスタン 0 ．8 8 1 ．0 0 1 ．1 7 1 ．4 9 1 ．1 5 1 ．4 5

2 0　 モンブ ル 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．4 6 1 ．8 2 1 ．1 9 1 ．1 0

2 1 ブ ルネイ 0 ．1 1 1 ．0 0 0 ．7 5 0 ．8 7 0 ．6 0 0 ．5 2

2 2　 カンポ ジ ア 0 ．7 8 1 ．0 0 1 ．2 4 1 ．3 7 1 ．2 1 1 ．3 3

2 3　 ラオス 0 ．7 6 1 ．0 0 1 ．3 3 1 ．5 5 1 ．3 1 1 ．5 1

2 4　 モルジ ブ 0 ．0 0 1 ．0 0 2 ．6 1 4 ．2 3 2 ．1 9 2 ．7 7

2 5　 マカオ 0 ．3 4 1 ．0 0 1 ．7 8 2 ．2 6 1 ．4 3 1 ．4 8

2 6　 ア ジ ア 計 0 ．6 6 1 ．0 0 1 ．5 0 2 ．0 7 1 ．2 6 1 ．4 7

中 国

1 北　　　　 京 0 ．6 3 1 ．0 0 1 ．3 7 1 ．8 6 1 ．1 3 1 ．2 9

2　 天　　　　 津 0 ．6 8 1 ．0 0 1 ．4 8 2 ．0 0 1 ．2 2 1 ，3 8

地 域 別

イ ン ド

3　 河　　　　 北 0 ．5 6 1 ．0 0 1 ．2 8 1 ．7 3 1 ．0 6 1 ．2 1

4　 山　　　　 西 0 ．5 4 1 ．0 0 1 ．2 1 1 ．6 4 1 ．0 0 1 ．1 5

5　 内　 蒙　 古 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．1 3 1 ．5 2 0 ．9 4 1 ．0 7

6　 遼　　　　 寧 0 ．6 0 1 ．0 0 1 ．3 8 1 ．8 8 1 ．1 4 1 ．2 9

7　 書　　　　 林 0 ．5 9 1 ．0 0 1 ．1 4 1 ．5 4 0 ．9 4 1 ．0 8

8　 黒　 龍　 江 0 ．5 9 1 ．0 0 1 ．1 8 1 ．5 8 0 ．9 8 l ．1 1

9　 上　　　　 海 0 ．6 2 1 ．0 0 1 ．9 1 2 ．5 7 1 ．5 6 1 ．7 6

1 0　 江　　　　 蘇 0 ．4 8 L O O 1 ．8 2 2 ．4 7 1 ．4 9 1 ．7 0

1 1 斬　　　　 江 0 ．4 4 1 ．0 0 2 ．0 6 2 ．8 1 1 ．6 8 1 ．9 3

1 2　 安　　　　 徽 0 ．4 9 1 ．0 0 1 ．5 3 2 ．0 7 1 ．2 5 1 ．4 3

1 3　 福　　　　 建 0 ．5 1 1 ．0 0 1 ．5 1 2 ．0 5 1 ．2 5 1 ．4 2

1 4　 江　　　　 西 0 ．5 0 1 ．0 0 1 ．3 3 1 ．8 0 1 ．0 9 1 ．2 5

1 5　 山　　　　 東 0 ．4 9 1 ．0 0 1 ．3 2 1 ．7 9 1 ．0 8 1 ．2 3

1 6　 河　　　　 南 0 ．5 9 1 ．0 0 1 ．3 3 1 ．7 9 1 ．1 1 1 ．2 7

1 7　 湖　　　　 北 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．4 7 1 ．9 9 1 ．2 1 1 ．3 8

1 8　 湖　　　　 南 0 ．6 0 1 ．0 0 1 ．3 0 1 ．7 5 1 ．0 8 1 ．2 4

1 9　 広　　　　 東 0 ．4 6 1 ．0 0 1 ．9 6 2 ．6 7 1 ．6 1 1 ．8 4

2 0　 広　　　　 西 0 ．5 5 1 ．0 0 1 ．2 8 1 ．7 6 1 ．0 5 1 ．2 1

2 1 四　　　　 川 0 ．5 7 1 ．0 0 1 ．4 3 1 ．9 2 1 ．2 0 1 ．3 7

2 2　 貴　　　　 州 0 ．5 0 1 ．0 0 1 ．2 4 1 ．6 5 1 ．0 5 1 ．2 0

2 3　 雲　　　　 南 0 ．5 4 1 ．0 0 1 ．3 5 1 ．8 1 1 ．1 3 1 ．2 8

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．6 6 1 ．0 0 1 ．7 5 2 ．4 9 1 ．4 2 1 ．6 9

2 5　 快　　　　 西 0 ．5 3 1 ．0 0 1 ．4 5 1 ．9 6 1 ．2 0 1 ．3 8

2 6　 甘　　　　 粛 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．3 5 1 ．8 2 1 ．1 2 1 ．2 8

2 7　 青　　　　 海 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．0 8 1 ．4 6 0 ．9 0 1 ．0 3

2 8　 寧　　　　 夏 0 ．4 3 1 ．0 0 1 ．0 5 1 ．4 3 0 ．8 6 0 ．9 9

2 9　 新　　　　 頭 0 ．6 0 1 ．0 0 1 ．2 4 1 ．6 7 1 ．0 4 1 ．2 0

中 国 討 0 ．5 5 1 ．0 0 1 ．4 2 1 ．9 2 1 ．1 7 1 ．3 4

1 アッサム 0 ．7 6 1 ．0 0 1 ．3 0 1 ．7 1 1 ．1 9 1 ．3 9

2　 ピ バール 0 ．7 7 1 ．0 0 1 ．4 1 1 ．8 6 1 ．2 2 1 ．3 9

地 域 別 3　 才リッサ 1 ．3 6 1 ．0 0 1 ．3 2 1 ．6 8 1 ．1 9 1 ．3 3

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 0 ．6 3 1 ．0 0 1 ．5 4 2 ．1 7 1 ．3 4 1 ．6 1

5　 タミル・ナド ゥ 0 ．5 9 1 ．0 0 1 ．5 4 2 ．2 2 1 ．3 2 1 ．6 1

G　 z用 ト タか、ケララ 0 ．7 7 1 ．0 0 1 ．4 5 1 ．9 5 1 ．2 9 1 ．5 2

ア　 マハラシュトラ、プ ア 0 ．5 9 1 ．0 0 1 ．6 2 2 ．3 5 1 ．3 6 1 ．6 6

8　 マブ †・ブ ラブ シ 0 ．5 8 1 ．0 0 1 ．5 6 2 ．2 0 1 ．3 3 1 ．5 9

9　 グ ジ ャラート 0 ．5 1 1 ．0 0 1 ．6 9 2 ．5 0 1 ．4 2 1 ．7 4

1 0　 ラジ ャスタン 0 ．6 9 1 ．0 0 1 ．5 0 2 ．0 6 1 ．3 3 1 ．5 8

1 1 ウ州 ・ブ ラブ シ 0 ．6 7 1 ．0 0 1 ．5 3 2 ．1 2 1 ．3 3 1 ．6 0

1 2 1川 アナ、ガ ンジ ャブ 0 ．5 2 1 ．0 0 1 ．6 9 2 ．4 3 1 ．4 3 1 ．7 4

1 3　 シャム　 カシミール 0 ．7 9 1 ．0 0 1 ．4 2 ．1 ．8 3 1 ．3 1 1 ．5 2

イ ン ド 計 0 ．6 7 1 ．0 0 1 ．5 3 2 ．1 4 1 ．3 2 1 ．5 7
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表4．3－17（3） アジア地域のC O2　排出量年平均伸び率
（植物性燃料を含む）

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 1 9 8 7 2 0 0 0 1 9 8 7 2 0 0 0

－ 1 9 8 7 －2 0 0 0 －2 0 1 0 －2 0 0 0 －2 0 1 0

国 別

1 中　 国 5 ． 1 2 ．7 3 ．1 1 ．2 1 ．3

2　 日　 本 0 ．0 2 ．3 1 ．7 0 ．8 0 ．3

3　 インド 3 ．4 3 ．3 3 ．4 2 ． 1 1 ．8

4　 インド ネシア 4 ．6 3 ．8 4 ．1 3 ．0 2 ．6

5　 韓　 国 6 ． 1 6 ．2 4 ．8 4 ．4 2 ．8

6　 北 朝 鮮 2 ．7 2 ．1 1 ．4 0 ．4 －0 ．6

ア　 台　 湾 6 ．8 7 ．4 5 ．7 5 ．6 3 ．7

8　 タ　 イ 3 ．6 4 ．5 6 ．6 3 ． 1 4 ．8

9　 ガ ギ柑 ン 5 ．7 3 ．5 0 ．7 2 ．3 －0 ．5

1 0　 フィリピ ン 0 ．5 3 ．0 4 ．0 2 ．0 2 ．5

1 1 マ レ シア 5 ．0 7 ．4 5 ．4 5 ．8 3 ．5

1 2　 ノド ング ラブ シュ 2 ．5 2 ．4 0 ．4 1 ．6 1 0 ．5

1 3　 ダ トナム 0 ．6 1 ．8 1 ．2 1 ． 1 0 ．3

1 4　 香　 港 8 ．2 5 ．7 5 ．2 4 ．0 3 ． 1

1 5　 シンガ ポ ール 5 ． 1 9 ．8 5 ．7 8 ．0 3 ．6

1 6　 寺ガ ール 9 ． 1 4 ．2 3 ．0 4 ．2 3 ．0

1 7　 ミャンマー 2 ．2 2 ．6 1 ．6 1 ．8 0 ．3

1 8　 スリランカ 2 ．2 0 ．8 1 ．0 0 ．1 0 ．3

1 9　 ア フガ ニスタン 1 ． 1 1 ．2 2 ． 5 1 ．1 2 ．4

2 0　 モ ンブ ル 5 ．7 2 ．9 2 ． 2 1 ．3 －0 ．8

2 1 ブ ルネイ 2 0 ．0 －2 ．2 1 ．5 －3 ．9 －1 ．4

2 2　 か ンポ ジ ア 2 ．1 1 ．6 1 ． 1 1 ．5 0 ．9

2 3　 ラ オス 2 ．3

9 ．4

2 ．2 1 ．5 2 ．1 1 ．4

2 4　 モ ルジ ブ 7 ．7 4 ．9 6 ．2 2 ．4

2 5　 マ カオ 4 ．5 2 ．4 2 ．8 0 ． 4

2 6　 ア ジ ア 計 3 ．5 3 ．2 3 ．3 1 ．8 1 ．6

中 国

1 北　　　　 京 4 ．0 2 ．5 3 ．1 1 ．0 1 ．3

2　 天　　　　 津 3 ．2 3 ．1 3 ．0 1 ．5 1 ．3

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 4 ．9 1 ．9 3 ．1 0 ．4 1 ． 4

4　 山　　　　 西 5 ．3 1 ．5 3 ．0 0 ．0 1 ． 4

5　 内　 蒙　 古 5 ．5 1 ．0 3 ．0 －0 ．5 1 ．3

6　 遼　　　　 寧 4 ．4 2 ．5 3 ． 1 1 ．0 1 ．3

7　 書　　　　 林 4 ．5 1 ．0 3 ． 1 －0 ．4 ・ 1 ．4

8　 黒　 龍　 江 4 ．5 1 ．3 3 ．0 －0 ．2 1 ．3

9　 上　　　　 海 4 ． 1 5 ．1 3 ．0 3 ．5 1 ．2

1 0　 江　　　　 蘇 6 ．2 4 ．7 3 ． 1 3 ． 1 1 ．3

1 1 噺　　　　 江 7 ．2 5 ．7 3 ．2 4 ． 1 1 ． 4

1 2　 安　　　　 徽 6 ． 1 3 ．3 3 ． 1 1 ．7 1 ． 3

1 3　 福　　　　 建 5 ．8 3 ．2 3 ． 1 1 ．7 1 ． 3

1 4　 江　　　　 西 5 ．9 2 ．2 3 ． 1 0 ．7 1 ．4

1 5　 山　　　　 東 6 ． 1 2 ． 1 3 ． 1 0 ．6 1 ．4

1 6　 河　　　　 南 4 ．5 2 ．2 3 ．0 0 ．8 1 ．4

1 7　 湖　　　　 北 5 ．6 3 ．0 3 ． 1 1 ．5 1 ．3

1 8　 湖　　　　 南 4 ．4 2 ．0 3 ． 1 0 ．6 1 ．4

1 9　 広　　　　 東 6 ．7 5 ．3 3 ．2 3 ．7 1 ．4

2 0　 広　　　　 西 5 ． 1 1 ．9 3 ．2 0 ．4 1 ．4

2 1 四　　　　 川 4 ．8 2 ．8 3 ．0 1 ．4 1 ．3

2 2　 貴　　　　 州 5 ．9 1 ．7 2 ．9 0 ．4 1 ．3

2 3　 雲　　　　 南 5 ．3 2 ．3 3 ．0 0 ．9 1 ．3

2 4　 西　　　　 蔵 3 ．6 4 ．4 3 ．6 2 ．7 1 ．7

2 5　 快　　　　 西 5 ．5 2 ．9 3 ．0 1 ．4 1 ．4

2 6　 甘　　　　 粛 5 ．5 2 ．3 3 ．1 0 ．9 1 ．3

2 7　 青　　　　 海 5 ．7 0 ．6 3 ．0 －0 ．8 1 ．4

2 8　 寧　　　　 夏 7 ． 4 0 ．4 3 ．1 胃 1 ． 1 1 ．4

2 9　 新　　　　 羅 4 ．3 1 ．7 3 ．0 0 ．3 1 ．4

中 国 計 5 ． 1 2 ．7 3 ．1 1 ．2 1 ．3

1 アッサム 2 ．3 2 ．1 2 ．8 1 ．3 1 ．6

2　 ピ ハール 2 ．1 2 ．7 2 ．8 1 ．5 1 ．3

地 域 別 3　 オリ ッサ －2 ．5 2 ．2 2 ．4 1 ．3 1 ．1

4　 アン ド ラ ・プ ラブ シ 3 ．9 3 ．4 3 ．5 2 ．3 1 ．9

5　 タ ミル ・ナ ド ゥ 4 ．5 3 ．4 3 ．7 2 ．2 2 ．0

6　 柚 ト タカ、ケララ 2 ．2 2 ．9 3 ．0 2 ．0 1 ．7

ア　 マバラ シュ トラ、プ ア 4 ．5 3 ．8 3 ．8 2 ．4 2 ．0

8　 マギ ヤ・プ ラブ シ 4 ．7 3 ．5 3 ．5 2 ．2 1 ．8

9　 グ ジ ャラー ト 5 ．8 4 ．1 4 ．0 2 ．7 2 ．1

1 0　 ラジ ャスタン 3 ． 1 3 ．1 3 ．2 2 ．2 1 ．8

1 1 ウタル ・プ ラブ シ 3 ．4 3 ．3 3 ．3 2 ．2 1 ．8

1 2　 用 アナ、バ ンジ ャブ 5 ．5 4 ．1 3 ． 7 2 ．8 2 ．0

1 3　 シャム　 カシミ胃ル 2 ．0 2 ．7 2 ．6 2 ．1 1 ． 5

イ　 ン ド 言十 3 ．4 3 ．3 3 ．4 2 ． 1 1 ．8
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表4．3－17（4） アジア地域のC OZ排出量地域別構成比
（植物性燃料を含む）

（単位：％）
国 名 実　 績 ケ ー ス I ケ ー ス Ⅱ

1 9 7 5 年 I 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 3 6 ．3 4 3 ．8 4 1 ．3 4 0 ．6 4 0 ．7 3 9 ．7

2　 日　 本 2 7 ．7 1 8 ．4 1 6 ．4 1 4 ．0 1 6 ．2 1 4 ．3

3　 イン ド 1 4 ．9 1 4 ．8 1 5 ．0 1 5 ．3 1 5 ．5 1 5 ．8

4　 イン ド ネシア 4 ．0 4 ．6 5 ．0 5 ．4 5 ．4 5 ．9

5　 韓　 国 2 ．8 3 ．7 5 ．4 6 ．3 5 ．2 5 ．8

6　 北 朝 鮮 3 ．0 2 ．7 2 ．4 2 ．0 2 ．3 1 ．8

7　 台　 湾 1 ．2 1 ．8 3 ．0 3 ．8 2 ．9 3 ．5

8　 タ　 イ 2 ． 1 2 ．2 2 ．6 3 ．5 2 ．6 3 ．4

9　 ガ キ；け ン 1 ． 1 1 ．4 1 ．4 1 ．1 1 ．5 1 ．2

1 0　 フィリピ ン l ．8 1 ．2 1 、2 1 ．3 1 ．3 1 ．4

1 1 マレーシア 0 ．7 0 ．8 1 ．4 1 ．7 1 ．4 1 ．7

1 2 1ド ンブ ラブ シュ 0 ．7 0 ．7 0 ．6 0 ．4 ′ 0 ．6 0 ．5

1 3 Jド トナム 1 ．1 0 ．8 0 ．6 0 ．5 0 ．7 0 ．6

1 4　 香　 港 0 ．4 0 ．6 0 ．9 1 ．0 0 ．8 1 ．0

1 5　 シンガ ポ ール 0 ．4 0 ．4 1 ．0 1 ．2 0 ．9 1 ． 1

1 6　 ネハ。一ル 0 ．3 0 ．6 0 ．7 0 ．7 0 ．9 1 ．0

1 7　 ミャンマー 0 ．5 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4

1 8　 スリラ ンカ 0 ．3 0 ．2 0 ．2 0 ． 1 0 ．2 0 ．2

1 9　 アフガ ニ；け ン 0 ．3 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2

2 0　 モンブ ル 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2 0 ．2

2 1 ブ ル寺イ 0 ．0 0 、 1 0 、0 0 、0 0 、0 0 ．0

2 2　 かンド ジ ア 0 ．2 0 ． 1 0 ．1 0 ． 1 0 ． 1 0 ．1

2 3　 ラオス 0 ． 1

0 ．0

0 ． 1 0 ．1 0 ． 1 0 ． 1 0 ．1

2 4　 モルジ ブ 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 マ錮 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 6　 ア ジ ア 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

中 国

1 北　　　　 京 4 ．0 3 ．5 3 ．4 3 ．4 3 ．4 3 ．4

2　 天　　　　 津 2 ．7 2 ．1 2 ．2 2 ．2 2 ．2 2 ．2

地 域 別

イ　 ン ド

3　 河　　　　 北 7 ．0 6 ．9 6 ．2 6 ．2 6 ．2 6 ．2

4　 山　　　　 西 5 ．1 5 ．2 4 ．4 4 ．4 4 ．4 4 ．4

5　 内　 蒙　 古 2 ．9 3 ．0 2 ．4 2 ．4 2 ．4 2 ．4

6　 遼　　　　 寧 8 ．6 7 ．9 7 ．7 7 、8 7 ．7 7 ．7

7　 書　　　　 林 3 ．7 3 ．5 2 ．8 2 ．8 2 ．8 2 ．8

8　 黒　 龍　 江 5 ．8 5 ．4 4 ．4 4 ．4 4 ．5 4 ．5

9　 上　　　　 海 5 ．0 4 ．4 6 ．0 6 ．0 5 ．9 5 ．9

1 0　 江　　　　 蘇 5 ．2 5 ．9 7 ．6 7 ．8 7 ．5 7 ．5

1 1 漸　　　　 江 2 ．0 2 ．5 3 ．6 3 ．6 3 ．6 3 ．6

1 2　 安　　　　 徽 2 ．6 3 ．0 3 ．2 3 ．2 3 ．2 3 ．2

1 3　 福　　　　 建 1 ．3 1 ．4 1 ．5 1 ．5 1 ．5 1 ．5

1 4　 江　　　　 西 1 ．9 2 ．1 1 ．9 1 ．9 1 ．9 1 ．9

1 5　 山　　　　 東 5 ．9 6 ．6 6 ．1 6 ．2 6 ．1 6 ．1

1 6　 河　　　　 南 6 ．5 6 ．1 5 ．7 5 ．7 5 ．8 5 ．8

1 7　 湖　　　　 北 3 ．8 4 ．0 4 ．1 4 ．1 4 ．1 4 ．1

1 8　 湖　　　　 南 4 ．3 4 ．0 3 ．6 3 ．6 3 ．7 3 ．7

1 9　 広　　　　 東 2 ．7 3 ．3 4 ．5 4 ．6 4 ．5 4 ．5

2 0　 広　　　　 西 1 ．4 1 ．4 1 ．2 1 ．3 1 ．2 1 ．2

2 1 四　　　　 川 7 ．0 8 ．8 6 ．8 6 ．8 6 ．9 6 ．9

2 2　 貴　　　　 州 1 ．9 2 ．1 1 ．8 1 ．8 1 ．9 1 ．9

2 3　 雲　　　　 南 1 ．8 1 ．9 1 ．8 1 ．8 1 ．8 1 ．8

2 4　 西　　　　 蔵 0 ．0 ＿　 8 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0 0 ．0

2 5　 快　　　　 西 2 ．6 2 ．7 2 ．8 2 ．7 2 ．8 2 ．8

2 6　 甘　　　　 粛 1 ．6 1 ．7 1 ．6 1 ．6 1 ．7 1 ．7

2 7　 青　　　　 海 0 ．5 0 ．6 0 ．4 0 ．4 0 ．4 0 ．4

2 8　 寧　　　　 夏 0 ．5 0 ．7 0 ．5 0 ．5 0 ．5 0 ．5

2 9　 新　　　　 癌 1 ．7 1 ．6 1 ．4 1 ．4 1 ．4 1 ．4

．中 国 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1 アッサム 2 ．8 2 ．5 2 ．1 2 ．0 2 ．2 2 ．2

2　 ピ ハール 2 0 ．9 1 8 ．1 1 8 ．7 1 5 ．8 1 6 ．7 1 8 ．0

地 域 別 3　 オワッサ 6 ．0 3 ．0 2 ．6 2 ．3 2 ．7 2 ．5

4　 アンド ラ・ブ ラブ シ 6 ．7 7 ． 1 7 ．1 7 ．2 7 ．2 7 ．2

5　 タミル ・ナド ゥ 6 ．8 7 ．8 7 ．9 8 ．1 7 ．8 8 ．0

6　 胼 ト タカ、ケララ 7 ．6 6 ．6 6 ．3 6 ．0 6 ．5 6 ．4

7　 マハラシュトラ、プ ア 1 1 ．6 1 3 ．1 1 3 ．8 1 4 ．4 1 3 ．5 1 3 ．8

8　 マグ †・ブ ラブ シ 7 ．6 8 ．8 9 ．0 9 ． 1 8 ．9 8 ．9

9　 グ ジ ャラート 6 ．5 8 ．6 9 ．5 1 0 ．1 9 ．3 9 ．8

1 0　 ラジ ャスタン 4 ．1 3 ．9 3 ．9 3 ．8 4 ．0 4 ．0

1 1 ウタル ・ブ ラブ シ 1 4 ．2 1 4 ．2 1 4 ．2 1 4 ． 1 1 4 ．4 1 4 ．4

1 2　 バリアナ、パ ンジ ャブ 4 ．6 5 ．9 6 ．5 6 ．7 6 ．4 6 ．5

1 3　 シャム　 ガ ／ミール 0 ．6 0 ．5 0 ．5 0 ．4 0 ．5 0 ．5

イ ン ド 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0
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②面積当たりのCO2　排出量の地域別予測

アジア地域の単位面積当たりCO2排出量の地域分布を表4．3－18、図4．3－18～20に

示した。

ケースIで、2000年にアジアの平均値（103t／knf）を上回る国は日本、韓国、

北朝鮮、台湾、タイ、香港、シンガポール、ネパール、ブルネイ、モルジブであり、

2010年にはマレーシアでも平均（142t／knH　を上回る。また中国国内では北京周

辺から上海、広東にいたる沿岸部で、インド国内ではビバールからネパールに接する

山岳地帯、タミル・ナドゥ、グラジャートでアジア平均を超えており、2010年にはこ

れらがさらに拡大する傾向にある。

500t／knf以上の排出密度の高い地域は、2000年で日本、韓国、台湾、香港、シン

ガポール、マカオ、中国国内では、北京、天津、上海、江蘇となっており、2010年に

は中国の遼寧がこれに加わる。

なお、ケースⅡにおいてもほぼ同様の地域であり、これらはSOx、NOxと同様

の推計となっている。
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表4．3－18 アジア地域の単位面積当りのCO2　排出量
（植物性燃料を含む）

（単位：t／km2）
国 名 面 積

（1 0 0 0 k m 2 ）

実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩

1 9 7 5 年 1 9 8 7 2 0 0 0 2 0 1 0 2 0 0 0 2 0 1 0

国 別

1 中　 国 9 ．5 6 4 ．0 3 6 ．9 6 7 ． 1 9 5 ．0 1 2 8 ．6 7 8 ．5 8 9 ．6

2　 日　 本 3 7 7 ．8 7 1 1 ．9 7 1 1 ．2 9 5 3 ．4 1 ．1 2 7 ．5 7 8 8 ．8 8 1 5 ．5

3　 インド 3 ．2 8 7 ．2 4 4 ．2 6 5 ．9 1 0 0 ．7 1 4 0 ．8 8 8 ．9 1 0 3 ．7

4　 イン ド ネシア 1 ．9 0 4 ．6 2 0 ．6 3 5 ．3 5 7 ．5 8 6 ．2 5 2 ．0 6 7 ．4

5　 韓　 国 9 9 ．0 2 7 0 ．3 5 4 7 ．4 1 ． 19 4 ．3 1 ，9 1 6 ．6 9 6 0 ．4 1 ，2 6 4 ．7

6　 北 朝 鮮 1 2 0 ．5 2 4 0 ．0 3 2 9 ．5 4 3 2 ．1 4 9 8 ．8 3 4 7 ．6 3 2 8 ．7

7　 台 ． 湾 3 6 ．0 3 2 8 ．6 7 2 3 ．2 1 ．8 2 9 ．1 3 ，1 9 3 ．1 1 ．4 7 3 ．7 2 ．1 1 2 ．0

8　 タ　 イ 5 1 3 ．1 4 0 ．5 6 2 ．0 1 1 0 ．1 2 0 8 ．5 9 2 ．2 1 4 4 ．2

9　 パ キスタン 7 9 6 ．1 1 3 ．1 2 5 ．4 3 9 ．9 4 2 ．7 3 4 ．1 3 2 ．3

1 0　 フィリピ ン 3 0 0 ．0 5 6 ．8 6 0 ．6 8 8 ．9 1 3 1 ．9 7 8 ．2 1 0 0 ．1

1 1 マレ シア 3 2 9 ．7 2 0 ．5 3 7 ．0 9 3 ．6 1 5 7 ．8 7 7 ．4 1 0 9 ．4

1 2　 バ ンブ ラブ シュ 1 4 4 ．0 4 9 ．5 6 6 ．6 9 0 ．6 9 4 ．1 8 2 ．1 7 8 ．4

1 3　 ′ド トナム 3 3 1 ．7 3 1 ．4 3 3 ．5 4 2 ．1 4 7 ．4 3 8 ．5 3 9 ．6

1 4　 香　 港 1 ．0 4 5 3 ．4 4 2 ．7 8 ．8 8 2 ．7 1 8 ．3 4 8 ．7 3 0 ．3 2 5 ．9 1 4 ．7 7 5 ．7 2 0 ．0 5 2 ．1

1 5　 シンガ ガ 胃ル 0 ．6 1 8 5 ，6 5 0 ．2 1 0 ，2 5 9 ．9 3 4 ，6 4 1 ．4 6 0 ．5 6 3 ．9 2 7 ，7 8 3 ．5 3 9 ．7 2 3 ．5

1 6　 ネガ ール 1 4 0 ．8 2 3 ．7 6 7 ．0 1 1 3 ．9 1 5 2 ．6 1 1 3 ．8 1 5 2 ．4

17　 ミャンマー 6 7 6 ．6 7 ．5 9 ．7 1 3 ．5 1 5 ．8 12 ．2 1 2 ．5

1 8　 刑 ランか 6 5 ．6 4 0 ．2 5 2 ．3 5 7 ．6 6 3 ．9 5 3 ．2 5 5 ．0

1 9　 アフガ ニスタン 6 5 2 ．1 4 ．3 4 ．9 5 ．7 7 ．2 5 ．6 7 ．1

2 0　 モンブ ル 1 ，5 6 6 ．5 1 ．0 2 ．0 3 ．0 3 ．7 2 ．4 2 ．2

2 1 ブ 胼 イ 5 ．7 7 2 6 ．6 2 3 7 ．7 1 7 8 ．0 2 0 6 ．0 1 4 1 ．8 12 3 ．1

2 2　 カンポ ジ 7 1 8 1 ．0 8 ．9 1 1 ．4 1 4 ． 1 1 5 ．7 1 3 ．9 1 5 ．2

2 3　 ラオス 2 3 6 ．8 5 ．2 6 ．8 9 ． 1 1 0 ．6 9 ．0 1 0 ．3

2 4　 モルジ ブ 0 ．2 9 8 0 ．0 7 5 ．3 1 9 6 ．6 3 1 8 ．5 1 6 4 ．8 2 0 8 ．7

2 5　 マカオ 0 ．0 1 6 5 ，7 1 8 ．1 1 6 ．7 1 9 ．8 2 9 ．7 5 0 ．0 3 7 ．7 6 2 ．5 2 3 ．8 7 5 ．0 2 4 ．7 6 8 ．7

2 6　 ア ジ ア 計 2 1 ．3 3 0 ．9 4 5 ．6 6 8 ．6 1 0 3 ．3 1 4 2 ．2 8 6 ．5 10 1 ．2

中 国

1 北　　　 京 1 6 ．8 8 4 5 ．6 1 ，3 5 0 ．1 1 ，8 5 5 ．1 2 ．5 1 4 ．3 1 ．5 2 8 ．7 1 ．7 3 9 ．5

2　 天　　　 津 1 1 ．3 8 2 8 ．1 1 ．2 1 3 ．1 1 ，7 9 9 ．5 2 ．4 2 4 ．6 1 ．4 8 0 ．7 1 ，6 7 6 ．7

地 域 別

イ ン ド

3　 河　　　 北 1 8 1 ．9 1 3 1 ．8 2 3 4 ．4 2 9 9 ．8 4 0 6 ．5 2 4 7 ．7 2 8 3 ．9

4　 山　　　　 西 1 5 6 ．1 1 1 5 ．0 2 1 2 ．5 2 5 7 ．8 3 4 8 ．1 2 1 2 ．9 2 4 3 ．9

5　 内　 業　 舌 1 ，0 8 8 ．6 9 ．4 1 8 ．0 2 0 ．3 2 7 ．4 1 6 ．9 1 9 ．2

6　 遼　　　 寧 1 4 5 ．8 2 0 7 ．9 3 4 8 ．8 4 8 2 ．7 6 5 6 ．0 3 9 6 ． 1 4 5 1 ．6

7　 書　　　 林 1 8 8 ．0 6 9 ．7 1 1 8 ．1 1 3 4 ．2 1 8 1 ．6 1 1 1．5 1 2 7 ．8

8　 無　 能　 江 4 7 3 ．3 4 3 ．0 7 2 ．5 8 5 ．3 1 1 4 ．8 7 0 ．7 8 0 ．8

9　 上　　　 海 6 ．2 2 ．8 4 6 ．2 4 ，6 0 4 ．3 8 ．8 0 8 ．7 1 1 ．8 5 2 ．0 7 ．1 9 1 ．4 8 ．0 9 9 ．9

1 0　 江　　　 蘇 1 0 2 ．5 1 7 8 ．6 3 6 9 ．4 6 7 1 ．8 9 1 3 ．6 5 5 0 ．3 6 2 8 ．2

1 1 漸　　　 江 1 0 1 ．8 6 8 ．5 1 5 6 ．9 3 2 2 ．4 4 4 0 ．4 2 6 4 ．2 3 0 2 ．5

1 2　 安　　　 徽 1 3 9 ．5 6 7 ．0 1 3 6 ．0 2 0 7 ．6 2 8 1 ．8 1 7 0 ．1 1 9 4 ．0

1 3　 福　　　 建 1 2 1．7 3 6　 7 7 1 ．9 1 0 8 ．8 1 4 7 ．7 8 9 ．6 10 2 ．3

1 4　 江　　　　 西 1 6 6 ．8 3 9 ．9 7 9 ．4 10 5 ．3 1 4 2 ．9 8 6 ．9 9 9 ．4

1 5　 山　　　 東 1 5 3 ．1 1 3 5 ．5 2 7 6 ．3 3 6 3 ．6 4 9 5 ．2 2 9 7 ．1 3 4 0 ．2

1 6　 河　　　 南 1 6 6 ．9 1 3 7 ．9 2 3 5 ．2 3 1 2 ．6 4 2 1 ．4 2 5 9 ．9 2 9 7 ．5

1 7　 湖　　　 北 1 8 7 ．5 7 0 ．7 1 3 6 ．0 1 9 9 ．5 2 7 0 ．5 1 6 5 ．0 1 8 7 ．6

1 8　 湖　　　 南 2 1 0 ．2 7 2 ．5 1 2 1 ．0 1 5 6 ．8 2 1 2 ．1 1 3 0 ．8 1 4 9 ．7

1 9　 広　　　 東 2 1 1 ．8 4 5 ．6 9 9 ．4 1 9 4 ．7 2 6 5 ．9 1 5 9 ．7 1 8 3 ．1

2 0　 広　　　　 西 2 3 0 ．5 2 1 ．1 3 8 ．4 4 9 ．2 6 7 ．7 4 0 ．3 4 6 ．3

2 1 四　　　　 川 5 6 6 ．5 4 3 ．4 7 6 ．5 1 0 9 ．2 1 鵬 ．6 9 1 ．6 10 4 ．5

2 2　 貴　　　 州 1 7 6 ．2 3 8 ．0 7 6 ．0 9 4 ．3 1 2 5 ．5 7 9 ．9 9 1 ．1

2 3　 雲　　　 南 3 9 2 ．2 1 6 ．3 3 0 ．5 4 1 ．2 5 5 ．3 3 4 ．4 3 9 ．0

2 4　 西　　　 蔵 1 ，2 2 1．6 0 ．1 0 ．1 0 ．1 0 ．2 0 ．1 0 ．1

2 5 侠　　　 西 2 0 5 ．0 4 4 ．3 8 4 ．2 1 2 2 ．2 16 5 ．0 1 0 1 ．2 1 1 5 ，9

2 6　 甘　　　 粛 4 5 5 ．1 1 2 ．7 2 4 ．3 3 2 ．9 4 4 ．4 2 7 ．3 3 1 ．2

2 7　 青　　　 海 7 8 0 ．0 2 ．4 4 ．6 4 ．9 6 ．7 4 ．1 4 ．7

2 8　 寧　　　　 夏 6 6 ．1 2 7 ．7 6 5 ．1 6 8 ．4 9 2 ．9 5 6 ．2 6 4 ．7

2 9　 新　　　 碍 1 ，6 3 5 ．0 3 ．8 6 ．2 7 ．7 1 0 ．4 6 ．5 7 ．5

中 国 計 9 ，5 6 4 ．0 3 6 ．9 6 7 ．1 9 5 ．0 1 2 8 ．6 7 8 ．5 8 9 ．6

1 アッサム 2 5 5 ．0 1 6 ．1 2 1 ．0 2 7 ．4 3 6 ．0 2 5 ．0 2 9 ．2

2　 ピ バール 2 6 9 ．8 1 1 2 ．6 1 4 5 ．4 2 0 4 ．3 2 7 0 ．6 1 7 7 ．1 2 0 2 ．4

地 域 別 3　 才リッサ 1 5 5 ．7 5 6 ．2 4 1 ．4 5 4 ．8 6 9 ．6 4 9 ． 1 5 5 ．0

4　 アンド ラ ・プ ラブ シ 2 7 5 ．1 3 5 ．3 5 5 ．6 8 5 ．6 1 2 0 ．8 7 4 ．3 8 9 ．7

5　 タミル ・ナ ド ゥ 1 3 8 ．8 7 1 ．3 1 2 1．5 1 8 7 ．6 2 7 0 ．3 16 0 ．9 1 9 6 ．0

6　 カルト タカ、ケララ 2 3 0 ．7 4 8 ．0 6 2 ．0 8 9 ．8 1 2 1 ．0 8 0 ．2 9 4 ．6

7　 マハラシュ トラ、プ ア 3 1 2 ．0 5 3 ．7 9 0 ．7 1 4 6 ．6 2 1 3 ．5 1 2 3 ．3 1 5 0 ．7

8　 マグ ダ ブ ラブ シ 4 4 3 ．4 2 4 ．8 4 3 ．1 6 7 ．1 9 4 ．7 5 7 ．2 6 8 ．4

9　 グ ジ ャラート 1 9 6 ．0 4 8 ．4 9 5 ．4 1 6 1 ．0 2 3 8 ．0 1 3 5 ．0 1 6 6 ．4

1 0　 ラジ ャスタン 3 4 2 ．2 1 7 ．3 2 5 ．0 3 7 ．4 5 1 ．3 3 3 ．2 3 9 ．6

1 1 卵 ル ・ブ ラブ シ 2 9 5 ．9 6 9 ．6 1 0 4 ．1 1 5 9 ．0 2 2 0 ．8 1 3 8 ．9 1 6 6 ．3

1 2　 椚 アナ、ガ ンジ ャブ 1 5 0 ．4 4 4　 4 8 5 ．0 1 4 3 ．6 2 0 6 ．6 1 2 1 ．8 1 4 7 ．9

1 3　 シャム　 カシミール 2 2 2 ．2 3 ．7 4 ．8 6 ．7 8 ．7 6 ．2 7 ．2

イ ン ド 計 3 ．2 8 7 ．2 4 4 ．2 6 5 ．9 1 0 0 ．7 1 4 0 ．8 8 6 ．9 1 0 3 ．7
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図4．3－18　　単位面積当たりCO2排出量（実績）
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（2）エネルギー源別にみたCO2排出量の将来動向予測

表4．3－19、図4．3－21にエネルギー源別アジア地域全体のCO2　排出量を示した。

1987年の排出量は14．6億tで、その排出源別のシェアは石炭49．0％、石油26．3％、ガス

4．0％、植物性燃料17．0％、セメント製造3．5％となっている。

ケースIでは、2000年、2010年には、石炭からの排出で排出係数がやや高い褐炭が減少

することから他に比して伸び率がやや小さくなることから相対的にシェアが若干低下する。

また植物性燃料もエネルギー消費量の伸び率が小さいため同様に低下する。顕著に増加傾

向を示しているのがガスからの排出量であり、1987年から2000年、2010年へと倍々と増加

しており、シェアも急速に拡大している。

（千トン／／年）

3．500．000

3．000．000

2．500．000

2．000．000

1．500．000

1．000．000

匝コ乙コセメント製造

EZコ植物馳惚料

E≡：：：≡「ガ．ス

【：：：：：：ヨ石　油

E：＝コ石　炭

ケースI

ケースⅡ

1．841，922

1．46日22

911．672

2．202．607

2．158．915

3，033ド244

1975年　　　1987年　　　　2000年　　　　20川年

図4．3－21　エネルギー源別CO2排出量
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表4．3－19　エネルギー源別CO2排出量

年間排出量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千トン／年）
石　 炭 石　 油 ガ　 ス 化 石 燃 料 計 植 物 性 燃 料 セ メ ン ト 総　 計

実　　 績 19 7 5年 4 1 1，2 1 4 3 1 3，9 8 0 18，0 2 9 7 4 3，2 2 3 2 0 1，0 9 2 27 ，55 7 9 7 1，8 7 2

19 8 7年 7 17，9 8 4 3 8 5，7 0 2 59，17 9 1，16 2 ，8 6 5 2 4 9，4 5 2 5 1，80 5 1，46 4，1 2 2

自　 然　 体 2 0 0 0年 9 9 8，1 1 0 6 7 0，3 0 4 1 38，5 5 2 1，8 0 6 ，9 6 7 2 9 6，－8 5 6 9 8，78 4 2，20 2，6 0 7

（ケ ー ス I ） 2 0 10年 1，4・0 1，7 7 8 9 0 7，9 1 4 2 27，18 0 2，5 3 6 ，8 7 3 3 4 0，16 4 1 5 6，20 7 3，0 3 3，2 4 4

技 術 進 歩 20 0 0 年 8 0 8，5 6 4 5 4 3，7 1 1 1 1 4，4 47 1，4 6 6 ，7 2 2 2 9 6，8 5 6 8 1，3 4 4 1，8 4 4，9 2 2

（ケ ー ス Ⅱ） 2 0 10 年 9 4 4，3 2 6 6 0 7，2 9 1 1 6 0，8 47 1，7 12 ，4 6 4 3 4 0，16 4 10 6，2 88 2，1 5 8，9 1 5

構成比　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
石　 炭 石　 油 ガ　 ス 化 石 燃 料 計 植 物 性 燃 料 セ メ ン ト 総　 計

実　　 績 1 9 7 5 年 4 2 ．3 3 2 ．3 1 ．9 7 6 ．5 2 0 ．7 2 ．8 1 0 0 ．0

1 9 8 7 年 4 9 ．0 2 6 ．3 4 ．0 7 9 ．4 1 7 ．0 3 ．5 1 0 0 ．0

自　 然　 体 2 0 0 0 年 4 5 ．3 3 0 ．4 6 ．3 8 2 ．0 1 3 ．5 4 ．5 1 0 0 ．0

（ケ ー ス I ） 2 0 1 0 年 4 6 ．2 2 9 ．9 7 ．5 8 3 ．6 1 1 ．2 5 ．1 1 0 0 ．0

技 術 進 歩 2 0 0 0 年 4 3 ．8 2 9 ．5 6 ．2 7 9 ．5 1 6 ．1 4 ．4 1 0 0 ．0

（ケ ー ス Ⅱ ） 2 0 1 0 年 4 3 ．7 2 8 ．1 7 ．5 7 9 ．3 1 5 ．8 4 ．9 1 0 0 ．0



（3）部門別にみたCO2　排出量の将来動向

衰4．3－20、図4．3－22にエネルギー消費部門別にみたアジア地域の全体のCO2排出量を

示した。

1987年の排出量は14．6億tで、部門別にはエネルギー転換部門25．2％、産業部門34．4％、

輸送部門9．5％、その他部門30．9％となっている。

ケースIにおいては、その他部門のシェアが2000年で4％、2010年で6％減じ、他の部門

はすべて増加している。特に、発電部門の増加が顕著であり、その他部門の減少した率に

ほぼ匹敵する増加となっている（ただし、エネルギー転換部門としてはシェアの増加はや

や小さくなっている）。また、輸送部門も2％程度シェアを拡大している。

ケースⅡでは、発電部門の増加は少ないもののやはり2％前後シェアが増加している。

なお、ケースIとの比較において、植物性燃料のシェアが2～4％大きくなっているが、こ

れは植物性燃料では省エネルギーを見込んでいないため、相対的にシェアが押し上げられ

たものである。ちなみに、植物性燃料を除いてシェアを計算するとその他部門のシェアは

1～2％減少し、その分輸送部門のシェアが拡大することとなる。

（単位：C挑粁トン／年）

1975年　　　1987年　　　　　2000年　　　　　2010年

図4．3－22　　部門別CO2排出量
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表　4．3－20　　　部門別C O2　排出量

排出量
（単位：C換算千t）

実　 績 ケ ー ス I （自然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

197 5 年 19 87 年 2 0 00 年 20 10 年 20 0 0 年 2 0 10 年

エネルギ ー転 換 部 門 2 28 ，9 15 368 ，66 5 5 80 ，53 4 8 4 5，53 6 46 1 ，4 27 5 65，4 78

内 、 発 電 18 1，6 8 2 30 3，57 2 5 18 ，27 2 75 9，93 6 4 10 ，69 4 5 07，6 62

工 業 部 門 3 34 ，70 6 50 3，80 7 7 79 ，3 30 1，07 7，22 6 64 3 ，4 49 7 39 ，8 47

輸 送 部 門 85 ，45 4 13 9，73 4 2 48 ，0 34 35 7，30 8 20 1，8 77 2 38 ，8 06

内 、 道 路 54 ，14 9 10 0，46 4 179 ，2 92 25 9，79 1 14 5 ，6 84 173．4 64

そ の 他 部 門 3 22 ，79 7 45 1，9 15 5 9 4，7 10 75 3，17 8 53 8 ，170 6 14 ，7 87

全 部 門 計 9 7 1，87 2 1，46 4，122 2，2 0 2，6 08 3，03 3，2 48 1，84 4 ，9 2 4 2 ，158 ，9 17

構成比
（単位：％）

実　 績 ケ ー ス I （自 然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術 進 歩 ）

1 9 7 5 年 1 9 8 7 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年 2 0 0 0 年 2 0 1 0 年

エネルギ ー転 換 部 門 2 3 ．6 2 5 ．2 2 6 ．4 2 7 ．9 2 5 ．0 2 6 ．2

内 、 発 電 1 8 ．7 2 0 ．7 2 3 ．5 2 5 ．1 2 2 ．3 2 3 ．5

工 業 部 門 3 4 ．4 3 4 ．4 3 5 ．4 3 5 ．5 3 4 ．9 3 4 ．3

輸 送 部 門 8 ．8 9 ．5 1 1 ．3 1 1 ．8 1 0 ．9 1 1 ．1

内 、 道 路 5 ．6 6 ．9 8 ．1 8 ．6 7 ．9 8 ．0

そ の 他 部 門 3 3 ．2 3 0 ．9 2 7 ．0 2 4 ．8 2 9 ．2 2 8 ．5

全 部 門 計 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0 1 0 0 ．0

1人当たりC O2排出量

（単位：C一kg／人）
実　 績 ケ ー ス I （自然 体 ） ケ ー ス Ⅱ （技 術進 歩 ）

19 75年 19 87 年 2 00 0年 20 10年 2 0 00年 20 10年

43 7 53 2 6 3 4 7 70 5 3 1 5 48



5．　予　貝　糸吉栗の総括、　留意点及こド課題

本調査研究では、エネルギー消費量及びSOx、NOx、C02　の排出量の2000年と

2010年の予測について、第6世代のFUGIグローバルモデルを用い、表5－1に示す5

ケース昼ついて調査した。本章では、予測結果の総括、結果を読む上での留意点及び予測

を行なうための今後の課題について整理する。

表　5－1検討ケース

環境対策

エネルギー需 要
現 状 固定 （A ） 対策普 及 （B ） 日本並 （C ）

自然体　 （Ⅰ） I －A I － B

技 術進 歩つ Ⅱ） Ⅱ－A Ⅱ－ B Ⅱ－ C

5．1　エネルギー消費量の予測結果の総括、留意点及び課題

（1）予測結果の総括

今回の予測では、前提条件として将来人口は国連の中位推計値を、石油価格は1990年

19．7ドルから2000年40ドル（モデル内名目価格）とし、その後も同様の比率で漸増するも

のと設定するとともにエネルギー利用形態を2種想定して、世界の社会経済、エネルギー

消費量等の動向を予測した。その結果、アジア地域は今後とも1975～1987年の実態と同様

に4～5％程度の経済成長を持続する結果が得られた。これに伴い、エネルギー消費量も必

然的に増加して行くこととなるが、今回の予測結果から次のことに注目される。

（9エネルギーの利用効率の向上等による省エネルギーの効果

技術進歩ケース（ケースⅡ）ではエネルギー消費量の伸び率は自然体ケース（ケースI）

よりも小さくなっているにもかかわらず、GDPの伸びはケースIを若干上回っている。

省エネルギーを進めながらもエネルギーの利用効率を向上することにより経済の持続的発

展が可能であることを示している。

②石炭への依存の拡大

アジアのエネルギー源は、中国及びインドを中心として石炭を主体とし、そのシェアは

さらに拡大する。石炭は環境への負荷が高いため、石炭利用の増加はさらに環境を悪化さ
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せることが懸念される。

（2）予測の留意点

本調査研究では、エネルギー消費量の予測において経済活動との関係を折り込むため

FUGIグローバルモデルを利用している。FUGIモデルにおいては経済やエネルギ

ー消費量の予測のための方程式は、過去のデータを分析して組み立てており、エネルギー

消費構造がある時点から劇的に変化するような想定は入っていない。すなわち、先進国、

開発途上国、計画経済国といったように社会形態に応じて基本的な方程式が組まれており、

その中で各国の現状に応じた定数が付与されているため、開発途上国が急に先進国型の社

会構造に移行することはなく、従前の社会経済構造の延長線上で推移することとなる。従

って、これまで見られなかった新しい工業が急激に発展し産業構造が激変するといった予

測は含まない。

本調査研究においては、アジア地域全体を同じレベルで予測することを主眼に置き、特

定の国のみに特別な条件設定を行うことは避けた。いくつかの国では、エネルギー関係の

長期計画や燃料転換の政策が持たれているが、計画や政策が不明あるいは流動的な国も多

いので、今回は全ての国に共通のデータを用い、同一の手法で予測している。より精緻な

予測には、各国の政策や長期計画等を基にして、特に重要な事項については、予測の前提

条件として組み込んでいく必要がある。

予測結果から将来方向を検討する上で留意すべき事項を以下に述べる。

①代替エネルギー転換の促進度合い

技術進歩ケース（ケースⅡ）において、水力等の1次電力のシェアは1987年に比し

て2010年にはぼ倍増しているが、代替エネルギー転換促進のための開発投資を自然体

ケース（ケースI）に対して10％程度増加させるという想定がやや過大であった可能

性がある。日本の場合には、2010年の1次電力のシェアは35％という高率になってお

り、新規の水力発電の余地が少なく原子力発電の新規立地の困難さを考えると実現困

難と思われ、化石燃料の消費が増大する可能性がある。

②石油価格の設定

石油価格をモデル内の名目価格で1990年の17．9ドルから2000年の40ドルに増加させ

ているが、実質価格ではおよそ30ドル強まで増加することとなり、最近の原油価格

（平成2年度　23ドル）の推移からみるとやや高めの価格設定となっている。　このた

め、石油消費量のシェアはやや低めとなり、自然体ケースでは石炭の、技術進歩ケー

スでは1次電力のシェアがやや高めとなっている可能性がある。
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③部門間への配分

FUGIモデルにより各エネルギー源別の消費量が得てられているが、SO x、

NOx、CO2排出量を算定するために石炭、石油、ガスの消費量を消費部門毎に

配分することが必要で、今回の調査では、OECD／IEAのエネルギーバランス表

を基に、部門別・燃料別に直線回帰分析を行って将来の動向を把握し、配分比率を設

定している。

このため、石炭、石油等の各エネルギー消費量は総量としてはFUGIモデルによ

りコストが加味されたものとなっているが、部門間配分ではコストの概念が入ってい

ない。実際には各業種毎にエネルギーコストの影響度合いが異なるので、部門ごとの

エネルギー消費量を正確に把握するには、コストその他を考慮して検討する必要があ

る。

（む発電効率の設定

発電部門のエネルギー消費量は、発電効率を想定して算出し、発電効率は、OEC

D／I EAの作成したエネルギーバランス表をペースに設定したが、実態とどの程度

合致するかは問題である。各国とも電力の利用が進んでおり、そのエネルギー源の大

半は化石燃料であることから、実際には発電部門の消費量がかなり変わる可能性があ

る。

⑤植物性燃料の消費量

薪炭・バガス等の植物性燃料はFUGIモデルでは対象としていないため、回帰分

析によって消費量を設定している。植物性燃料の大半は家庭での利用であり利用効率

の上昇は期待しがたいこと等から、自然体ケースも技術進歩ケースも同じ値を利用し

ている。技術進歩ケースではこれ以外のエネルギーの利用効率向上等を前接とするの

で相対的に植物性燃料のシェアが高くなっている。

（3）今後の課題

以上の結果を踏まえて、エネルギー消費量の予測を行なう上での今後の課題を以下に列

記する。

①エネルギー消費量予測

FUGIモデルによる将来エネルギp需要量予測やその結果の部門間配分は、基本

的にこれまでの動向の延長線上にある。しかし、ソ連邦の崩壊による計画経済諸国の

経済・エネルギー事情は激変しつつあり、他方では　ASEAN諸国等では先進国からの工
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場進出等で産業形態が変化している。こういった状況はこれまでと異なるエネルギー

消費構造となる可能性があり、今後、これらの国で産業構造やエネルギー消費形態が

どうなって行くのかを把捉するための情報の収集・分析に努める必要がある。

（診部門毎の消費量予測

エネルギーの利用効率の向上の効果をより詳細に把握していくためには、各部門別

に省エネルギーの進展度合いを明確に把握していくことが肝要である。また、コスト

の概念や併せて社会や産業構造の変化を加味した予測が必要である。

部門毎のエネルギー消費量は、これらに対応可能な第7世代のFUGIモデルを使

用して、より精緻な予測を行っていく必要がある。

③発電効率

化石燃料の消費の中で発電の占める割合は高く、またアジア各国で電力需要増加に

対応して施設の増強が図られてきているので、今後のエネルギー消費量を予測する上

で、各国の発電に関する資料の収集・分析により、より実態に近い発電効率の把捉に

努めることが重要となっている。

④植物性燃料

植物性燃料は、経済発展につれて他のエネルギー源に転換していくことが一般的で

あるから、経済発展（1人当たりGDLP）との関連をモデル化していくことが望まし

い。

なお、植物性燃料消費量が減少すれば別のエネルギー消費が増えるが、C02　の増

加を抑えるためにバイオマスを再生可能エネルギーとして大規模に活用しようという

動きも出ているので、将来はこの点も含めて考慮する必要がある。

5．2　SOx、NOx、CO2排出量推計の予測結果の総括、留意点及び課題

（1）予測結果の総括

今回の推計結果は図5．2－1に示すとおりである。

この結果から、環墳保全の観点でのエネルギー利用技術の進歩による省エネルギー等の

有効性が確認された。今回設定したケースの中で日本並ケース（Ⅱ－C）はある意味で環

境対策の極限を想定したものであり、ケースⅡ－Cを除くとSOx、NOxの削減は環墳

対策の効果（AとBとの差）よりエネルギー利用効率の向上の効果（IとⅡとの差）の方

が大きい。
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また、ケースⅢ一Cの場合でもNO xの排出量をきびしく抑制することはSO xより困

難なことが示された。NOxはSOxと異なり燃料にNが含まれなくても生じること、及

び輸送部門のシェア増加等が理由である。

CO2　排出量については、「国連気候変動枠組み条約」において先進国では1人当たり

のCO2排出量を2000年以降、1990年のレベルで安定化すること等、気候変動への対応が

重要視されている。

アジア全体の平均で、1987年には1人当たりCO2排出量は532kg／人であったものが、

省エネルギー等の進展等を前提としない自然体ケースでは2000年に634kg／人と約1．2倍に

増加している。これに対’して、エネルギーの利用効率の向上及び1次電力への転換を進展

させる技術進歩ケースでは531kg／人という結果になっている。すなわち、CO2　排出量

の安定化のためには技術進歩ケースで想定したことを実現する必要があり、そのためには

エネルギー原単位（GDP当たり1次エネルギー消費量）で毎年2％程度の省エネルギー

を進めていくことが必要となることを示している。また、環境負荷の小さい1次電力の

シェアを高めていくことも一層重要となっている。

（2）予測結果の留意点

本調査研究においては、現在の環境対策のまま新たな対策を行わないケース（A）とア

ジアの全ての国に現在の日本の排出係数を適用した日本並ケース（C）の中間として、現

実的な意味で実現可能な対策普及ケース（B）を想定した。実現可能なという意味あいか

らは、個々のエネルギー利用形態に対し、SO x、NO xの削減可能量を算定し、排出係

数を設定することが望ましい。しかし、そのためには各国の現有するエネルギー使用設備

の内容と運転実態を把握することが前提となるが、アジアの全ての国の設備を把握するこ

とは困難である。このため、本調査研究では、現在いくつかの国で定められている排出基

準をもとに各国の国情に応じて排出基準を想定し、その基準に対応する排出係数を設定し

ている。

これらによる排出量の予測結果に関して以下に留意すべき点を以下に述べる。

①中国、インドの排出基準の設定

最大のエネルギー消費国である中国やインドに対しては、広大な国土や大きな人口

に対して経済水準（1人当たりGDP）が低いためと、排出総量が多いのでかなりの

脱硫装置を設置しても削減率としては他の国以上にすることは困難と予想されること、

中国においては現5ヶ年計画では環墳対策が計上されていないため、本格的な対策は

次期5ケ年計画以降となることなどから削減率予想をやや低めの設定としている。こ

の2国からの排出量が非常に大きいことから、アジア全体でみた場合の削減率が小さ

な推計となっている。
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なお、中国での排煙脱硫設備は雨の酸性の強い南部地区だけの設置を前提としたが、

現実にはこれ以外の地区でも新設の石炭火力発電所や大工場には設置計画があるので、

予測結果より一層の低減が期待される。

②中国、インド国内の地域別動向

中国、インド両国は、他の国との規模をあわせるため、国内をいくつかの地域に区

分しているが、地域毎のエネルギーデータが十分得られないため、エネルギー消費部

門別に関連の強い業種の地域別生産量等から国全体のエネルギー消費量を配分し、

SO、Ⅹ、NOx、CO2排出量を推算している。また、地域別の生産量等の将来動向

を把握し得るだけのデp夕がそろわないので、今回は　NISTEP REPORT No．21で用いた

1987年の配分率により算定している。

しかし、例えば中国沿岸部など、最近の経済発展の著しい地域では今回の推計結果

以上に環境悪化が進む可能性が大きい。

（3）今後の課題

以上の結果を踏まえて、SOx、NOx、C02　の排出量の予測を行う上での今後の課

題を以下にあげる。

①環境対策と排出係数の設定

本調査研究では、対策普及ケースの排出係数の設定は排出基準を想定して算定して

おり、実現のための具体的な方法が提示されていない。

今後、SOx、NOx、C02　を削減するための手法や必要となる設備の内容、効

果、経費等の関係を調査研究するとともに、各国レベルでのコスト負担能力までの検

討を進めていく必要がある。

②中国、インド国内の地域配分比率

中国、インド両国は面積のみならずエネルギー消費の大きい国であり、地域によっ

て状況や石炭の硫黄含有率などが大きく異なることなどから、SOx、NOx、CO2

排出量の推計にあたっては、より的確な経済活動等のデータの把握により詳細な推計

を行う必要がある。
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図5．2－1　SOx、NOx、CO2排出量の推計結果各ケース比較（1987年＝100）



6．　おわ　り　8こ　く効率的な囁境穿寸策を　日宇旨　して）

本調査研究では、石炭、石油、天然ガスとともに植物性燃料を含め、アジア25ヶ国全域

を網羅して、世界的に利用されているFUGIグローバルモデルを使用して、自然体での

推移とエネルギー利用技術の進展による省エネルギーを見込む場合の2ケースの消費形態

についてのエネルギー消費量の予測を行い、さらに現状どおり、国情に応じた環境対策の

普及、日本並の3ケースの環境対策の想定を行い、各々の2000年、2010年のS O x、

NOx、C02　の排出量の詳細な推計を初めて行ったものである。

本来この種の予測は、個々の数値が重要なのではなく、全体として設定した条件に対し

どの様な動きを示すかを把握することを目的としている。今回の予測で言えば、エネルギ

ー利用技術の向上等と排煙脱硫等の環境対策の効果を総括的に把握することに意義があり、

この予測結果は今後対策を有効に進めるために役立つであろう。

将来予測の結果を踏まえ、今後アジア地域の環境を保全していくために期待される方向

を以下に述べる。

（1）アジア地域の発展と環境負荷の増大

アジア地域では、引き続き4～5％の経済成長を持続し、それに伴ってエネルギー消費量

も増加していくが、技術の進歩等によりエネルギー利用効率が高まる方向で推移すれば、

1次エネルギー消費量の対GDP弾性値は1以下にとどまる。しかし、効率の上昇を上回

る勢いで経済成長が続くので、エネルギー消費量としては増加し、またエネルギー源とし

ては将来とも石炭が主役の座を占め続けることから、環境負荷の増大が懸念される。

例えばSOx排出量の結果でも、近年工業化が進んでいる韓国、台湾等のアジアNIES諸

国や中国の一部地域等では20t／kIがを超える高密度の排出となることが予測され、また

タイ、フィリピンやインドのいくつかの地域でも悪化の傾向がみられる。これらの国では

既に大気汚染に悩んでおり、今後さらに深刻化していくことは想像に難くない。単純に比

較はできないが、公害問題が大きな社会問題となった日本で環境対策が緒についた1970年

のSOx排出量は約50＜0百万t、単位面積当たりに換算するとおよそ13t／knfであるこ

とを考えると深刻な事態というべきで、対策が急務である。

このような大気の汚染は、発生源の地域に限定されず近隣の他国にまで影響を及ぼすこ

とから、国際的な問題としてとらえる必要があり、監視体制や研究体制の一層の充実が期

待される。

（2）エネルギー利用効率向上の効果

技術進歩による省エネルギー等での削減率はSOx、NOxともに20～30％に達するの
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に対し、一般的な環境対策を想定したケースではSO xで7～10％、NOxでは7％に過ぎ

ない。高効率の排煙脱硫・脱硝装置等は高価であるうえ運転経費も高く、発展途上国で採

用するには大きな負担となる。反面、省エネルギーについては、例えば発電所や工場を新

設や増改築する場合に、採用する設備をやや高価な高効率なものとすればよく、燃料費の

節減につながっていく。また、既存の燃焼設備でも燃焼改善（例えば過剰空気の制御）で

効率を高め、燃料消費とともに汚染物を減らすことも可能である。

このようにエネルギーの利用効率の向上による省エネルギーの進展は、SOx、NOx、

C02　の削減に大きく寄与し得るし、さらに燃料費節減やそれに伴う設備投資が経済成長

を押し上げる結果をも得ており、この方向の施策の推進が重要となる。

通常環境保全というとともすれば脱硫脱硝設備等を思い浮かべがちであるが、高効率化

による省エネルギーを進めることが非常に有効であることを本調査研究は示している。

（3）効率よいエネルギー利用推進のための施策の重点的実施

経済水準（I人当たりGDP）とエネルギp原単位（GDP当たりエネルギー消費量）

の関係をみると技術進歩による省エネルギーを想定したケースの方が過去の動きに対応し

ており、経済発展とともにエネルギー利用効率の向上を伴っていることが示されている。

これらの関係から、エネルギー利用においてアジア各国を3つのグループに分類するこ

とができる。

第1は日本や中国、タイのように1人当りGDPに比例するようにGDP当たりエネル

ギー消費量が低下（高効率化）していく国であり、第2はエネルギー利用効率はそれほど

変化がないが、経済成長（1人当りGDP）は増加している国、第3は一定の傾向が見ら

れない国で発展が特に遅れている国に多く見受けられる。

今後、環境保全の点で注目されるのは第2のグループで、該当するのは韓国、台湾、シ

ンガポールなど急激な工業化が進められている国である。これらの国では、熱効率の面は

すでにかなり高いレベルにあり、一層の効率向上よりは生産量の拡大に重点が置かれてい

るものと見られる。しかし、これらの国ではSOx、NOx、C02　の単位面積当たりの

排出量も非常に高くなっており、省エネルギー進展のための研究開発の一層の推進が期待

される。日本においては石油危機を契機として、技術進歩ケースで設定した条件（省エネ

ルギー率約2％）を上回る率（3％）でエネルギー利用の高効率化を進めてきた実績があり、

アジア各国が持続的発展を保ちつつ省エネルギーを図っていく上で、その技術やノウハウ

をアジア各国で活用することが望ましい。

（4）環境対策の徹底

各国で経済発展を進めていくためには、効率の向上を図ったとしても、エネルギー消費
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量が増加することは避けられない。

今回の予測においても、現在すでに単位面積当たりのS Ox、NOx排出量が高い香港、

シンガポールや上海等の地域は、省エネルギーのみでの対応では、2000年には現在のおよ

そ2倍の排出密度となる結果となっている。これらの地域では、日本並に近い環境対策を

行わないと現状維持も困難で、早急な対応が必要である。

また、タイ、マレーシア等の工業の進展の盛んな国ではやはり悪化の傾向がみられるこ

とから、高効率化による省エネルギーに加え何らかの環境対策の推進が期待される。この

ためには燃料改質やより負荷の小さい燃料への転換の推進に加え、それぞれの国情に適し

た脱硫・脱硝装置の研究開発などを重点として、可能な限り環境負荷の低減に努めていく

必要があり、わが国としても積極的に協力していくことが必要である。

さらに、経済成長に伴ってエネルギー消費量の増加する民生部門においては効率的利用

や環境対策の効果が多くは望めないので、中国における発電所からの給熱事業や日本にお

けるヒートポンプによる未利用エネルギーの活用など、多面的な取り組みが期待される。
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